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第 2節 弥生時代～古墳時代の成果
弥生時代～古墳時代の上器 (第303'304図  2111～

2140)

2111は 口縁部がT宇状で器壁が薄く,中九州系の

弥生時代中期土器である。

2112～ 2140は甕形土器である。胴上部に張りがあ

る器形で, 口縁部は長く外反する。口縁部と胴部の

境は,外面にわずかな段がみられ,内面の稜は弱い。

口唇部は平に面取りする。2112は 内面に粗い条痕状

の器面調整がみられる。タタキかどうかの判断はつ

かない。2115～ 2124は底部である。2115は 中空の脚

台状となり,中空部分も2.8cmと やや深めである。他

は中空部がそれほど深くない。直径は 7 cm～ 10clllで

弩形土器に伴 うものであると考えられる。2124は底

径 5 cmの小型のものであり,鉢形土器と考えられる。

2125～ 2133は重形土器の突帯である。2125は細くて

高い突帯上に刻目を加える。弥生土器の可能性もあ

るが,こ こに含めた。他は頸部付近に巡らされるも

のと考えられ,斜位あるいは交差した刻みが施され

る。2134～ 2139は高不の脚部である。古代の高年と

区別が困難であるが,胎土の砂柾が粗いものを取り

上げた。

以上の土器は甕形土器の口縁部が大きく外反す

ることと,壷形土器の突帯幅が狭いことから,成川

式土器の中でも,中頃の東原式とされる土器に姑応

するものと考えられる。通常の東原式土器は脚台が

高く中空部分も深いが,本遺跡出土土器は低くて中

表53 弥生時代・古墳時代遺物観察表

空も浅い。これは地域的特徴を示していると考えら

れる。密形土器に条痕状の調整 (タ タキか ?)がみ
られる点は北都九州の影響であると思われる。古墳

時代前半の 5世紀に該当する。

古墳時代の須恵器 (第304図 2141～ 2145)

2141・ 2142は年身あるいはイ蓋と考えられ, 7世

紀代のものである。2143は甕の頸部と考えられる。

浅い凹線間に櫛状の工具を用いて斜め方向で密に刺

突をおこなっている。2144は 口径 14cm・ 器高4.2cmの

不である。腰の部分を 2段ほど回転によるヘラケズ

リをおこない,丸 く仕上げる。体部はほぼ直立し,

口縁端部のみをわずかに外反させる。2145は蓋の外

縁である。体部端を強調し,直角近くに折り曲げて

口唇部へ至る。口唇外端部を肥厚させてある。

2141～ 2143は 見入来遺跡で出土したものであり,

この周辺に古墳時代後半の須恵器を使用した集落の

存在が考えられる。

古墳時代の上師器 (第304図  2146・ 2147)

2146は 復元口径 14.4clll,器 高5.2c皿 を測る土師質

の丸底14hである。底部から体部にかけては球形に近

く,口縁都付近で直立する。口唇部内面を斜めに切

り込んで面取りしてある。胎土は角閃石を含むもの

の,良 く水簸された粘土を用いている。2147は 口径

14clll,器高3,7cmを測る浅い年である。底部はわずか

に平坦面のある丸底である。胎土は金雲母をはじめ

として粗く,一見成川式土器の胎土を思わせる。

出土区 層位 遺有 器種 部 位
口径 底径

胎土 特徴 暁成・その他 備募 写多

第

朗
図

1耗

甕 I底部

こぶい橙・ハケメ

壷 I底部

第

３０４
図

白・ナデ

lTN 1完形
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第 3節 吉代前半期～近世前半期の成果
1.古代前半期の出土遺構
(1)篭付竪穴住居跡
寵付堅穴住居跡 (SH29)iC-15区 で検出された。当初

は焼上が盛り上がって確認されたので,焼土遺構だと

① 暗灰褐色粘質土 :炭化物及び焼土を含む
②灰褐色粘質土 :炭化物をわずかに含む
③黒色炭化土

考えていた。しかし,実測した後半載してみると,下部の

方が土坑状となり,さらに東側に行くにしたがつて焼土と

炭化物が層になって平坦に出てきた。上面からの埋土

の見分けはШ層と同一の上をしていて難しく,床面の焼

土や炭化物を手掛りにどうにかプランを出すことができ

X=-99811

x=-99814

0           1m

＜
＝
Ｉ
‐
０
０
ミ
∞
〇

く
＝
‥
―
の
Ｏ
Ｎ
∞
ゃ

第305図 竪穴住居検出状況 (SH29)

④ 焼土及び炭化物層 :びっしり層になっている
⑥ 暗黄褐色粘質土 !炭化物及び焼上を含む
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A

第306図 竃検出状況 (SH29)0   50cm

―
た。床あるいは壁面は焼土や炭化物がみられなくなると

ころで止め,さらに砂っぽくなるところでも止めた。この様

にして掘り出したのが第305図 のようなプランである。当

初 ,焼土遺構として確認した場所は南西のコーナー部

分であり,「 SF29」 と呼んでいた。その後,竪穴住居であ

ることがわかったので,「SH29Jに改めた。

平面プランは360cm× 300cmの方形で南東寄りに造り付

けの霊が,南西隅に土坑状の部分がつくられた竪穴住居

である。検出面から床面までの深さは38clllで ある。柱穴は

検出できなかった。霊は東側につき,幅48clll,奥行き80clll

の楕円形を呈する。壁面が湾曲してドーム状になっている。

火床は床面よりも10cmほど窪んでおり,焚き口から傾斜し

ている。煙道はみられないが,検出面から床面までは既

に削平され高さが12clllしかなく,また火床は壁面よりも15

餌ほど外側にせり出しているので,全く煙道がなかったと

は言い切れない。両袖となるような粘土塊は確認できなか

つたけれども,外側の焼土がこの部分で途切れていること

から何らかの施設があったと考えられる。遺物は底部が丸

平底となる土師甕 (2382・ 2383)が一個体分のみで,底部

の方が竃内に落ち込んでいた。南西隅の土坑状の部分

は,底辺150clll,高さ部分98clllの 二等辺三角形を呈する。

深さは床面よりもさらに9cm深い。この上坑状内にも多くの

焼土や炭化物が混じっていた。

床面には焼土や炭化物が堆積していた。太い材などは

みられず,火災によるものかどうかわからない。埋土は ,

①暗灰褐色粘質土であり,炭化物及び焼土を含む。②灰

褐色粘質土であり,炭化物をわずかに含む。③黒色炭化

土である。④焼土及び炭化物層であり,びつしり層になっ

ている。⑤暗黄褐色粘質土であり,炭化物及び焼土を含

む。茶褐色になるぐらい焼けている部分と,かなり焼けて

赤ィヒしている部分がある。竃内床面直上は,砂質に近い

焼土(⑦ )の上を汚乳白色灰(⑥)が覆い,その上には埋

土と同質の焼土が見られた。⑥は灰そのものであると考え

られ,非常に柔らかい。床面の炭化物による放射′性炭素

年代測定の結果 ,3050± 40年 BP(紀元前1310年 )という

測定値が得られた。しかし,この数値は縄文時代後期から

晩期にかけての年代であり,何らかの影響で混入したもの

と考えられる。

竃近くから出土した土師密から古代前半に該当する

造り付けの竃をもつ竪穴住居跡であると判断したい。

土師甕の特徴から, 8世紀～ 9世紀前半にかけてのも

のであると考えられる。

発掘調査当時の2000年 3月 には,鹿児島県内で竪穴

住居跡に竃が備えつけられている例は知られていなか

った。その後,川内市大島遺跡や金峰町芝原遺跡など

で,霊付の竪穴住居跡が検出されている。いずれにし

ても,竃付の竪穴住居は鹿児島県内にはわずかにしか

なく,中央の文化の受け入れが県内他地域よりも一歩

早かつたことが窺える①

(2)焼成土坑
焼成上坑1(SFK82):B15区 のⅢ層上面で検出された。

平面形は128clll× 106cmのほぼ正方形を成し,四隅は若

千丸みを帯びる。検出面からの深さは21clllを測る。軸

はほぼ南北に合つている。床面及び四方の壁ともかな

りの火熟を受けており,赤色化している。

遺物は埋土の中位から上位に出土し,下面からは

全く出土しなかった。埋土は暗いⅢ層であり,焼土
及び炭化粒が多く含まれる。床面近くには 5 cm大の

炭が多かった。遺物には須恵器,土師器,土錘など
があり,ほ とんど破片になって散乱した状態だった。

また礫等も投げ込まれていた。 したがって土坑が廃
棄された後,捨てられたものと考えられる。
他県の類例からすれば,土師器の焼成土坑とも考
えられるが,確証は得られない。何を焼いたのかは
わからないが,焼成土坑としておきたい。炭化物に
よる放射性炭素年代測定の結果,1170± 40年BP(紀

元880年 )の測定値が得られた。出土遺物も同様の年

代観をもつものであり,奈良時代から平安時代初頭
にかけての遺構であると考えられる。

焼成上坑2(SFK133):B23区 のⅢ層上面で,焼土が
「コJの字形に巡るのを検出した。東側のラインははっきり

としなかったが,175cm× H2clllの隅丸方形の形となる。

主軸は磁北より55度東へ傾く。三面及び床面がかなりの

火熱を受けて赤色化している。埋土はⅢ層と同質である

が,炭化物や焼土粒を含んでいる。検出面からの深さは

19clllを測る。埋土から出土した遺物は縄文土器であるが ,

周辺からも縄文土器は多量に出土しており,遺構が埋ま

る際に一緒に埋まったものと考えられる。焼成土坑 1

(SFK82)や焼成上坑3(SK45)の様に他にも同様な遺構

があることから平安時代前半のもので 1まないかと考える。

一
④

∞
〇
∃
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その形状や焼土の状況から,焼成土坑とした。

焼成上坑3(SK45):D24区 のⅢ層上面で,焼上が丸み

を帯びた長方形状に巡るのを検出した。埋土①は灰黄

色粘質土であり,Ⅲ層とほとんど同じ層である。①の埋

土中には土器片が数点出土した。①の埋土を掘り下げ

ると,炭化物が7側の厚みでみられ,床面も壁面も赤く

焼けていた。焼土及び炭化物がないと,遺構は確認で

きなかつたと思われる。長さは163cm・ 幅50cm・ 深さ39cm

で,床面には浅い窪みがみられた。床面直上の炭化物

による放射性炭素年代測定の結果1240± 50年BP(紀

元780年 )という浪J定値が得られた。埋土中の遺物から

は判断できなかったが,周辺から8世紀代の遺物が出

土しており,奈良時代の遺構であると考えられる。焼成

土坑 1(SFK82)や 焼成土坑2(SFK133)と 同様に,何を

焼いたのかはわからないものの,焼成土坑とした。

(3)不明遺構
不明遺構3(SX75):C14・ 15区にかけてⅢ層上面で検

出された遺構である。埋土は,質的にはⅢ層と同じで灰

褐色を呈し,炭化物と焼土粒を多く含む。北側へは次

第に先細りとなり,南側へはだんだん浅くなつて上バライ

ヤ屯

ンが消えてくる。形状は不定形で,どのような性格の遺

構であったかは不明である。床面からやや浮いた位置

で多くの遺物が出土した。須恵器 ,土 師器 ,鉄製品

(2606),獣 骨などである。須恵器類は完形に近いもの

はなく,ほとんど破損した状態であり,破棄されたもので

あると考えられる。

須恵器の形状から,8世紀から9世紀前半にかけての

遺構であると考える。

不明遺構4(SX81)IB 14区 のⅢ層上面で検出された。

当初焼土粒が広がっていたので,SF20と呼んでいたも

のである。それを掘り下げていくと,遺物がまとまって出

土した。埋土は下がるにつれて,次第に焼土粒及び炭

化粒が少なくなり,通常のⅢ層と変わりなくなった。遺物

は層に関わりなく上下から出てきて,出土範囲も限られ

ていた。床面も壁面も確認することができず ,遺物の出

土状況を把握することだけに留まったが,何らかの遺構

だと考えられる。出土遺物の形状から,8世紀から9世紀

前半にかけての遺構であると考える。

不明遺構5(SX85):B16区のⅢ層上面で検出された

遺構である。北東側部分がほぼ直角に曲がり,約 20cm

Ｅ
ｏ
∞

0         0   50cm

第307図 焼成土坑検出状況 (1)

９

Ｖ
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第308図 焼成上坑検出状況 (2)焼成土坑 2(SFK133)。 3(SK45)
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の段差を持つ。壁面及び内側に 7基のピットがあり,

直径は33clll～ 35clllと はぼ同じである。埋土は暗いⅢ

層である。当初は竪穴住居を想定していたが,明確
なプランが出てこないこと,柱穴が並ばないこと,
炉及び竃が検出されないことから,断定するまでに
は至らなかった。遺構内からは図化できる遺物は出

土していないが,土師器であることと周囲の遺構の

2318

＼

状況から,古代前半に該当すると考えられる。

(4)土坑等
土坑 6(SK84):不明遺構 5(SX85)に接 して検出さ

れた。直径 128clllで 凹レンズ状に掘られた土坑である。

検出面からの深さは18clllを測る。埋土は暗いⅢ層で

あり,焼土粒を含む。土師寮の口縁部と鉢形土師器 ,
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それに甑の底部と考えられる一部が出土した。

上坑7(SK83):B16区 のⅢ層上面で検出された。埋土

はほとんどⅢ層と同質であり,わずかに含まれる焼土粒

子を頼り1こ掘りすすめた。2段に分かれる土坑であり,南

側の浅い方には20clll大の焼土塊がみられた。遺物は刻

目突帯文土器 (321)と石鏃であるが,土師質と考えられ

る土器片もみられ,縄文時代の遺構とは断定できない。

ピット3(SP86):不 明遺構 5(SX85)の北側壁面に

あり,直径44clll,深さ64clllを測る。ピット内の中半

付近から,杯など土師器片数点が出土した。2147の

古墳時代のものと考えられる土師器も出土している。

土坑8(SK134):B23区のⅢ層上面で検出された。180

clll X l l lclllの長楕円形をした土坑であり,検出面からの

深さは2 1clllを測る。主軸は山側を向く。埋土は暗灰褐

色の粘土質土である。わずかに炭化物や焼土粒を含む。

須恵器や土師器が多く出土し,その種類も多い。床面

から10cmほ ど浮いた状態で,中央部はやや水平に,西
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側は壁面に沿つて出土したことから,

土坑が廃棄された後,一括して捨てら

れたと考えられる。蓋の特徴から平安

時代初頭のものと考えられる。

土坑 9(SK135):B23区のⅢ層を掘り

下げる時点で土師器がまとまって出土

し,土坑であることがわかった。埋土

はほとんどⅢ層と同一であるが,わず
かに灰色がかっている。 2 cm大の木片

と思われる炭化物も含まれている①長

軸 103clll×短軸88cmの楕円形をなし,

検出面からの深さは22clllを測る。ほぼ

三個体分の土師甕が床面より浮いた状

態で,ほぼ水平に散らばって出上した。

土坑のオ隆格は不明である。

土師甕の形状から,平安時代初期に

該当すると考えられる。

土坑10(SK76):B15区のⅢ層上面で

検出された。南北方向に主軸をもつ幅

79cm,長さ240clllの長楕円形である。南

北の二段に分かれており,深さは16皿

で,北側の最深部では36clllを測る。埋

土は暗いⅢ層と同様で炭化粒・焼土を

含む。須恵器や土師器が床面からやや

判 y

浮いて出土した。遺物には須恵器の都や娩があり,8世
紀から9世紀前半にかけての年代が考えられる。遺構の

形状は土坑 7と類似するが,性格は不明である。

上坑11(SKl13):B15区のШ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

に含んでいる。140cm× 76cm・ 深さ10clllの長方形に近

い楕円形の土坑である。内部から須恵器片や土師器の

イ等が出土した。

土坑12(SKl12):B15区のⅢ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

に含んでいる。100cm× 80cm・ 深さ18cmの精円形の土

坑である。土師養片や不片が出土した。

土坑13(SKlll):B15区のⅢ層上面で検出した。長径

340cIIl×短径 176cmの長方形に近い長楕円形である。埋

土は暗いⅢ層であり,焼土粒及び庚化粒を含む。須恵

器及び土師器が出上した。

土坑14(SKl10):B15区のШ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

④
尉

'(｀:ミ
|夕

()〔〕,θ

第314図  土坑検 出状況 (4)土坑 10(SK76)

に含んでいる。長軸76clll×短軸56clll・ 深さ10clllの楕円

形の土坑である。内部から完形に近い須恵器杯 (2158)

が出上した。 8世紀から9世紀前半の隼代が考えられ
る。

上坑15(SK106):B15区のⅢ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

に含んでいる。72clll× 60clll・ 深さ10clllの円形に近い楕

円形の土坑である。薄手の土師餐が出土した。

土坑16(SK105):B15区Ⅲ層上面で検出された不定形

の土坑である。長さ386硼・幅112針・深さ22cmを測る。

暗いⅢ層が埋土であり,土師器や須恵器の蓋等が出土

した。

土坑17(SK104):B15区のⅢ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

に含んでいる。56clll× 48clll・ 深さ46clllの精円形の上坑

である。

土坑18(SK77):B15区 Ⅲ層上面で検出された。幅148

clll・長さ608clllで東西方向に主軸をもつ溝状をなす長精

円形の土坑である。土坑24と は向き及び幅とも一直線

帝
だ
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上になる。埋土は暗いⅢ層であり,上部には焼土塊が ,

下部には炭化粒が含まれる。須恵器や土師器が多数出

土した。 8世紀から9世紀前半に該当すると考えられ

る。遺構の1隆格としては,土坑24に連続した一条の溝

状遺構とも考えられるが,一部途切れることから保留

しておきたい。

土坑19(SK102) :188clll× 84cmの長精円形をなすもの

で,土坑18(SK77)に接して並行した状態で検出され

た。深さは10clllと 浅い。埋土は暗いШ層である。内部

から須恵器片・土師器片が出土した。

上坑20(SK101):B15区のⅢ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

に含んでいる。80clll× 68clll・ 深さ10clllの楕円形の土坑
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第 316図  土坑検出状況 (6)土坑 15(SK106)・ 16

土坑21(SK100):B15区のⅢ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

に含んでいる。126cm× 88cm・ 深さ14cmの精円形の土

坑である。土師器片が出上した。

上坑22(SK99):B15区のⅢ層上面で検出した。埋土

は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずか

に含んでいる。 110c皿 ×108clll・ 深さ12clllの円形に近い

― _

(SK105)・ 17(SK104)ピ ット5

楕円形の土坑である。

６坑土

―

―

―

土坑23(SK98):B15区のⅢ層上面で検出した。埋土は,

暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわずかに含ん

でいる。66clll× 64clll・深さ28clllの 円形に近い楕円形の土

坑である。土師器片が出土した。

ピッ ト6

/

(SP123)・ 6 (SP122)

判
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土坑24(SK103):土坑18(SK77)の東側延長上にあ

る。幅と深さはほとんど同じであるが,途切れてい

るので一連の溝とはならないようである。埋土はⅢ

層 とほとんど同質でわずかに炭化物を含む。

ピット5(SP123):B-15区 のⅢ層上面で検出した。直径

48clllの円形である。深さは確認しなかった。埋土には焼

土壮及び炭化粒を多く含む。時代は古代と考えられる。

ピット6(SP122):B-15区のⅢ層上面で検出した。直径

50cmの 円形である。深さは確認しなかった。埋土には焼
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第317図 土坑検出状況 (7)
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土粒及び炭化粒を多く含む。時代は古代と考えられる。

上坑25(SK97):B15区 のⅢ層上面で検出した。埋

土は,暗い色のⅢ層であり,焼土粒及び炭化粒をわ

ずかに含んでいる。96cm× 84clll・ 深さ18cmの 略精円

形の土坑である。土師器片が出土した。

土坑26(SK 96):B16区のⅢ層上面で検出した。長径

136c皿・短径 1 12clllの精円形で,底部には不定形のピン

トがある。埋土は焼土粒と炭化粒が多く含まれる。

土坑27(SK87):B16区 のⅢ層上面で検出した。埋

土は粒子状の炭が多量に含まれ,黒褐色を呈する。
68clll× 66clllの略円形を呈し,深さは12cmを測る。内

部には20clll大 の安山岩礫が置かれていた。

上坑28(SK92):B16EXlの Ⅲ層上面で検出した86clll

×50cmの 上坑である。東側に深く掘られている。

上坑29(SK93):B16区 のⅢ層上面で検出した98clll
×56clllの精円形になる土坑である。埋土はШ層 とほ

ぼ同質であるが,若千暗い色を呈する。

上坑30(SK90):B16区 のⅢ層上面で検出した。長

径 36clll,短径 26clllの精円形の土坑である。検出面か

らの深さは 7 clllを測 り,埋土に焼土粒がみられた。

上坑31(SK89):B16区 のⅢ層上面で検出した。長

径 5 1clll,短径 29clllの楕円形の土坑である。検出面か

らの深さは15clllを 測 り,埋土に焼土粒がみられた。

ピットフ(SP95):直径38c皿・深さ56clllの ピットである。内部

から土師器片及び輔羽口片が出土した。ピット8(SP94)

とピット7の 一直線上にある西側には,同 間隔でもう

1基 同じようなピットが存在する。その北側には焼土粒

が多くみられ,何らかの施設があつたと考えられる。

ピッ ト8(SP94):直径40clll・ 深さ54cmの ピントであ

る。深さもピット7(SP95)と 同じであり,間隔も200cmを測

り,何らかの上部施設があつたものと考えられる。
内部から土師器や須恵器片が出土した。

上坑32(SKl14)iC 15区のⅢ層上面で検出した。途

切れているが,わかる部分では径92cmを 測る。深 さ

は28clllを 測る。土師器蓋の一部が出土した。

ピット9(SP91):B16区 のШ層上面で検出した長軸 39

clll× 短軸 15c皿のピントであり,検出面からの深さは9cmを

測る。内部から土師器片と須恵器片が出土した。

ピット10(SP109):B-15区 Ⅲ層上面で検出した長径 50

cm,短径34cm,深さ74clllのピットである。一部分が三段

掘り状になっている。埋土には炭化物を含む。内部から

須恵器蓋等が出土した。

ピット11(sPlo8):B-15区 Ⅲ層上面で検出した直径 62

clll,深 さ54clllのピントである。二段掘り1こなっており,底

の方は先細りとなる。埋土には炭化物を含む。上面で須

恵器蓋 (2191)と 土師器蓋 (2371)が出土した。

ピット12(SP107):B-15区 Ⅲ層上面で検出した直径

42cm,深 さ52clllの ピットである。埋土には炭化物を

含む。上面で土師器皿 (2299)が 出土した。

以上,B・ C14～ 16区の土坑とピットを中心に記述し

てきた。遺構はB15区に集中していたが,その性格を

明らかにすることはできなかった。しっかりした柱穴も確

＼

第319図
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第321図 土坑検出状況 (10)

認できたのであるが,掘立柱建物跡として並べること

はできなかった。 8世紀～ 9世紀前半にかけての遺物

が多く,刻書土師器や輔潮口も出土したことから官衛

的な意味合いをもつた集落であつた可含旨陛もある。

(5)焼土

焼± 6(SF19):B15区 Ⅲ層上面で検出した。上面
に赤色の上が多く堆積 していたので,掘 り下げてみ

ると,不整形の土坑になった。下部の埋土は,暗い

Ⅲ層であり,炭化粒をわずかに含む内部からは,須
恵器や土師甕片等が出土した。

焼上 7(SF18):B15区 Ⅲ層上面で焼土を検出した。

しかしそれ以上は焼土は続かず不定形の浅い土坑に

なった。埋土は暗いⅢ層であり,炭化物を含む。内

部東側には直径 60clll・ 深さ28clllの ピットがみられる。

0        1m

卜4 (SPl16)・ 10 (SP109)・ 11(SP108)。 12 (SP107)

内部から須恵器片や土師器片等が出土した。

焼± 8(SF171):A25EXlの Ⅲ層を教 clll掘 り下げた時

点で検出された焼土である。焼土の範囲は狭く,周
辺に炭化物もみられた。遺物の出土はなかつた。地

山が焼けたと考えられ,土坑状とならなかつたので

断面図は割愛した。平安時代のものと考えられる。

焼± 9(SF170):A25の Ⅲ層を数 clll掘 り下げた時点

で検出された焼土である。焼土の範囲は狭く,周辺

に炭化物もみられた。遺物の出土はなかった。地山

が焼けたと考えられ,土坑状とならなかったので断
面図は割愛した。平安時代のものと考えられる。

焼±10(SF66):C24区のⅢ層上面で輪郭が検出された。

最も深い場所で4 clllほどの浅い窪みになる。平面形

‖
|
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第322図 焼土検出状況 (2)焼± 6(SF19)'7(SF18)。 8(SF171)・ 9(SF170)。 10(SF66)
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は直径 80clllの ほぼ円形を呈し,ほぼ全面に赤く焼けてい

る。南側は5～ 10剛程度の焼土。炭及び灰白色の粒子が

目立った。埋土からは薄手の土師器甕と考えられる破片

が3点ほど出土した。周辺でピット等は確認できなかつた

けれども,平安時代前半頃の屋内炉の可能性が高い。

(6)03区～01区の上坑等

土坑34(榎 SK 4):D03区の表土を剥いだ時点で検

出された不定形の土坑で,32clll× 16clll,埋土は灰色

がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

上坑35(榎SP7):D03区 の表土を剥いだ時点で検出さ

れた不定形の土坑で,42clll× 38cm,深さ10clllを測る。埋

土は灰色がかつたⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

上坑36(榎 SK8):D03区 の表土を剥いだ時点で検出さ

れた不定形の土坑で,28clll× 24clll,深 さ8cmを測る。埋

土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

75m

―

q

,an

土坑37(榎SK 5):D-03区の表土を剥いだ時点で検

出された不定形の土坑で,108clll× 98clll,深さ18clllを

測る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭

化粒を含む。

土坑38(榎 SK 6):D03区の表土を剥いだ時点で検出さ

れた不定形の土坑で,92clll× 48clll,深 さ16clllを測る。埋

土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

上坑39(榎SK16):D03区の表土を剥いだ時点で検出さ

れた不定形の上坑で,57clll× 50clll,深さ14clllを測る。埋

土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

上坑40(榎SK17):D03区の表土を剥いだ時点で検出

された不定形の土坑で,64clll× 50clll,深さ8clllを測る。埋

土は灰色がかつたⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

上坑41(榎SK18):C03区 の表土を剥いだ時点で検出

された不定形の土坑で,120cm× 54clll,深さ1 8clllを 測

く
″
/

ぎ

・・_     7.6m

コ 76m

72m

上坑34(榎SK4)。 35 (榎SP7)・ 36

0        1m

(榎SK5)・ 38(榎SK6)

72m

第323図 土坑検出状況 (11)
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第324図 土坑検出状況 (12)土坑39(榎SK16)。 40(榎SK17)。 41(榎SK18)'42(榎 SK15)・ 43(榎SK9)
・44(榎 SK19)。 45(榎SK3)。 46(榎SK2)・ 47(榎SK10)。 48(榎SK■ )・ 49(榎SK12)
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第325図  土坑検出状況 (13)土坑50(榎 SK20)・ 51



る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化   土坑52(榎 SK l)
粒を含む。 出された不定形の

沢」る。埋土は灰色

土坑42(榎SK15)iC 03区の表土を剥いだ時点で検出さ   化粒を含む。
れた不定形の土坑で,48clll× 46clll,深 さ4cmを測る。埋

土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。    上坑53(榎SK26)
出された不定形の

上坑43(榎SK 9):D-03区の表土を剥いだ時点で検

出された不定形の土坑で,152c皿 ×86clll,深さ18cmを   上坑54(榎SK24)

測る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭   出された不定形の

化粒を含む。

上坑55(榎SK25)

土坑44(榎SK19):D03区 の表土を剥いだ時点で検   出された不定形の

出された不定形の土坑で,1 10clll× 92clll,深 さ26clllを

測る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭   土坑56(榎SK23)

化粒を含む。 出された不定形の

土坑45(榎 SK3):D03区の表土を剥いだ時点で検出さ   ピット13(榎 SK13):C-02区の表土を設1いだ時点で
れた不定形の土坑で,33cm× 32clll,深さ28cmを測る。埋   検出された不定形の土坑である。
土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

ピット14(榎 SK14):D02区 の表土を剥いだ時点で

土坑46(榎SK 2):D03区の表土を剥いだ時点で検出さ   検出された不定形の土坑である。
れた不定形の土坑で,44clll× 26cm,深さ30clllを測る。埋

土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。    ピット15(榎SP21):D02区 の表土を剥いだ時点で
検出された不定形の上坑で,32clll× 34clll,深 さ10clll

土坑47(榎SK10):D-03区 の表土を剥いだ時点で検出さ   を測る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに
れた不定形の土坑で,98clll X 86clll,深 さ24clllを測る。埋   炭化粒を含む。
土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。

焼±11(榎 SF27):D02区の表土を剥いだ時点で検
土坑48(榎 SKll):D03区 の表土を剥いだ時点で検出さ   出された不定形の土坑で,520clll× 360c皿 ,深さ4 cm
れた不定形の土坑で,152cm× 86clll,深さ38clllを測る。埋   を測る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに
土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。    炭化粒を含む。

土坑49(榎SK12):D03区の表土を剥いだ時点で検出さ    以上,03～ 01区にかけての土坑を中心とした記述
れた不定形の土坑で,98cm× 76clll,深さ20cmを測る。埋   を行つた。 8世紀～ 9世紀前半にかけての生活痕跡
土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに炭化粒を含む。    と考えられるが,建物跡や性格のわかる遺構は確認

することができなかった。

上坑50(榎SK20):D02区 の表土を剥いだ時点で検

出された不定形の土坑で,77cm× 52cm,深 さ28clllを    (7)溝 状遺構
測る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに庚   溝状遺構 1(SD43):DoC・ B22区で検出された溝状
化粒を含む。土坑内から2313の 土師器娩が出土した。   遺構であり,幅250cm,深さ70clllを測る。地形に直交す
不明遺構 3(SX75)出 土の器形と似ており, 8世紀   る形で延びているが,B22区で直角に曲がり,北側で
～ 9世紀前半のものと考えられる。           さらに向きを北東方向に移している。西側は南へゆるく

カーブする傾向が窺え,全体的な形状がどのようになる

土坑51(榎SK22):D01区 の表土を剥いだ時点で検   のか予想がつかない。埋土は4つの層に分かれており,
出された不定形の土坑で,148clll× 128clll,深 さ42clll   それぞれの床面は浅い弧状になっている。溝内から須恵

を測る。埋土は灰色がかったⅢ層であり,わずかに   器や土師器が出土し,8世紀後半から9世紀前半の遺構
炭化粒を含む。                    であると考えられる。

C-01区の表土を剥いだ時点で検

土坑で,84cm× 50clll,深 さ34clllを

がかつたⅢ層であり,わずかに炭

D-01区の表土を剥いだ時点で検

土坑である。

ID-02区の表土を剥いだ時点で検

土坑である。

D-02区の表土を剥いだ時点で検

土坑である。

D-02区の表土を剥いだ時点で検

土坑である。

-383-



Ｐ
９
駒
脚
甲

ｓ
Ｐ
デ
ィ
甲
アマ
2381

〕

軸

２‐７

。ぎ
∽胸
ヽ

-
2186

0                     1C

。迪器
め／
〃
ｘ

一
―

蜘． 　　・一「一一一「刊
２２‐９

・， 鉾

ド

｀
勾 ▲

/＼

＼

③

)( "生
2379

蠅 /

確認 トレンチ

y_―、δθ/34

/~~｀ 6o猪θ

0       2m

―

2415  ‐

鰺砕鞘ノ
2211

ノK
2373

冬 Gθをθ

①黄灰褐色粘質土
②暗灰色弱粘質土
③   〃   (砂粒を含む)        /
④褐色砂質土
⑥ 暗灰褐色土 (溝状遺構 1の埋土よりも粘質を帯びている。

底になるにつれて砂質が強くなる)

⑥ 明灰色弱粘質土

2411堂

＼ ν

2291

ン

輸

― ―

― 襴

⑥ W  ｀

2200

ノ
鞄
‐

蓋ぴ r

獲 O/6o

90m

85m

第326図 溝状遺構検出状況 (1)溝状遺構 1(SD43)'4(SD70)
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溝状遺構 2(見SD81):B-6～ C-5区のⅡ層下都
で検出された。確認 トレンチ部分で途切れてはい

るものの,同 じ延長上にあることと,埋土が同一

であることから,同一遺構と考える。検出した長

さは約 37mである。幅 1 2 0 clll・ 深さ2.5 cm～ 5 cm

の浅い溝である。底面はほば平坦である。埋土は

黄灰色粗砂である。B-6区では幅40cmと 狭いが ,

C-5区に入ると186cmと 幅広くなる。B-6区 の方
が高い位置にあるので,後世に削平された可能性

が高い。溝状遺構41の底面よりも深い位置にもぐ

り込んでおり,水の流れは地形に沿つている。この

溝状遺構が,水を流すための溝なのか,道 として

利用された溝なのかの判断はつかない。溝状遺構

41に切 られていることから古代～中世に使われて

いたことが考えられる。

溝状遺構 3(見SD 6):B-4区のⅢ層で検出され
た。幅35cm・ 深さ55cmに 箱掘 りされてお り,ゆ る

く蛇行しながら,約 35m延びている。溝の両端は

閉塞 している。埋土は下部が茶灰色粘質土で,上部

が黄灰色粘質土である。調査時点では,最初の遺

構掘 り下げでもあり,縄文土器片が溝内部から少

量出土したことから,縄文時代の遺構ではないか

と考えていた。 しかし,次年度の調査でもそうで

あったように,縄文時代の遺構埋土はШ層 と非常

によく似た黄灰褐色粘質土である。 したがつて ,

時期については古代以降のものと考えたい。埋土

内の土壌を分析 した結果,シイ類,カ シ類 ,ク ス

ノキ科,イ スノキ属などの照葉樹林に由来する植

物珪酸体が検出された。溝の性格としては不明で

ある。

溝状遺構 4(SD70)iC 22区 からC23区にかけて

検出された溝である。溝状遺構 1(SD43)を迂回

するような形で弧状をなす。底面の深さは溝状遺

構 1の一段目の底の深さと大差はなく,溝状遺構
1と の関連の深さが窺える。溝状遺構 4と 溝状遺

構 1の間はやや盛 り上がりがみられるものの,ほ
とんどが溝状遺構 1の埋土に覆われている。溝状

遺構 4の埋土は暗灰褐色土で,溝状遺構 1の埋土

よりも粘質を帯びている。底になるにつれて砂質

が強くなる。断面図の埋土の状態から,こ の部分

では,溝状遺構 1が埋まつてから溝状遺構 4は掘 り

込まれていることが窺える。何らかの事情でこの

部分だけ溝状遺構 1が使えない状態となり,溝状

遺構 4を迂回させて溝状遺構 1全体の機能を補っ

ていたと考えられる。
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第328図 溝状遺構検出状況 (3)溝状遺構3(
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第329図  掘立柱建物跡検出状況 (1)掘立柱建物跡 1(SB166)ス ケール1/80

掘立柱建物跡1(SB166)
たとラ It演J表 (単 i CIll

種 八

番 号

「」こノ(方整 ヲ司墾主H寸
pit番 号長 径 短 径 移<i

1

2

3 3

4 4

5

6

7

8 14 9

9 8

表

穴
号
柱
番

柱 間

4TTT「

方 向

1～ 2 225
2～ 3
3-4
1～ 4
6～ 7
7～ 8
8-9
6-9
10-11
1´～ 5 385
10-5

間
向
梁
方

4-5
5～ 6
4～ 6

10-1
9～ 1

2.古代後半期～中世の検出遺構
(1)掘立柱建物跡
掘立柱建物跡 1(SB166):A33区 の最終確認を重機で

行つている際,Ⅲ層を数cm下げた時点で検出できた掘

立柱建物跡で,主軸方向はN-73° ―Eで山裾に向い

ている。建物規模は2間 ×3間の上屋だけで構成されて

おり,上屋面積24.5∬ ,最大桁行 709clll,最大梁間345

cm,1間 間尺の平均値は桁行方向で234.9cm,梁 間方

向で169.8cmを測る。柱穴の上面長径の平均値は18.55

clll,検 出面からの深さの平均値は10.8cmであつた。中央

部に束柱が1本入る。埋土は黒茶褐色の粘質土である。

溝状遺構30(SD144)と重複するが,調査時ッ点では前後

関係をつかむことが出来なかった。周辺には数基の柱

度

２

０

８

６

４

２

０

頻

１

１

掘立柱建物跡 1(SB166)

I0     20     30

長径 (cm)

難

‐０

８

６

４

２

０

掘立柱建物跡 1(SB166)

10     20     30
深さ(cm)

穴がみられたが,直接的な関わりはないと考えられる。

遺物の出土がないために,時期を明らかにするこ
とはできないが,溝状遺構30と の時期差は確かであ
る。掘立柱建物跡 1の方向が公共座標ではなくグリ

ンドに沿つている点から,条里型地割に移行する以
前の建物跡であると考える。積極的な証拠とはなら

ないものの,溝状遺構30の調査を終えて最終確認を
行った段階で検出された点でも窺える。したがつて ,

古代後半期の掘立柱建物跡であると考える。

掘立柱建物跡2(SB187):B34区 のⅢ層を数cm掘り下げ

た時点で確認できた掘立柱建物跡で,主軸方向はN一

80° ―Eで山裾に向いている。建物規模は2間×3間の上

-387-
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第330図 掘立柱建物跡検出状況 (2)掘立柱建物跡2(SB187)ス ケール1/80

穴

暑

柱

悉
柱 聞

桁 行
方 向

1～ 2
2～ 3
3～ 4
1～ 4 544
6～ 7
7～ 8
8～ 9
6～ 9 540

岡
向
染
方

4～ 5 235
5～ 6
4～ 6 420
9～ 10 200
10～ 1
9～ 1 375

屋だけで構成されており,上屋面積 22.8活 ,最大桁行

544cm,最大梁間420cm,1間間尺の平均値は桁行方向で

180.7cm,梁 間方向で198.8cmを測る①柱穴の上面長径の

平均値は18cm,検出面からの深さの平均値は7.9cmであ

った。柱穴は細くて浅かつたのは,検出面が低かつたため

である。埋土は暗茶褐色の粘質上である。主軸はグリンド

に沿つており,条里型地割に移行する以前の建物跡であ

ると考えられる。溝状遺構12(SD23)に は接近しすぎてい

るため,溝状遺構11(SD22)も しくは博員自構13(SD181)・

波板状凹凸面3(SR182)が道路として利用されていた頃

の建物だつたと想定される。古代後半期の建物だと考え

る。想像を退しゅうすると,溝状遺構11のB34区内から出

土した遺物は,掘立柱建物跡2で使われた道具類を廃棄

したものとも考えられる。

掘立柱建物跡 2(SB187)
(柱 間単位 :伽 )

度

掘 立 柱 建 物 跡 2(SB187)
癌
穆
‐０
８
６
４
２
０

0 10     20     30     40     50

長 径 (Cm)

掘 立 柱 建 物 跡 2(SB187)
度
０
８
６
４
２
０

頻
１

0 10    20    30

深 さ(cm)

掘立柱建物跡 3(SB137):B26区のⅢ層上面で検出さ

れた掘立柱建物跡で,主軸方向はN-13° ―Wである。

建物規模は2聞 ×3間の上屋だけで構成されており,上

屋面積24,9ポ,桁行655cm,最大梁間380cm,1間 間尺の

平均値は桁行方向で218clll,梁 間方向で189clllを測る。ま

た,柱穴の上面長径の平均値は25.2cm,検出面からの深

さの平均値は16.lclllであつた。柱穴の埋土は灰白色砂質

上である。南東隅の柱穴9には礫がすえられてい亀 また,

南西隅の柱穴1は建て直しが認められる①主軸はグリッド

の方向に沿つており,南北方向とは差がある。遺物は出

土していないけれ発 ,主軸の方向が溝状遺構 10(SD61)

と同じである点と,柱穴の埋土と溝状遺構の埋土が近い

という点から,同時に存在した可能性が高い。したが

つて,古代後半期の掘立柱建物であると考えられる。
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掘立柱建物跡 3(SB137)
柱穴計測表 (単位 i clll)柱 間心心距離計測表 (柱 間単位 i cm)

柱 穴
悉 丹

柱 間

行
向
和
方
1～ 2 220
2～ 3 220
3～ 4
1-4 655
6～ 7
7～ 8

225
655

間
向
梁
方
4～ 5

9～ 10
10-1
9～ 1

頻

１ ２

‐ ０

８

６

４

２

０

掘立 柱建 物跡 3(SB137)

10     20     30

長径 (cm)

さらに,想像を退しゅうすれば,滞状遺構 10が道跡と考

えられることから,掘立柱建物跡 31こ近接してややふくら

んだ部分が建物への入り口であると想定できる。

掘立柱建物跡4(SB 190):B36区のⅢ層上面で検出さ

れた掘立柱建物跡で,主軸方向はN-85° ―Eで,山

側を向いている。確認調査による調査対象範囲外であっ

たが,柱が並んできたので拡張した。建物規模は2間 ×

3間の上屋だけで構成されていた。上屋面積 19.7だ ,最

大桁行556cm,最 大梁間355clll,1間間尺の平均値は桁

頻

‐ｏ

８

６

４

２

０

掘立 柱建物跡 3(S日 137)

10     20     30
深さ(cm)

行方向で183.5cm,梁 間方向で174.3c皿を測る。南側には

庇になるような柱穴が2か所検出されたが,残りの2か所

については廃上が高く積まれており,どうしても調査する

ことができなかった。したがって庇になるかどうかは確定

できないことになる。柱穴の上面長径の平均値は28.5cIIl,

検出面からの終 の平均値は22.8cmであつた。検出面か

らの深さの最大値は33cm,最小値は14cmを測り,差が大

きいのが特徴である。埋土はすべて暗茶褐色の粘質土

である。西側の東柱部のみ,柱穴内の底から約8cm浮い

た所に円礫が入つていた。主軸方向が条里型地割と同じ

100m

第331図  掘立柱建物跡検出状況 (3) 掘立柱建物跡3(SB137)ス ケール1/80

穴
昇
柱
悉

穴

岳 径 箱 径 深 さ

1

2

3 6

4 6

5 1

6 5

7 5

8 4

9 4

7
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第332図 掘立柱建物跡検出状況 (4)掘立柱建物跡4(SB190)ス ケール1/80

↑上ク(
悉 暑

柱 穴痕

2

3

4

5

6

7

9

1

1

1 1

穴

号

柱

番
柱 間

上 屋 行
向
和
方

1～ 2
2～ 3
3～ 4

7～ 8
8～ 9
6～ 9

架 岡

方 向

4～ 5

9～ 10
10-1
9～ 1
11-12

掘立柱建物跡4(SB190)
柱穴計測表 (単位 :cm)柱 間心心距離計測表 (柱間単位 cm)

掘立柱建物跡 4(SB190)

20     30
長径 (cm)

難
ｌ

掘立柱建物跡4(SB190)

20     30     40
深さ(Cm)
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第333図 掘立柱建物跡検出状況 (5)掘立柱建物跡5(SB199)ス ケール1/80

岬○

Ｅ
ｏ
ｏ
一

同じであり,地割施行後に建てられたものと考えら

れる。他に遺物の出土はなく,時期を特定するまで

に至らないが,中世初頭と考えられる。

掘立柱建物跡 5(SB199):B32区のⅢ層で検出され

た掘立柱建物跡で,主軸方向はN-10°一Wである。

建物規模は 2間 ×3間の上屋だけで構成されていた。

柱は接する所に 2個ずつあるので,建て直しがなされ

たと考えられる。重複する柱穴で断面観察を行つたが ,

前後関係を明らかにすることはできなかつた。そこで

本報告では 1号, 2号と名付け,記載する。

1号は上屋面積14.1ポ,最大桁行675clll,最 大梁間

208clll,1間 間尺の平均値は桁行方向で216.5clll,梁間

方向で202cmを測る。柱穴の上面長径の平均値は25.6

clll,検出面からの深さの平均値は20.9clllで あつた。検

出面からの深さは最大値が33clll,最小値が10clllを測り,

浅いのが多く見られるのが特徴である。また 2号は上

屋面積21.3ポ ,最大桁行 643clll,最大梁間332clll,1間

問尺の平均値は桁行方向で209.5cm,梁 間方向で331

clllを測る。柱穴の上面長径の平均値は26.3c皿 ,検出面

からの深さの平均値は23.3clllであつた。2号は 1号に

比べて面積が若千広く,また柱穴規模は上面長径も深

さも共に大きいのが特徴である。掘立柱建物跡 8

(SB198)・ 9(SB200)と 一部重複するので,時期差
があると考えられる。柱穴の埋土は暗茶ttB色の粘質土

である。主軸方向は南北というよりも若千グリンド方

向に近いので,条里型地割に移行する以前に建てられ

たものであると考えられる。同じ時期に使用されてい

たと想定される道跡としては溝状遺構12(SD23)の可

能性があり,その時すでに廃棄されていた溝状遺構 11

(SD22)に ,掘立柱建物跡 5で不要になった品物を捨

てたのではないかと推察される。古代後半の建物であ

ると考えられる。

掘立柱建物跡 6(SB189):A・ B-35区のⅢ層上面で

検出された掘立柱建物跡で,主軸方向はN-4°一W
である。建物規模は 2間 ×3間の上屋に,四方に下屋

が巡る形態である。上屋部は,面積29,7ポ ,最大桁行

685clll,最大梁間434clll,1間 間尺の平均値は桁行方向

で225。 8cmj梁間方向で212.8clllを測る。上屋部柱穴の
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掘立柱建物跡5(SB199)

頻度 掘立桂建物跡5(199-2)

10

8

6

4

2

0

20      30

長径 (cm)

単位 i cIIl)

単位 i clll)

掘立柱建物跡5(199-2)

20      30

深さ(cm)

上面長径の平均値は24.8clll,検出面からの深さの平均

値は23.4cmで あった。下屋部は,面積65.6だ ,最大桁

行922c皿 ,最大梁間712clll,1間 間尺の平均値は桁行方

向で180.6c皿,梁間方向で176.4cmを沢Jる。下屋部の幅

は最大160cmを 測る。下屋部柱穴の上面長径の平均値

は22.6clll,検 出面からの深さの平均値は25,7cmで あつ

た。下屋部柱穴は上屋部柱穴に比べて上面長径が小さ

いのに比べて,検出面からの深さは深いのが多かつた。

山裾に平行するように長軸は向いている。掘立柱建物

跡 7(SB188)と は母屋部分が並んでおり,同時性が

考えられる。埋土は暗茶褐色の粘質土である。庇部分

の柱穴 (17)では,完形の皿 (2309)が上を向いた状

態で出土した。直径 9 clllで,胎土にチャー ト質の小片

が目立つ。また,柱穴 (13)でも2306の皿が出土し,
柱穴 (9・ 26・ 22)に は礫がおさまっていた。溝状遺

構33(SD141)と は重なり,埋土の関係から溝状遺構
33よ りも古いと考えられる。主軸の方向が南北に合っ

ており,条里型地割施行後に建てられた四面庇の掘立

柱建物跡であると考えられる。掘立柱建物跡 7と は軒

先が重ならない程度の間隔で同一方向に並んでおり,

柱間心心距離計測表 (

柱穴

番号

柱 間

上屋 行
向
桁
方
1～ 2
2～ 3 235

3～ 4 235

1～ 4 675

6～ 7
7～ 8
5～ 8

架同
方向

4～ 5
R～

穴

号

柱

番 困
m
田

心心距離計測表

穴
号
柱
番

柱 問

上屋 桁行
方向

1～ 9
9～ 10 225
10～ 11

1～ 11
12～ 13 192

13～ 14

14-8
12-8

染間
方向

11～ 12

頻度

10

8

6

4

2

0

0      10     20     30     40     50

長径 (cm)

掘立柱建物跡5(SB199-1)
10

8

6

4

2

0

10      20      30      40      50
深さ(cm)
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同時に建っていたと考えられる。建築前なのか廃絶し

ようとする時なのか明らかでないけれども,それぞれ

の柱穴内に土師器を埋めるという点でも同時性を窺

わせる。したがって,掘立柱建物跡 6が母屋で,それ

に伴 う倉庫が掘立柱建物跡 7であったことが想定で

きる。なお,当時の道跡としては溝状遺構22(SD146)

が程良い間隔となる。

掘立柱建物跡 7(SB188):B35区 のШ層上面で検出
された掘立柱建物跡で,中心を通る線上に東柱が 2

本みられる。主軸方向はN-6°一Wである。建物規
模は 2聞 ×8間の総柱の建物で,面積26.8ピ ,最大
桁行654cm,最大梁間410cm, 1間間尺の平均値は桁

行方向で214.7cm,梁間方向で2038c皿を測る。柱穴

の上面長径の平均値は29.8cm,検 出面からの深さの

平均値は23.lcmであった。柱穴の上面直径は大きく,

30～ 40cllの ものが 6本みられた。埋土は暗茶褐色の

粘質土である。柱穴 3には,底面から15cmの高さの
地点に,一部が欠けた坑形土器 (2356)がふせられ
た状態で出土した。外に大きく開きながら,わずか

に内湾するタイプであり,内外面とも黒色化してい

ない。胎土は水簸されているものの,透明な火山ガ
ラスと赤色粒子が観察される。内面には煤状の炭化

物があり,灯明皿として使用されたと考えられる。
柱の埋設時に入れたのか,廃棄する時に入れたのか
で建物の年代は大きく左右されるが,12世紀代には

おさまるものと考えられる。なお,掘立柱建物跡 6

(SB189)と は軒を接するかたちで建っている。主軸

方向が南北に合ってお り,条里型地割施行後に建て
られた掘立柱建物跡であると考えられる。他の掘立

柱建物跡と異なり,中心を通る線状に 2本の東柱が

みられる′くから,倉庫の可能性もある。柱穴の上面
直径が広い点も丈夫な柱材が使われたと考えられ ,

倉庫の可能性を高めている。

掘立柱建物跡 6・ 7の柱穴には土師器や礫がおさ

められている事例が明らかとなった。これが建てる

前に行 う地鎮祭に伴 うものなのか,それとも柱を抜
きとる時の廃棄に伴 うのかは不明である。同様の例

は,兵庫県神戸市丸塚遺跡 (第 3次調査)でも12世

紀の建物にみられ,同 じ風習が出水地方まで及んだ

例であると考えられる。

癖弦 ∂等度年報』 籾 Z7 兵蓮県多書委員会埋蔵
ズ物 勒

掘立柱建物跡 8(SB198)IB 32区 のⅢ層で検出され

た掘立柱建物跡で,主軸方向はN-3°―Wである。
建物規模は 2間 ×3間の上屋だけで構成されており,

上屋面積24.8X,最 大桁行 57 1clll,最 大梁間435cm,

1聞間尺の平均値は桁行方向で187.6cll,梁間方向で

208.3cmを測る。柱穴の上面長径の平均値は24cm,検

出面からの深さの平均値は28.6cmで あった。掘立柱

建物跡 5(SB199)・ 掘立柱建物跡 9(SB200)と 一部

重複するので,時期差があると考えられる。重複す
る柱穴で断面観察を行つたが,前後関係を明らかに

することはできなかった。柱穴の埋土は暗茶褐色の

粘質土である。掘立柱建物跡 5の方向と若干異なり,

主軸方向が南北方向を向いているので,条里型地割
に移行するのとほぼ同時に建てられたものであると

考えられる。中世前半の建物であると考えられる。

掘立柱建物跡 9(SB200):B32区のⅢ層で検出され
た掘立柱建物跡で,主軸方向はN-87° 一Eである。
建物規模は 2間 ×3間の上屋だけで構成されてお り,

上屋面積25.8だ,最大桁行662cm,最大梁間390cm,
1問間尺の平均値は桁行方向で220.3cm,梁間方向で

193cmを 測る。柱穴の上面長径の平均値は26.7cm,検

出面からの深さの平均値は32.6cmで あつた。検出面

からの深さの最大値は41cm,最 小値は22cmを測 り,

差 が大 きいのが特徴 で ある。掘立柱建物跡 8

(SB198)。 5(SB199)と 一部重複するので,時期差
があると考えられる。重複する柱穴で断面観察を行

つたが,前後関係を明らかにすることはできなかっ

た。柱穴の埋土は暗茶褐色の粘質土である。主軸方

向が南】ヒであるので,条里型地割に移行 した後に建
てられたものであり,中世前半の建物であると考え

ら身tる。

掘立柱建物跡 5・ 8・ 9の 3軒の変遷を考えると,

掘立柱建物跡 5の向きはグリッド方向に近く,掘立

柱建物跡 8と掘立柱建物跡 9はちょうど90度の違い

はあるが,共に南北方向に合つているので,掘立柱
建物跡 5が最も古い。次に掘立柱建物跡 8と 掘立柱

建物跡 9の関係であるが,これを道との関係でみて

いくと,溝状遺構30(SD144)と 溝状遺構33(SD141)

が浮上してくる。両者とも建物に向かって次第に消

えていくので,建物との関係が想定される。建物 と
の距離や向きを考慮すると,溝状遺構30が掘立柱建

物跡 8に ,溝状遺構33が掘立柱建物跡 9に関係する
と推察できる。 したがって溝状遺構30が溝状遺構33

よりも古いことから,掘立柱建物跡 8の方が掘立柱
建物跡 9よ りも古いと考えられる。
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第334図 掘立桂建物跡検出状況(6)掘立柱建物跡6(SB189)ス ケール1/80
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掘立柱建物跡6(SB189)
計

仄
号
任
番

柱 両 TI仄
番号

柱 圧

蟻 TrTT丁

方向

3～ 4 卜涯三 杵 何

方向

15-16
4～ 5 16-17 23C

17-18
670 lど

′‐ヤ19

υ-20
9～ 10
10-1 24⌒Ψ25

8～ 1 25-26 22C

染聞

方向

1～ 2 207 26-27
2～ 3 2 0 27-28
1～ 3 4 7 28-11
0～ 2 8 24-11

2 6 梁 同

方向

11-12
6～ 8 12´～13 212

13^▼ 14

14^▼ 15

11-1〔 699

20-21
21-22
22-23
23-24
20-2ィ

掘立柱建物跡6(SB189全 体 )

10  
聖径(Cm10  40  50

度頻

４

２

０

８

６

４

２

０

８

６

４

２

０

掘立柱建物跡6(SB189全 体 )

: : : : : : :III: : : : : : :

II工 :■ III:
II■ :■ :■ :二 :

0   10   2際 さ(cm,0   40   50

度頻

０
　
８
　
６
　
４
　
２
　
０

掘立柱建物跡6(SB189上 屋 )

20     30
長径 (cm)

度頻

０

８

６

４

２

０

掘立桂建物跡6(SB189上 屋 )

10     20     30
深さ(Cm)

度頻

４

２

０

８

６

４

２

０

掘立柱建物跡6(SB189下 屋 )

:  :  :  :  :  :  :■ :  :  :  :  :  :  :

:  :  :  :  :  :  :■ :  :  :  :  :  :  :

３０
耐径

２０
長

頻

０

８

６

４

２

０

掘立柱建物跡6(SB189下 屋)

:III■::II:

10  2柴
さ(cmiO
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第335図 掘立桂建物跡検出状況 (7)掘立柱建物跡7(SB188)ス ケール1/80

掘立柱建物跡7(SB188)
柱穴計測表 (単位 :cml    柱間心心距離計測表 (柱間単位 :cml

界

撮

砥

番

柱 穴 |

蛭 1

1[

l

l

1 1 1(

醇
霧

柱 薦 TEク (

番号

穫 直

4Trf」

方向
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第336図 掘立柱建物跡検出状況(3)掘立柱建物跡8(SB198)スケール1/80

郷立程建物跡B(SB-198)
柱穴計測表 (単位 I cm) 柱間心心距離計測表 (柱間単位 :cm)
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(2)土坑
上坑57(SK34):D13区 の表土を剥いだ時点で検出

された不定形の土坑で,250cm× 54cm,深 さ6 cmを測

る。埋土は灰褐色粘質土である。

上坑58(SK35):D13区 の表土を剥いだ時点で検出

された不定形の土坑で,98cm× 76cm,深 さ8mを測

る。埋土は灰褐色粘質土である。

上坑59(SK36):D13区 の表土を剥いだ時点で検出

された不定形の土坑で,142cm× 62cm,深 さ16clllを 測

。一
３

①

④

第337図 掘立柱建物跡検出状況 (9)掘立柱建物跡9(SB200)ス ケール1/80

(柱間単位 :cm)

20     30     40
深さ(cm)

る。埋土は灰褐色粘質土である。

土坑60(SK37):D13区 の表土を剥いだ時点で検出

された不定形の土坑で,268c皿 ×77cm,深さ 6 clllを測

る。埋土は灰褐色粘質上である。

これ ら土坑57(SK34)・ 58(SK35)・ 59(SK36)・

60は直線状に並ぶ様相もみられ,底面まで浅いこと

から同じ溝あるいは道の可能性も考えられるが,時

期及び用途とも不明である。

土坑61(SK148):A33区で検出された円形の土坑で

掘立柱建物跡 9(SB200)
柱 穴計測表 (単

八
号
任
番

1土 フ

長 径 短 深 さ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

物跡 9(SB200)

径
２０
長
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が出土した。ヘラ切り離しの都や土師甕があり,器形が

不明の土師器 (2637)もある。土錘も4点出土している。

性格は不明である。時期は平安時代末から鎌倉時代初

期と考えられる。

上坑63(SK139):B33区 で検出された略長方形の土

坑である。長さ168clll。 幅108cm・ 深さ16clllを測る。埋

土は暗灰褐色の砂質土であり,下面は礫が多い。壁面

の掘り方はシャープではなくなだらかである。溝状遺

構33(SD141)と 交差しており,この一部と考えても

良いのかもしれない。溝状遺構33と の切り合い関係は

はつきりしなかった。遺物の出土はなかつた。

上坑64(SK140):B33区 で検出された略楕円形の土

坑である。長径70cm。 短径 50clll・ 深さ16clllを 測る。

埋土は灰色を呈する砂質土で,波板状凹凸面に堆積

する層と似ている。

土坑65(SK167):A33区 の最終確認を重機で行つてい

る際Ⅲ層を数cm下げた時点で検出できた。長径 72clll・短

径52cm・ 深さ14cIIlの楕円形を呈する土坑である。埋土は

黒茶褐色粘質土である。埋土は掘立柱建物跡 1(SB166)

_9_
//宅

―

ある。長径は89clllで深さは50clllを 測る。埋土は暗黄褐

色土で下部は暗さが増してくるが,Ⅲ層とほぼ同一の層

である。下部付近は小児頭大から拳大の礫が多く入つ

ており,炭化物も多く含まれる。遺物は全くみられない。

礫は二十数′点みられ,この付近で産する安山岩や砂岩

である。礫の総重量は測つていないが,重しとして使用

されたものと考えられる。焼けた石や加工された石はみ

られなかつた。用途については不明であるが,様々な諸

職の中に,この様な施設を用いて行う動作がないのかど

うか調べていくことが課題である。

土坑62(SK151):B30区の溝状遺構 16(SD63)・ 溝状遺

構17(SD55)に 接して検出された大型の土坑である。検

出した時点で,溝状遺構 17との前後関係を明らかにす

ることができる地層を残していなかつたので,切り合いに

よる両者の前後関係は不明である。略楕円形を呈し長

径 348cm・ 短径268clllを浪Jる。やや深いレンズ状に掘り込

まれ,深さは50cmである。西側のみ2段になっている。埋

土は暗茶褐色の粘質土で焼土粒や炭化物を含んでい

る。この場所で焼かれたような痕跡はみられなかつた。

小児頭大の石もあるが散漫であり,遺構の性格に関わ

るものとは考えられない。遺物は土師器片・須恵器片等

ヽヽ

，
／

／

／

ど

か
99ノ

掃
χ、

第338図 土坑検出状況(14)土坑57(SK34)。 58(SK35)・ 59(SK36)・ 60(SK37)
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と似ており北側の柱列に接し, しかも長軸の方向が

同じであることから,同時に存在していた可能性も

ある。

上坑66(SK152):B-31区 で検出された土坑である。

長径 106clll・ 短径88clllの精円形を呈し,深 さは 4 clllを

測る。埋土は暗茶褐色の粘質土で焼土粒を含む。ま

た,須恵器や土師器の小片を数点包含していた。周
辺に柱穴がいくつか検出されたが並ぶものはなく,

この遺構との関わりもつかめなかった。

上坑67(SK147):A33区 で検出された楕円形の上坑

である。長径 84clll。 短径 80clll・ 深さ28clllを測る。埋

土は暗黄褐色土でⅢ層と同質の層である◎遺物の出

土はなかつた。時期,性格とも不明である。

土坑68(SK155):A34区 の皿層上面で検出された円

形の土坑である。直径 70clllで深さは8cmを測る。埋土は

土坑70(SK153)及び土坑69(SK154)と 同様であり,暗

黄褐色土の粘質土でⅢ層と同質である。壁面はシャー

プではなくレンズ状に窪んでいる。等間隔で同じ様な土

坑が続くので何らかの関係が考えられる。滞状遺構に

は重複しないことから,同時期かそれほど離れていない

年代が想定される。内部から遺物の出土はなかった。土

坑70及び土坑69とともに同規模で同じ形状をなしている

ので,近い時期で用途も同じだと考えられる。単独で使

われたのか,あるいはセットとなって使われていたのか

不明であるが,性格については今後の課題である。

上坑69(SK154):A34区 のⅢ層上面で検出された円

形の土坑であり,直径 68cm。深さ12clllを測る。埋土は暗

黄褐色土の粘質土でⅢ層と同質である。3つの中では

若千深いが,壁面はシャープではなくレンズ状に窪んで

いる。土器の小破片が数点含まれていたが,性格につ

いては今後の課題である。

土坑70(SK153):A34区 のⅢ層上面で

検出された円形の上坑である。直径54

clllで深さは 6 clllを測る。埋土は暗黄褐

色土の粘質土でⅢ層と同質である。壁

面はシャープではなくレンズ状に窪ん

でいる。内部から遺物の出土はなかっ

た。性格については今後の課題である。

土坑71(SK192):B24区 のⅢ層上面で

検出された土坑である。長径 141clll× 短

径93clllの略楕円形で,内部は三段にわ

かれている。最も深い部分の深さは24

鰤一　蜘一
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一町
一唖

④  ＼
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ー
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第340図 土坑検出状況 (16)
土坑 63(SK139)・ 64(SK140)。 65(SK167)。 66(SK152)・ 67(SK147)
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cmを測る。埋土は黒茶褐色土の粘質土であり,炭化

物の細粒を含んでいる。種子と考えられる炭化物も

1点出土し,分析の結果セングンであることがわか

つた。他の遺物は出土していないが,古代末～中世

前半にかけての遺構であると考えられる。性格につ

いては不明である。

土坑72(SK183):B35区 のⅢ層上面で検出された。

埋土はⅢ層と同質であるが,灰色を呈する。長径80

clll× 短径 56clllの楕円形を呈し,深さは28clllを測る。

性格は不明であるが古代末の時期のものと考えられ

る。

土坑73(SK184):B35区 のⅢ層上面で検出された。

埋土はⅢ層と同質であるが,灰色を呈する。長径 148clll

×短径136cmの楕円形を呈し,深さは36clllを測る。性格

は不明であるが古代末の時期のものと考えられる。

上坑74(SK185):B35区 のⅢ層上面で検出された。

埋土はⅢ層と同質であるが,灰色を呈する。長径76cm

×短径48cmの 楕円形を呈し,深さは12clllを測る。性格

は不明であるが古代末の時期のものと考えられる。

上坑75(SK186):B35区 のⅢ層上面で検出された。

埋土はⅢ層と同質であるが,灰色を呈する。長径96

cm× 短径84clllの楕円形を呈し,深さは13clllを

測る。性格は不明であるが古代末の時期のも

のと考えられる。

(3)焼土

焼±12(SF58):D25区のⅢ層を掘り下げた時

点で検出された。長径224cm× 短径 144clllの 広

がりをもつもので,深さは8cmを測る。波板状凹

凸面8(SR54)の延長上にあり,両者の関係が窺

えるものの,性格は今後の課題としたい。

焼±13(SF174):B24区 の最終確認を重機で

行つている時,Ⅳ層面で検出した焼土を含む

ピット状の遺構である。直径44clll・ 深さ16clll

を測る。埋土は黄灰褐色の粘質土である。遺

物の出土はなかつたが,位置的に平安時代の

ものと思われる。

焼±14(SF74):B25区の溝状遺構 16(SD63)

の床面を出している時に検出された。焼土は

径30cm程度の範囲にまとまっており,下部の

掘り込みは確認できなかった。溝状遺構 16が

カーブする位置にあり,想像を退しゅうすれ

★銑

I鞄

χ` ｀
アθθ7G7

0       1m

0             50cm

第341図 土坑検出状況 (17)
土坑68(SK155)・ 69(SK154)・ 70(SK153)・ 71(SK192)
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ば,見通 しの良い場所で焚火をしたのではないかと
考えられる。図は第83図のB25区グリンド状況のみ
である。時期は古代末～中世初頭と考えられる。

焼±15(SF73):B26区の溝状遺構17(SD55)及 び溝
状遺構 16(SD63)の床面を掘り下げた時点で検出され

た焼上である。埋土はⅢ層と同質であり,炭化物と焼土

が混在している。内部からは数点の杯など土師器片が

出土した。焼土の厚さは約5cmである。溝状遺構に常時

水が流れていたとすれば,使われている段階で焼けたと

は考えられないが,道として利用されていたとすれば,こ

の場所で焚火などをやっていたとしても無理はない。両

溝状遺構の底面に波板状凹凸面が検出されたことから,

道跡であった可含旨性が高い。

そうすると,両方の道にかかっている点をどのように考

えるのかが問題である。溝状遺構 17が使われる様にな

ってだいぶ窪んだ段階であっても,溝状遺構 16の床面

は埋まらずに残っていたかどうかが鍵溢なる。溝状遺構

16は溝状遺構 17よりも古いということは明らかであり,焼

±15の使用は溝状遺構 17が使われていた段階であると

/    Qど」44

考えられることから,この時期には,まだ溝状遺構16は

完全に埋っていない状態で窪んでいたと想定できる。

焼±16(SF172):B24区 のШ層上面で検出された焼
上である。290clll× 194cmに不定形に広がり,特に強く焼

けた様な所はみられない。また地山が焼けているという

ような様相もみられず,焼土を廃棄した所かどうかは不

明である。遺物の出土はみられず確実な時期はおさえ

られないが,平安時代のものではないかと思われる。

焼±17(SF204):A31区 の土を除去して精査した段階
で検出された,焼土粒や災化物を含む遺構である。一

部が強く焼けているという状況はみられず ,焼土粒と炭

化物が散在している状況である。床面や立ち上がりも認

められなかった。最も深い所で,検出面からの深さは24

clllを測る。埋土は黒茶褐色の粘質土であり,周辺に自

然礫が多く堆積している場所であるので,拳大から小児

頭大の礫を多く含む。検出面に近い所で土師器の杯が

出土している。年代は中世前半頃と考えられる。

95m

ヤ
92m

96m

92m

土坑73

土坑75

第342図  土坑検出状況 (18)土坑72(SK183)・ 73(SK184)
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焼±18(SF194):B35区 と36区の境で検出された ,

焼上の入つた土坑である。B-36区北側断面用の トレ

ンチを掘 り下げている段階で気づき検出したので ,

南側の形はすでに掘削した後だつた。埋土はⅢ層と

ほとんど同じで,わずかに炭化物を含む。床面に近

い部分で 3 clll程度の焼土の塊が点々と散在 していた。

長軸172cm×短軸120cm,深 さ21clllの精円形になりそ

うである。埋土内から遺物の出土はなく,こ の周辺

には古代前半の遺物はないのであるが,埋土の状況

から古代前半頃ではないかと考えられる。

(4)不明遺構

不明遺構 6(SK69):C22区 で検出されたもので ,
埋土はⅡb層 と同質の黄灰褐色砂質土である。形は不

定形で,Ⅲ層上面の検出面からの深さは約20clllを測

る。床面はしつかり固められており,多 くの小石と

共に土師器や須恵器の小破片が敷き詰められたよう

になっている。南側の立ち上が りは,溝状遺構39

(SD44)に よつて切られている。また,溝状遺構 1

(SD43)の 一段 目の底になる部分にも小石等が敷か

れていたので,溝状遺構 1が廃棄されてからの遺構

であることがわかる。北の 2条の張り出しは,溝状

遺構の様にもなっている点と,東側の張り出しがち

ょうど南北方向に延びる点から,溝状遺構が重なっ

た
◎
窓
∞

装 9監

0       1m

毛

ゝ

焼±16 91m電

0        1m

甥 0       1m

第343図 焼土検出状況 (3)焼±12(SF58)。 13(SF174)。 15(SF73)・ 16(SF172)
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た箇所である可能性もある。しかも,小石や土師

器・須恵器の小破片が出土することから,道とし

て使われており,特にこの地点が溝状遺構1が

あつた場所なので,地盤が危弱なために,常に

小石や不要となった食器類を敷き込んだと考え

不明遺構 3(SX150):B32区 と33

区の境に検出された略正方形の遺

構である,1.5mほど間隔をおいて西

側にも同様な遺構があるが,本遺溝

は214clll× 200clllとやや大ぶりである。

深さは一様ではなく2clll～ 4 clllと 凹

凸がある。埋土は黒灰色の粘質土

である。出土遺物はなかつた。時期

的には他の遺構と同様に平安時代

末から鎌倉時代初期のものと考えら

れる。性格は不明であるが,不明遺

構 7と同じ様な使われ方が想定され

る。この様な状況を想定して寄生虫

卵分析を行つたが,寄生虫卵および

食物残澄は検出されなかつた。また,

植物珪酸体分析を行つた結果 ,イ

ネ。キビ族型・ススキ属・チガヤ属・ミ

ヤコザサ節・シイ属・クスノキ科など

が検出された。したがって,家畜の

堆肥置き場そのものの可能性は低く

なったが,何種類かの植物が集めら

れた場所であることは想定される。

類例を待ちたい。

ピット16(SP59):D25 EXIの Ⅲ層

を掘り下げた時点で検出された。直

①Ⅲ層とほとんど同じ (わずかに炭化物を含む)
②3cm程度の焼上の塊が点々と散在している

χヽ

枠

不明遺構 7(SX149):B32区と33区の境に検出

された略正方形の遺構である。1.5mほど間隔を

おいて東側にも同様な遺構があるが,本遺溝は

195cm X 195clllと やや小ぶりである。深さは一様

ではなく2clll～ 8clllと 凹凸がある。埋土は黒灰色

の粘質土である。出土遺物はなかった。時期的

には他の遺構と同様に平安時代末から鎌倉時     焼±17

代初期のものと考えられる。性格は不明であるが

小さな牟田もしくは堆肥置き場または生活用水

を一時溜めておいたような湿気の多い所 (スドボ

イ)が想定される。

型 判

0       2m

―

鞠

/
100m

0                 1m

第344図 焼土検出状況(4)焼±17(SF204)。 18(SF194)
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90m
①埋土は黒灰色の粘質土である

径25cmで ,深さも25cmを測る。埋土については注記

を怠つた。

(5)溝状遺構

溝状遺構 5(SD132):B22区のⅢ層を数cm掘り下げた

ところで検出された幅45clll・ 深さ15clllの小さな溝である。

溝状遺構 1(SD43)が直角にカーブする部分につながっ

ている。検出した長さは4.2mで蛇行している。「U」宇形

に窪んでおり,床面は平坦ではなく凹凸がみられる。地

面が湿つた状態で牛や馬が歩いた時の状況に似ている。

埋土は灰黄褐色で,須恵器片等が出土した。溝状遺構

1と同時期のものと考えるよりも,溝状遺構1が完全に埋

没した後に使われた道ではないかと思われる。略図 (第

70。 73図 )と写真 (写真図版12)及び断面図 (第 326図 )

だけの記録であり,正確な平面図はない。

溝状遺構 6(SD68)iC 23。 24区のⅢ層上面で検出

された溝である。幅は140cmで ,検出面からの深さは

16.8cmを測る。底面は浅い凹レンズ状をなす。埋土

は灰白色の砂質土である。南側は溝状遺構 8(SD65)

に続くものと考えられ,北側はC23区で消えている。
C-23区南側では5.5mにわたつて東側へふくらむ部

分がある。埋土からは2277の充実した高台をもつ土

師器や,2447の甑の把手が出土している。

溝状遺構 7(SD136):B22～ 24区にかけて検出された

溝である。ほとんどは確認調査のトレンチや調査時の不

注意でとばされ断片的にしか検出できなかつた。埋土は

暗灰色砂質土である。とばされた部分は辛うじて下面が

変色していたのでその痕跡がわかつた。溝状遺構 1

(SD43)に交わつて終わつていたが同じ時期とは断定で

o                2m

ピ ッ

―
第346図 不明遺構及びピッ ト検出状況

不明遺構 7(SX149)・ 8(SX150)・ ピット16(SP59)

きない。むしろ溝状遺構 1の痕跡がまだ残つている時期

に該当すると考えられる。遺物には高杯の脚部と考えら

れるものがある。

溝状遺構 3(SD65):B24区 のⅢ層上面で検出された

溝である。作業上の不手際で,実測図を作成する段階

ではすでに削平していたので,現場内での注記と空中

写真 (写真図版13)及び土層断面図を参考に復元した

い。幅は86clllで ,検出面からの深さは10cmを測る。底面

は浅い凹レンズ状をなす。B25区内北側では溝状遺構

16(SD63)と 重複するが,埋土が灰白色の砂質上である

ことから,溝状遺構9(SD62)からの延長であると考えられ

る。B-24区では溝状遺構 7(SD136)へ続く溝と分かれる

が,確認トレンチイこよる肖Jttにより明確イこすることができ

なかった。埋土が共通することから,溝状遺構6(SD68)

に続くと考えられる。空中写真には,B24区南側で5か

所の等間隔の窪みがみられる。一つ一つの窪みは左右

Ｅ

∞

∞

⑩ キ

胆
ぽ
Ｎ
∞
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2つに分かれており,他の波板状凹凸面と共通している。

したがつて,溝状遺構8は道跡の可能性が高い。

溝状遺構 9(SD62)IB 25区 のⅢ層上面で検出され

た溝である。幅は105clllで ,検出面からの深さは17

clllを測る。底面は浅い凹レンズ状をなす。北側では

幅広くなり,溝状遺構17(SD55)に もぐり込んでい

る。埋土は灰白色の砂質土である。遺物で図示でき

るものはなかったが,土師坑などが出土している。

溝状遺構10(SD61):C26区 のⅢ層上面で検出された

溝である。幅は88clllで,検出面からの深さは12clllを測る。

底面は浅い凹レンズ状をなす。埋土は灰白色の砂質土

である。27区側へは東向きにカーブしながら続いている

が,確認トレンチで切断されている。埋土からは,須恵

器や土師器片及び焼塩壺が出土した。遺物の年代から

古代と考えられる。地形に沿つた方向に延びるので,お

そらく北側へは溝状遺構 9(SD62)・ 8(SD65)・ 6(SD68)

へと続くものと考えられる。埋土からは2159の須恵器皿 ,

2332の土師器塊,2417の 焼塩壺が出土している。また,

図示していないが,高台付杯も出土している。したがつ

て,上記の溝状遺構も含めて,10世紀代に位置付けら

れるのではないかと考える。

溝状遺構11(SD22)IB 34～ 36区にかけて検出され

た溝状遺構であり,検出面の幅は160clll,深 さ26.4

clllで ,断面形は半円状を呈する。平成11年度に一部
を調査し,平成12年度には調査範囲の全部を検出し

た。北側へは同じ様な深さと形状で延びていくのだ

が,工事が先行していて発掘することができなかっ

た。南側は次第に円礫層となり,円弧状の断面が不

明瞭になってきたので,調査範囲を広げるほどの説

得力がなくなり,こ こまでの調査となった。波板状

凹凸面 2(SR25)は,溝状遺構 11が埋没した後につ

くられてお り,後出の遺構であることが確認できた。

溝状遺構 11は B33区南側で不定形に広がっており,
よどんだ様な状態になっていた。この部分の床面には

砂礫が多くみられる。このような状態はB・ C35区でみら
れたのと同じである。また東側が一部溝状に奥まってい

くのも類似している。この部分の南側については上場は

はつきりしなかった。これより】ヒ側は再びはつきりした溝

になってきて,山裾に沿つて延びている。B33区とB
-35区 にみられるこの部分は,東側に広がる掘立柱建物

跡へ向かう登り口と考えられる。その間の距離は36mほ

どであり,当時の隣同士の間隔を知るための参考になる

と考えられる。この部分の東側が広がっているのは,入り

口で曲がるために幅広くとってあるのではなかろうか。入

り口前の通路が若干広がる例は14世紀～15世紀にかけ

ての例ではあるが,宮崎県都城市上大工郎遺跡でもみ

ら孝化る。

出土遺物には土師器・黒色土師器・玉緑の白磁・滑

石製石鍋の破片。中央に筋のある砥石・鉄滓などがある。

その中でも黒色土師器が最も多く,図示した以外の底

部破片も40個体以上はある。埋土は①淡紫褐色砂質土

であり,しまりはあるが,比較的柔らかい。②汚自色砂で

あり,しまりはなく柔らかい。下面ほど礫を多く含む。埋

土と地山の境は,Ⅲ層の部分では確実にわかるが,Ⅱ c

層での立ち上がりはそれほどはっきりしない。溝状遺構

23(SD23)よ りも古いということは,B36区北側断面図の
Ⅱc層 との関係で確認できた。さらに,溝状遺構 33

(SD141)との関係は,溝状遺構33の埋土がⅡb層である

のに対して,溝状遺構 11の埋没後にⅡb層が堆積して

いることから溝状遺構 11の方が古いということが明らかで

ある。埋土内出土遺物から11世紀中半から12世紀初め

頃と考えられる。

溝状遺構12(SD23):B35。 36区で検出された溝状遺構

であり,検出面の幅は160cm,深 さ22.5clllで ,断面形は

半円状を呈する。溝状遺構 H(SD22)と ほIゴ並行してB
-32区の方へ続いている。平成11年度に一部を調査し,

平成12年度には調査範囲の全部を検出した。わずかに

蛇行しながら北側へ延びており,幅・深さともに全区域

に渡つて大きな変化はみられない。西側にある波板状

凹凸面2(SR25)は B33区と34区の境で直交している。
東側の山寄りの方も丹念に精査してみたが波板状凹凸

面2の続きは認められなかった。また,溝状遺構 12の埋

土も詳しくみたが波板状凹凸面2を上位でとらえることが

できなかった。波板状凹凸面 2を追跡していくと,溝状

遺構 12の床面に入り込んでおり,しかも両側の開きが溝

状遺構 12の壁面にぴつたりと合致する状況で出てきた。

したがって溝状遺構 12と波板状凹凸面2は同時に存在

したものであると考えられる。溝状遺構 11が溝状遺構 12

よりも古い遺構であることはB36区の北側壁面のⅡc層
との関係で確認されており,溝状遺構Hの上に波板状

凹凸面2がのることと矛盾しない。溝状遺構 12が水を流

す機能をもち,常時水をたたえていた状態であつたかど

うかは明らかにできなかった。波板状凹凸面2が溝状遺

構 12に合流した状態だとすれば,溝状遺構 12の性格を

考える上では重要である。

埋土からは黒色土師器や滑石製石鍋等が出土し

た。滑石製石鍋の年代と溝状遺構Hと の関係から11

世紀末から12世紀初め頃が考えられる。

溝状遺構13(SD181)IB 34区 で検出された溝状遺構で

ある。埋土は暗灰茶褐色の砂質土であり,Ⅱ b層 と共通
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する。幅65蝕で深さ5mを測る。断面形はゆるい凹レン

ズ状を呈する。一部波板状凹凸面3(SR182)の波板状

凹凸面と重なるが,その前後関係は不明である。なお溝

状遺構11(SD22)と の関係も不明である。わずかに蛇行

しながら溝状遺構 11に並行して延びる。遺物には土師

坑や土師甕,それに黒色土師器がある。時期は古代末

～中世と考えられる。埋土がⅡb層だとすれば溝状遺構

11よりも新しいということになるが,確定はできない。図

面は第361図で波板状凹凸面 3と一緒に掲載してある。

溝状遺構 14(SDl):D ll区 ～B12区にかけて検出さ

れた幅20clll,深さ10cmの 溝状遺構である。東西方向に

一直線で延びているため,全面調査対象の範囲外では

あったが,協議の上追いかけられるだけ追いかけた。C
-12区で消滅してしまったが,全長36mを確認することが

できた。埋土は明灰褐色土であり,埋土から須恵器片が

出土した。条里型地割の小区画にのることから,中世以

降の施設と考えられる。

溝状遺構15(SD64):B25区で検出された溝状遺構であ

る。溝状遺構16(SD63)と一部分重複しながらも,カーブ

の外側にある。埋土は灰白色シルト質土である。図面で

は溝状遺構16に切られている様にみえるが,その前後

関係ははつきりしない。溝状遺構 15のコーナーを削りとり

ながら近道として溝状遺構 16ができたと,想定すること

ができる。また,溝状遺構 16が水溜りになった時などの ,

迂回路としての役 目もあつたと考えられる。条里型地割

にのっていることと,溝状遺構 15が最も直角に近いこと

から,初期の道跡であつた可能性がある。

溝状遺構16(SD63)IB 25。 26・ 27区で検出された溝状

遺構である。埋土は下部は灰白色シルト質土である。幅

70clll,深さ20clllで断面形は半円形である。溝状遺構 17

(SD55)と併行して延びているが,B28区で重なってい

る。B-28区以南では溝状遺構 17の左右に溝状遺構 16

の延長らしき溝状遺構はみあたらないので,おそらく溝

状遺構 17と重なる位置にあつたのが,溝状遺構 17が広

くしかも深く窪んだために,溝状遺構 16は消滅してしま

つたものと考えられる。B25区の南東側で直角に方向
を変え,さらにB25区の西側で再び直角に方向を変え
ている。この間の距離は17.5mであり,条里型地割の基

準である109mのほぼ六分の一の長さに相当している。

埋上の状態から溝状遺構 17の方が新しいことがわかり,

この部分は条里型地割にのっている部分とそうでない

部分を併せもっていることから,条里型地割が施工され

ている途中段階で使われていたと考えられる。一部には

350cmの範囲であるが,波板状凹凸面の凹面が5か所

みられ,芯々距離は東側から70・ 70・ 70。 70cmで ,平均

卜望生__       蜘

疑飾と

B       86m

瑚~~r~~80m
① 明灰褐色土

B‖ _芍

y一 -60310十
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ｘ
＝
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Φ
ド

ｘ“＝
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―第351図  溝状遺構検出状況 (8)溝状遺構 14(SDl)

の芯々距離は70clllを測る。また,カーブした部分では ,

焼±14(SF74)が床面で検出された。この様なことから,

道として機能していた可有旨陛が高い。遺物には,須恵器

や黒色土師器片がある。

溝状遺構17(SD55):D24区 を基点とし,真東に延びる

溝である。50mほど進んだB25区で直角に折れて南ヘ

延びる。幅230cm・ 深さ40clllで断面形は半円形を呈する。
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埋土は暗灰褐色弱粘質土である。B25区の底面13m
の範囲には16か所の波板状凹凸面の凹面が確認でき

た。凹面はさらに左右二面に分かれるタイプのものであ

る。凹面の芯々間は,東側から70。 60。 65・ 70。 70・ 70。

60・ 65・ 65・ 70。 60。 65・ 65。 65。 90clllであり,平均で67.3c皿

を測る。レベアレ的にはこの部分が最もイ氏い場所である。

昭和40年以前の条里型地割に沿つた溝状遺構であり,

底面には波板状凹凸面がみられることから,道として利

用されたものと考える。出土遺物には黒色土師器の形

状に近い土師器や須恵器。滑石などが出土した。溝状

遺構 16(SD63)よ り新しく,条里型地割の施工が完了し

た後の遺構の状況を示していると考えられる。

溝状遺構 18(SD53):D24区 からC25区へ,東西に延
びる溝状遺構である。南側の肩のラインははっきり認め

られたが,北側のラインは不明瞭である。少なくとも3色

の上色の変化がみられ ,発掘調査中は3回の掘り直し

があったものと考えて掘り下げていつたのであるが,はつ

きり地山との区別ができたのは,一番上の黒青灰色をし

た土だけであつた。この土は溝状遺構 17(SD55)を 切つ

ていることから,溝状遺構 17よりも新しいことがわかる。そ

の下の2色についても掘り下げていつたが,溝状遺構 17

及び地山との明確な境はみられなかつた。おそらく溝状

遺構そのものではなく,溝状遺構の痕跡とみられる。図

は第78図のグリッド状況のみである。

溝状遺構 19(SD56):D24区 で検出されたもので,Ⅲ層

上面で精査した時わずかながら砂質の部分が確認でき

た。西側の落ち際はサビ色が濃いために境が明確であ

った。当初は遺構そのもののつもりで掘り下げていつた

が,どうしても埋土らしき土層と地山との区別がつかなく

なってしまつた。結局,溝状遺構が存在した痕跡である

と考える。図は第78図のグリッド状況のみである。幅は

170～ 220蝕程度であり,南北方向に延びているが,南

端で東側ヘカーブしており,東西方向の地割に重なる

ものと考えられる。溝状遺構20(SD 52)と 同じような曲が

り方をしている。遺物の出土はなかったが,中世頃のも

のではないかと考えられる。

溝状遺構20(SD52):D24区のⅢ層上面で検出された溝

状もしくは道状の遺構である。南北方向に延びており,

条里型地害1の大区画にのっている。南側で大きくカーブ

し,東の方へ向きを変える。幅及び深さともに南東にいく

にしたがつて大きくなる。埋土は灰白色の砂であり,検出

するには容易であつた。東西方向へは溝状遺構 18

(SD53)と重なる◎恐らく当初は十文字に交わつていたの

が,次第に南方向及び西方向へは使われなくなり,角 が

とれ るような形で東側へ曲がったのではないかと

0            5m
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考えられる。溝内と壁に接して,浅い窪みがみられ

たが,間隔が140cmと 開くことから,通常の波板状凹

凸面ではなさそうである。

溝状遺構21(SD57):C23区 からD24区にかけて検出
したものであり,Ⅲ層のサビ色をした部分で精査した時

確認できた。所々明確ではない部分もあるが,黄灰色の

やや砂つぽい土が溝跡の痕跡であると考えられる。この

点については,溝状遺構 11(SD22)や 溝状遺構 12

(SD23)を 完掘した後,下層の最終確認を重機で行つた

際に,周 辺はサビ色の砂質土であったが,溝状遺構が

存在した場所だけが黄灰色に変色していたことからも裏

付けられる。低地では,上部の遺構が下位の地層に大

きく影響することが,この事例から明らかになった。第75

図の各グリッド状況では,掘り下げた時点での平面図を

載せてあるが,これ自体が遺構ではなく,遺構の痕跡と

して扱つていただきたい①ほIゴ南北に延びており,地割

の区画にのつている。

溝状遺構22(SD146):A33区から36区へ公共座標に沿

つてわずかに蛇行しながら延びる溝状遺構である。幅

100clllで深さ10cmを測る。埋土は黒茶褐色の粘質土で

ある。北側は溝状遺構24(SD145)と 重なり,A32区方向
へ延びている。出土遺物には,須恵器片・土師器片・滑

石製品の他に中央に筋の入つた砥石がある。玉縁状に

ふくらんだ口唇部をもつ土師甕や黒色土師器もわずか

にみられる。12世紀代のものと考えられる。A32区に入
ると深さが深くなり,この部分だけ波板状凹凸面がみら

れる。少なくとも11か所の凹面があり,7か所の凹面には

小砂利が入つていた。芯々距離は北側から60・ 60・ 55。

60。 60・ 50・ 65・ 60・ 50。 70cmであり,平均は59cmである。

波板状凹凸面が検出されたことから,道跡であることが

確認できた。溝状遺構 22と溝状遺構33(SD141)は ,溝

の芯々距離で約5mの幅をもつておおよそ並行している

ことから,同一の遺構の側溝とも仮定される。しかし,次

のような点で,別々に使われた道跡であると断定した。

①掘り込み面 (落ち込み面)は層位的に溝状遺構22が

古く,溝状遺構33はそれよりも新しい。②両者はほぼ並

行しているように見えるが,溝状遺構33が直線的である

ことに姑し,溝状遺構22はわずかに蛇行している点が異

なる。③A 33区の屈曲点より北側での両者の方向が異

なっている。以上のことから,溝状遺構22と溝状遺構33

は別々の時期に使われたものであり,層位的状況から

溝状遺構33が新しいと判断した。

溝状遺構23(SD168):溝状遺構22(SD146)が A36
区の南側で枝分かれして,再び合流する溝である。

重機による最終確認の際,Ⅱ c層上面で気づいた。埋

χ
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第354図 溝状遺構検出状況 (11)溝状遺構20(SD52)

土は溝状遺構22と 同じであり,底面の深さも同じで

ある。約60clllの間隔を保ちながら並行して,長 さ13

mほ ど延びている。玉縁の白磁や糸切 り底の土師器

片 (2639)が出土した。溝状遺構22と の切 り合いは

なく,同時かほぼ近い時期に存在 したと考えられる。

溝状遺構24(SD145):A33区 からA36区へ公共座標
に沿って延びる溝状遺構である。A37区とA38区の境
で溝状遺構 22(SD146)か ら枝分かれし,溝状遺構23

(SD168)とは重ならずに西側を通つている。A35区では
溝状遺構33(SD141)と接しながらも交わることはない。A
-33区では枝分かれし,北西方向を溝状遺構30(SD144),

北東方向をそのまま溝状遺構 24とした。北東方向へは

枝分かれした部分から約3mで溝状遺構22と交わつてい

る。溝状遺構22との関係は慎重に行つたが,前後を確認

することができなかった。埋土は暗茶褐色の粘質土であ

る。遺物には玉縁の白磁・須恵器・土師器片等がある。

想像を遥しゅうすると,溝状遺構22の迂回路が溝状遺構

23であり,さらにその迂回路として溝状遺構24が設定さ

れ,そのまま北側へ延びたのではないかと考えられる。

A33区で溝状遺構22に合流するのは,さらに北側へ進
むためか,もしくは東側へ折れる道に進むためだった

と考えられる。

＜〃／ｇ
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溝状遺構25(SD203):溝状遺構22(SD146)が A32
区で 4条に分かれているうちの 1条である。幅50clll,

深さ10clllで わずかに蛇行している。 4条の前後関係

は確認できなかった。

溝状遺構26(SD202):溝状遺構22(SD146)が A32
区で 4条に分かれているうちの 1条である。幅50cllt,

深さ 6 clllでわずかに蛇行している。 4条の前後関係

は確認できなかった。

溝状遺構27(SD205):溝状遺構22(SD146)が A32
区で 4条に分かれているうちの 1条である。幅50cm,

深さ4 clllでわずかに蛇行している。 4条の前後関係

は確認できなかった。溝状遺構28か ら枝分かれして

いると考えるか,それとも溝状遺構28が北側で枝分
かれしたのかは確認することができなかった。

溝状遺構28(SD201):溝状遺構22(SD146)が A32
区で 4条に分かれているうちの 1条である。幅40clll,

深さ10clllで わずかに蛇行している。A31区に入ると
自然礫が大量に堆積している所であり,こ の地点で

溝の延びは確認できなくなってしまつた。 4条の前

後関係は確認できなかった。

溝状遺構29(SD143):A33・ 34区に検出された溝状

遺構である。溝状遺構24(SD145)と 重なりながら延

びて,溝状遺構30(SD144)1こ 吸収される。幅は90
clll以上で深さは10cmと わずかである。埋土は暗茶褐

色粘質土であり,土層断面では溝状遺構30及び溝状
遺構24と の前後関係は確認できなかった。溝状遺構

24か ら溝状遺構30にかけて,カーブをゆるくしなが

ら出来上がった溝状遺構ではないかと考える。

溝状遺構30(SD144):A33区で溝状遺構24(SD145)が

枝分かれする西側の溝状遺構である。幅80cm・ 深さ10

clllで北西へ延びるが,この方面へ行くにしたがって細く

浅くなってくる。埋土は暗茶褐色の粘質土である。溝状

遺構29(SD143)及 び溝状遺構 24との前後関係は確認

できなかった。恐らく溝状遺構24とは同時に使われてい

たと思われる。遺物には玉縁の白磁・土師器・須恵器・

鉄製品がある。12世紀前半頃のものと考えられる。

溝状遺構31(SD142):溝状遺構33(SD141)が A33
区で曲がる部分の東側にある溝である。幅は60clllで

深さは 3 clllと ほとんどない。調査では溝状遺構33と

の前後関係は確認できなかったが,当初溝状遺構31

であったのが次第にカーブがとれて,溝状遺構33と

なったのではないかというものと,溝状遺構33のバ

イパスの様な使われ方をしたのではないかという二

通りの考え方ができる。前者を支持したい。

溝状遺構32(SD24)iC 35区 で検出された溝状遺構

であり,両端は閉塞している。幅118cm・ 深さ10clllで ,

長さは約10mで ある。時期及びJ性格とも不明である。

溝状遺構33(SD141):A33区からB38区にかけて,約
122mの長さで検出された溝状遺構である。幅76cm・深

さ10cm,断 面の形状は半円形を呈する。公共座標にほ

ぼ沿つて南北方向に延び,北端は西側ヘカーブして次

第に消えていく。南側はまだ続きそうであるが,工事範

囲外になるので,調査はここまでとなった。埋土は茶褐

色粘質土であり,38区南側壁面の土層断面から判断す

ると,溝状遺構 22(SD146)よ りも新しい。出土品には

2245がある。溝状遺構24(SD145)とは重ならず接して並

行することから,溝状遺構24を避けて新たな道をつくり,

そのまま直線的に南へ延ばしたと想定される。北側は屈

曲して蛇行していることから,これ以上北側へ進むので

はなく,B32区に生活痕跡のある人々が南側へ行き来
するための道だったと推察される。中世の期間中使われ

たと考えられる。

溝状遺構34(SD180):B26区とA26区にわたって,Ⅲ
層上面で検出された溝状遺構である。ほぼ南北方向に

延びている。埋土は黄灰褐色の粘質土であり,遺物の

出土はみられなかった。その下面も土質の異なる層があ

り追跡したが,遺構とは認められなかった。おそらく溝状

遺構の影響で土質が変化したものと考えられる。直接つ

ながってはいないが,方向を考えると波板状凹凸面12

(SR177)に 関係があると思われる。時期を特定するもの

はなかったが,近世以降のものとしておきたい。

IHI図はとってあったが,正確な平面図及び断面図
はとつていなかったので破線で示してある。

(6)波板状凹凸面

波板状凹凸面 1(SR26):C・ B17区のⅢ層で検出され
た波板状凹凸面である。当初遺構そのものを見逃してい

たが,この部分だけがいつも筋状に白つぽくなっている

ことから,その存在を確認することができた。これは,鹿

児島県内の台地上で遺構を検出する場合,遺構埋土部

分だけが乾燥が遅く,周囲よりやや暗い場所が遺構埋

土であるという先入観があったためである。埋土が砂質

であるために,周辺より早く乾燥して白つぽくなる例であ

り,その後の遺構検出に大いに役立った。反省するとと

もに,失敗を繰り返さない様に記しておきたい。地形に

直交するように直線状に延びており,全体の長さは29

mを波!る。西側へは調査範囲外へ延びており,東側は
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100m

次第に浅くなって消えていく。溝状部分と凹凸面部分が

一体化しており,溝状部分は幅60cm・深さ15clllを 測る。

波板状凹凸面は深い方のC17区側に認められ,26か

所の凹面が確認できた。その凹面の芯々距離は,東側

から80・ 70。 70。 70。 70・ 70。 70。 70。 70。 70。 75・ 70'75。 70。

75・ 65・ 70・ 70。 70・ 65。 70。 70。 70・ 70。 70clllであり,平均

の芯々距離は70.6cmを測る。凹面は横62clll・ 縦34cm・ 深

さ12.5釦 で,さらに左右二つに分かれている。あたかも

砂場に尻餅を掲いたような形であるが,北側の方がやや

深い。埋土は灰色砂質土であり,非常にかたかつた。遺

物が認められなかつたので,時代は明確ではないが,そ

の埋土からそれほど新しいものとは考えられず,条里型

地割が行われる以前のものとしたい。

波板状凹凸面 2(SR25)iC・ B34区で確認され,平成
11年度の調査では,波板状凹凸面の凹面部分しか検

出できなかったが,平成12年度の調査で,溝状部分も

確認することができ,東側の方へわずかに蛇行しながら

検出された。検出面はⅡ層下位のⅡb層下面である。溝

状遺構 11(SD22)が埋まった後につくられており,溝状

遺構 11よりも新しい遺構であることがはつきりした。西側

は凹凸面がみられなくなり,溝状部分だけが浅くなって

いく。また,東側へはさらに続くものと予想し,溝状遺構

12(SD23)よ りも東側で何度も精査したが,こちら側には

延びていなかつた。結局溝状遺構 12に直交して終わつ

ていることが確認でき,同時に存在していたことがわかつ

た。おそらく波板状凹凸面2が溝状遺構 12に合流してい

るのではないかと考えられる。凹凸面は溝の中に掘り込

まれており,溝の幅は70clll・ 深さは15clllで ,断面U字状

を呈する。溝の中の埋土はⅡb層の灰褐色砂質土と同

質であるが,わずかに砂が多い。凹凸面は46clll× 34cm

の楕円形であり深さは8cmを測る。床面はわずかではあ

るがさらに左右2つの面に分かれている部分もみられる。

埋土は白色の細砂である。凹面は全部で24か所確認で

きた。凹面の芯々距離は,東側から65・ 65・ 65・ 65・ 60・

65・ 60・ 65。 60・ 65・ 65。 65・ 65・ 65・ 65。 65・ 65・ 65・ 60・ 65・

65・ 60・ 65clllであり,平均の芯々距離は63.9clllである。

波板状凹凸面 3(SR182):B34区 で検出された波板

状凹凸面である。最初溝状遺構 13(SD181)の床面で

確認できたので,これに伴 う凹凸面かと思つたが ,

両端が溝からズレてきたので異なる遺構であると判

断した。凹面は左右 2つに分かれるタイプのもので

あり,幅 40clll,長 さ30cm,深 さ10cm程度を測る。33

か所の凹面がみられ,芯々距離は北側から65・ 65・

70・ 70・ 65。 70・ 65・ 70,70。 70。 70。 75。 75。 70 ・

(135)・ 70。 75・ 75・ 75・ 75。 70。 70。 (130)・ 65・

70。 70・ 75。 75・ 70・ 75cmで ある。 (135clll)と (130

Cll
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―第358図 溝状遺構検出状況 (SD141)
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的に①が混入している。砂質で粘性は弱く、しま
りも弱い。
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波板状凹凸面 1(SR26)
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へ建
渉
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側)んミそれぞれ 2か所分として計算した場合,平均

の芯々距離は70.2clllである。両端とも次第に小さく

なって消滅した。埋土は溝状遺構 13と 同じである。

時期は古代末から中世と考えられる。

波板状凹山面 4(SR72)IB 26・ 29区に検出された

波板状凹凸面である。溝状の部分はなく,凹凸面だ

けがみられる。60clll× 55clllの凹面がほぼ等間隔で ,

58mに わたり89か所検出された。北側からの芯々距

離は,65。 75。 55。 65・ 70。 75・ 90・ 60。 70。 60・

70・ 65・ 70・ 65・ 60・ 60。 70・ 60・ 65。 50。 60・ 65 。

60・ 60。 60・ 65・ 65。 60・ 60。 60。 60・ 60。 65。 60。

65・ 65。 65。 70。 65。 70・ 70。 65・ 70・ 60・ 70・ 60・

70・ 65・ 60・ 65・ 60・ 65・ 70・ 65。 65。 70・ 50。 70・

60・ 65・ 65。 70・ 60・ 70。 60。 60・ 60。 70。 60・ 60。

60。 70・ 60。 65。 65。 70・ 75・ 70・ 55。 70・ 65。 65・

70。 70。 70・ 60。 70'70cmで ある。平均の芯々距離

は64.9clllを測る。深さは24cm前後であり,底面は偶

蹄足類の足跡のように左右二つに分かれている。左

右の凹面間の高さは 3mであり,東側の方が若千深

く掘り込まれている。埋土は白色シル ト質土であり,

特別つき固められたような状況は観察できなかつた。

断面をみると東側の方がなだらかにたちあがつて

おり,道状遺構の東端を示すものと思われる。西側は

溝状遺構16(SD63)や溝状遺構17(SD55)と 重なるこ

となく並行している。埋土や上面の堆積層から判瞬す

ると,溝状遺構17の方が波板状凹凸面 4の上面よりも

上位に窪み始めの面がくる点と③層の切 り合い関係

によつて,溝状遺構 17が波板状凹凸面 4よ りも新しく

なる。溝状遺構16と波板状凹凸面 4の関係については ,

直接明らかにする証拠はなかった。ただ,窪み始める

面が同じであることと,交わらずに並行していること

から共存していた可能性が高い。凹面底のレベルと溝

状遺構 16及び溝状遺構 17の底面レベルがほぼ一致す

るということは,こ の地点において同様な圧力をかけ

た場合,窪むのがこの深さまでであつて,それより下

は安定した層であつた可能性がある。凹面の埋土から

須恵器 (2242。 2243)や高台付郵や黒色土師器が出土

することと,溝状遺構17に先行することから古代末の

道跡であると考えられる。

波板状凹凸面 5(SR176):A26区 の北側ベル ト沿い

に検出された波板状凹凸面である。Ⅲ層で検出され ,

埋土は灰白色細砂である。上面をⅡa層が覆つている①

凹面は50clll× 37.5clll,深 さ10clllを 測る楕円形をなし,

35clll間 隔に4か所の凹みがみられたが,東側から2

つ目は断面図作成のための先行 トレンチで既に掘削

されていた。おそらく同様の窪みがあつたと考えら

/
＼

ゝ
波板2

①白灰色砂質土
しまりがなくやわらかい。

波板状凹凸面検出状況 (2)波板状凹凸面 2
(SR25)

u80-

箭 6     8

溝12

＼

と淀多ゝく

男 360図

嵌

-423-



れる。 したがつて西側からの凹面の芯々距離は ,

(130)。 65。 65clllを測り,(130clll)を 2か所分とし

て計算すると,平均は65cmで ある。側溝から東側で
はすでに削平されていたためか確認できなかった。

丁度 A・ B26区の北側断面に当たる場所だつたので
あるが,非常に類似した埋土であったために,溝状
遺構16(SD63)及び溝状遺構17(SD55)と の前後関

係を明確にすることができなかった。方向としては

東西に延びるものの,溝状遺構 16と の同時性は考え

られない。波板状凹凸面12(SR177)はⅡa層の上面

から窪んでいるので,波板状凹凸面12と の同時性も

考えられず,明 らかに波板状凹凸面 5の方が古い。

方向から考えると,波板状凹凸面 6(SR191)と の関

連性が窺え,波板状凹凸面 6で須恵器片が出土した
ことから,現時点では滞状遺構 16よ り以前のものと
しておきたい。しかし,先にも述べたように,層位
的な状況で捉えられたものではないので,絶対的で

ないことを断つておきたい。

波板状凹山面 6(SR191):B26区のⅢ層上面
で検出された波板状凹凸面であり,少なく

とも 3条は確認できる。東北方向に延び

ているが,削平されて長くは続かない。
埋土は白色の砂質土である。埋土か

ら,図示はしていないものの土師

娩が出土した。古代末から中期

前半のものと考えられる。

＼

＼

~93m

波板状凹凸面 7(SR27):B20区 で検出された波板状凹

凸面である。現代のコンクリート製の側溝で切られてはい

るものの,8か所の凹面が確認でき,その芯々距離は北

側から,75。 70・ 70・ 70・ 70。 70。 65clllである。平均の芯々

距離は70clllを測る。凹面は横 105cn・縦45clll・深さ15clllで ,

他の波板状凹凸面よりも幅広い凹面をもつている。埋土

は自色砂で,途中直径 5clllぐらいの半円形の灰褐色の

筋がわずかに認められたが,図面や写真にはできなかっ

た。南北方向に延びることと,この地点が条里型地割の

大区画と重なることから,当時道として利用されていたこ

とがわかった。し力乳波板状凹凸面の幅が他よりも広いこ

とから,少し規模の大きな道だった可能性がある。

ぷ

＼
溝13

9

∂乾
◎

波板3◎

第361図 波板状凹凸面検出状況 (3)
波板状凹凸面 3(SR182)・ 溝状遺構13(SD181)
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―第364図  波板状凹凸面検出状況 (6)波板状凹凸面 9
(SR197)。 10(SR196)。 11(SR195)

波板状凹凸面 8(SR54):D25区のⅢ層上面で検出さ

れた。埋土は全体的に灰 白色の砂であり,この砂を除

去したところ凹凸面が出てきた。一部分重なって掘られ

ているものの,少なくとも5条の列があつたのではないか

と考えられる。凹面は11か所確認でき,その最も西側の

芯々距離は北側から,70・ 70・ 70。 70。 70。 70・ 65・ 50。

(130)。 50clllで ある。(180clll)を 2か所分として計算した

場合,平均の芯々距離は65clllである。

最も西側にある1条が条里型地割上にのるものと考え

られ,南北方向に重なる。他の4条はこれと並行するも

のであり,長さ約6mほどしか存在せず,前後には続か

なかった。削平されて消滅したとも考えられるが,もしこ

の部分のみ凹凸面があつたとすれば,想像を退しゅうし

て以下のような考え方もできる。波板状凹凸面が道とし

て使われ,牛や馬が歩いた痕跡だつたとすると,この部

分だけが複線化しており,別方向から来るのを待ち合わ

す場所であつたことが考えられる。大区画の交差する部

分に接近する地点であり,見通しが最もきくこの場所が

適所だつたのではなかろうか。時期は条里型地割施工

後の中世と考えられる。

波板状凹凸面9(SR197):B38区 のⅡc層上面で検出さ

れた波板状凹凸面である。土層断面図でみると幅50cm,

深さ2.3clllの浅い溝がみられるが,平面的には確認する

ことができなかった。少なくとも3条が重なっており,何度

か同じ場所に作られていたことがわかる。山裾に沿つた

方向に延びている。西側の部分でみると,16か所の凹

面がみられ,芯々距離は北側から60・ 60・ 45・ 75・ 80・ 65。

65・ 65・ 65・ 70・ 65・ 65・ 65・ 60。 50clllである。平均の芯々

距離は63 7cmである。時期はⅡb層で中世のものである

と考えられる。

波板状凹凸面10(SR196):B38区のⅡc層上面で検
出された波板状凹凸面である。埋土は灰茶褐色の砂

質上である。溝状遺構33(SD141)に沿つて延びてお

り,11か所の凹部を確認することができた。凹面の

芯々距離は,北側から60・ 70・ 65・ 65。 60・ 65。 70・

60・ 60clllで あり,平均の芯々距離は63.9cmである。

波板状凹凸面11(SR195):A38区のШ層上面で検出さ

れた波板状凹凸面である。Ⅱc層の黄褐色粘土よりも下

位にあり,埋土は黄褐色の粘質土である。幅270cm,深

さ20clllの溝部分の中に凹凸面はあり,凹面は灰 自色の

砂質土が入つている。溝状遺構22(SD146)とは直交して

おり,山部分に向かつて延びている。溝状遺構22との前

後関係は把握できなかったが,床面が同じ高さであるこ

とから,同時に存在した可能性もある。
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⑥

∂
|

0   4   2m

―

-427-



3.古代前半期～近世前半期の出土遺物
(1)須恵器

①郭・皿 (第 365図 2148～ 2159)

2148は 口径 13.2clll,器高3.lcmで,箱形の底部をもち,

若干古手の様相を呈する。8世紀後半に位置付けられ

るという。2149～2151は郭であり,口径 13clll,器 高3.7cm

の同じような法量をもつ。2152は 口径 12.8clll,器 高3.5cm

でストレートに外開きする体部をもつもので,9世紀まで

時代が下がるものと考えられる。2150は 8世紀後半～9

世紀初めにかけてのものであるという。2153～ 2159は皿

である。2153・ 2157は底部内側が若干浮き上がっており,

腰の部分は丸みを帯びる。2159は高台付の皿である。

底面はヘラクズリされ,腰の部分に稜が入る。以上の遺

物は8世紀から9世紀前半におさまるものと考える。

②婉 (第366図  2160～ 2183)

2160～ 2164は底面外周に沿つて高台が付けられ

るものである。その高台は外側に広がるように付け

てあり,接地するのは高台の内側だけである。その

他は高台の広い面が撲地する。体部は内湾しながら

立ち上がり,器高は低い。2161と 2164は 8世紀中頃

のものである。2165～ 2168は外周からわずかに内側

2150

に高台が付けられる。またやや大振 りの高台である。

2169～2178はさらに内側に高台が付けられ,腰の部

分がやや明瞭になっている。2171は 8世紀後半のも

のである。2173～ 2175は腰の部分がはつきりしてい

る。2166は器高が高いことから10世紀初めに,2169

も同様に器高が高く11世紀初めに位置付けられる。

③蓋 (第367図  2184～ 2203)

2184・ 2187・ 2199は天丼部までの高さが低く,平に

近い。端部をわずかに折り曲げて,口 唇部を丸くおさ

める。つまみをもたないタイプと考えられる。2188

～2195は天丼までの高さが1.9clllほ どでやや高くなる。

2196～ 2198は輪状のつまみをもつものである。つまみ

の形も大きさもそれぞれ異なつている。2196はつまみ

の内側に「十」の線刻がみられる。2200は焼歪みによ

り歪んでいるが,平に近い器形である。2202・ 2203

は宝珠形のつまみをもつものである。宝珠の最大径部

分は鋭い稜が入る。2202の天丼部分はほぼ平にして ,

大きく屈曲させて端部へ向かう。2189。 2199～2203

は硯として転用されている。2201が 8世紀中頃,2199

と2200が 8世紀後半に位置付けられる。

第365図  出土遺物 須恵器 (1)郭及び皿

2152
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(2)婉第366図 出土遺物 須恵器
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第367図  出土遺物 須恵器 (3)蓋
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④甕 (第 368～ 371図  2204～ 2236)

2204は口径28cmを測る甕である。大きく外反する頸

部で,口縁部は玉縁状に肥厚している。口唇部は尖っ

ている。内面は基本的には同心円タタキが施されるが ,

底部付近のみ平行タタキである。外面は櫛状の工具に

より縦横にナデられている。2207は 口縁部を180度折

り返すことによつて,肥厚させてある。頸部には孤を

連ねた沈線が少なくとも2条は巡つている。胎土は赤

紫色と白色の生地が塁流し状にみられる特徴的なも

のであり,2226と 共通している。2209はかなり大型の

二重口縁の甕である。3条あるいは 4条を単位とする

櫛描き波状文が施される。2212は 口縁端部を玉縁状に

肥厚させる。2213の 口縁部は肥厚させず,口 唇部を窪

ませてある。2216は 丸底であり,底面に直径 5 cmの 円

盤状になった接合痕が認められる。

2217～ 2236は甕の胴部である。内外面のタタキ痕を

紹介するために抽出した。外面は格子目のタタキ痕も

しくは平行タタキ痕であり,格子目の方が圧倒的に多

い。格子目にも幾種類かあり,0.4cm角 のものや0.5

cm角 のもの,あ るいは0.5cm× 0,4cmの長方形のもの等

がみられる。内面のあて具は同心円状のものが多く,

平行のものもあり,両者を併用したものもみられる。
2222の外面は櫛状の工具による横ナデであるが,その

前に斜め方向の何 らかの調整が施されている。2226

は0.3cIIl× 0。 lclllの 櫛状のタタキであり,細い突帯を貼

り付けてある。胎土も特徴があり,赤紫色と白色の生

地が墨流し状にみられる。2228は内面が人為的に摩耗

しており,猿面硯として転用されたと考えられる。

第368図 出土遺物 須恵器 (4)奏
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第369図 出土遺物 須恵器 (5)奏
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⑤壺 (第372図  2237～ 2248)

2237は底径13 2cmを測る。底面外縁に接して外開き

の高台をもつ。直に接合はしていないが,やや内湾し

ながら外傾する胴部から肩部に至る器形が推定でき

る。肩部端には断面三角形の突帯を巡らせ強調させて

いる。突帯を接合する前に 3条の沈線を巡らすことに

よつて,接着の強化を図つた様子が窺える。また頸部

との中間にも突帯を巡らす。頸部上位から口縁部にか

けては欠損している。内面は肩部まで同じあて具によ

るタタキが施され,その上を横ナデしてある。外面は

平行タタキ痕が肩部までみられ,その上を横ナデして

ある。頸部内面に接合痕がある。外面胴部は平行タタ

キが,肩部以上は回転横ナデが施される。2238も 同様

第371図  出土遺物 須恵器 (7)奏

なつくりであるが,胴部外面がケズリのようなナデ仕

上げによる点と,色調が赤味がかつている点が異なる。

2244は底径 9 cmを測 り,縁に沿つて外開きの高台をも

つ。2245～ 2248は 高台をもたない壺の底部で,下部を

ヘラケズリしている。2248の方が2245に比べてやや丸

みをもつて立ち上がる。2240は短頸のとであり,国 縁

部及び肩部で欠損しているため全体の器形は不明で

ある。2239・ 2241は いずれも二重口縁となる。2242

も二重口縁の壺であり,2243の底部と同一個体と考え

られる。底部の口縁は幅広く貼 り付けてあるものの ,

棲地面は端部のみである。焼成の際焼き損じたのか ,

あるいは使用中に高熱を受けたのか,表面に細かな気

泡がみられる。
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0                    10cm

出土遺物 須恵器 (8)壺
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2254

0                      10cm

⑦硯 (第 374図  2177・ 2189。 2199～ 2203。 2228・ 2249)

本遺跡では,円面硯の可能性がある2249の他に転

用 した硯 8点がみられる。2189に は黒くなつた部分

が観察できるが,他の資料は手触によつてスベスベ

する範囲をもつているものを硯 として取り上げてあ

る。最も多いのが,2189・ 2199～2203の蓋を利用 し

たものであり,坑 と須恵器籍を利用した猿面硯が 1

点づつある。

今回の発掘調査では,刻書土師器は出土したもの

の塁書土器は 1点も出土しなかった。これは他の遺

物がそ うである様に,周 りの粘土にまけて風化 して

しまったのではないかと考えられる。鹿児島県内で

の塁骸」)書土器の出土例は101遺跡であるという(坂

本 2004)。 それに比べて硯の出土例は ,川内市薩摩

国分寺跡 。大島遺跡・吹上町永吉遺跡・高山町波見

遺跡と少ない。鹿児島県内では限られた遺跡からし

か硯は出土していないので,当 時の遺跡の性格を考

える上で貴重である。

笏 罐 埼 子・岩澤示目な ,4阿朝歯  嘗 書土器の性格一

彦ジg潟を2と して一ノ腋 の漆からツタ 25〃 θ%′

励 蕩疾レ舛 泡影をシター

2253

(9)円面硯 。高郭等第373図  出土遺物 須恵器

⑥その他 (第373図 2249～ 2254)

2250は鉄鉢状の容器で, 口径は18clllを測る。口唇

部はわずかに外側へつまみ出してある。体部下半に

は櫛描き状の横ナデが施される。2251は ストレー ト

な体部をもつ鉢である。口唇部直下は内外面から指

で押さえることによつて凹線状となっており, 口唇

部は平に面取りしてある。内面に火欅がみられる。

2252は底径6.2cm,頸部までの器高6.4clllの 小壺で

ある。いわゆる風船作りによつてつくられたと考え

られるもので,肩部に稜が入り,頸部径は2.4cmで あ

る。胴部は回転ヘラケズリによる。水滴用であろう

か 。

2253と 2254は高都の脚部である。2253は縦方向の

丁寧なケズリがみられ,脚も高い。2254は底径 9 clll

の小型のものである。 7世紀代にさかのばるとのこ

とである。

2249は 決定的に判断できる部位がなく,迷ったの

であるが円面硯 ?と した。その理由は,鉢にしては

外側の整形が丁寧であるにも関わらず,内面が非常

に雑である点と,高台と考えれば高台内の方が若干

飛び出しているからである。また,口唇部が平に面

取 りされており,座 りが良い。円面硯と考えた場合

も,海の菩Б分が狭いとい う点と,器高が高いとヤヽ う

難点がある。それに,透孔もみ られない。いずれに

しても,注意を喚起する≧ともに今後の他遺跡での

類例を待ちたい。
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表54 須恵器観察表 1

出土区 冒位 置 謙 割駐
回径 底径 高台径 い文様 色調等 レベル

特徴 焼成 その他 膵
(cn ,卜面 肉 雨 (m)

第

３６５

図

SK76 不 誘 31 灰白 磨痔 天白 `磨ネ毛 1368(

郎 寅告[ 37 叉白・磨耗 天白・磨耗 290(

215( 邦 卓形 鳳三底面 灰白磨芹 弓色 底画灰白 磨瀬 13791

ITN 辞形 尺自 底面褐色 磨芹

>16 Ⅲ lTN 記形

皿 皿 巨部 灰白・磨栞毛

ら-22 】D43 皿 色・橋万

皿 〒形 耗 叉イ露ナテ

皿 ヨ縁部 18 角沐音サ=デ

皿 え形 上面 回転 W物 り 朝翻

SKl10 皿 コ縁部 14371

ッー26 SD 更・構サデ にオ壺ナデ 117

第

３６６

図

ッー15 Ⅲ F獨杉 42 天白胡き耗 天・EttF毛 892

SK76 婉 烹形 天自・水ひ磨

2161 D…18 肛 婉 :形 6 更白 フKr卜去 442

216+ 316 皿 婉
=音
[ 貢白 磨舞 826

Ш 婉 評 天白 磨耗 慮面ケズリ 天白呼蓉経 835 )'35Ш9143Ⅲ

片15 婉 彬 天自・水ひき

m 婉 彬 142 ヨ水ひを 842 5司 9F-31

>22 SD43 婉 言語[ 民自・水ひき

婉

216( ■‖4 皿 婉 音阪 磨舞 天白・藤好 9691

>22 SD43 婉 ,4 廷 膝経 天・康 979(

幼 彬 13781

>12 I 婉

>15 SX25 婉 尼形 37

21 >15 Ⅲ 婉 「
J=ブ灰フKIトデ

217( }34 訪 リユブ灰 廓 天白 磨耗 1851 13330Ⅲ

'(刊

砂 貞きB 天白・ナテ 院貢橙サテ 12321

ッー15 )(75 婉 形 吹 繕サデ

チー16 婉 琵音[ 硬白Wき舞

婉 巨舌[

3-22 498

コー15 コ縁吉R 天・イ番ナデ 灰 櫂サ手 3211 804

肛 婉 寛き呂 100 天自・磨耗 灰自 層用

シー15 SX75 芸
”
下音[

2200                            2201

第374図 出土遺物 須恵器 (司 0)硯
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表55 須恵器観察表 2

躙 出土区 融 麟 細 縦
日径 隆 舘

輌」  ヒI,勇邸
L´′Wι
帥 賊 そ a也 停

(c諭 (c諭 (c命 (c耐 外面 肉面 im)

第

３６７

図

□ 芸
エ

834

322 SD43 雲
一

148 興 フぐJ 1347 886

>15 �K75 芸
”
天上部 140 死白・ケ興 ) ・ケ興 J 1327

■15 Ⅲ 芸
エ

戻白・ガく∝ 灰自・水確 833

■23 ,K134 天白フkひき 灰白・ァkひ 15681 342

21901∈ 23 SK134 琴 部 争ケラ オリエブ灰・ 1564 81

暮 140 1 をケズ 庚・ナデ 上面回転ハラ切り

>12 Ⅲ 蓋 581 805〔

219( >15 メ75 墓
”
下部 叉自・ケ楽 J ヨ・ミ抗声■ 1322 825

芸
”

灰・フkひ 灰・ナデ 808

■ 5 SK23 芸
一
榊 天白・フkひき 営か,■ブ灰 7kte 241 734

鰤 961023 雲
一
形 廷ケ楽〕 (へ

=
219「 >15 ぅX75 芸

一
能 |「IEF6 店灰・/kr澪 灰・7kr^★ 1323

>26 豪
一
部 )ワF4§ Eヨ博Eヤ iヽラt「刀0) υ彦赤荘豊・「,トデ 845

■14 )υ 蓋(硯 1新 1452

2201 >22 】D43 蓋(の 誘 脱門=ブ灰・ケ烈 入 L面 回岱 切り 鞠

双 75 野(硯 3ヽ2塾 8011 1444

22α >22 SD44 1272

22031ロト15 SK76 誘 150 嘩 11 更・イテ烈 J・フ蹂

^吉

更・グ蹂ネ 上面ケ烈 )・ 転用硯
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図
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第
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図
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2201
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>21 D44 蓋 天・げ 天・増サデ 1273(

)●22 つ43 審 げ 1277( lI・U帯舒署朝鵬た文
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図
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②皿 (第376図  2293～ 2312)

2295。 2300は 国径 15.8cm,器 高1.2clllの 皿である。

底部から体部にかけては丸みをもつて外開きする。

内面は大きく2つの窪みができるように成形してい

る′点も共通しているが,2300の胎土に金雲母が含ま

れる点が異なる。2295。 2296は 9世紀とこならなけれ

ば出てこない形であるとのことである。2306は 口径

9,9cm,底径 8 cm,器高1.lcmの皿であり,内面の底

面境に浮線風の盛 り上がりが一周する。2306は2309

とともに掘立柱建物跡 6(SB189)の柱穴内から出土

した土師皿である。2308は底面と体部の境がないほ

ど丸みをもって成形している。内外面ともミガキに

よる器面調整であるとともに黒く薫してある。2310

は復元口径 10 5cm,底径 9 cm,器高 l cmを測る。体

部の立ち上がり角度は,47度であるが,内面は非常
に浅く作られている。2312は復元 口径6.4cm,底径5.6

clll,器 高 1.2 clllを 測 る小型 の皿である。体部 は

61

0                     10cm

第375図  出土遺物 土師器 (1)郭

(2)土師器
①lTh(第 375・ 376図 2255～ 2292)

2255～ 2272は須恵器の都に類似 した器形をして

お り, 8世紀後半～ 9世紀に位置付けられるもので

ある。2273～ 2280は 円盤状の底部をもつ年である。

底径は5.6cm～ 7 6cmの 範囲に収まる。10世紀代の年

代が与えられるものである。2281～ 2284は 口径9.4

cm,底径5.4cm,器高2 9clllで 良く似た杯である。体

部はやや内湾 し,口唇部を厚めに丸くおさめる。 11

世紀～12世紀頃と考えられる。2287は 口径 10.4clll,

底径 7 cm,器高 1 8clllの 小型の郭である。約40度の角

度で大きく外開きし,口縁部付近でさらに外反させ

る。 口唇部を厚めにして丸くおさめる。2292は 口径
13.8cm,底 径 6 clll,器 高2.9cmの 都である。ほぼス ト

レー トに大きく外開きする。色調も白つぽくて新 し

い様相が窺える。
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第376図 出土遺物 土師器 (2)郭・皿

2292

0                    10Cm

2305

韓2310
2311                   2312

-440-

10cm



民

三
::::::[:::::'そ

!14

24

｀
モ三三三二三三三三E三三三三三三三とこここここ三二ΞΞΞΞΞ≡三二〔

'ン

2325

罰9
26

第377図  出土遺物

ほぼ直立する。2311は底面の切 り離しが回転糸切 り

によるものであり,本遺跡ではほとんどみられない

遺物の一つである。12世紀代以降の年代が与えられ

る。2293～ 2302が 9世紀代,2303～ 2312に は11世紀

～12世紀代の年代が与えられている。

③婉 (第 377～ 379図 2313～ 2366)

2313～2319は底面外周に沿つて低い高台が付 く坑

であり,外開きせずに立ち上がる。体部はやや短くて

低い。2320～2323は底面外周よりもやや内側に高台を

もつものである。体部はわずかに内湾気味になりなが

らやや外開きする。体部は2313よ りも長い。須恵器を

写 したものであり,8世紀代～ 9世紀前半のものと考

えられる。2327～ 2338はス トレー トに外開きする器高

の高い体部をもち,高台は底部縁辺から「ハJの字状

に張り出している。2329は内外面に赤色の部分がみら

れ,内朱土師器と考えた。しかし本センターの蛍光X

0                     10cm

土師器 (3)坑

線分析装置での浪」定では,鉄分が少量しかなく確証は

得られなかった。2327・ 2332も 内面には厚く,外面に

はわずかな赤色がみられたが,分析の結果では鉄分が

ある程度しかなく,内朱土師器としての確証は得られ

なかった。2328の内面底には布目の圧痕がみられる。

2327～ 2330・ 2332の胎土には 3 11ull大 の赤色粒子が目立

ち,特に2328に は頁岩系の小石が多く含まれる。この

様な特徴は川内地域でよくみられる。2339～ 2364は規

格性のあるほとんど口径 15.5cm,底径4.8cm,器高5.4

clllを測る坑である。底部と体部の境はなく,断面はほ

ぼ半円形状をなす。口縁部付近で一度直立させ,すぐ

に外反させる。内外面とも器面調整はミガキでその後

に薫しを施している。2356は掘立柱建物跡 7(SB188)

の柱穴内から出土したものであるが,他に比べて体部

の内湾の度合いが弱く時期差の可能性がある。以上の

娩は,11世紀中半～12世紀前半の年代が与えられる。
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第378図  出土遺物 土師器
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表56 土師器観察表 1
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2374

④蓋 (第 380図 2367～2375)

2367は直径21cmで ,天丼部分までの高さは2.3cm

と平 な蓋である。体 部に変換 点はなく,端 部のみ

短く下向きに屈曲させる。つまみも平である。2370

は器壁の厚 さの違いによつて外反気味に端部へ至る。

端部は短く下向きに屈曲している。外面には朱が塗

られている。2372は直径 15.4cm,天 丼部までの高さ

3.9clllを 測る深いタイプの蓋である。平なつまみをも

ち,ほぼ水平な天丼部分から一度稜をもつて約 155

度の角度をもつて下がる。端部は面取りした後,凹

線風に仕上げてある。体部の変換点部分は手持ちに

よるヘラケズリがみられる。 8世紀第 2四半期に位

置付けられる。2374はつまみをもたず,ヘラケズリ

により成形される。外面は朱が塗られている。2375

は丸みを帯びた体部から一度屈曲させ,大きく外反

2370

2377

2380

第380図  出土遺物 土師器 (6)蓋・高郭
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0                    10Cm
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0                    10Cm

する体部をもつものである。

⑤高杯 (第380図 2376～ 2381)

中空の脚部であり,屈曲させずに裾が広がる形状
のものである。2380は直径 11.7clllを測り,端部に凹

線が巡る。須恵器の形を写したものであり,奈良時

代から平安時代前半に位置付けられると考える。
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⑥甕 (第 381～ 384図  2382～ 2406)

大きく外反する口縁部をもつもので ,

胴部内面がケズられることによつて口縁

部に厚みがある。明確な区別はできない

ものの,器面調整や器壁の薄さ,それに

出土地点から時期の区分が可能である。

2396は 口径28cmの 口縁部をもち,想定

される器高に近い。球形に近い底部から

まつすぐ立ち上がる胴部に至る。外面の

器面調整はハケロによるものであり,器

壁も薄い。B16区で出土していることか

ら,奈良時代から平安時代初期に該当す

るものと考える。 2400・ 2401は月同部もし

くは体部が大きく外開きするものであり,

土鍋状になるものである。内外面ともハ

ケロの調整によるものであり,他の秦形

土師器とは区別 されるものかもしれない。

奈良時代から平安時代初期に該当するも

のと考える。2382と 2383は竪穴住居跡

(SH29)の竃周辺から出土したものであ

り,直接の接合ができなかったので,番

号を分けた。 口径は21cmを 測 り,器高は

約30cmに 復元される。平底に近い丸底か

ら,やや張り出す月同部に至 り,「 く」の字

状に屈曲して口縁が外反する。外面にハ

ケロを残すものの,器壁は厚い。 8世紀
から9世紀前半に位置付けられると考え

る。出土地点から平安時代後半と考えら

れるものイま, 2403・ 2405。 2406で あり,

ボッテリした感 じを受ける。その他は平

安時代前半に位置付けられると考える。

2403は外面に赤色顔料が塗られた様に見

えるのであるが,本センターの蛍光X線

分析装置で鉄分の多さは確認できなかっ

た。

0                     10Cm

出土遺物 土師器 (8)甕

-446-

男382図



⑦その他 (第 385図  2407～ 2416)

2407はほぼ直線的な体部が直立気味に

立ち上がり,端部のみを指押さえして口

唇部を水平にする。外面は横方向のハケ

目による調整である。鉢ではないかと考

えられる。2408は内傾するため甑とも考

えたが,赤色顔料らしきものが施される
ことから違 うと判断した。本センターの

蛍光 X線分析装置で確認 したところ,鉄
分がある程度出てきたが,赤色顔料との

確証は得 られていない。赤くなった部分

は内面にもみられる。胎土に角閃石を多

く含んでいる。全体の器形は不明である。

2409は高台の直径 12 2cIIlを測る底部であ

る。本体と高台の胎土は,質も色調も全

く異なってお り,興味深い資料である。
全形は不明であるが,鉢形になるのでは
ないかと思われる。2411は 丸平底の底部

であり,直径7.4cmに 復元できる。器形及

び用途ともに不明である。2412は 須恵質

のものであり,短 く立ち上がってから大
きく外開きする底部である。底面は若千

上げ底となる。鉢形であろうか。2414は

復元 口径15.4cmを 測 り, 口唇部は玉縁状

に形作る。頸部は短くて,ナデ肩に近い

肩部へ至る。内面がケズリのようにも見

えるので甕とも考えられたが,若干趣が

異なる。胎上に金雲母を含んでいる。類

例を待つて検討 したい。2415は 陶質の口

縁部で,肥厚 した部分に 3条の凹線を巡
らすものである。鉢形と考えられるが ,

時期や製作地は不明である。2416は 細か

く精製された粘土を使ってお り, 口縁部

を大きく外反させ,口唇部を尖らせるも

のである。器形は甕形になるのか重形に

なるのか判断がつかない。類例を待ちた

い。

第383図  出土遺物 土師器 (9)甕

-447-



２４

0                     10Cm

表57 土師器観察表 2
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表58 土師器観察表 3
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出土遺物 土師器 (11)その他
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表59 土師器観察表 4
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第

翻

図
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第

鯉
図
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2391 チ14 Ⅲ 鶏 磨 礎 ′強 嵯鶏 837

剛 W5 224 141XJ

24001F311Ce■ 奪 Ξ]孝ラ棄彗呂 270

240 チ14 OGl 280 lC81( 831

第

盟
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24MI出蕗 鞠 344 324 94フ

第
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図
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(3)焼塩壺 (第 386図  2417～ 2431)

図化したのは15点である。型作りであるために,外表

面の凹凸が著しい。口唇部は器壁の厚さを減じて尖り

気味となる。また,水平を保つているとは考えられず,大

雑子巴な仕上げであったと想定される。内側には平織りの

布 口が痕り,lcm四 方辺り16× 13本,10× 7本,6× 6本

の 3種類がみられる。森田勉氏 (森田1983)の分類と年

代観によると8世紀～9世紀であるが,大坪遺跡内での

出土は,27区～33区に限られ,10世紀～11世紀代の可

能性もある。特に溝状遺構 10(SD61)か ら比較的多く出

土することは,溝状遺構 10周辺の年代を決める参考とな

る。この地で焼塩壼の製作や焼塩そのものの作製が行

われていたとは考えられず,持ち込みの可能性が高い。

鹿児島県内での焼塩この出土は曽於郡内が多く,薩

摩半島側では少ない。加世田市上力日世田遺跡・金峰町

小中原遺跡・山野原遺跡。サ|1内市大島遺跡など官衛的

第386図  出土遺物

な様相をもつ遺跡のみである。大坪遺跡の27区～ 33

区。出水市尾崎B遺跡もそれに近VW性格の場所であつ

たのかどうかは,焼塩重だけでは判断できない。

荻層″ 〃∂′ 焼塩重考色欣 窮庁き文イと論叢』藤き
九,叫歴史資耕舘

(4)刻書土器 (第387図 2432～ 2438)
2432と 2433は ,土師器イの底面に「方」・「木」。「月」

という文字が読み取れる。これが一文字ずつなのか,

あるいはへんとつくりの関係にあるのかは不明であ

るが,文字の配置から,同 じ文字が書かれているのは

確かである。しかし,詳しく見ると「方」の書き方が

異なり,「木」の書き順にも違いが見受けられる。文

字を書いた人が違うのか,それとも後から書いた人が

見様見真似で書いたのかは判断しがたい。2435は土師

２４２３　　　角中中中中日中日中”″甲２４２６
序

２４２９

鰯懃線序

悦�「

2430

焼塩壺

専徊
10cm

螂
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器の坑の高台見込み内に文字がみられるが,欠損して

いるので解読不能である。2434と 2438は ,それぞれ土

師器と須恵器であるが,「 ×」印を刻んでいる。「×」

印を刻んでいるのは,2196の須恵器蓋にもある。

(5)甑 (第388図  2439～ 2441)

甑の底部分であり,空平同になっている点が明確である。

口縁都や把手部分にも甑が含まれているのかもしれな

いが,断定することはできない。2439は 2か所の透し部

分がみられ,一文字型の橋状となる可能性もある。そう

すれば幅は3.5cmである。2440は推定底径 16.4cmを測り,

やや内湾気味に外開きする。端部内面は斜めに整形し

てあり,屈 曲部分にスノコがのるものと考えられる。2441

434

は推定底径 17.6cmを測り,ほばストレートに立ち上がる。

端部内面には粘土紐の接合痕がみられ,この部分をわ

ずかに肥厚させスノコをのせたのではないかと考える。端

部平坦面から外面にかけて赤色顔料が塗られている。本

センター内の蛍光X線分析装置で確認したが,鉄の量は

少なかった。しかし,内面との色の差は明確である。器面

調整による発色も考えなければならない。いずれにして

も,甑に赤色顔料が塗られる例を知らないが,日 常的な

使用ではなく,特別な時に使われたのではないかと想像

する。以上の遺物は古代前半のものであると考える。

(6)把手 (第 388図  2442～ 2449)

器種として甑なのか甕形土器なのか不明であるの

一

0                           10Cm

第387図  出土遺物 刻書土器

イヽ

＼

＼④
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で,把手の部分のみを集めて紹介する。2442は推定月同

径 15.8cIIlを測り,上方には途上がった短い把手をもつ。

把手の形状は2448に類似するが,胎土が異なる。2443

は断面が円形で太く,端部がはね上がるものである。

2444は細長いもので,端部のみをはね上げている。

2445は,発掘当初は土偶の手ではないかと考えていた

のであるが,確証が得られず,最終的にはここに含めた。

2446は 大きく巻き込む様な形状をなしている。2447はや

や下向きに取り付けられるものの,端のみわずかにはね

上げている。2449は太くて短いものであり,端部のみわ

ずかにはね上げる。以上の遺物は古代前半のものであ

ると考える。

(7)支脚 (第 388図  2450)
2450は復元直径5.2cmの 支脚 と考えられる。上部

は欠損して,半分ほど残つている。内面まで粘上が

充実してお り,外反気味に立ち上がる。三本を一セ

ットとして使われたものなのか,単独で支脚となつ

たものであるのかは不明である。出土区がB35区で
あるので,古代末から中世前半に該当すると考える。

鹿児島県内での土製支脚の類例については注意

していないので全く知らないが,おそらく十指には

満たないであろう。内田律雄氏 (内 田2004.5)は ,

竃の祭祀を検討 していく中で全国の竃 。支脚・刻書

土師器を姑象 とし,文献史料・民族資料及び民俗資

料を基に考察 している。そうして,土製支脚は竃神

すなわち火の神の依代として神格化 していつたと結

論づけている。鹿児島での竃や支脚の研究はこれか

らのスター トになるので,おおいに参考としたい。

舟 7黛雄 〃θθF.」  ′解 と憲の祭冦J膵 耐考苫幸Δ
効 7号 雄曲閣

(3)輪羽口 (第 388図  2451～ 2457)

筒状の端部及び外面の一部が溶結したもので,高
温の炎に直接触れた輔の羽口である。おそらく各時

期に鉄製品の製作及び修理を行つた鍛冶場があった

のではないかと考える。出土地点から2451・ 2452・

2454・ 2455が ゼ年十ヽ高有引卜¬$, 2453 ・2456・ 2457が 宅年十く

末から中世前半のものであると考えられる。古代前

半の胎土に金雲母が多くみられるのに対し,古代末
から中世前半の輔羽口は大ぶ りでスサを多く含んで

ヤ`る。

(9)土製品 (第 389～ 391図  2458～ 2495)

①紡錘車

紡錘草は 2点出土している。2458は土師皿の口縁

部から体部を打ち欠き,底部の中央に直径1.4clllの孔

を開けることで,紡錘草として転用したものと考え

られる。径6.Oclll,高 さ1.2clll,重 さ38.3gで ある。

2459は 直径5.5cmの ほぼ正円をなす。孔径 1.lcm,高

さ1.Ocm,重 さ433gで ある。

②土錘

土錘を漁労具として考えた場合,民俗事例での使

用方法から長軸を横にして使用 したと考えられてい

るため,第390。 391図は長軸を横に掲載 した。

管状土錘は32点出土している。孔の大きさは2460

を除き, 5 11ull前後あり全体的にほぼ同じ大きさであ

る。重さは完形のもので3.2g～ 15.5gあ り,統一性

はみられない。2460は 中央から端部に向かつて細く

なり,貫通孔が施されている。外面中央には縦方向

に 5 11ull幅 の溝が 1条残る。孔径は1.2cm,重 さ (残存 )

は26.5gあ る。2479は 断面楕円形をなしてお り,焼

成は硬質である。2472・ 2473はね じられた痕が残る。

2472は ねじった後に外面を丁寧に成形しているため

に,ね じられた痕はほとんど残つていない。2473は

右方向にねじっており,外面にはねじった際に付い

たと考えられる指頭圧痕が多く残る。色調は明赤褐

色を呈している。2482は孔の内面に工具痕が残るこ

とから,棒状の工具により中央に孔が施されたと考

えられる。

これらの土錘は15・ 16区からの出土が多く,古代

前半に該当すると考えられるが,土坑62(SK151)か

らも4点出土しており,古代後半に該当するものも

ある。内田律雄氏 (内 田2004.3)1こ よると,土錘は

形状よりも重量が重要であることが指摘されている。

今回出土した土錘は欠損したものも多く,重量のま
とまりをとらえることができなかった。 どのような

魚種をねらつていたのかは今後の課題である。

力阿律雄 刀ν.′  ノ狗漱面漁業イこおゲれ 影 銘 海勧

廃多だ物霧υ  励痴期防み 駐続稔 事業会
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表60 土師器観察表 5
出土区 層位 遼有 器種 部位

口径 径 台径 器高 レベル
特徴・焼成 そつ他 嘲解

第
朗
図

SD22 底 130 天白・磨耗 2461

)D43 陽灰・ケズリ 喝灰・暦耗

口 天自・磨耗 天・ナデ

第

３８６

図

3-27 腕塩ヨ 1287 901 l cm四方辺り16X13

Ib 焼塩ヨ

1603

焼塩目 大坪

大坪

242と ユー27 焼塩ヨ 大坪 lcm四方辺り13X7

242を 〕-26 ,D61 大坪 lcm四 方辺り7X12

242 Ⅲ 16971 953( lcm四 方辺り6X6

242( Ⅲ lcm四 方辺り6X6
243( 〕-32 】D23

16981 lcm四 方辺り6X6

第
朗
図

243`

243と 〕-36

243〔 〕-33

1603

243i 〕-35 ,D22

重恵器

第

３８８

図

243( >22 甑 匿・ナデ 鬱 ケズリ 1201

2“ ( >23
SX75 鶴 剖部

244

匝 1組手 需褐色・磨繕

244Z ッー15 Ⅲ ]手 旨・ナデ

244 3-32

244( 3-15 Ⅲ 甑 B手 現福灰・磨舞 外面にスス付着

244 >23
244 3-15 舗 蘊 はしゎ 隻黄精・磨疑

244 3-26 甑 ]手 天白・磨耗 13051

2451 3-22 SD43 】可口 13041

245を 3-22 13041

245( 3-35 圧 1羽日 9

向 け

第389図  出土遺物 紡錘車
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表61 土師器観察表 6
出土区 遺構名 層 維

長さ 幅 子じ径 重さ
胎土 色調

し″ミリレ
1穀 観戒支つ他 備

第

割
図

石英 天白(25Y3/2)

247【 Ⅲ 土錘

247 土錘 (30 5YR6/6)

百英 瑾  (25Y7/2)

249 >15 土錘 17 g葉 角関石 !5Y8/2)

(25Y9/1
2481 趣 lmm大 の小石 ぶ し将給 ●OYR6/4)

第

３９‐

図

248 30 土鍾 百英 雲母 10YR3/1)

2491 ■26 SD63 適 日英 灰白(25Y8/2)

2491 >15 飽 22 Ef英 麟   (10YR3/4)

249′ >15 Ⅲ 土鍾
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(10)陶磁器

①中世陶磁器

中世の出土遺物については,白磁。青磁。中国青花等

の貿易陶磁器が中心で,その他に国内産陶器が出上し

た。出土量としては,小片も含めて約220点と多く1まなく,

その中でも白磁が約140点を占める。次いで青磁が約47

点で,中国青花と国内産陶磁器についてはどちらも10点

程度と少ない。器種については碗。皿が中心を占める。

なお,白磁。青磁の分類・編年については,『太宰府

条坊跡XV― 陶磁器分類編―』(太宰府教育委員会
2000)に依つた。また掲載遺物は,遺構内出土のものと

包含層内出上のものを一括して取り扱い掲載したが ,

それぞれの出土地点についての詳細は,遺物観察表

に記載している。

白磁 (第392図  2496～ 2522)

2496・ 2497は越州窯系の資料と思われる碗である。

2496は椀 I類に分類されるもので,高台は幅広の蛇ノ

目高台を呈し,2497は ,見込みに目跡が残る資料であ

る。どちらもやや濁った灰白色系の釉薬が内面と体部

外面下位まで掛かり,以下外底面にかけては露胎する。

10世紀代の資料と考えられる。

2498～2519は椀Ⅳ類に分類される資料で,C期 (11

世紀後半～12世紀前半)に相当するものと思われる。胎

土は灰色味を帯びた白色を呈し,釉は黄色もしくは灰

色味を帯びたやや厚めの白色で,体部外面下位まで掛

かり,以下底部にかけては露胎する。2498～ 2509は ,口

縁部が玉縁を呈する資料で,玉縁が肉厚なもの (2498

～2507)か ら小形のもの (2508・ 2509)まで個体差がみら

れる。2498・ 2499は ,内面に沈圏線を有する。2510～

2519は椀Ⅳ類の底部に相当するもので,口 縁部は欠損

しているが玉縁日縁をなすものと思われる。2510～ 2518

は高台が幅広で削り出しが浅く,底部が肉厚になる。

2519は高台の削り出しが比較的深いものである。また ,

2510～2513には内底面に沈圏線が看取される。

2520。 2521は ,椀 V類に分類される資料で,C期に相

当するものと思われる。2520は口縁部が端反形を呈する

資料で,2521は高台が細く高いタイプで,釉は高台脇ま

で施釉されるが,一部は高台にまで掛かる箇所もある。

2522は 口縁部が「く」の字状に屈曲し,先端で上方

に曲がる。口縁部は輪花状になるものと思われる。

青磁 (第393図  2523～ 2534)

2523～2525は越州窯系のものと思われる資料である①

胎土は黄色味を帯びた灰白色で,やや粗質である。釉

薬は発色が悪く,暗黄緑色を呈する。2523。 2524は椀

Ⅱ類に分類され,A期 (8世紀末～10世紀中頃)に相
彗すると思われる。2523は 口縁部がわずかに内湾する資

料で,2524は輪状高台を呈し,畳付の釉は削り取るもので

ある。高台内底面には,胎土目痕が看取される。2525は

郷Ⅲ類に分類され,B期 (10世紀後半～11世紀中頃)に相

当すると思われる。底部外面は削りの浅い碁笥底を呈し,

胎土目痕が残る。また内面には沈圏線状の段を有する。

2526～ 2528は龍泉窯系の資料である。2526～ 2528

は椀 I類に分類されるもので,D期 (12世紀中頃～後

半)に相当するものと思われる。胎土は緻密な灰白色で ,

釉は,2526にはやや青味を帯びた黄緑色の釉が高台

脇まで掛かり,2527・ 2528に はやや茶色味を帯びた黄

緑色の釉が掛かる。また,2526・ 2527は ,畳付と高台内

面は露胎する。高台は断面四角形を呈し,高台内の削

り出しは浅く,肉厚の底部となる。文様は,2526は無文

であるが,2527は内底面に片彫りの劃花文,2528は 内

面に片彫りの花文を施す。

2529は椀Ⅲ類 ,F期 (13世紀中頃～14世紀初頭前

後)に分類されると思われる資料で,灰 白色の緻密な胎

土に,深い青緑色の釉が掛かる。高台は細く尖り気味で ,

施釉は前面施釆由後高台先端部の釉を削り取る。また,内

底面も蛇ノロ釉剥ぎする。2530は 口縁部が小さめの玉

縁状となる資料で,椀Ⅳ類,G期 (14世紀初頭～後半)に

相当すると思われる。2531は小椀Ⅲ類F期に相当すると

思われる資料で,灰 白色の緻密な胎土に,黄緑色の釉

が掛かる。器壁は薄く,尖った高台先端部は,釉が掻き

取られ,露体部が赤色を呈する。2532は器壁が薄く,口

縁部が僅かに外反する椀で,灰白色の緻密な胎土に,

黄緑色の釉が掛かる。分類・時期等は不明である。

2533は同安窯系皿 I類,D期に相当すると思われる。

灰色の緻密な胎土に,光沢性の強い黄緑色の釉が掛

かり,体部内面とこイよ糸日かい櫛 目文が施される。2534は

口唇部の釉が掻き取られ,口 禿となっている資料で,青自

泉窯又は同安窯のものと思われるが,時期等を含めて

不明である。

中国青花 (第393図 2535～2539)

2535は小野染付碗 B群 (15世紀末～16世紀中頃)と

思われる資料で,畳付のみ釉剥ざされる。2536は小野

分類染付碗D群 (16世紀前半頃)と思われる。2537は小

野分類染付碗E群 (16世紀後半頃)と思われる資料で ,

底面は鰻頭心となる。2538は章州窯系の碗で,鈴木分

類碗G群に相 当すると思われる。灰色の胎土で,呉須

の発色も飩い。見込みは蛇ノロ釉剥ぎが施される。また ,

高台内面は重ね焼きのため,器壁が荒れている。16世

紀代の資料と思われる。2539は景徳鎮窯系の盤で,15

～16世紀のものと思われる。口縁部は輪花をなす。

在来陶器 (第393図  2540)

2540は瓦質の悟鉢である。胎土は,内部は灰白色 ,

-458-



/
て 子99

(ξ骨言三三:::::::き :::ききき:::」F==‐
~=‐==‐――=====―「

,,テ

ア
'1500

5餌

(ミ〔
iiiΞ

Ξ≡ΞΞΞΞΞΞΞIΞΞΞΞ
il~~~~~~~―

――――――
:,,テ

'4!02

【
:〔

〔:I三
三三三二EE三三三三三ΞE三

i~~~~~~~~―

―――…………

i,''ア 42503

04 05

06

8

―

    

＼
ヽ
ヽ
ヽ

E三三三三三三三三」三二三二三三二【:'テ

ク
″
ア
    ｀`

、
、

lE三 三三二二三二士三二ΞΞΞ::|〔子

テ
レ

2518

2520          LEこ ここEE工こヨEエエ=コ囁
エエこコ
=エ
エこ」

第392図 出土遺物 陶磁器 (1)

百圏鬼

＼  を引5

2519

ペ
〒〒 了

2522

-459-



2523

2524

｀````
氏三三三三Ξ三三1:::::こ :,こ:|::27 /28

ψ
2531

2535

塊 537

2526

2529

冒曰/
2530

勅――q―
葛ァラララ〔!533       ぢレタ
房:】
2534

10cm

夙

ア
油
２５ 第393図  出土遺物 陶磁器 (2)

-460-



外部は乳白色で2層となる。内面にはヘラ状工具による

調整痕が残り,その上から1単位6条の悟り目が施され

る。

②近世陶磁器

近世の出土遺物は陶磁器類が出土し,その中でも磁

器が中心を占める。器種イま碗・皿が中心である。河ヽ片が

多いため,図化できるものを掲載した。

磁器 (第394・ 395図  2541～ 2563)

2541～ 2551は碗類である。2541は外面に一重網 目文。

2542は 内外面に二重網 目文が描かれた資料である。

2543～ 2545は外面に丸文が描かれた丸形の碗で,2543

は見込みに矮小化したコンニャク印判の五弁花が看取さ

れる。また25461こも2543と 同様のコンニャク印判の五弁

花が看取され,蛇ノロ釉剥ぎも施される。2547は朝顔形

の白磁で,在地産と考えられる。2548は外面に虫篭文 ,

見込みに草文が描かれた資料で,やや青みがかつた透

明釉が掛かり,畳付は削り取られている。2550は外面に

草花文が描かれた筒丸形の資料である。2551は小年に

相当するもので,器壁は薄く,口 縁部は端反形となる。

2552～ 2557は皿類である。2552は見込み全面に草花

表62 陶磁器観察表 1

文が描かれている。2555は二重格子文と花文が描かれ

た中皿である。2556はやや青味を帯びた透明釉が移卜か

る。2557は高台が蛇ノロ凹型高台を呈する資料である。

2558は見込みに蛇ノロ釉剥ざが看取され,アルミナが塗

布された痕跡が残る。

2559は蓋としたが,小碗の可能′性も考えられる資料で

ある。胎土がやや灰色味を帯びている。2560～2562は仏

花器の底部と思われる。内面は施柚されていない。在地

産と思われる。2563は合子と思われる資料で,型作りされ

ており,外底面を除き内面は透明釉,外面はやや青味を

帯びた青磁釉が掛かる。

陶器 (第 395図  2564～ 2567)

2564・ 2565は薩摩焼である。2564は灯明皿で見込み

にはゴマロ痕が5か所残り,外底面は糸切りされている。

内面にのみ鉄釉が掛かる。2565は体都中位で僅かにく

びれるものと思われるが,上位が欠損しているため全体

像は不明である。残存部にはすべて鉄釉が掛かる。

2566・ 2567は ,唐津焼である。2566は見込みに砂目痕が

4か所残る皿で,淡い灰緑色の胎土,やや白濁した釉が

掛かる。2567は側面に鉄絵の描かれた油壺である。

出土区 遺構 層 器種
法 量

胎土 釉薬 備考
(m)

第

３９２

図

3-35 椀

続 ヨ色

ヨ色 秀明釉 953 玉綴 口綴

続 195 色 月釉 玉帯 日縁

】D145

Ⅲ

ヨ色 1透明釉 16963 玉縁 日縁

SD23 続 色 1透明釉 9605 玉帯

ど507 -ヽ33 椀

白色 1透明 TIt 939〔 玉綴 口縁

3-35 日 色 95451玉縁日綴

SD144 白色 釉 V類 内面沈圏線有り
1631

Ⅲ

白色 蚕明 「 短
-2沈 圏線有り

844 Mttc期 (1lc後 ～12C前 )

2515 室色 男釉

」色 憂明 16958 EC期 (1lC後～12C前 )

2517 3-34 SD23

77 白色 現釉

2519 日軸 9132

2520 3-34

ヨ色 石

2522

第
朗
図

2523 SK70 続 175 灰 自色

お明釉 7782

2525

釉

C-5 I灰 自

I灰白価 誘明鶏 8

灰白色 者泉

1533 皿 1灰 自

天白角 秀明釉 司安窯 12C中 ～後
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表63 陶磁器観察表 2
出土区 遺構 層 器種 胎土 釉薬

レベル
備考

口径 底径 器 恵 〔m)

第

朗
図

1538

3-3

第

３９４

図

続 系 一重網目文

Ш 続

危支 コンニヤう印半Ⅱ

!544 〕-5 コ 続

妃文 丸碗

続

降IIFれ

縮

!549

肝れ松葉

皿 否明釉 1062( 845〔 系

!553 皿

秀明対 I■前系 17C末 ～18C前

第

３９５

図

〕-6 皿

秀明踊 杷前系 端反 1820～ 1960年代

2557 皿

ど558

皿 蚕明 71L

ど560 時辛1の ЛR前系

」色 憂明 TIB 内部と外面釉有

う-34 コ 亭

色角 秀明 rIB

町明江

ミイリキ 藤塵焼

皿

離大客 74cm
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第396図  出土遺物

(11)滑石製品 (第 396・ 397図  2568～ 2588)

大坪遺跡で出上した滑石は,小破片も含めて85点

であり,図化 したのは21点である。ほとんどは石鍋
として使われたもので,破損後再力日工して他の道具
として使われた製品もある。

2568～2581は石鍋である。2568～ 2574は 口縁部で

あり,ほぼ直口する。口唇部をやや斜めにして平に
面取 りする。外面には横方向に2.5cm幅の軽痕がみら

滑石製品 (1)

れる。2570は 孔穿してあり,蔓取手穴と思われる。
2573～ 2577は方形の把手部分がある。全形がわかる

のは2573と 2574で ,縦4.3clll× 横 5.2c皿 ×高さ1.5cmと

縦 5 clll X横 5.2clll× 高さ1.5clllの大きさである。2573

には内面に把手を付けたと考えられる蔓取手穴があ

る。2578～ 2581は底部で,外面には煤が付着 してい

る。
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0                  10cm

第397図  出土遺物 滑石製品 (2)

2582～ 2588は再加工品である。2582～ 2584は 口縁

部を利用したもので,逆三角形を呈する。2582は方形

把手を削り取つて2か所の穿孔を持つ。2584も下部が欠

損しているが,同じ様な形状をしていると考えられる。全

て側面も平に面取りしてある。これらは形も大きさも大差

は無く,この様な形状が目的で作られたものであろう。

使用 目的としてははつきりしないが,滑石の性質を利用

した温石も考えられる。2か所の穿孔は垂下用と考えら

れるが,なぜ2か所なのか検討を要する。2585は 5.5cm

×1.6cmの小型のものであり,使用の結果この様な形に

なったのか,当初からこの形を目的としたのか検討を要

する。2586は底部の屈曲部分に底面からと側面からの

穿孔がみられるもので,石鍋の使用中に開けたとは考え

られない。今後の類例を待ちたい。2587と 2588は 円形

の容器を目的とした製品である。2587は 三累環状に形

成し,円形の彫り込みがみられる。製作途中で破損した

ためか,完成まで至っていない。それぞれの穴の形成

過程が窺える好資料である。2588は 直径6.4cm,深さ0.8

clllの受部が2か所みられる。この様な容器は県内でも出

土例が多く,会祀や化粧用に使用したと考えられている

が,統一した見解はみられない。

滑石製石鍋についての型式分類と編年案について,

木戸雅寿氏 (木戸1995)や森田勉氏 (森田1983)の成果

によると,四角形の把手をもつタイプから鍔をめぐらすタ

イプに変わるのが12世紀初頭といわれている。大坪遺

跡では鍔をめぐらす石鍋は全く無く,四角形の把手を持

つタイプだけが出土しているので,この地に滑石製石鍋

が入つてきたのは11世紀の段階であつたと言える。滑石

製石鍋の製作地は長崎県西彼杵半島が有名であるが ,

九州内ではこのほかに福岡県大牟田市及び糟屋郡内

でも知られている。大坪遺跡出土の滑石製石鍋が,どこ

からもたらされたのかについては今後の課題である。

本戸雅寿 〃θテ Z劾
『
概説狗 物 豊粋 陶磁器』

新場在

療醗勉 ノフ∂′ ~滑石製容器彰 推 石鍋を″みとうて

一y励 教藝術送′密号

(12)中 世砥石 (第398～400図  2589～ 2605)

2589は対となる2面に穿孔していない穴をもつ提げ砥

である。貫通していない点から金属の把手が挟み込む

ようにして付けられていたと考えられる。断面形は正方

形に近く,四面を使用している。2590は 両平面及び片

方の側面が凹レンズ状になるまで使われている。2591

は,大きさは2590に近いが,まだ使い始めの段階なのか

一面のみわずかな研磨痕しかみられない。2592～2595

は中央に筋が入つた砥石である。割れているため正確

な大きさははつきりしないが,長さは15cm～ 20cmと思わ

れる。4面とも使われているが,その中の1面の中央に1

条の溝が入つている。溝の幅はlllull～ 31411と細く,端から

端まで通つており,特に2592の真ん中の7cmほどは良く

使われている。したがつて,長い刃や幅のある刃を砥い
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で大分すり減った後,細い道具の先端だけを砥ぐように

なったと思われる。何を砥いだのかは不明であるが,平

安時代末期頃は,土地争いを巡つて武士が台頭してく

る時代であり,武具を砥いだ可能性も捨てきれない。戦

いの痕跡を積極的に示すような遺物には,鉄製の鏃が

あるが,これを砥いだ痕であるか断定はできない。この

ほかに戦いの痕跡を示す遺物や遺構は出ていないた

め,むしろ伝統技術に使われた道具を砥いだ可能1生も

ある。全国的にみられる遺物であるので,大きな視野で

検討しなければならない。2596は 天草石と考えられる破

損品である。両側に磨り切つた痕があり,石材を切り出し

て一つの砥石をつくり出した時の痕跡と考えられる。

2597は 3面に研ぎ面をもつものであり,断面は凹レンズ

状に窪んでいる。このことから平らな刃物を砥いだので

はなく幅狭の刃部の道具用だったと考えられる。2598～

2605はそれぞれ扁平な砥石の両面が使われている。

以上の砥石の年代を明らかにすることは困難である

が,出土地点から古代末から中世前半のものと考えられ

る。

(13)鉄製品 (第400図  2606～ 2613)

2606は C-15区不明遺構3(SX75)の埋土から出土し

た長さ17.3cm,最 大幅 3.8c皿 ,最小幅 1.4cm,厚さ0.6cm

の鉄製品である。全体的に腐食が激しく錆が付着して

おり,所々に錆の塊が付着している。形状は鎌の刃のよ

うに曲刃をなしている。刃の部分は腐食が激しく,刃 は

確認できない。最小幅部分を成している側面部分 (図面

右側)は,破損しており,湾曲しながら若干延びていくよ

うな形状になることが考えられる。最大幅をなしている側

面部分 (図面左側)は折り返す形状をなしている。これ

は,柄の装着部分の際に使われたものであると考えられ

る。刃部に対して120度の鈍角をなしている。このことは ,

奈良時代から平安時代にかけて使用されていた鎌の特

色と合致する。これらの形状や,出土した遺構から判断

して,古代前半期に使用された鎌の刃ではないかと考

えられる。2607はB-35区 Ⅱc層から出土したものである。

先端部が欠損しているが,長さ22 4cm,幅 5.8cmを測る。

下端は刃部で両面から砥ぎ出されており,上面は厚さ

1.5cmである。刃部はほぼ直線である。図面左側上端部

を折り曲げることによつて,柄の装着部分としている。刃

部に対して154度の鈍角をなしている。刃部が直線的で

あることと,幅が広いことから,鎌もしくイよ鈍であると考え

られる。時期は古代末から中世に該当する。2608はC
-34区で出土した雁股鏃である。現存する長さ7.lcm,幅

2.9cmであり,62度の角度をもつて両側に開いている。茎

の部分は断面が正方形をしている。茎の一部にふくら

みがあることから,留め金具があると思われる。2609はA
-33区の溝状遺構30(SD144)か ら出土した縦8cm,上部

幅0.6伽 ,下部幅0 4clllの 鉄製品である。先端部にいくほ

ど幅が細くなっており,先端部が尖った形状をなしてい

る。全体的に錆が付着しており,原型の形状を認識する

ことは困難であるが,上部側面部分は,面が平たく,た

たいて鍛える鍛練をはどこしたあとが窺える。下方吉Б分

は先端部分が,破損しているためどれくらい延びるかが

不明であるが,側面部分に平姐な部分が確認できるの

で,この部分にも鍛練をはどこしたということが考えられ

る。このような形状と,出土した層位及び遺構から,古代

末から中世にかけて使用されていた鉄鏃ではないかと

2590

0                      10cm

圃
肉
園
圏
図
Ψ

第398図  出土遺物 砥石 (1)
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考える。2610。 2611は軽先状の鏃と考えられるものであ

る。2610は現存長7.4cm,上端幅 1 2cm,下端幅0.3clllを

測る。2611は長さ4.8clll,幅 1,Ocmと短いものであり,茎の

区別はつかない。2612はC22区溝状遺構1(SD43)より

出土した縦 7.4cm,上部幅 1.lcm,下部幅 0.3 clll,重さ

9.32gの鉄製品である。全体的に錆が付着しており所々

腐食して破損している。上部から下部にいくにしたがつ

て細くなり,尖っている形状をなしている。下部方向は途

中で折れた痕跡があり,まだ下部方向へ延びていく形

状をなすものであると思われる。上端部の部分の面は平

坦でありしつかり残つている。上端部の面に隣り合つて

いる左右の側面は,上から力を力日えられたときのように,

内側に湾曲している部分を確認できる。これらの形状や

出土した遺構から判断して,古代前半期に使用された

釘ではなヤヽかと考えることもできるが,断定することはで

きない。2613はD ll区 Ⅲ層より出土した縦4.6cm,横 4

cIIl,厚さ0.2cm,重さ9.66gの鉄板状の鉄製品である。上

部に径 0.3cmの穴が2か所にある。この穴のうち左側は ,

錆が付着しているため,穴がふさがつている。上部側端

の方は面がしつかり残つており,この部分は破損していな

いと考えられる。左右下方端の部分は,破損している。上

部より2.5cmの部分で段差がつけてあり,下部方向がや

や上向きに向かつてせり出すような形状となっている。

このような形状や出土した層位から考えて,古代末か

表64 石製品観察表

ら中世にかけての甲冑の一部である小本しではないかと

考えることもできるが,断定することはできない。

(14)獣骨

不明遺構 3(SX75)と見入来遺跡B-6区 (取り上げ番

号1363)及びC-3区の溝状遺構41(見SX8)の砂層から

獣骨の小破片が出土した。出土した時点で,両者とも動

物の歯であると判断できたので,崩れない様に慎重に

取り上げたものの,ケースの中で崩れてしまつた。元鹿

児島大学農学部獣医学科教授西中川駿先生により,

両者とも馬の日歯であると鑑定された。残存状況が良く

ないため,年齢や雌雄はわからないとのことである。見

入来遺跡B-6区出土の馬歯は歯冠長2.68cm,中心高

5.54cmであることから,75歳と推定される成獣の馬であ

るとのことである。体高130cm程度の中型馬に相当する

のではないかとのことである。

不明遺構 3出土の馬歯は,共伴する須恵器や土師器

から古代前半のものと判断できる。見入来遺跡B-6区

出土の馬歯はⅢ層上位のⅡb層から出上していることか

ら,中世に位置付けられると考える。この馬歯と溝状遺

構41出上の獣骨の年代を把握するために測定に出した

が,両方ともコラーゲンを抽出することができず,年代測

定は不可能であつた。

出 土 区 遺構 層 位 器 種 分類 石材
最 大 長 最 大 幅 最 大厚 重 量

第
朗
図

2568 14 百舗 コ綴部 :滑石

2569 百鍋 口綴 部 :滑石 925

Ⅲ 石鍋 口縁即 石

Ⅲ 石 鍋 日縁モ

257′ 石 鍋

257【 石 鍋 晉石

】D23 百鍋 lPI手 轡石

257〔 石綿 IR手 石 1633

257( 石 鍋 石 見入 柔

257; D55 石 鍋 滑石

石 鍋 :滑石 入 乗

ユー36 SD22 石 鍋 都 呂 石 931

〕-35 石 鍋 部 呂石

石 舗 部 滑 石 9644(

第

３９７
図

3-36 滑石 製 品 石

滑石 製 品 滑 石 見入 来

SD55 滑石製 品 滑 石

3-35 SD22 滑石 製 品 !滑石

258C ,24F54 滑石 製 品 滑石 見人 釆

258, SD22 滑石製品 滑 石

3-33 滑石 製 品 :滑石 1627

3-32 IIt石 砂 岩

259C Ш 砥 石 砂 岩 7 888, 7255

第

３９９

図

Ш 砥 石 砂岩 3650

259¢ 砥 石 砂 岩

3-35 砥 石 砂 岩

3-32 SD22 紙 石 砂岩 (天草 石 )

-ヽ33 SIt石 砂 岩 2680 16376

置石 砂岩 (天 軍 石 ) 16346

第

４。０

図

Ⅳ 抵石 :砂岩

259〔 Ⅲ 砥石

259【 Ⅲ 砥石

260( I Itt石 l,歩

阿 氏 石

260を 肛 at石 :砂尭 291 8145

砥石 砂

Ⅲ 砥石 :砂岩

砥石 :秒井 666
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表65 鉄器観察表
出 土 区 遺 構 層 位 器 種 材 質 特 徴 その 他 備 著

第
枷
図
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4.中世後半期～近世前半期の検出遺構
(1)土坑
土坑の概要

表土を剥いだ時点で検出された土坑は,見入来遺跡

から75基 ,大坪遺跡から1基の合計76基である。これら

の土坑の中には,礫を含むものが10基ある。礫を含む

土坑の中で8基については礫を計測したが,2基につい

ては未計測である。これらの土坑は,見入来遺跡と大坪

遺跡両方を含めた南側及び北側の両端から検出されて

おり,中央部分からは検出されていない。

礫を含む土坑と礫の重量の全体の傾向

礫の重量の全体の傾向を表にす ると下のように

なる。重量ごとに分類すると, 1～ 300g,1,000～

3,000g,5,000～ 10,000gの ものが多い。礫の用途に

ついては重量を利用した重石 とも考えられるが,何
をおさえたのかは不明である。

上坑76(見 SK 9):B-3区 のⅡ層で検出された。平

面形は長軸 111,8c皿×短軸90cmで ,長軸/短軸が 1.2
の楕円形であり,検出面からの深さは10clllを測る。埋

土は青灰褐色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑77(見SK10):B-3区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸198cm×短軸164cm,長 軸/短軸が1.2の楕円形
であり検出面からの深さは10cIIlを測る。埋土は青灰褐色

シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。礫を含む土坑

である。出土した礫は18点あり,重量は1～200gの河ヽさ

なものと10,000gを超える大きな礫とに分かれる。それぞ

れの大きさの礫は,全体の38%及び44%を 占めている。

上坑78(見SKll):B-3区のⅡ層で検出された。平

面形は長軸 128clll× 短軸104cmで ,長軸/短軸が1.2

の楕円形であり,検出面からの深さは 8 cmを測る。
埋土は青灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔

らかい。礫を含むが重量は未計測である。

土坑79(見SK16):B-4区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸64cm× 短軸51clll,長軸/短軸が1.3の楕円形で

あり,検出面からの深さは8cmを測る。埋土は青灰褐色

シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。礫を含む土坑

である。出土した礫は11点あり,重量は,1～ 500gのも

のが最も多く,全体の45%を 占めている。10,000g以上の

礫は2点ある。

土坑80(見SK82):B-5区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸118cm× 短軸 90clll,長軸/短軸が1.3の不定形
であり,検出面からの深さは20cmを測る。埋土は青灰色

シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。礫を含む土坑

である。出土した礫は8点あり,質量は1～2,000g,3,000

～5,000g,10,000g以上と全般的に出土している。

上坑81(見SK50):B-5区 のⅡ層で検出された。掘り込ま

れた土坑は検出されていないが,平面形は精円形であ

り,この形に礫が置かれている。礫間の埋土は,茶褐色

シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。出土した礫は

50点あり,重量は1～ 500gのものが最も多く,全体の50%

を占めている。全般的にみて,2,500gまでのものが多い。

5,500g～6,000gのものも3点出土している。

土坑82(見SK57):B-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸 128clll× 短軸 1 12clll,長 軸/短軸が1.1の半円形
であり,検出面からの深さは14clllを測る。埋土は黄灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。礫を含む土

坑である。出土した礫は32点あり,重量は1～ 10,000gの

工 机 ′′

(見 SK10)
コiフ■′υ

(見 SK16)
ユエリともυ

(見 SK82)
工 ・ IA引

(見 SK50)
]ニ ツ■いZ
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]ニ ッともも
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ものが全般的に出土している①中でも,1～

500gのものが11点と最も多く,全体の34.4%を

占めている。

土坑83(見 SK63):B-6区のⅡ層で検出された。

平面形は,直径150cmの円形であり,検出面か

らの深さは19cmを測る。埋土は黄灰褐色シルト

質土であり,しまりはなく柔らかい。礫を含む土

坑である。出土した礫は38点あり,重量は1～

2,000gのものが多く,一番大きい礫でも6,500g

までしかない。中でも,1～ 500gのものは20点

と最も多く,全体の52.6%を 占めている。

土坑84(見SK64)IB-6区 のⅡ層で検出された。

平面形は長軸240.6cm× 短軸 150cmで ,長軸

/短軸が1.6の楕円形であり,検出面からの深
さは19cmを測る。埋土は黄灰褐色シルト質土

であり,しまりはなく柔らかい。傑を含む土坑で

ある。出土した礫は75点あり,この遺跡の中で

最も多い。重量は,1～ 10,000g以 上のものが

全般的に出土している。1～ 1,500gの 礫が全

体の32%,5,000～ 6,500gの礫が全体の41%を

占めている。

土坑85(見 SK66)・ 土坑87(見 SK67):B-6区 Ⅱ

層で検出された。土坑84(見 SK64)及 び土坑

86(見 SK65)と 切り合つており,長軸・短軸。平

面形とも不明である◎検出面からの深さはそれ

ぞれ,23cmと 10cmを 測る。埋土は黄灰褐色シ

ァレト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑86(見 SK65):B-6区 Ⅱ層で検出された。

平面形は長軸200.5cm× 短軸160.5cmで,長軸

/短軸が12の楕円形であり,検出面からの深
さは10cmを測る。埋土は黄灰褐色シルト質土

であり,しまりはなく柔らかい。礫を含む土坑で

ある。出土した礫は51点あり,重量は1～ 2,500

gのものが集中している。中でも1～ 500gの礫

が22点と最も多く,全体の43%を 占めている。

土坑88(見SK83):D-2区 のⅡ層で検出された。

平面形は直径23cmのほぼ円形であり,検出面

からの深さは23clnを測る。埋土下部は青灰褐

色シルト質上であり,しまりはなく柔らかい。埋

土上部は黄灰褐色シルト質上であり,しまりは

なく柔らかい。

土坑89(見SK12)IB-3EXIの Ⅱ層で検出された。

0           50(

第403図 土坑検出状況 (20)
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平面形は長軸88clll X短軸70clll,長軸/短軸が1.3の精

円形であり,検出面からの深さは 8 clllを測る。埋土は

青灰褐色シル ト質土であり, しまりはなく柔らかい。

上坑90(見SK14):B-3区のⅡ層で検出された。平面形は

長軸214cm X短軸140clll,長軸//復詢由が1.5の精円形であ

り,検出面からの深さは8clllを測る。埋土は青灰褐色シル

ト質土であり,しまりはなく柔らかい。礫を含むが重量は未

計測である。

上坑91(見SK13):B-3区のⅡ層で検出された。平面形は

長軸161clll× 短軸89clll,長 軸/短軸が1.8の精円形であり,

検出面からの深さは10clllを測る。埋土は青灰褐色シルト

質土であり,しまりはなく柔らかい。

上坑92(見SK15):B-4区のⅡ層で検出された。平面

形は長軸 172clll× 短軸135cm,長軸/短軸が1.3の楕円

形であり,検出面からの深さは14cmを測る。埋土は青

灰褐色シル ト質土であり, しまりはなく柔らかい。

上坑93(見SK17):B4区のⅡ層で検出された。平面形は

直径62cmの円形であり,検出面からの深さは8clllを測る。

埋土は青灰褐色シルト質土であり,しまりはなく柔勒 いヽ。

土坑94(見SK18):B-5区のⅡ層で検出された。平面

形は長軸 144clll× 短軸130cm,長軸/短軸が1.1の楕円
形であり,検出面からの深さは14clllを測る。埋土は青

灰褐色シル ト質上であり, しまりはなく柔らかい。

上坑95(見SK19):B-5 EXlの Ⅱ層で検出された。平面

形は長軸 138clll× 短軸 106clll,長軸/短軸が1.3の不定
形であり,検出面からの深さは30clllを測る。埋土は青

灰ItB色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

上坑96(見SK20):B-5区のⅡ層で検出された。平面

形は長軸 174clll× 短軸128clll,長軸/短軸が1,4の楕円
形であり,検出面からの深さは30cmを測る。埋土は青

灰褐色シル ト質土であり, しまりはなく柔らかい。

上坑97(見SK21):B-5区のⅡ層で検出された。平面

形は長軸69cm×短軸57clll,長軸/短軸が1.2の楕円形
であり,検出面からの深さは 9 clllを測る。埋土は青灰

褐色シル ト質上であり,しまりはなく柔らかい①

土坑98(見SK22):B5区のⅡ層で検出された。平面形は

長軸55cm× 短軸46clll,長軸/短軸が1.2の精円形であり,
検出面からの深さは16cmを測る。埋土は青灰褐色シルト

く 始。る

ど

ｏ

80m

75m

50cm

第405図 土坑検出状況(22)土坑88(見SK83)・ 89(見SK12)
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質上であり,しまりはなく柔らかセ、

土坑99(見SK23):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸90clll×短

軸45cm,長軸/短軸が2.0の精円形で

あり,検出面からの深さは16clllを測

る。埋土は青灰褐色シル ト質土であ

り, しまりはなく柔らかい。

土坑100(見SK241:B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸 130clll×

短軸118clll,長軸/短軸が1.1の楕円

形であり,検出面からの深さは13clll

を測る。埋土は青灰褐色シル ト質土

であり, しまりはなく柔らかい。

上坑101(見SK25):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸 158clll×

短軸 11lclll,長軸/短軸が1.4の精円

形であり,検出面からの深さは10clll

を測る。埋土は青灰褐色シル ト質土

であり, しまりはなく柔らかい。

土坑102(見 SK26):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸66clll×短

軸38cm,長軸/短軸が1.7の精円形で

あり,検出面からの深さは1 lclllを測

る。埋土は青灰褐色シル ト質土であ

り, しまりはなく柔らかい③

土坑103(見SK28):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸 107cm×

短軸 58clll,長軸/短軸が1.8の楕円形
であり,検出面からの深さは 6 cmを

測る。埋土は茶灰褐色シル ト質上で＼

あり, しまりはなく柔らかい。

土坑104(見 SK27):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸34clll×短

軸28clll,長軸/短軸が1.2の楕円形で

あり,検出面からの深さは 3 clllを測
る。埋土は茶灰褐色シル ト質土であ

り, しまりはなく柔らかい。
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土坑 105(見SK29):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸 150c皿 ×

短軸 132cm,長軸/短軸が1,1の楕
円形であり,検出面からの深さは22

clllを測る。埋土は青灰褐色シルト質

土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑106(見SK30):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸198cm×

短軸80飢 ,長軸/短軸が25の精円 正生

土坑107(見 SK31):B-5 EXIの Ⅱ層で

検出された。平面形は長軸178cm×

短軸 158cm,長軸/短軸が1.1の不
定形であり,検出面からの深さは48

cmを測る。埋土は青灰褐色シルト質

土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑 108(見SK32):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸168cm×

短軸 158clll,長 軸/短軸が10の不
定形であり,検出面からの深さは13

cmを測る。埋土は青灰褐色シルト質

土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑 109(見SK33):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸156cm×

短軸86cm,長軸/短軸が1.8の楕円
形であり,検出面からの深さは26cm

を測る。埋土は茶灰褐色シルト質土

であり,しまりはなく柔らかい。

上坑110(見SK34):B-5区のⅡ層で

検出された。平面形は長軸 108clll×

短軸88clll,長 軸/短軸が1.2の精円形であり,検出面か
らの深さは18cmを測る。埋土は茶灰褐色シルト質土であ

り,しまりはなく柔らかい。

土坑111(見 SK35):B-5区 のⅡ層で検出された。平面形

は長軸120cm× 短軸82cm,長軸/短軸が1.5の楕円形
であり,検出面からの深さは30clllを 測る。埋土は青灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑112(見 SK36):B-5区 のⅡ層で検出された。平面形

は長軸158cm× 短軸132cm,長 軸/短軸が1.2の楕円形
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であり,検出面からの深さは18clllを測る。埋土は茶灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑113(見 SK37):B-5区 のⅡ層で検出された。平

面形は長軸84cm× 短軸70clll,長軸/短軸が1.2の精 円
形であり,検出面からの深さは18clllを 測る。埋土は
青灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

上坑114(見 SK40):B-5区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸217cm× 短軸 180c皿 ,長軸/短軸が1.2の楕円形
であり,検出面からの深さは22硼を測る。埋土は青灰
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/
第410図 土坑検出状況 (27)土坑109(見 SK33)。 110(見 SK34)。 111

(見SK35)・ 112(見SK36)。 113(見SK37)
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褐色シル ト質土であり, しまりはなく柔らかい。

土坑115(見 SK41):B-5区のⅡ層で検出された。平

面形は長軸58clll× 短軸51cm,長軸/短軸が1.1の楕円
形であり,検出面からの深さは16clllを測る。埋土は

青灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい

土坑116(見 SK42):B-5区のⅡ層で検出された。平

面形は長軸58cm× 短軸 51clll,長軸/短軸が1.1の楕円
形であり,検出面からの深さは16clllを 測る。埋土は

青灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑117(見 SK38):B-5区 のⅡ層で検出された。平面形

は長軸147cm× 短軸 142clll,長軸/短軸が1,0の不定形
であり,検出面からの深さは8cmを測る。埋土は青灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

上坑118(見 SK39):B-5区 のⅡ層で検出された。平面形

は長軸 169clll× 短軸 1 18clll,長軸/短軸が1.4の楕円形
であり,検出面からの深さは14clllを測る。埋土は青灰褐

色シルト質上であり,しまりはなく柔らかい。

土坑 119(見 SK51):B-5区のⅡ層で検出された。平

面形は長軸50clll× 短軸35cm,長軸/短軸が1.4の精円

形であり,検出面からの深さは 6 clllを測る。埋土は

茶灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑120(見SK52):B-5区 のⅡ

層で検出された。平面形は長軸

73cIIl× 短軸62cm,長軸/短軸が
1.2の楕円形であり,検出面から

の深 さは12clllを 測る。埋土は茶

灰褐色シル ト質土であり, しま

りはなく柔らかい。

土坑 121(見SK53):B-5区 のⅡ

層で検出された。平面形は長軸

42clll× 短軸30cllI,長軸/短軸が
1.4の楕円形であり,検出面から

の深さは 5 cmを測る。塑≧土イま青

灰褐色シル ト質土であり, しま

りはなく柔らかい。

土坑 122(見SK48):B-5 EXIの Ⅱ

層で検出された。平面形は長軸

105clll× 短軸85clll,長 軸/短軸が
1.2の楕円形であり,検出面から

の深 さは40cIIlを測る。埋土は青

頚
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第414図 土坑検出状況 (31)
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灰褐色シル ト質土であり, しまりはなく柔 らかい。

上坑123(見 SK49):B-5区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸128cm× 短軸85cm,長軸/短軸が1.5の楕円形
であり,検出面からの深さは19cmを測る。埋土は青灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑124(見 SK46):B-5区 のⅡ層で検出された。平

面形は長軸50cm× 短軸40cm,長 軸/短軸が1.3の楕円
形であり,検出面からの深さは10clllを測る。埋土は

茶灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑125(見 SK47):B-5区 のⅡ層で検出された。平

面形は直径88clllの ほぼ円形であり,検出面からの深

さは 8 clllを測る。埋土は青灰褐色シル ト質土であり,

しまりはなく柔らかい。

であり,検出面からの深さは7cmを測る。埋土は青灰褐

色シルト質上であり,しまりはなく柔らかい。

上坑127(見 SK55):B-5区 のⅡ層で検出された。平

面形は長軸95cm× 短軸76cln,長 軸/短軸が1.3の楕円

形であり,検出面からの深さは22clllを測る。埋土は

青灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑128(見 SK56):B-6区 のⅡ層で検出された。平

面形は長軸97cm× 短軸85clll,長軸/短軸が1.1の不定

形であり,検出面からの深さは 8 cmを測る。埋土は

茶灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

上坑129(見 SK43):B-5区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸 151clll× 短軸74cm,長軸/短軸が2.0の楕円形
であり,検出面からの深さは20cmを測る。埋土は黄灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑130(見 SK44):B-5区 のコ層で検出された。平
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第415図 土坑検出状況 (32)土坑132(見 SK59)。 133(見 SK60)・
。136(見 SK58)。 137(見 SK68)
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面形は長軸 145clll×短軸 123clll,長軸/短軸が1.2の精
円形であり,検出面からの深さは20clllを測る。埋土は黄

灰褐色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑131(見SK45):B-5区 のⅡ層で検出された。平

面形は直径 1 18clllの ほぼ円形であり,検出面からの深

さは 8 clllを測る。埋土は黄灰褐色シル ト質土であり,

しまりはなく柔らかい。

土坑132(見 SK59):B-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸120cm× 短軸 112cm,長軸/短軸が1.1のほぼ三

角形であり,検出面からの深さは14cmを測る。埋土は黄

灰褐色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

上坑133(見 SK60):B-6区 のⅡ層で検出された。平面形

は長軸178cm× 短軸 120clll,長軸/短軸が1.5の楕円形
であり,検出面からの深さは23cmを測る。埋土は黄灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

上坑134(見 SK61):B-6区 のⅡ層で検出された。平

面形は長軸140cm× 短軸 120clll,長軸/短軸が1.2の楕
円形であり,検出面からの深さは14clllを測る。埋土
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第416図 土坑検出状況 (33)土坑138(見 SK69)。 139(見 SK70)
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は黄灰褐色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑 135(見SK62)IB-6区 のⅡ層で検出された。土

坑 133(見SK60)及び土坑134(見 SK61)に切 られて

いるため平面形は不明である。埋土は黄灰褐色シル

ト質土であり, しまりはなく柔らかい。

土坑136(見SK58):B-6区 のⅡ層で検出された。平

面形は長袖97clll× 短軸85clll,長軸/短軸が1.1の不定
形であり,検出面からの深さは 8 clllを測る。埋土は

茶灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑 137(見SK68)IB-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸160cm× 短軸118cm,長 軸/短軸が1.4の楕円形
であり,検出面からの深さは8cmを狽」る。埋土は黄灰褐

色シルト質上であり,しまりはなく柔らかい。

土坑 138(見SK69):B-6区 のⅡ層で検出された。土

坑 139(見 SK70)と切 り合つており,長軸・短軸・平

面形 とも不明である。検出面からの深さは,それぞ

れ29cm・ 8 cmを測る。埋土は黄灰褐色シル ト質土で

あ り, しまりはなく柔らかい。

土坑 139(見SK70):B-6区 のⅡ層で検出された。土

坑 138(見 SK69)と切 り合っており,長軸・短軸・平

面形 とも不明である。検出面からの深さは,それぞ

れ 29clllと 8 clllを測る。埋土は黄灰褐色シル ト質土で

あ り, しまりはなく柔らかい。

土坑 140(見SK71):B-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸 192cm× 短軸130,3cm,長軸/短軸が1.5の精円
形であり,検出面からの深さは8cmを測る。埋土は茶灰

褐色シルト質上であり,しまりはなく柔らかい。

土坑 141(見SK72):B-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸225cm× 短軸64cm,長軸/短軸が3.5の楕円形
であり,検出面からの深さは12cmを測る。埋土は茶灰褐

色シルト質上であり,しまりはなく柔らかい。

上坑 142(見SK73):B-6区 のコ層で検出された。平

面形は長車由130.5cm× 短草由98cm, 長車由//短草嗣ミ1.3の

不定形であり,検出面からの深さは48伽 を測る。埋

土は茶灰褐色シル ト質土であり, しまりはなく柔 ら

かい。土坑141(見 SK72)と 切 り合っている。

土坑 143(見SK74):B-6区 のⅡ層で検出された。平

面形は直径 55clllのほぼ円形であり,検出面からの深

さは 1 l clllを 測る。埋土は黄灰褐色シル ト質土であり,

しまりはなく柔らかい。隣に,長軸68.8cm× 短軸48

clll,長軸/短軸が1.4で ,検出面からの深さは 6 cmを

測る楕円形の土坑 143′ (見SK7ど)がある。

土坑144(見 SK75)IB-6区 のⅡ層で検出された。平

面形は長軸90clll× 短軸72釦 ,長軸/短軸が1.3の楕円
形であり,検出面からの深さは12cmを 測る。埋土は

茶灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑145(見 SK76):B-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸138cm× 短軸80clll,長軸/短軸が1.7の精円形
であり,検出面からの深さは14clllを決Jる。埋土は茶灰褐

色シァレト質上であり,しまりはなく柔らかい。

土坑146(見 SK77):B-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸160cm× 短軸94cm,長軸/短軸が1.7の楕円形
であり,検出面からの深さは14cmを測る。埋土は茶灰褐

色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑147(見 SK79):B-6区のⅡ層で検出された。平面形

は長軸130cm× 短軸 111.2clll,長軸/短軸が1.2の精円
形であり,検出面からの深さは12cmを測る。埋土は黄灰

褐色シルト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑148(見 SK80):B-6区 のⅡ層で検出された。土

坑147(見 SK79)と 切 り合つているため,長軸 。短軸

は不明である。平面形は不定形であり,検出面から
の深さは10clllを 測る。埋土は黄灰褐色シル ト質土で

あり, しまりはなく柔らかい。

土坑149(見 SK73)IB-6区 のコ層で検出された。平

面形は長軸90clll× 短軸70clll,長 軸/短軸が1.3の精円
形であり,検出面からの深さは18clllを測る。埋土は

黄灰褐色シル ト質土であり,しまりはなく柔らかい。

土坑150(SK21):大坪遺跡のB35区 Ⅱ層上面で検出さ

れた。平面形は直径138cmの 略円形で,検出面からの

深さは9clllを測る。埋土は暗灰色シルト質上であり,しま

りがあって硬い。見入来遺跡との直接的な比較はしてい

ないが,埋土の青灰褐色シルト質土か黄灰褐色シルト

質土にあたる。大きさや形状もよく似ており,Ⅱ層上面で

検出されたことから,中世前半期よりは後出のものであ

ることが明らかになった。用途はまだ不明である。

以上の土坑は,時期的には中世前半期よりも後出で

あり,近世中半以降よりは新しくならないものと考えられ

る。形状に極端な違いはみられず,掘り方も垂直に掘る

のではなくレンズ状の底面を有している。同一地区に多
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数の土坑が集中することから,同じ場所で土坑を使つた

行為が何年にもわたつて行われたと考えられる。礫が

入つた土坑とそうでない土坑があるが,礫の入つた土坑

は10基で全体の13%と少ない。礫が使いまわしされたと

考えると,礫が入つている土坑とそうでない土坑は機能

的な違いではなく,時間的な違いと考えることも可能で

ある。現時点で土坑の用途については,まったく解決の

糸口がなく不明としておくしかない。今後,諸職のそれ

ぞれの過程の中に,土坑の中で重しを使う様な行為を

見出し,解明の糸口をつかむことが課題である。

0       1m

◇
＼

土坑140(見 SK71)。 141
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第418図 土坑検出状況 (35) (見SK72)。 142 (見SK73)
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第419図 土坑検出状況 (36)土坑147(見SK79)。 148(見 SK80)・ 149(見SK78)・ 150(SK21)
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第 4節 近世後半期～現代の成果
1 近世後半期～現代の検出遺構
波板状凹凸面12(SR177):A25区で検出された波板状

凹凸面である。この部分は昭和40年以前から埋められ

ていた土地であり,その客土をつ卜除した時点で連続した

9か所の凹みがみられた。凹面は105cm× 65cm,深さ10

cmを涙Jる。凹面の芯々距離は北側から,60。 70・ 70・ 65・

60。 75・ 65・ 80cmの 間隔で南北方向に延びている。芯々

距離の平均は,68.lclllである。最下部の埋土は灰白色

細砂である。26区になると後世の削平のため確認できな

かった。溝状遺構34(SD180)が同じ向きに延びており,

関連する遺構ではないかと考えられる。Ⅱa層の上面か

ら窪んでいることから,他の遺構よりも後出のものと考え

られ,近世以降のものとしておきたい。昭和40年代の地

籍図では小道として描かれており,図を重ねるとぴつた

イ`｀
空聖聖θ

波板12

り合うことから,この部分に木目当するものと考えられる。

溝状遺構35(SD178):A26区のⅢ層上面で検出された

溝状遺構である。埋土は黄灰褐色の粘質上であり遺物

は含んでいなかった。幅60cm,深さ6cmで北側へ次第に

深くなって撹乱部分で消えてしまう。道の可能性も考え

られる。時期を特定するものはないが,埋土の類似性か

ら近世以降のものとしておきたい。

溝状遺構36(SD179):A26区 のⅢ層上面で検出され

た溝状遺構である。幅50clll,深 さ4 cmで蛇行しなが

ら東西方向に延びている。埋土は黄灰褐色の粘質土

であり,遺物の出土はみられない。時期を特定する

ものはないが,埋土の類似性から近世以降のものと

//、
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①埋土は灰白色細砂である。
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―

波板状凹凸面12(SR177)・ 溝状遺構35
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第420図 波板状凹凸面・清状遺構検出状況 (SD178)。 36(SD179)



しておきたい。

A-34・ 35区の波板状凹凸面

A34区及びA35区 にかけて,幅134mの範囲に

少なくとも10条の波板状凹凸面を検出した。方向は

おおよそ東西方向に延びている。これらの波板状面

はすべてⅡb層 の上面で確認できたものである。Ⅱ層

の黄色粘土との前後関係は明らかではない。溝状遺

構33(SD141)。 24(SD145)。 22(SD146)よ り|ま明ら

かに後出のものである。山裾のやや開けた谷の部分

は近年まで 2～ 3軒の人家があった所であり,東光

山にも抜けられる。この谷筋へ向かう道に関わりの

ある遺構と考えられる。年代を示す根拠は見つから

ないが,12世紀初頭にさかのばらないことは明らか

である。近世も後半の範疇に入るのではなかろうか。

波板状凹山面13(SR 156):A34区で検出された波板状

凹凸面である。10か所の凹面を確認することができた。

凹面はやや楕円形で,幅 46clll・ 長さ49cm・深さ10clllであ

る。凹面の芯々距離は東側から,60。 70・ 65。 70・ 70・ 65・

(120)・ 65・ 65cmである。(120cm)を 2か所分として計算し

た場合,平均の芯々距離は65cmである。埋土は灰褐色

砂質土である。この付近で検出された10条の波板状凹

凸面のうちで最も北側に位置する。

波板状凹凸面14(SR157):A34区で検出された波板

状凹凸面である。13か所の凹面を確認することがで

きた。凹面はやや楕円形で,幅 60cm。 長さ36cIIl・ 深

さ10cmで ある。凹面の芯々距離は東側から,65。 65・

70・ 50,70・ 65。 60・ 55・ 85。 55。 70・ 70cm<i汐)る。

平均の芯々距離は65clxlで ある。床面は左右 2面に分

かれる。埋土は灰褐色砂質上である。

波板状凹凸面15(SR158):A34区 で検出された波板状

凹凸面である。13か所の凹面を確認することができた。

凹面はやや楕円形で,幅 40cm。 長さ32clll・ 深さ10cmであ

る。凹面の芯々

'巨

離は東側から,75・ 60。 80・ 65・ 65・ 80・

70・ 55・ 65・ 65。 60。 65cmで ある。平均の芯々距離は67.1

cmである。埋土は灰褐色砂質土である。

波板状凹凸面16(SR159):A34区で検出された波板

状凹凸面である。22か所の凹面を確認することがで

きた。凹面はやや楕円形で,幅 95cm・ 長さ45cm。 深

さ10clllである。凹面の芯々距離は東側から,55・ 60。

60・ 60・ 60・ 60'70・ 65。 60・ 65・ 65・ 65・ 70・ 65 ・

65・ 60・ 65。 50。 60・ 55'75cmで ある。平均の芯々

距離は62.4cmである。床面は左右 2面に分かれる。

埋土は灰褐色砂質土である。

波板状凹凸面17(SR160):A34区 で検出された波板

状凹凸面である。22か所の凹面を確認することができ

た。北側を弦とする様にゆるくカーブしている。凹面

はやや楕円形で,幅 45cm・ 長さ25clll・深さ10Clllで ある。

凹面の芯々距離は東側から,60・ 70。 60。 65・ 65。 65・

70・ 55。  70・ 60・ (100)。 60・ 60。 60。 65・ 60・ 65・

50。 85・ 50。 65clllである。 (100cm)を 2か所分として

計算した場合,平均の芯々距離は61,8cmで ある。埋土

は灰褐色砂質土である。波板状凹凸面18(SR165)と

交差するが前後関係ははつきりしなかった。

波板状凹凸面18(SR165):A34区 で検出された波板

状凹凸面である。波板状凹凸面17(SR160)と 交差す

るのでこれよりも多いのであるが,少なくとも6か所

の凹面を確認することができた。凹面はやや精円形で ,

幅45cm・ 長さ30clll。 深さ10cmである。凹面の芯々距離

は東側から,70・ 60・ 70・ 75。 90cmで ある。平均の芯々

距離は73clllである。波板状凹凸面 17と 交差しながら弓

なりに北西へ延びる。埋土は灰褐色砂質土である。

波板状凹凸面19(SR161):A34区で検出された波板

状凹凸面である。18か所の凹面を確認することがで

きた。凹面はやや楕円形で,幅 60clll・ 長さ30clll・ 深

さ10clllである。凹面の芯々距離は東側から,65・ 60。

60。 65'75・ 70・ 70・ 60。 75・ 70・ 60・ 70・ 60・ 60 ・

70・ 65。 70mである。平均の芯々距離は66.2clllで あ

る。埋土は灰褐色砂質土である。

波板状凹凸面20(SR162):A34区で検出された波板

状凹凸面である。波板状凹凸面19(SR161)と 交差す

るのでこれよりも多いのであるが,少なくとも 9か

所の凹面を確認することができた。凹面はやや楕円

形で,幅50cm・ 長さ30釦・深さ10伽である。凹面の

芯々距離は東側から,75・ 60・ 70・ 65・ 55・ 70・ 75。

70cmで ある。平均の芯々距離は67.5cmで ある。埋土

は灰褐色砂質土である。波板状凹凸面19と 交差する

が前後関係は明らかでない。

波板状凹凸面21(SR163):A34区で検出された波板

状凹凸面である。 7か所の凹面を確認することがで

きた。凹面はやや精円形で,幅60cm。 長さ35cm・ 深

さ10cmで ある。凹面の芯々距離は東側から,65'75・

60'70。 70。 70clllで ある。平均の芯々距離は68,3clll

である。埋土は灰褐色砂質土である。

波板状凹凸面22(SR 164):A34区で検出された波板状

凹凸面である。14か所の凹面を確認することができた。

凹面はやや楕円形で,幅 36cm。長さ32clll・ 深さ10Cmであ
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る。凹面の芯々距離は東側から,65・ 65・ 50・ 65。 75・ 55・

55'70。 70・ 50'70・ 60・ 80cmである。平均の芯々距離は

65.4clllである。埋土は灰褐色砂質土である。

溝状遺構39(SD44):C22区からD-23区にかけて検
出された溝状遺構で,幅 308cm・ 深さ25cmを 測る。地

点や方向及び幅が重なることから,昭和40年代以前の

地籍図に表れた川跡 と考えられる。埋土はサビ色をし

た粘質土であり,出土遺物にもビニールなどが含まれ

ることから,それが裏付けられた。北側で波板状凹凸

面 7(SR27)と 重なることから,波板状凹凸面 7の道

としての機能を終えた後,川 となったことが考えられ

る。さらに条里型地割による区画の規制が緩くなった

段階で,流水作用によつて C-22区の南西側は地形に

合つたような河道となったのではないかと考える。

溝状遺構40(SD13):B20区 で検出された溝状遺構
である。昭和40年代以前の地籍図から条里型地割の

大区画の接点部分と考えられる。南の方向へはしつ

かりした溝で溝状遺構39(SD44)へつながると考え
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られる。東の方向へは幅を狭めながら続いている。西

の方向へは,現代の水路によつて断ち切られているの

ではっきりしないが,溝はこの地点で狭くなり,溝状

遺構43(SD14)や溝状遺構44(SD15)に 移ると考えら

れる。北の方向へは確認 トレンチが入つており,明 ら

かにはできなかつた。昭和40年代以前の地籍図には北

方向に延びる溝があり,これが北軸の代わりになる溝

の可能性もある。南東側には石列があり,昭和40年ご

ろまで土留めとして使われていたと考えられる。

溝状遺構41(見SX 8):BoC-2～ 6区の I～Ⅱ層
で検出された。最初は一部分の調査であり不明遺構

の「SX」 としていたが,全体像がつかめてから溝状

遺構とい うことがわかりSDと した。砂の中に大きな

礫が多く埋まつている。

ほぼ南北方向に延びており,しかも北側が南側より
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l clll高く,現在の水の流れとは逆方向に流れているこ

とから,人工的に造られた河)||であると考えられる。

昭和40年代以前の地籍図にみられる区画に重なるも

のであり,条里型地割の大区画の一部である可含旨性が

高い。昭和年代まで使われていることから,内部から

出土した遺物によつて造られた当時の時期を明らか

にすることはできない。内部から出土する遺物で,最

も古そうなものが,14世紀頃の青磁である。

80m

第424図 溝状遺構検出状況 (17)溝状遺構43
(SD14)・ 44(SD15)

溝状遣構43(SD14)・ 溝状遺構44(SD15):溝状遺構 43

(SD14)と溝状遺構44(SD15)は ほぼ並行に延びてお

り,これが一体となる道路であると考えられる。した

がって溝状遺構43と溝状遺構44は側溝 とい うことに

なる。側溝も含めた道路幅は190～ 330clllで あり,東西

方向に延びており,D12区 でわずかに南側へ向きを
かえる。溝状遺構43の一部には 5 clll大の小礫が溜まっ

た部分が数か所みられる。近代陶磁器片や波瓦片など

が混じり,その上には石炭滓も含まれている。溝状遺

構44が先に埋まり,溝状遺構43は昭和40年代の耕地整

備以前までに使われていたと考えられる。当時の地籍

図の道にも重なっており,こ の道であることが発掘に

よって裏付けられた。溝状遺構43は B20区で深くな
り,一部は土坑状になっている。土坑内には薩摩焼の

摺鉢などがみられた。この土坑状の西側 lmの部分に

溝状遺構43に直交する形で板材を検出した。幅20clll・

深さ15clllに 箱掘 りした溝の上に直径 4 clllほ どの丸太

を50clll間 隔で枕木状に並べ,その上に幅25clllの 板材を

置いている。板材の上には瓦をかぶせてあり,暗渠づ|

水施設としていたと考えられ,土坑状の深い部分に流

れ込むようにしていたのであろう。
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2 近世後半期～現代の出土遺物
(1)古銭 (第425図  2614～ 2620)

江戸時代～大正時代にかけての古銭7点が出土した。

この中には,江戸時代に鋳造された「寛永通賓」が3点

ある。本遺跡から出土した寛永通賓は,その材質や質量

から考えて,18世紀前半に鋳造されて,その後19世紀

中頃まで,流通していたものではないかと考えられる。

2614は B-15区表土で出上した径2.2clll,厚さ0.05cm,

下側部が割れているが,重さは1.58gの古銭である。形

状は円形で,中央部分に方形の穴があいている。表裏

両面とも鉄錆や緑青が付着している。表面部分に「寛永

通賓」とややはっきりした文字を確認することができる。

裏面部分には,文字や文様はほどこされていない。これ

らのことから,18世紀前半以降に使用されていた寛永通

賓であると考えられる。

2615は径 2.2clll,厚さ0.lcm,残つた重さ1,07gの古銭

である。上部分のみ3分の1程度が出土した。形状は円

形で,中央部分に方形の穴があいている。表面部分は

鉄錆が付着しているが,「寛通」の文字をはつきり確認で

きる。裏面には,鉄錆が付着しており,文字や文様はほ

どこされていない。これらのことから,18世紀前半以降に

使用されていた寛永通賓であると考えられる。

2616は B-26区 Ⅱ層で出土した径2,3cm,厚さ0.lcm,

重さ2.2gの古銭である。形状は円形で,中央部分に方

形の穴があいており,完全な形で出土している。表裏両

面とも鉄錆が多く付着しており,表面部分に不鮮明では

あるが,「寛□通賓」の文字を確認することができる。□

の部分は不鮮明であるものの,「永」の字であろう≧考え

られる。裏面には,文字や文様はほどこされていない。こ

れらのことから,18世紀前半以降に使用されていた寛永

通賓であると考えられる。

2617は径1.8cm,厚さ0.lclll,重さ2.22gの 古銭である。

表裏両面とも錆の付着度は少なく,残りの状態はよい。

表面部に「十銭」の文字がみられる。裏面中央部には竜

があしらわれており,周囲に「大日本明治二十二年10S

EN」 とあることから,この時期以降に使用されていた十

銭硬貨であることがわかる。

2618は B-26区 Ⅱ層で出上した径3cm,厚さ0.2cm,質

量12.55gの 古銭である。表嚢両面に鉄錆が多量に付着

しているため,文字を判別することは困難である。形状

は円形で,中央部分に穴があいていないことから,明治

期以降に使用された貨幣ではないかと考えられる。

2619は表土で出土した径2 3cm,厚さ0.lcm,重さ3.33

gの古銭である。表裏両面とも鉄錆が付着している。表

面に「一銭」の文字が認められる。裏面には,「大二十

二」の文字があることから,この時期以降に使用されて

いた一銭硬貨である。

2620は B-26区 Ⅱ層で出土した径2.3cm,厚さ0.2cm,

重さ3.6gの 古銭である。表裏両面に鉄錆が多量に付着

しているため文字を判別することは不可能である。形状

は円形で,中央部分に穴があいていないことから,明治

期以降に使用された貨幣ではないかと考えられる。

(2)鉛弾 (第426図 2621～ 2627)

C-18区他の I層 から,表面が風化 して白色化し

ている球体状の金属が出土した。この金属の材質は

鉛であり,形状が球体状をなしていることから,こ
の遺物は銃弾ではないかと考える。

∞ ‰ Iの購 .

∩
――
＝
＝
＝
＝

出
＝
＝
＝
＝
Ｕ 2618

第425図 古銭

-498-

0                         5cm

蔭 |
０
２６

Ⅷ
2616

2615

鱒
2619



2621は長径2.5cm,短径 2.lcm,重 さは13.03gで ,形

状は扁平である。材質は鉛である。一方向から力を加え

られたような形にひしゃげており,銃弾として使用された

ものであるかどうかは不明である。表面は風化しており,

白色に変色している。

2622は長径1.lcm,短径 lcm,重さは4.22gで ,形状は

球体を呈する。材質は鉛である。表面に破裂したような

傷を確認することができる。表面は風化しており白色に

変色している。

2623は径0.9cm,重さ2,75gで ,形状は球体を呈する。

外側は厚さ0.9511ullの鉛で覆われており,中 に陶磁器片

のようなものを詰めて構成している。表面は,風化してお

り白色に変色している。

2624は径 0.9clll,重 さ3.84gで 形状は球体を呈する。

材質は鉛であり,表面に0.3cmの傷を確認できる。この表

面は,風化しており白色に変色している。

2625はD-14区Ⅱ層で出土した径1.2cm,重 さ2.33gで ,

形状は球体を呈する。材質表皮のみ鉛であり,中 に何

か詰まっていたと思われる。上部の方が若千ひしゃげて

いる。表面は風化しており,自色に変色している。

2626はC-22区の溝状遺構39(SD44)から出土した。

長径 1.5cm,短径 1.3cm,重さは6.98gで ,形状は球体を

呈する。形状が球体から変形していることから,使用さ

れた時にこのような形になったものと思われる。表面は

風化しており,白色に変色している。

2627は径1.3cm,重 さ9,28gで ,形状は球体を呈する。

材質は鉛である。表面は風化しており自色に変色して

ヤ`る。

これらの遺物が出土した層位は,I層であるので近
現代のものと考えられる。また,形状が球体状をしている

ことから,これらの遺物は先込式の銃弾ではないかと考

えられる。これらの遺物の質量を旧式の表示で表すと,

2621が 3.5少9,2622が 1.1少∇,2623が 07少u, 2624が 1.0

匁,2625が0.6匁, 2626が 1.8匁 ,2627が 2.5匁となる。

火縄銃では,30匁以上の弾を使用するものが大筒 ,10

匁前後を使用するものを中筒 ,3匁 5分以下を使用する

ものが小筒となっていることから,これらの遺物は小筒の

銃弾である可能性が高いと考えられる。これらの遺物は

風化して表面の色が自色になっていることから,使用さ

れてからかなりの時間が経過していることが窺える。この

地域で銃弾が球体の先込式の銃を使用した事例は ,

1877年 (明治10年)に起こった西南戦争が想定され,こ

の地域の周辺で官軍と薩軍との戦闘が行われたという

記録もあることから,これらの遺物は,西南戦争曽時に

使用された銃弾ではないかと考えられる。

(3)キセル (第426図  2628～ 2630)
2629は雁首部分の5.4cmである。火皿の径 1.6cm,火

皿の厚さ0.2cm,吸 口側端の厚さ0.2cm,吸 口側端の径

0.9cmで,この部分の質量は8.86gである。全体的に緑青

が付着しており,材質は銅ではないかと考えられる。雁

首部分の吸口側端の形状がしつかり残つていることから,

羅宇キセルだと考えられる。

このキセルの特徴は,金属板を筒状に丸めてつなぎ

合わせて作つてある点である。火皿と雁首の部分は溶接

してある。火皿のすぐ下の部分が,下方に湾曲している。

この火皿と下方部の湾曲の形状から,江戸時代前・中・

後期のものではないかと考えられる。また,火皿の下方

から,2.lcmの 部分にへこみが確認できた。これは,使用

している期間中,煙草の火を消すときについた痕である

と考えられる。

2628は雁首部分3.2cm,吸 口部分7 1cmである①雁首

の端と吸口の端はそれぞれ裂けたような形状で出土して

いる。火皿の径は1.lc皿 ,雁首部分の厚さが0.lcm,吸 口

部分の厚さが0.2cm,吸 口の径は0.6cmである。質量劇雁

首部分が3.03g,吸 口部分が11.08gである。全体的に緑

青が付着しており,材質は銅ではないかと考えられる。

特徴は,金属板を筒状に丸めてつなぎ合わせて作つ

てある点である。雁首側と吸口側の厚さがそれぞれ違う

ことから,羅宇キセルではないかと思われる。火皿と雁首

の部分は溶接してある。火皿のすぐ下の部分が下方ヘ

やや湾曲している。この火皿と下方部の湾曲の形状から,

江戸時代中・後期のものではないかと考えられる。

2630は雁首部分 6.8cmである。火皿の径は0。9cm,吸

口側端 0。 2cm,火皿の厚さ0.2cmである。質量は10.46gで

ある。緑青が一部分しか付着していない。材質は釦と考

えられる。

雁首部分の吸口側端の形状面が完全に残っているこ

とから,羅宇キセルではないかと思われる。火皿と雁首

の部分のつなぎ目は精巧であり,認識することが困難で

ある。火皿の径が小さく,火皿のすぐ下の湾曲の度合い

が小さく,直角に近い形状をなしていることから,明治時

代のころのものと考えられる。また,形状や重量の特徴

から鹿児島県金峰町の「卜可多張リキセル」の様相を呈し

ている。

(4)銃弾・薬丈 (第426図  2631・ 2632)
2631は見入来遺跡で出上した全長7 5cm,厚さ1.lcm,

口径0.7cm,薬夫先端部径0,7cm,銃弾部分2.5cm,薬丈

部分5.7cln,重さは24.12sの銃弾である。形状は流線型

で,完全な形で出土している。表面に緑青が付着してい

る。その形状の特色から,太平洋戦争当時に使用された

ものであると考えられる。2632はA36区の溝状遺構22

(SD146)から出土した,全長9,9cm,雷管径 (底径)2cm,

重さ50.96gの薬芙である。形状は円筒形をなしており,

先端部分の径が17mと先端部分が細く,すばまった形
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(5)歯ブラシの柄
2633の材質は化学製品であり,形状は棒状で,下部

が外側に湾曲している。この湾曲が当初からのものかど

うかは,不明である。表面に文字が刻印されている。刻

印された文字は,「學童用公一七□品」とも読むことがで

きるが,残りが薄く判読するのが困難である。この遺物は ,

形状や文字から判断して,昭和初期ごろに使用されて

いた,学童用の歯ブラシの柄ではないかと思われる。
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第426図 鉛弾 。キセル・銃弾・薬爽 `歯ブランの柄・馬の報

をしている。銃弾部分は無く先端部分は少しひしやげた

形をしている。表面に緑青が付着しているが,雷管底部

に「U・ C・ 1」 と刻 F日していることをはっきり認めることがで

きる。

これらのことから判断して,太平洋戦争当時に使用さ

れたもの力＼遺構に突き床」さったものであると考えられる。

(6

劇
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(6)馬の轍
2635は 全長 5clll,直径 1.4clllで ,形状は円筒形をなし,

両端部分は若千内側に湾曲している。側面部分の曲面

がやや平坦になるよう1こ整形されている。陶製で,色調

はエメラルドグリーンであり光沢がある。2634は C-19区

Ⅱ層で出土した全長5.5cm,口 径 1.4clllの 馬の靴である。

陶製で,形状は円筒形をなし両端部分は若千内側に湾

曲している。側面部分の曲面がやや平坦になるように,

整形されている。色調は,随所に茶褐色の部分がみら

れ,当初の色調を窺わせるが,風化したためか全体的

に自色に変色している。この遺物は,出土した層位から

近世以降のものであると考えられる。

表66 キセル他観察表

これらの遺物はどのような性格のものであるの

かわからなかつたのであるが,鹿児島弁で「ウンマ

ン シング」と呼ばれる馬の軟 (し りがい)の一部
であるとの教示を川辺町在住の東武行氏と田中勝芳

氏からいただいた。馬に背負わせた荷物が,下 り坂

で前にず り落ちるのをふせぐために,尻尾の下に綱

をまわすのだそうである。馬の尻に綱がくい込んで

痛くない様に回転する轍をとり付けるのだそうであ

る。各地の歴史民俗資料館に収蔵されているものに

は竹製もあるし,財部町の防空壕で見つけたという

例は動物の骨製であつた。

器種 出土区 層位 遺絹 材買
口径 レベザし

特徴・その他・備考
(cm) (cm】

第

４２５

図

霞 005 永通冒

尭 L部 3分の1のみ出土「買逸」の刻印あり

220
222

大正期の 1餞種官

I 360 表裏面とも鉛の付着が多い 中央部分に穴無し

器種 出土 区 層位 遺幕 材質
岳軸 簿 軸 レベ ,レ

特徴・その他・備考
(cm) (m)

第

４２６

図

鉛 越 皿 船 一方向から力を受けたような形にひしやげる

齢 嘘 鉛 11 弟面 に砧梨痛のよう茂■,のあり

262` e.k軽 沿

S鞭 沿 瞭伝

262 Ⅱ 沿 上部 の方に者千のひしやげ

3-22 SD44 瞭体 からやや変形

鉛 弾 3-25 港 I

器種 出土区 層位 遺構 材質 部位
口径 重 量 レベ ,レ

特徴・その他・備考
(cm)

第

４２６

図

キセ,レ
雁 盲 303 ヨ得 Iよ火皿の径

吸 ロ ヨ得 は吸 回の径

キセル 火皿の

263( キセル 雁 首 ヨ径 は火皿の

議さは全長 (銃弾部分は2 5cm)

263Z

器種 出土区 層位・遺幕
長 さ 口径

色調 雌 げ群
レ♂ミリレ

特徴・その他・備考
(cm) (cm)

第

４２６

図

263【
国フフ

ンの柄

「畢重用公―七日品」という刻印あり,

文字が薄く判読は困難積  0(

の 慕褐色 (一部 )全体的には自色 85t 間形 側 面部分の国面がやや 半】

263〔 エメラリレドクリーン 間形
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(7)追加遺物
レイアウト及び編集終了後に,改めて出土遺物を

見直した際に出てきた遺物である。それぞれ遺構内

出土であったり,特徴のある形状をしているので ,

追力日して取り上げることとする。

2636は 土坑 1(SK71)出 土の精製浅鉢形土器であ

る。破片数は多かったが,復元することはできなか

つた。復元口径は28,7clllを測 り,丸みを帯びた肩部

をもつ。口縁部は粘土紐を 2段巡らすことによつて ,

内面は 1条,外面は 2条の凹線が巡っている様にみ

える。口唇部の一部にはリボン状を意識 したような

幅3.3clll,高 さ l clllの 突起が付く。これらの特徴から,

縄文時代晩期の黒川式土器であると判断できる。

2637は土坑62(SK151)出 土の土師器である。欠損

しているため全体の形はわからないが,特異な形状

をしている。上下自体も不明であり,どちらの場合

でも可能性はある。残 りが良い方が下向きの場合 ,

高台もしくは蓋のかえり部分と考えられる。高台で

あるとすれば郵部との境に張り出しをもつことにな

り,蓋であるとすれば天丼部及びつまみ部分の形状

迄
=三
:三三三三三三士_ここ::【〔|と

r2637

が考えにくい。逆に,残 りの良い方が上向きとすれ

ば,蓋のつまみ部分と考えられなくもない。いずれ

にしても,形状及び用途とも不明であるので,紹介

することによつて類例を待ちたい。時期は古代前半

期と考える。

2638は確認 トレンチで出上したのであるが,グ リ

ンドに戻すとB-27区に相当する。瓦質に近い黒色土

器であり,直径9 7clll,高 さ1.7伽に復元される。上

下の区別がつかず,それぞれの可含〕性が考えられる。

蓋とした場合は,端部が内側に入る様な形状となる。

逆に高台付の皿もしくは邪だとすれば,量的にまだ

あつても良いと考えられる。いずれにしても,図化
して紹介することによつて,類例についての教示を

請いたい。

2639は溝状遺構23(SD168)で 出土した土師器の底

部である。底部の切 り離しは,回転糸切 り技法によ

るものである。スノコ状の台で乾燥させたためか ,

底面に直線状の段がみられる。糸切 り技法によるも

のであることから,12世紀以後のものであると考え

られる。

2639

10cm

第427図 追 カロ遺 物

図番号 遺 物 番号 出土 区 層位・遺構 器 種 特 徴 取上 げ番号
レベル

備 考
(m)

第

４２７
図

浅 鉢 形 土 器 黒川 式上器・補修なし

Z637 3K151 不 明

不 明 907
3D168 不 終 切 り虞
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はじめに

勾玉,玉,垂玉,管玉などの岩石名の推定は,一般

的には肉眼観察で岩石の種類を決定し,それが真実の

ように思われているのが実態である。玉類の原材料とし

ては滑石 ,軟玉 (角 閃石),硬玉 ,蛇紋岩 ,結晶片岩 ,

碧玉,緑色凝灰岩 (グリーンタフ)などが推測される。そ

れぞれの岩石の命名定義に従つて岩石名を決定する

が,非破壊で命名定義を求めるには限度があり,若干

の傷を覚悟して硬度を求める,色,光沢感 ,比重,介在

物の有無,定性的な成分組成を求めるなどで,岩石名

を決める重要な結晶構造,屈折率など鉱物組成を明ら

かにする情報は得られない。また,肉 眼観察で求めた

岩石名が岩石。鉱物学界で通用するとは思えない。原

石名が決定されたのみでは考古学の資料としては不完

全で,例えば緑色疑灰岩の管玉と言う岩石名が決めら

れても産地は沢山あり何れの産地か不明である。また ,

軟らかく加工がる易だと想像できても,実際の硬度 ,打

撃亀裂性などを測定した上で考察しなければ,古代の

管玉製作技術に関する資料として無意味である。地学

の専門家でも,肉眼観察では,岩石名を間違うことは避

けられないと指摘している。岩石名を決定することよりも,

どこの産地の原石が使用されているか,産地分析が行

われて初めて,考古学に寄与できる資料となり,また産

地分析の過程で岩石名決定に関係する情報の一部が

得られるが岩石名を特定するには至らない場合が多い。

糸魚川市でヒスイが発見されるまでは,中 国,雲南,ビ

ルマ説,発見後は,専ら国内説で,岩石学的方法
1)およ

び貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行つた蛍光X
線分析で行う元素比法め'0'。が報告されている。また,

碧玉製管玉の産地分析で系統的に行つた研究は蛍光

X線分析法と電子スピン共鳴法を併用し産地分析より正

確に行つた例
5)が
報告されている。石鏃などの石器と玉

類の製品はそれぞれ使用 目的が異なるため,それぞれ

の産地分析で得られた結果の意味も異なる。(1)石器

の原材産地推定で明らかになる,遺跡から石材原産地

までの移動,活動範囲は,石器は生活必需品であるた

め,生活上必要な生活圏と考えられる。(2)玉類は古代

人が生きるために必ずしもいるものではない。勾玉,管

玉は権力の象徴,お祭,御守り,占いの道具,アクセサ

リーとして,精神的な面に重要な作用を与えると考えら

れる。従つて,玉類の産地分析で,明らかになるヒスイ製

玉類の原石の分布範囲は,権力の象徴としての玉類で

あれば,権力圏を現わしているかもしれないし,お祭 ,

第V章 分析同定

大坪遺跡出上の玉類,玉材片の産地分析

藁科哲男 (京都大学原子炉実験所 )

御守り,占いの道具であれば,同じような習慣を持つ文

化圏が考えられる。

産地分析で遺物の原材産地が特定出来なくても得ら

れた分析値と同じ組成の遺物を使用した遺跡の広がり

を求めることにより,遺跡間相互になんらかの関係があ

つたと推測できる情報が得られ,将来,原材産地の所在

地が明らかになれば原石伝播に関する情幸脇 得られる。

今回分析を行つた玉類 ,玉材片は鹿児島県出水市美

原町に位置する大坪遺跡出上の縄文時代後期終末か

ら晩期にかけての結晶片岩様緑色岩 ,チャート様 ,苔

弱塔様の玉類,玉材片の合計 130個で,産地分析結果

が得られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は,原産地間を区別する人間

で言えば指紋のような,その原産地だけにしかないとい

う指標を見つけなければならない。その区別するための

指紋は鉱物組成の組合わせ,比重の違い,原石に含有

されている元素組成の違いなどにより,原産地同士を区

別できなければ産地分析はできない。成功するかどうか

は,とにかく行つてみなければわからない。原産地同士

が指紋でもつて区別できたならば,次に遺跡から出土す

る遺物の指紋と原産地の指紋を比較して,一致しない

原産地を消去して一致する原産地の原石が使用されて

いると判定する。また,原石産地が不明の玉材を使用し

た遺物についても,遺物同士の指紋を比較することイこよ

り,同質の玉材が使用されているか否か判定できる。

ヒスイ,碧玉製勾玉 ,大珠,玉などは,国宝,重要文

化財級のものが多くて,非破壊で産地分析が行なえる

方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成

功しているの非破壊で分析を行なう蛍光X線法を用いて

玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出土した大珠,勾玉,管玉などを水洗いして,

試料ホルダーに置くだけの,完全な非破壊で産地分析

を行つた。ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種

類と含有量を求め,試料の形や大きさの違いの影響を

打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をは

かり,この元素比の値で原産地を区別する指紋とした。

結晶片岩様緑色玉類はESR法を併用するが試料を全

く破壊することなく,玉に含有されている常磁性種を分

析し,その信号から玉材産地間を区別する指標を見つ

けて,産地分析に利用したつ。
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原石産地不明の結晶片岩様緑色玉類の蛍光X線分析

結晶片岩様緑色岩の玉材および玉類は九州南部の

遺跡から出土するが,原石産地は不明で,肉眼的に均

―な石質ばかりではなく,中 には不均―で緑色の部分

に石英脈状岩石が貫入しているもの,緑色部分に黄色

の微小斑点が見られる物,結晶並びが明確なもの,また

ヒスイ様に見える部分など様々である。従つて,これら玉

類はヒスイ製,軟玉製,滑石製 ,蛇紋岩製など様々推測

されてきた経緯がある。この玉類の岩石名を決定するに

は,岩石を構成する鉱物の種類を求める必要があり,X
線回折など結晶定数から同定する必要がある。蛍光X
線分析でこれら玉類から硬玉の主成分組成である Na

元素が検出限界以下であることと,硬玉の比重が 3.0

以上に達しないとの理由から硬玉の可能性はないと考

えられる。また,玉類の比重が 2.7以上であることから石

材が碧玉の可能性も否定できる。これら玉類の割れ面

は平面のものが多く,肉 眼観察で結晶に平行な労開面

がみられることから,結晶片岩様緑色岩と仮称する。結

晶が一定方向に並んだ岩石は広域変成帯で生成され

ることから玉材の起源が変成帯の可能性が推測される。

広域変成帯では Mgが主成分の蛇紋岩,Mg,Caが主

成分の透角閃石とか Mg,Ca,Feが主成分の陽起石の

軟玉が産出する。玉類に含有される Mg/Siが 1.0以下

で Mgが主成分の蛇紋岩とは言えない。また,Ca/Kの
値が 1.0以下では Caが主成分の軟玉とは言えない。滑

石鉱床はしばしば蛇紋岩中の小レンズ鉱床となつてい

る場合が多く,滑石は玉類の原材料に使用される,出

土玉類の中には硬度は約 2.5も見られ,比重なども滑

石 ,蛇紋石に近いが一致しない。緑色であることを考慮

すると緑泥石の比重,硬度に一致する①しかし,緑泥石

の主成分組成の Mg,Feの量が少ない。また,緑泥石の

可能性が低い理由として Kの合有量が非常に高いこと
があげられる。これら玉類の硬度,比重,州,K元素の
含有量が多いことなどを考え合わせると雲母系と一致す

ると考えられるが結晶構造による判断が必要である。遺

物に Crの合有量が比較的多く含有されている。このク
ロムが Cr3+として存在していると,緑色になることが知ら

れているため,Crが緑色の原因元素になっている可能

性は考えられ,岩石名の決定には様々な鉱物学的分析

にもとづいた結果から求める必要がある。鹿児島県力日世

田市川畑 2627-1に位置する上加世田遺跡の縄文時

代後期出土の玉材は,これら結晶片岩様の緑色岩を使

用した玉造遺跡で,平成8年度出土の管玉 46個 ,勾玉

6個,小玉6個,未製品 12個 ,玉材 39個 ,平成 7年以

前の調査で出土した玉類 40個の合計 150個の蛍光X
線分析の元素分析の結果を分類して上加世田第 1群 ,

上力日世田第2群 ,上加世田第3群 ,上力日世田第4群の4

個の遺物群および上加世田第1群と上加世田第2群の

遺物を合わせて上加世田第 1,2群を作つた (表 1)。 こ

のように4個の遺物群に分類されるのは結晶片岩様緑

色岩の原石産地が分類群ごととこ4ヶ所存在するのでは

なく,肉眼観察とESR分析結果から推測して,含有され

る鉱物の種類が多く,分布が不均―なために玉ごとの

元素組成の変動が大きくなったと推狽Jされる。各遺跡で

出土する結晶片岩様緑色岩製玉類の蛍光X線分析値

と上加世田遺跡の4個の遺物群に比較し多変量統計の

マハラノビスの距離からT2乗検定することにより上加世

田遺跡の玉に一致するか否か同定できる。

大坪遺跡出土の結晶片岩様緑色管玉,玉材片の

蛍光 X線分析結果と判定

遺跡から出土した玉類は表面の泥を超音波洗浄器

で水洗するだけの完全な非破壊分析で蛍光X線分析を

行つた。結晶片岩様緑色岩製管玉で観測された元素は ,

マグネシウム (Mg),主成分と推測されるアルミユウム

(州 ),珪素 (Ы )および比較的含有量の多い元素はカリ

ウム(K),チタニウム(Tl),クロム(cr),鉄 (Fe),バリウム

(Ba)で ,他にカルシウム(Ca),ルビジウム(Rb),ス トロン

チウム (sr),イットリウム(Y),ジルコニウム(Zr),ニオビ

ウム(Nb),マンガン(Mn)の 15元素で,蛍光�線スペクト

ルを図1-1,～ 132に示した。この玉の原石産地を明ら

かにするために A1/Si,K/Si,Ca/K,Ti/K,K/Fe,

Rb/Fe, Fe/Zr, Rb/Zr, Sr/zr,Y/Zr, h/1n/Fe,Ti/Fe,

Nb/Zr,Na/Si,Mg/Si,Cr/Fe,Ba/Zrな どの各元素比

値を求め,また,玉類 ,玉材の比重は岩石の種類を同

定するときに重要な指標になり,遺物の汚染をさけるた

めに蒸留水を用いたアルキメデス法で浪J定した結果を

表2に示した。

分析した玉類,玉材の中で,州/Si,K/Si,Ba/Zrの 含

有量が高く,比重が 27以上などの定性的な条件で分
類できる。これら玉類,玉材を定量的に分類するために,

上加世田第1,2,3,4群 と上加世田第1,2群の各群に

比較した結果を表3に示した。これら結果の中で,上加

世田第1,2,4群の各原石群が相互に似ていて,組成

比の一部が相互に重なるため,信頼限界の O.1%を越

えて複数の原石群に同定されることがある。例えば,客

観的な判定のための検定は,管玉を上力日世田第4群に

ついて検定を行うために,『管玉は上加世田第4群に属

さない』と仮定して,この仮定が間違っている危険度を

求めると例えば 23%の確率を得ると,上加世田第4群に

属さないとは『言えない』との定量的な結果が得られる。

何故『言えない』のかは,言い換えるとこの管玉の元素

比組成が上加世田第4遺物群の元素比組成の平均値

より離れる物が,上加世田第4群の原石でも 100個中に

23個もあると考えられる。しかし,管玉の玉材が上力日世

田第4群にのみ属すると言う結果ではない。即ち,未発
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見の,この玉の原材産地があり,未発見の原石産地の

可含急l■を否定した結果でないことに注意しなければなら

ない。分析した玉類 ,玉材の蛍光X線分析で含有元素
が上加世田遺物群に一致することが明らかになった遺

物について,さらに,玉に含有されている鉱物に関する

信号を分析するESR分析結果も上加世田遺跡出土玉

類に一致すればさらに正確な同定結果が得られる。

ESR法 による産地分析
ESR分析は玉類石材に含有されているイオンとか ,

玉材が自然界からの放射線を受けてできた色中心など

の常磁性種を分析し,その信号から玉材産地間を区別

する指標を見つけて,産地分析に利用した。ESRの測

定は,完全な非破壊分析で,直径が 1 l llllll以下の管玉

なら分析は可能で,小さい物は胡麻粒大で分析ができ

る場合がある。結晶片岩様緑色岩のESR信号を出す常

磁性種が一種類ではなく4種類以上あるため,ESR信

号は複雑なスペクトルになっている。上加世田遺跡では

各玉とか玉材毎に4種類以上の常磁性種の混合比が

玉ごとに不均―に含有されている。したがつて,ESR信

号はこれら常磁性種の合成した形で観測されるために

ESR信号のスペクトルの形は玉毎に異なる。ここで大切
なことは,上力日世田遺跡の玉の信号と分析した管玉の

信号を重ね合わせて一致すれば言うことないが,一致し

なくても同じ常磁性種が管玉に含有されているか否か

が重要である。ESR信号を出す常磁性種の個数の同

定を鹿児島県加世田市上加世田遺跡出上の緑色片岩

様玉類の分析結果を用いて試み図2に示した。図2-
(1)のバックグラウンド信号と嘉付けた信号Ⅱは玉によ

っては信号形が異なることから複数の鉄イオンの信号で

構成されている可能性が推測されるが幅広い信号であ

る。図2-(2)は 幅の広いバンクグラウンド信号と上力日世

田遺跡出土玉類に特徴的なY,X,W,Z,Ⅲ の一組に
なったピーク信号を出す常磁性種とで構成される。信号

Ⅲには Si02に関係した信号が含まれている可能性が推

測される。W→Ⅲ,Ⅲ→W,W→ Xのピーク間に見られ
る小さな常磁性種は玉によっては非常に大きな信号に

なり,W,Y,Ⅲのピークと重なった部分は相互に変形
する。また,一組になったピーク信号は,例えばYが測

定されれば,残りのピークも他の信号と合成されて変形

して確認が困難な場合もあるが必ず存在する。図2-
(3)は 幅の広いバンクグラウンド信号に,マンガンイオン

によると思われるP,Q,R,S,T,Uの 同じ信号強度の6

本が一組の信号で合成されてできたESRスペクトルで

ある。Mnイオン濃度が低い状態で,(2)の信号と合成さ

れるとPとかP,Q(Wと重なり変形)のピークのみ確認さ

れR,S,T,Uが 変形したために確認できないと推測さ
れる場合が多い。図2-(4)は 幅の広いバンクグラウンド

信号に,少量の (2)が重なっている状態が確認でき,ま

た,信号を出す常磁 J性種は同定出来ていないが,O,V
のピーク信号は2:1の比で 1000ガウス(G)間隔で対に

なって構成されている。以上最低4種類の常磁性種の

存在が確認できた。また,W→Ⅲ,Ⅲ→W,W→ Xのピ
ーク間に見られる信号が何種類の常磁性種で構成され

ているか不明で,まだ上力日世田遺跡出土玉類のESR信

号を完全に説明できない部分が残つている①分光学的

に説明ができなくても,Y,X,W,Z,Ⅲ のピークを出す
常磁性種が上加世田遺跡出土玉類に共通して存在す

ることを利用すれば玉類石材の産地分析に応用できる。

分析した大坪遺跡出土の工類 ,玉材について,図 2の

信号よりさらに低磁場に現れるESR信号を零磁場 (零ミ

リテスラー)まで分析した全域掃引の結果を図31こ示す。

信号全域掃引の中で 100mT(ミリテスラー)～200mTの

大きな信号は何種類かの常磁性種の合成した形の結

果として現れている。分析番号 78665番では,A,B,C,
Dの 4個の常磁性種が存在している。この4個の大きさ

が玉材毎に異なるように,合成した形が玉材毎に異なっ

ている。また,分析番号 78689番 には,A,B,C,D以
外にEの常磁性種が観測される玉材がみられる。分析

番号 78671番 には小さなE信号が観測され,分析番号

78666,78668番 などにもさらに小さなE信号が隠れてい

ると思われる。この様なA～ Eの信号は結晶片岩様緑色

岩に特有の信号と思われ,玉材の分類に利用できると

考えられる。また,A～Eの合成信号の高さは,242.6mT

～442.4mTの間で観測される超微細信号よりも同じか ,

大きな信号となっていることも特徴の一つと考えられる。

分析した遺物の中で,分析番号 78670,78725,78740,

78745, 78752, 78759, 78779, 78782, 78787,78795 署争

の玉類 ,玉材が前述の結晶片岩様緑色岩の条件から

外れている。次に,図4に 242.6mT～ 442.4mTの範囲を

拡大し,図 2に相当するESRスペクトルを示す。分析し

た玉類,玉材の多くは,図 2-2と図2-3の信号を合成
した形で観測されている。中には,マンガンイオンによる

と思われるP,Q,R,S,T,Uの 信号に図2-2が隠れ
て見えない遺物もある。図2-3のマンガンイオンのP～

Uのみは,この6本の信号の高さが同じ場合 (単6)での

信号は緑泥石片岩,軟玉,長崎ヒスイ類似岩にもみられ

る信号で,結晶片岩様緑色岩の固有の信号と言えない。

分析した玉類 ,玉材が単6のみか,特徴的なY,X,W,
ZとⅢのピーク信号を持っているかを判定して,表3に示

した。分析した玉類,玉材片でY,X,W,ZとⅢをもつも
のは上加世田遺跡出土玉類のESR信号に一致すると

判定した。産地分析では玉類の蛍光X線分析結果とES
R信号結果が同じ石材群に同定されたとき総合的に判

定し,玉類がそこの群の原石と同じものが使用されてい

ると推定する。

-505-



垢暗様,チャー ト様,不明岩玉類,玉材の

蛍光 X線分析とESR分 析結果
分析した玉類,玉材の中で,結晶片岩様緑色岩と推

測された以外の遺物と分類した基準は,① :A/Si,K/罰 ,

Ba/Zrの含有量が少ない,Ca/Siが多い。② :ESR信号

全域掃引の中で 100mT(ミ リテスラー)～ 200mTの A,B,

C,D,Eの 5個の常磁性種が見られない。③ :特徴的な
Y,X,W,ZとⅢのピーク信号,単6信号がみられない。
などである。分析番号 78670番は,比重は 2.697で ,

Ca/Si比 イよ大きく,Ba/Zr元素がみられなヤヽカミTi元素が

観測されることから,長崎ヒスイ類似岩ではないと判定さ

れた。分析番号 78695番 |ま ,ヒ重力く2.711と重くMgと Fe

元素の含有量が多く,片岩の一種と思われる。分析番

号 78708番は Mg,Si,Fe元素が大きく,滑石の蛍光X
線分析と酷似している。また,比重が2.752で重く硬度も

低いことから,滑石と推測した。分析番号 78730番は Mg

元素の含有量が多く,Crの含有量が K,Caに比較して

多いことが特徴で石材の岩石名は不明である。分析番

号 78740番は黄土色の穴なし管玉で比重が 2.809で重

く,碧玉,石英系の石材でないと推測される。また,舟 ,

Ti,Zrの含有量が多く,Sb,La,Ce元 素などもみられる。

分析番号 78744番は比重が 2.986と重く緑泥石片岩様

である。分析番号 78752番は比重が 2.843と 重く,Mg

元素が見られるCa,Fe元素の含有量が多いなど,蛇紋

岩系の石材の可能性が推測される。分析番号 78787番

は比重が 2.846で重く,P元素の含有量が Si元素の6

～7割と高濃度であり,Caが主成分様で,Srの濃度も高

く石灰系の岩石片と推測される。また,比重 ,蛍光X線

スペクトルが長崎ヒスイ類似岩的であるが,Ti元素が Ca

元素に比して相射的に多く含有されていることから,長

崎ヒスイ類似岩でないと判定される。分析番号 78795番

の玉ん佑 比重が 3,020で重く,ESR分析では Feイオン

に関する信号が非常に強く,Mgイオン信号が検出でき

ないことから,蛇紋岩系および長崎ヒスイ類似岩ではな

いと思われ,石材岩石名は不明とした。分析番号 78704,

78741, 78745, 78759, 78768, 78776, 78778-78782,

78784,78791,78793番 は比重が265以下で Siが主成

分 (珪質様岩)で ,チャート,馬瑞,碧玉が推測されるが ,

現在まで調査した碧玉原石・遺物群と比較したが一致

する原石・遺物群はみられなかつた。蛍光X線分析の結

果を見ると,78704番は Ba元素の含有量が少ないこと

が,また 78759番は Ca元素,Sr元素の含有量が多い

のが他のものと異なっている。その他の珪質様岩の蛍

光X線スペクトルに差はみられない。ESR分析ができた

遺物の信号を相互に比較した結果を図5に示す。分析

番号 78745,78779,78782番は同じESR信号であること

から,同じ原石から分割された可含多l■_が推測された。

ガラス製玉類の蛍光 X線分析法による

非破壊定性分析

非破壊分析では,元素比を取ることによつて,不定形

であることの分析値への影響を軽減することができて ,

各玉類の分析値を相互に比較することができる。しかし,

定量値の比較となると,各玉類と同型の標準試料をつく

り,定量する必要があり,玉類と異形の標準試料では正

確な定量値は得られない。したがって,今回は定性的な

判定から相互比較を試みた。分析番号 78690番のガラ

ス玉は,珪素 (Si),カリウム(K),チタン(Ti),鉄 (Fe),

銅 (Cu),ジルコニウム(zr),鉛 (Pb),錫 (Sn)のピークが

観測された(図 1-130)。 ガラス玉の比重は 2.349で,カ

リウムの添力日が多く,カリガラスと推測された。また,比重

から鉛をガラスの融点を下げる目的の量の鉛を添力日し

たとは思えず,銅が多く添力日されていて,鉛,錫と合わ

せて青銅の素材で,銅イオンによるガラスの着色の目的

で青銅が添力日された可能性が大きいと推測した。また,

鉄イオンもガラスの着色剤で,観測されているガラスの

色は両イオンによるものと推測した。分析番号 78691番

のガラス玉な非常に小さく,これを発見することは,発掘

の精密さが想像される。また,あまりにも小さいために比

重は測定できなかった。蛍光X線スペクトルを図1-131

に示す。観測された元素はSi,K,Ca,Tl,Fe,Cu,Zrの

ピークが観測され,Pb,Snの元素は痕跡程度で,銅の

添力日は 78690番のガラス玉より多く,着色はCu,Feの 両

イオンによると推測した。また,カルシウム(Ca)が添力日さ

れていて,カルシウムーカリガラスと同定された。分析番

号 78697番のガラス玉の蛍光X線スペクトルを図1-132

に示した。Kの添加が Caより大きく,カリガラスに融′ミを

下げる目的で多量の鉛を添力日したことは,比重が 3.313

と重くなっていることから推測でき,鉛ガラスと言える。ま

た,Fe,Cuの添加も蛍光X線スペクトル上では,鉛に比

較して非常に小さくなっているが,スペクトルの信号/雑

音比から推測すると,前述2個のガラス玉と同じ程度は

添加されていると推測される。ガラス玉の着色は Cu,Fe

の両イオンによると思われた。中国産の璧などの鉛ガラ

スにはノツュウムが含有されているが,今回分析した玉

からはノリュム元素が検出限界以下であるため,玉に含

有されている鉛は中国産の璧などを混合したのではな

いと思われる。着色イオン(常磁サl■種 )を求める目的でE
SR分析を行い結果を図6示した。着色イオンの同定は

できなかつたが,将来 ,他の遺跡のガラス玉のESR分

析結果と比較することにより,同じガラスか否かの判定の

役に立つ資料となる。

結論

今回分析を行つた 130個 の中の結晶片岩様緑色岩

製玉類,玉材を蛍光X線分析法で上加世田遺跡出土
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玉類の上加世田遺物諸群と比較し,またESR分析では ,
上加世田遺跡出土玉類 ,玉材の常磁性種と同種の信

号の有無を比較し同定した。上加世田遺跡と同じ玉材

が使用されていると判定された結晶片岩様緑色岩は ,

94個で,結晶片岩様緑色岩製遺物と推測されるが,上

加世田遺物諸群に同定されなかった遺物が 11個あっ

た。この 11個の中の分析番号 78678番は,結晶面が見

えない,割れ面に労開面がなく,肉眼では良質の硬玉

にみえる管玉である。この管玉を作つた同じ玉材で複数

の玉類を作り,他の遺跡に供給された可能性が考えら

れるために,この管玉の分析場所を変えながら 47回分

析し,大坪 14遺物群 (表 1)を作り,他の遺跡で同種の

玉材の玉か否か判定できるようにした。残りの 10個につ

いては,遺物が小さく分析精度が悪い,不純物を含ん

で,玉材として不適当などの理由で遺物群は作らなかっ

た。また,兵庫県的場遺跡出土の小丸玉で作った的場

遺物群 ,島根県川平 I遺跡出土の勾玉で作つた川平

I遺物群と比較したが,今回分析した玉類,玉材の中

に,これら2個の遺物群に同定の信頼限界の O.1%を越

えて帰属された遺物はなかった。考古学者の中で,長

崎ヒスイ類似岩 (長崎県大瀬戸町)が玉材として使用さ

れていると信じられていることから,長崎ヒスイ類似岩と

の比較も行つたが,一致する遺物はみられなかった。こ

こで大坪遺跡人がこの玉材の存在を知っていたか ?

仮に大坪遺跡から淀姫 ,大串,古里など西北九州の黒

曜石が使用されている場合,長崎ヒスイ類似岩の存在を

知っていて利用しなかった可能性が推測され ,先史時

代の玉類交易を考察するうえで重要な資料を与えると

推測される。

チャートと思われる玉類 ,玉材が 13個で,苔馬瑞 ,

緑泥石片岩 ,滑石 ,蛇紋岩系 ,片岩 ?などが使用され ,

ガラス丸玉3個には,緑系カリガラス,水色系カルシウム

ーカリガラス,緑系鉛ガラスがそれぞれ使用されてい

た。

結晶片岩様緑色岩製の玉類 ,玉材が多量に出土し

ている遺跡は,上加世田遺跡で,次いで出水市大坪遺

跡で,両遺跡の玉類の形式は酷似して,これら鹿児島

県の玉造遺跡が玉類 ,玉材の供給遺跡になった可能

性が推測される。また,供給された遺跡としては,宮崎

県学頭遺跡,佐賀県長尾倉富遺跡,島根県高田遺跡 ,

ヨレ遺跡 ,岡 山県久田原遺跡 ,吉野口遺跡 ,兵庫県的

場遺跡 ,大阪府向出遺跡 ,岐阜県西田遺跡まで,南九

州から約 800 km伝播していて,結晶片岩様緑色岩も糸

魚川地域産硬玉製玉類に匹敵する伝播距離を示す可

能性があり,先史時代人にとつて非常に重要な玉類原

材であつたことが推測される(図 7)① これら玉類 ,玉材の

供給を受けた遺跡は,同時に九州南部の茶祀の文化 ,

生活,情報が伝えられ,受け入れられたとしても産地分

析の結果と矛盾しない。
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図卜2 大坪遺跡出土結晶片岩練緑色岩製勾玉 2(78666)の蛍光 X線 スペク トル
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7 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製答玉 7(78671)の 蛍光 X線 スペク トル
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図11 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉 1(78665)の 蛍光 X線 スペクトル
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図 1-3 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 3(786S7)の蛍光 X線 スペク トル

大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 3(78672)の 蛍光 X線 スペク トル

78673

図■9 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 9(78673)の 蛍光 X練 スペク トル
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図←4 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 4(78668)の蛍光 X線 スペク トル

78669
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図

「

10 大坪遺 跡 出土結 晶片岩様 緑 色 岩 製管 玉 10(786T4)の 蛍光 X線 スペ ク トル
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図 1-5 大坪遺 跡 出土結晶片岩 様緑色岩 製管 玉 5(78669)の 蛍光 X線 ス ペ ク トル

78675

図 lH 大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製管玉 H(786?5)の蛍光 X線 スペク トル

78676

:【α.Kβ .Lt,β ンサスで考えられる元業名

図

「

12 大坪遺跡 出土結 晶片岩 様 緑色 岩 製管 玉 12(イ 8676)の 蛍光 X線 スペ ク トル図 16 大坪遺跡出土片岩様 ?管 玉 6(18670)の 蛍光 X線 スペク トル
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図卜13 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製省玉 13(78677)の 蛍光 X線 スペクトル

78683

図 119 大坪遺 跡 出土 結 晶片岩 様緑 色岩 製管 玉 19(78683)の蛍光 X線 スペ ク トル

78684

図120 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉20(78684)の 蛍光 X線 スペクトル

フ8685

78678

α
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図 1-14 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 14(78678)の 蛍光 X線 スペク トル

78679

図卜16 大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製管玉 16(78680)の 蛍光 X線 スペク トル

78684

_L郁

」L却
図 1-24

大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製丸玉22(78686)の 蛍光 X線スペクトル

78687

図卜23 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製丸玉 23(78687)の蛍光 X線 スペクトル

78688

大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 17(イ 8681)の 蛍光 X線 スペク トル

78682
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図 115 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 lS(78679)の 蛍光 X線 スペク トル 図卜21 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製丸玉21(78085)の 蛍光 X線スペクトル

78686

大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 18(78682)の 蛍光 X線 スペクトル
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大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製丸玉24(78688)の蛍光 X線 スペクトル



78689

図 126 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製丸玉 25(78689)の蛍光 X線 スペク トル

78698

α
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陣

図卜27 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉 28(78693)の蛍光 X線 スペク トル
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図 128 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉29(78694)の 蛍光 X線 スペク トル

78695

図 129 大坪遺跡出土片岩様 ?勾玉 30(78695)の 蛍光 X練 スペク トル

78696

78692

図 1-26 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製垂飾玉 27(78692)の蛍光 X線 スペク トル

78693

Na Hg AISt   x ca li  cr c「 缶4Fを  �icuzェ

図卜31 大坪遺跡出土結晶片岩桟緑色岩製管工33(78698)の 蛍光 X線 スペク トル

78699

図卜32 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉 34(78099)の 蛍光 X線 スペク トル

78700

図卜33 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉35(78700)の 蛍光 X線 スペク トル

78704

図134 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製平玉 36(78701)の 蛍光 X線 スペク トル

フ8702

図卜35 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製平玉37(78702)の 蛍光 X線 スペク トル
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図 180 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製勾玉31(78696)の 蛍光 X練 スペク トル
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図136 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製平玉38(78703)の 蛍光 X線 スペク トル
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図卜37 大坪遺跡出土チャー ト?製 玉39(78704)の 蛍光 X線 スペク トル
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図1-43 大坪遺跡出土結晶片岩繰緑色岩製管玉45(78710)の 蛍光 X線スペクトル

園卜38 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉40(78705)の 蛍光 X線スペク トル
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図 1-44 大坪遺跡出土給晶片岩繰緑色岩製管玉4S(787H)の 蛍光 X線 スペクトル
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図 卜45 大 坪遺 跡 出土 結 晶片岩 様 緑 色岩 来 成品 47(78712)の 蛍光 X線 スペク トル

図卜40 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩副片 42(78707)の 蛍光 X線 スペク トル
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iCH(:Iι
」
Pし ,し ,b RL Sf;t〔

:‖
b S・ Sb

iκ α 【β,I。 .β ン
'ス

で考えられる元茉名

図卜 46 大坪 遺 跡 出土 結 晶片岩 様 緑 色岩 未 成品 48(78713)の 蛍 光 X線 スペ ク トル

78744

:Xα Xβ とα βン,ス で考え られる元素名

図

「

47 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製擦切痕 49(78714)の 蛍光 X線 スペクトル

78745

図

「

48 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製擦切痕 50(78715)の蛍光 X線 スペク トル

型す∬一中̈”中］爛図卜41 大坪遺跡出土滑石製管玉43(78708)の 蛍光 X線 スペク トル

埼 .持 .れ ,lTえを与!l]と妥ξ

CrHn臣
謎叶
節 ih i肺

「`

部
拌

図卜42 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製管玉44(78709)の 蛍光 X線スペク トル
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787⊇ 3

igi Na Hg AlSi  K【
C8]Tli C「 Cilf■ Fc Fと iC社

(Iuzu
Rb S「
、L〔 :‖
j  `・ Sb snsb]こ とEC9 4gi Na lts AISi  KxCig Tll C「 C「 MaFe F!iC‖

子Buz」

図 1-50 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製擦切療 52(78717)の蛍光 X線 スペク トル 図

「

S6 大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製研盾痕 5B(78723)の 蛍光 X線 スペク トル

78716

βン,ス で考えられる元茉名

大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 57(78722)の 蛍光 X線スペク トル

78748 78724

剰L♀ ユ
］爛図 卜55図119 大坪遺跡出土結晶片岩糠緑色岩製僚切痕 51(7871G)の蛍光 X線 スペク トル

図 152 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製未成品 54(78719)の蛍光 X線 スペク トル

78722

:Кα,Xp.Iα ,ロ シ,ス で考えられる元業名

図 卜 51 大 坪遺 跡 出土 緒 晶片岩様緑 色岩 製擦 切痕 53(78718)の蛍 光 X線 スペ ク トル 図

「

57 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 59(78724)の 蛍光 X線 スペク トル

78725

附 角1:こ 塩 」妥す

肺
嘲
町 怖 山

騨 rれ
斜
も

露

施 聴 乱 下 【
KC缶
菰 a中

血健

:【 α,Kβ ,Lα ,β シ,ス で考えられる元素名

図卜53 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 55(78720)の蛍光 X線 スペク トル

78724

図卜58 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 60(78725)の 蛍光 X練 スペク トル

78726

大坪遺跡出上結晶片岩様緑色岩製研磨痕 61(78726)の 蛍光 X線 スヘク トル

78727

-512-



78728

78729

78734

図卜61 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製来成品63(78728)の 蛍光 X線 スペクトル 図

「

6? 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 69(78734)の蛍光 X線 スペク トル

7Bフ 35

祥唐:Ha Hg AISI  
κ
xC8a Tll Cr CIMIIFe F!iC‖ そI」 zu   RL SI(bζ :‖

。

図卜68 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 70(78735)の蛍光 X線 スペク トル

78731

図 卜 70

」し部
SaSb sasi3atBCE 4::Na Hg

図 1-71

78736

図 169 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 71(78736)の蛍光 X線 スペク トル

7873フ

図 164 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製未成品66(78731)の 蛍光 X線 スペクトル

βン,―ス'で考え られる元茉名

大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 72(78737)の 蛍光 X線 スペクトル

78738

大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製未成品73(78738)の 蛍光 X線 スペクトル

|::Nd ltt AISi KxCと
aB:itBdCiCIMaFeFと

iC｀

キ‖
ZJ Pb PⅢ
 PL Ri Siれ

そ子学
Ⅲ

:Xα Кp.Lα .β ン
'ス

・で考えられる元葉名

図 1-65 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製擦切痕 6?(78732)の 蛍光 X線 スペク トル

図172 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 74(78739)の蛍光 X線 スペク トル

コ蛉釧
図162 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製未成品64(78729)の 蛍光 X線 スペク トル

図卜66 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製研磨痕 68(78733)の 蛍光 X線 スペク トル
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図卜73 大坪遺跡出土不明岩製管工穴なし75(78740)の 蛍光 X線 スペク

フ8740

脚∬
出
帥

トル         図卜79 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 81(78746)の 蛍光 X線 スペク トル

フBフ 44

図 174 大坪遺跡出土チ ャー ト?原石様 76(78741)の 蛍光 X線 スペク トル

図175 大坪遺跡出上結晶片岩様緑色岩製剥片 77(78742)の蛍光 X線 スペク トル 図卜81 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 83(78748)の 蛍光 X線 スペク トル

78749

１１，１刊出Ｈｎ一］的

Ｉ

Ｉ

Ａ

＝

出

Ｈ

出

一

］

輛

図卜76 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製副片 78(78743)の蛍光 X線 スペク トル

AISi  KxC8a tii CI CIII・ Fe Fと iC‖
(luzu   Rb Sr(b〔 :#j

大 坪 遺 跡 出土 緑 泥 石 片岩 製剥片 79(78744)の 蛍光 X線 スペ ク トル

図卜82 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 84(78749)の 蛍光 X線スペク トル

78750

78754

―

図 卜 78

0シ ,ス で考えられる元素名

大 坪遺 跡 出土 チ ャー ト製剥 片 80(78々 43)の 蛍光 X線 スペ ク トル 図卜84 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 86(78751)の蛍光 X線 スペク トル

刹� 鼎

78742

図183 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 85(78750)の蛍光 X線スペク トル

大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製剥片 82(78747)の 蛍光 X線 スペク トル

78フ 48

78746

7874フ
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図 1-85 大坪遺跡出土蛇紋岩系 ?剥 片 87(78152)の 蛍光 X線スペク トル

crX■ Fe F!iC｀
そI七 2tt   Rb SI(Lζ :‖

Ⅲ

78758

78763

AISi KKC88BIi!Da Cr C「 MnFe Fと iC'4tlι
d Pb Pb P,RL S「

11〔
子↓
j

大坪遺跡出土苔義鵡 ?剥 片 94(?8759)の 蛍光 X線 スペク トル

78760

:Kα ,К β,Lα βン,―スで考えられる元業名

図卜03 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片95(78760)の 蛍光 X線 スペク トル

図卜91 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片93(?8758)の 蛍光 X線 スペク トル

フ8759

耐hJL ‐．刺的̈ＷＷ叫］的

ユ
］的

図卜86 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 88(78753)の 蛍光 X線 スペク トル

78754

図 1-87 大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製剥片 8,(78764)の 蛍光 X線 スペク トル

フ8755

図188 大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製剥片 90(78755)の 蛍光 X線 スペク トル

却
S■ SL s.stB・ LaC℃

(gi Na Mg AISI  KК
Cea Tli Cr crX・ F9Fと

'C｀ 4と uzu   Rう
Sf ib〔

:‖
b

路.れ ,角 ,11,々を与:箋どと紫す

フ8764

図1-94 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 96(78761)の 蛍光 X線スペク トル

78762

図卜95 大坪遺跡出土結晶片岩練緑色岩製剥片 97(78762)の 蛍光 X線 スペクトル図卜89 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 91(18756)の 蛍光 X線 スペク トル

(::｀
a Xg AISi К

KC81 TIi Cr C「
M・ Fe Fと iCH〔

:uzu  RO Sf(b〔 :‖
L

:Kα
`【
β.'α ,pフ ,ス で考えられる元素名

図卜 90 大坪遺 跡 出土蛇紋岩 系 ?剥 片 92(78757)の 蛍光 X線 ス ペ ク トル

圃謂」

図1-92

-515-

図卜96 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 98(78763)の 蛍光 X線スペク トル



Ⅲ宴:N■ Hg AISi  xc! Ti cI CrHnFc N

78770

図1103 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 106(787?0)の 蛍光 X線 スペク トル図卜97 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 99(78764)の蛍光 X線 スペク トル

図卜98 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 100(78765)の蛍光 X線 スペク トル

路 li,lill〕 .て と整 祐ど基 す

CIMH臣
謎Ⅶ
犠
豹
hぉ hn前 れ

群 ‖

図卜99 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 101(78766)の 蛍光 X線スペク トル

ユ
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図卜 100 大坪遺跡出土緒晶片岩様緑色岩製剥片 102(78767)の 蛍光 X線 スペク トル

78771

図卜104 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 106(78771)の 蛍光 X線 スペク トル

フ8フ 72

IКα Xβ .Lα .β ン)ス で考えられる元業名

図 卜 105 大坪 遺跡 出土結晶片岩様 緑色岩 製 剥片 107(78772)の 蛍光 X線 スペ ク トル

78フフ3

図

「

106 大坪遺跡出上結晶片岩様緑色岩製副片 108(78773)の 蛍光 X線 スペク トル

78774

↓:I       К Ca Ba:lBa
!К α,Xp.Lα βン

'ス
で考えられる元素名

園 卜 101 大 坪 遺 跡 出土 チ ャー ト
スペクトル

78フ 75

図卜 108 大坪遺跡出土結晶片岩線緑色岩製剥片 HO(78775)の 蛍光 X線 スペク トル

帥
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…
V   h戸 :       K ta TI    Fc NiC」 21     Rb SI v

?剥 片 103(78768)の 蛍光 X線スペク トル 図卜 107 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 109(78774)の 蛍光 X線

図卜 102 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 104(78769)の 蛍光 X線 スペク トル
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部
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RC8B Tli CI CiXaFe FliC‖子I」 z」    Rt SI、 b〔 :|。

  SiSL

図卜H3 大坪遺跡出土チャー ト?剥片 H5(78780)の 蛍光 X線 スペク トル

787B4

図l H8 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 120(78785)の 蛍光 X線スペク トル

78786

フ8782

78783

4::ド
]Mg AISi  К

xC8a Tfi CI CillnFe Fと
iCド

千1」 zu

図 1-109 大坪遺跡出土チャー ト?剥 片 HI(78776)の 蛍光 X線 スペク トル
図

「

HS 大坪遺跡出土チャー ト?剥 片 H7(78782)の 蛍光 X線 スペクトル

図l H6 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片■8(78783)の 蛍光 X線

揃

図 卜 H4

78フアフ

図卜 110 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 H2(78777)の 蛍光 X線スペクトル

:κ α,Xβ ,Lα βンサだて考えられる元素名

図 卜 111 大坪遺跡 出土 チ ャー ト ?剥片 H3(787?8)の 蛍光 X線 ス ペ ク トル

787フ 9

図トロ9 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 121(?8786)の 蛍光 X線

嗣
曲

ユ
ヅ
脚
謎
］図卜H7 大坪遺跡出土チャー ト?剥 片 HO(78784)の蛍光 X線 スペク トル

78フ 85

仁::Ha XS AlSi 
К
x8a li fCfH.F9F!iC｀ 4:12赳

Pし ,b P'jSIII〔
:lt S・

So s.sj]と aCe

図

「

H2 大坪遺跡出土チャー ト?剥 片 114(787?9)の 蛍光 X線 スペク トル

78780

刹評
伊
嗣

SnSも

'aLBCe l:I Na Hg AISI  KkCea Tli Cr c「

W・ Fe F!iCHIBttzu   Rb S「
常し〔1学
b  Snso s.sb

図 1-120 大坪遺跡出土石灰岩系 ?剥 片 122(78787)の 蛍光 X線 スペク トル

スペクトル

78787

〕∬
∬
制

,シ,ス で考えられる元素名

大坪遺 跡 出土チ ャー ト ?原石 HG(787Sl)の 蛍光 X線 スペ ク トル
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フ8788

:Xα Кβ.Lα ,β ン
'ス

で考えられる元素名

図 ,121 大 坪 遺 跡 出土 結 晶片岩様 緑色岩 製 剥片 123(78788)の 蛍光 X線 スペ ク トル

フ8789

図卜 122 大坪遺 h4・出土結晶片岩様緑色岩製剥片 124(78789)の 蛍光 X線 スペク トル

78790

図Ⅲ 123 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 125(78790)の 蛍光 X線 スペク トル

78794

図卜 127 大坪遺跡出土結贔片岩様緑色岩製剥片 129(78794)の 蛍光 X線 スペク トル

78795

79575

図

「

128 大坪遺跡出土不明岩剥片 130(78795)の 蛍光 X線 スペク トル

:tl Na Mg AISi 

К
К
Cea B:i!,a Cr CrH.Fe F!iC｀

|:廿 E」

ュISPLAsPbRI S「 主!〔
:|' SnSb s,sb

図卜129 大坪遺跡出土長崎産 ヒスイ類似岩原石 (79575)の 蛍光 X線 スペクトル

78791

:::Na Hgハ
Isl xK Ba B:itaa r crIIEFeFど iCド

(,Iz」
Pし ,し ,デ

S「

II`:lo SnSb s.∫
j ttLaCc

図卜124 大坪遺跡出土チャー ト?剥片 120(78791)の蛍光 X線 スペクトル

図卜12S 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製剥片 127(78792)の 蛍光 X線 スペクトル

78793

78690

図卜130 大坪遺跡出土カリガラス丸玉 261(78690)の 蛍光 X線 スペクトル

78691

図 1-131 大坪遺跡出カルシウムーカリガラス丸玉 262(78691)の 蛍光 X線 スペク トル

7869フ

Xtt Кβ,と α,β シリスで考えられる元葉名

図 卜 132 大坪遺 跡 出上鉛 ガ ラス丸 玉 32(78697)の 蛍光 X線 スペ ク トル

:К α Кβ,Lα ,β ン,ス で考え られる元素名

図 1-126 大坪遺跡出土チャー ト?原石 128(78793)の 蛍光 X線 スペク トル
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上加世国産訴出主玉類石4rの ESR信 号
(結轟片岩様緑色玉類石材、た重SO～ 27)

図92 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類
(1)信 号全域掃引

玉材のES黒 全域掃引のスペク トル

鉄イオンにBH係すると思われる幅の広い信,(■ )

IIl i S102に 関係すると思われる信号

Y,X,Wi Z:■ 加世田遺胚出土玉類石材に
特徴的に見られる信号 .

(4)OiVは ,11の 強直比の経信号で
イオンaは不明。

78680

78684

ア8686

78687

と_1_.1_1__1_J

‖.2,ィ ォン :標準試料 (g“ F2031.‐ aC ec‐ 1:gi.1911)

600[mT〕

図3-1 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、
(1)信号全域掃引

玉材の ESR全 域掃引のスペク トル 図33 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、
(1)信 号全域掃引

Cハ

玉材の ESR全 域掃引のスペク トル

78706

78707

COO[mT]
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図34 大坪遺跡出土結晶片岩糠緑色岩製玉類、
(1)信号全域掃引

玉材のESミ 全域掃引のスペクトル 図36 大坪遺跡出上結晶片岩様緑色岩製玉類、
(1)信 号全域掃引

玉材の ESR全 域掃
'1の

スペク トル

787

7

7874

78716

loo        200        300

大坪遺跡出上結晶片岩様緑色岩製玉類、

(1)信号全域掃引

400    500   oo9[mT]

玉材のESR全城掃引のスペクトル I材 の ESR全 域掃引のスペク トル図37 大坪遺跡出土結品片岩様緑魯岩襲玉類、
(1)信号全域掃引

78

7875

-520-
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図38 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、玉材の ESR全 政掃引のスペクトル

(1)信号全域掃引

100 400    500   600[船 T]

玉材のESR全域掃引のスペクトル

200        300

図■1 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、玉材の ESR拡 大掃引のスペク トル
(2)242 CmT～ 4424コ T 掃引

llig?=を 031,‐ 86,G-4:gi‐ 1081)と _1__1_1__■ _l Mn2・ィオン:標準試料

図4-2 大算遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、玉材の ESR拡 大掃引のスペク トル
(2)242もにT～

“

24伍 T 猾引

78672        x

図39 大坪遺跡出上結晶片岩擦緑魯岩製玉類、
(1)信号全域掃引

600[mT]
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図Ⅲa 木坪遠跡出土絡贔片岩誉緑色岩製玉輝、主材のESR拡大掃引のスペクト,レ
(2).242 6mT～ 442.4mT 締引

―― … ………Ⅲサー手■■
‐
∴確イオン1標靴符

菌牛4 大好遺跡世■絡轟片岩様繰色着製玉類、至房OESR拡 大掃うT命スペケトル
(2)242Sコ T～

“

2 4nt 擁,I

図4‐S 大撃遺跡出土整轟片岩様緑魯岩製玉類、三材つ0こ R拡大猾
'Iの

スペタトル

(2〉 212.0皿 T～412 4ET 掃引

曽12●ィォン :標準償41

図1,0 大坪遺跡出土結晶片着擦緑色岩製工頬、玉蒻のESR払大掃,1のスペクトル
(2)24'|lmF～ 442 4mT 掃引

‐
■

，

∝一“

787C12

/8703

Hit・■ォラ :標準賦鵜

-522-
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図■7 大坪遺跡出土絡晶片岩様緑色猪製玉類、玉材のE SIR拡大掃引つスペケトル
(2)'4之 6mtん

“

修4�r掃引

――― ・甲……
ifチ
ー
i‐士■
‐
≒亜
うイオン:學鷲Ⅲ

図4-8 大岸H跡黎土給晶片岩様緑色岩喪玉猿.玉材のESR銭大将引のスペクトル
(2),4ワ 6mT～

“

ヶ4mr締引

―図4-0 ネ算H射出主常品片岩森緑色岩製玉類k玉材のES R拡 大掃
'Iの

ス|ペクトル
(2,242・ OHT～ 41,14mT 第引

ア8739

la g1 2嘘―Ⅲ貯th土呻
|_す→→■・i nⅢィォイ騨試構

図4-10 大W■跡出■結晶片着僚緑4着製工鎮、工材の ES黒 拡大掃OIの スヘクトル
(2,ツ 4?t"「～412.“� 獅引

787

787

7374

787

78721フ

馨れ古
VPAみゴ
＼こヽヽく＼ミトデ

||ヤ
ト瀞4/⌒F⌒f″二

MnⅢイオン:枢撃試料
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図413 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、玉材の ESR拡 大掃引のスペク トル
(2)242 6ml～

“

2 4mT 掃引図牛11 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、工材のESR拡大掃引のスペクトル
(2)242 6mT～ 442 1mT 掃引

時 7o34軸
“

‐ ■巾 嘲

1孝 → → ■ t鮮
イ オカ 騨 試料

図Ⅲ12 大郎遺跡出土結晶片岩様緑色岩製玉類、工材のESR拡大締引のスペクトル
(2)242 GHT～ ■2 4LT 掃引

(3)3218口 T～ 342 8ml 掃引

(1)信 号全域掃引

~と

古
~:革 ~ご
れ

図 6  大坪遺跡出

78772

H12,ィ ォン :椒準試料
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表 1-1 上加世 田、的場遺跡出土結晶片岩様緑色岩製遺物 による遺物群 の元 素比の平均値 と標準偏差値

遺物群名 析
数
分
個

荒     素   比
Mg/Si  A1/Si   K/Si  Ca/K   T1/K

上加 世 田第 1群

上加 世 田第 2群

上加 世 田第 3群

上加世 田第 4群

的 場 遺 物 群

25
19

59
34
45

0,359± 0.704 0。 373± 0.06218.521± 1,779
0,395± 0.346 0.357± 0.06418.508± 2.093
0.716± 0.375 0,260± 0,04517.898± 1.578
0.662± 0.882 0.308± 0.294 18.054± 1.992
0.095± 0.023 0.339± 0.01520.676± 0.540

0.287± 0.208 0.625± 0.202
0.354」LO.312  0.442=LO.128
0.221± 0.136 0.422± 0.158
0.228± 0,169  0.411± 0.252
0.059± 0.021 0。 237± 0.090

遺物群 名 析
数
分
個

元     素   比
K/Fe  Ti/Fe  Cr/Fe  Mn/Fe  Fe/Zr

上加世田第 1群

上加世田第 2群

上加世田第 3群
上加世田第 4群

的 場 遺 物 群

25

19
59
34
45

1

1

0

0

1

649± 0,886 0.913± 0.510
097± 0.599 0.452± 0.294
820± 0.585 0.302± 0.213
899± 0.590  0,314± 0.265
966± 0.093 0.454± 0.154

555 0.033と 0.020 0.787± 0.536
369 0.020± 0,012 2.842± 3.064
244  0.015± 0,009  3.144± 2.437
245 0.014± 0.009 6.272± 13.60
047 0.010± 0.007 4.318± 1,387

0,910± 0
0.374± 0
0.318± 0
0.324± 0
0.324± 0

遺物群 名 析
数
分
個 Rb/Zr

死

Sr/Zr
素 ,ヒ

Y/Zr Ba/Zr

上加 世 田第 1群

上加 世 田第 2群

上加 世 田第 3群

上加 世 田第 4群

的 場 遺 物 群

25
19

59
34
45

634± 0
157± 3
181± 0
174± 2
079± 2

0.273± 0,104
0.717± 0.653
0.984± 0.439
1.886± 5986
2.977± 0.995

157 0.033± 0.028
513 0.049± 0.061
162 0.097± 0.082
862 0.255± 0.591
772 0。 118± 0。 H7

63.338± 25,035
161.605± 211.I
57.082± 22.78
121.500± 156.3
304.053± 224.9

0

3

0

1

8

平均 値 士標準偏差値
但 し :的 場遺跡小玉は上加世 田第 2群 に 45回 分析 中 1回 のみ 0.2%で 一致

表 1-2 川平 I遺 跡出土結晶片岩様緑色岩製遺物 による遺物群の元 素比の平均値 と標準偏差値

遺物群名 析
数
分
個

死     素   比
A1/Si   K/Si  Ca/K   Ti/K K/Fe

群
群
物
物
遺
遺
Ｙ・
‐４
平
坪
川
大

0.232± 0,03510.129± 1,777 0.158± 0.031
0.332± 0.01519.767± 0.718 0.055± 0.030

0.094± 0.037 0.314± 0,199
0.101± 0.013 0.485± 0.132

遺物群 名 析
数
分

個
元     素   比

Ti/Fe  Cr/Fe  Mn/Fe  Rb/Fe  Sr/Rb

群
群
物
物
遺
遺

平
坪
川
大

86
47
0.022と 0.007  0.091± 0.032
0.041± 0.009  0,016± 0,009

0.014± 0.002 1,010± 0.642 0.275± 0.016
0,005± 0,001 0.212± 0,071 3.251± 0.797

遺物群 名 析
数
分
個

素
ｂＲ／

一死
Ｙ

,ヒ

Ba/Sr

群
群
物
物
遺
遺

平
坪
川
大

36
47
0.032± 0.01428.803± 4。 726
0.049± 0.03864.876± 11.80

平均 値 ±標準偏差値
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表 2-1 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色玉類、剥片などの元素比組成・遺物重量・かさ比重
析
号

分
番

元   素   比
Ti/Fe  Sr/Rb   Y/Rb  lヽg/Si  Cr/Fe  Ba/Zr  Ba/sr 韓易

かさ,ヒ重

78689
78690
78691
78692
78698
78694
78695
78696
78697
78698
78699
78700
78701
78702
78703
78704
78705
78706
78707
78708
78709
78710
78711
78712
78713
78714
78715
78716
78717
78718
78719
78720
78721
78722
78723
78724
78725
78726
78727
78728
78729
78730
78731
78732
78733

0,344  0,577
0.229 1.612
0,423  1,685
0.239  0.881
0.S87  0.591
0,002  0。 953
0,163  0.582
0.116  0.970
0.254  0.123
0.442  0,270
0,198  2.062
0,783  0,340
0.S97  1.950
0.043  3.171
0.187  0,762
0.692 3.879
0.199  0。 142
0.403  1.260
0.485  0.965
0,455  0.142
1.207  4.991
0,053  0.323
0,347  1.860
0。 189  6.313
0.891  4.366
0.046  0,085
0.036  2.056
0.706  1,185
0.058  0.341
0.044  0.732
0.001  1.961
0.210  0.069
0.006  0.454
0,155  1.902
0,927  3.242
0.227 0.150
0,069  0.513
0.292  1,130
0.055  0.040
0.003  1.527
0,099  8,725
0.986  4,903
0.024  0.570
0.001  1.588
0.103  0,469
0.150 0。 929
0.185  0.143
0.516  0。 734
0,191  2.857
0。 207  0.243
0.443  3,6S4
0.467  4.100
0,575 0,251
0.081  0,627
0.396  0.333
0.115  2.159
0.594  5,817
1.088  5,781
0,119  8,588
0.183  0.318
0.140  1.697
0.648  4.680
0.165  1,099
0.173  0.256
0,061  0.085
0.005  0.625
0.029 0.420
0,884  8.460
0.095  0.600

0,085 0.291
0。 147  0.439
0。 118  0。 164
0.269  0.603
0,098  0.271
1.246  S.011
0.160  1.020
0。 142  0.273
0,072  0.520
0,102  0。 396
0.159 0.266
0.019  0.246
0.1‖  0.142
0.016  0.309
0.079  1.016
0,110 0.193
0.064  0.489
0.203  0.208
0.074  0。 259
0.073  0.389
0.319 0.187
0,029  0,761
0。 115 0,124
0。 129  0.788
0.105 0,664
0.305  0.000
0.280  0.000
0,014  0。 200
0.197 0.917
0.020  0.619
0.619  7.800
0.072  0.666
0.000  0.000
0.063 0.165
0,160  0.181
0,074  0.596
0.040  0.159
0.220 0.513
0.044  0.538
0.195  0,009
0.206  0.569
0.142 0.116
0,071  0.175
0.594  3.156
0.112  0.830
0.018 0,291
0.096  0.607
0.l11  0.187
0.028  0,924
0,076  0,430
0.115  0.382
0.022 0,153
0,061  0,368
0.201  4,972
0.097  0.462
0。 168  0.848
0.071  0.353
0.095  0。 140
0.187  0.888
0,018 0,611
0.165  1.210
0.158 0.316
0.000  0,398
0,075  0.671
0.000  0.665
0.865  5.446
0,046  0.195
0,090  0.094
0.005  0.154

0.464 105.305 216.654
0.231  53.871 110,998
0.503  44.26S 108,794
0.258  68,738 270.208
1.103  69,402 194.934
0.004  33.500 999。 999
0。 156  86.478 199.221
0.396  94.670 209.219
0.354  39.858 86S.674
0.420  52.759 242.848
0.201  88.825  93.813
1.031  51.452 461.949
0.505 14S.345 170.651
0,009 721,736  67,711
0.162  63.666 155。 847
0,186 141.175 109,043
0.412  52.531 511。 971
0。 770 184.823 194.548
0,191  75,779 i41.248
0.626  76.003 323.024
1,039  81。 126  90.229
0,086  86.337 164.194
0,185 127.803 148.138
0.186  44.317   5。 904
0。 409  56.114  83.911
0.001   1.119  61,431
0.000   0.859   2.487
0.324 119,539 181,514
0.084  88.870 174,208
0,156 211.802  24.497
0,000 999。 999   0.551
0,117  54.044 999,999
0.000   0.000   0.000
0,152 341.301  83.983
0.856 159.634  84。 687
0.214  43.641 222,070
0,078 262,767 341.044
0.271 100.278 149.533
0.303 367.105 999。 999
0.000   2.972   3.288
0,074  99,419  42.578
1.322 129,671 72.823
0.200 101.712  12.963
0.003 999,999  10.386
0.061 160,107 210.509
0.321 105.023 115.206
0.197  45.108 333.309
0,409  6S.592 291.420
0.144  43.081  58,996
0.312 147.657 640.628
0,269 114.979 112.426
0.326 114.404  64,674
0。 554  64.341 345.043
0.039  83.849 102.875
0.347  69.508 381.145
0.102  88.225  98,433
0.502  92.386  66。 724
1。 604  90.632  68.021
0.139  88.980  62.449
0。 201  77.249 281.807
0,137  57.636  65.423
0.556  71.695  55,889
0.156  83.157 103.334
0.186  42.859 302.742
0,029 93S.929 254.573
0.069   2.131  19.858
0.″ 14  70,097  19。 530
0,403 133.287 118.287
0.320 256.490  27.943

0.31116
0.22998
0.44243
1.00747
0,09235
0,20746
0.22680
0.43430
0,18337
0,13890
0.37707
0,21025
2.09482
1.18974
1.12475
0.57970
0。 28219
0,90011
0.20087
0。 72823
1.33136
0,39076
0.40192
0.06635
0.09195
0。 22898

1.61938
1.06910
0.12598
3.23913
0,10068
0,05830
1,13065
0.14608
0,14759
0.08631
0,02690
0,02867
4.71277
0.64807
0.34877
0,05331
3.48479
0.40134
0.03774
0.23331
0.60876
0.87102
3.25316
0.49216
0.43514
0,78644
0.38151
0.32838
0,19489
0,31449
0,34903
0,28292
0.25013
0.12534
0.10408
0.04770
0,03932
0.10534
0.87580
0.08865
0.48735
0.03301

2.842
2.803
2.831
2.797
2.771
2.697
2.813
2.848
2.806
2.757
2.874
2.821
2.827
2.838
2.799
2.803
2.818
2.854
2,799
2.802
2.923
2.813
2.866
2.885
2.788
2.349

2.790
2.838
2.555
2.7H
2.720
3.313
2.750
2.426
2.833
2.883
2.826
2.419
2.584
2.742
2.853
2.987
2.752
2.841
2.660
2,754
2,783
2.790
2.821
2.813
2.814
2.792
2,787
2.801
2.779
2.853
2,809
2.794
2,794
2.755
2,826
″.598
2,757
2.829

2,659

2.634
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表 2-2 大坪遺跡出土結晶片岩様緑色玉類、剥片などの元素比組成・遺物重量 。かさ比重
析
号

分
番

元   素   比
Ti/Fe  Sr/Rb   Y/Rb  卜Ig/Si  Cr/Fo  Ba/Zr  Ba/Sr 鱒易

かさ比重

78778
78779
78780
78781
78782
78783
78784
78785
78786
78787
7S788
78789
78790
78791
78792
78793
78794
78795

0,453 13.698
0.228  1.203
0,604  3.859
0,829  4.660
0,772  3.581
1.500 16.967
0.074  7.301
0.011  2.582
0,426  9,860
0.564  2.638
0,025 39,459
0.014  2.800
0.556  0,787
0.103  3.778
0.202  0,954
0.189  0,241
0,148  0.206
0.222  0.284
0.009 49.933
1,103  1.209
0.096  5.387
0。 118 0.053
0.245  3.629
0.629  4.053
0,188  1.537
0.011  7.149
0,095  0.000
0.070  0.056
0.198 12.635
0.273  0。 286
0,397  0.516
0,169  0.036
0.288  0.307
0.310  1.198
0.012  2.884
0.551 20,S12
0.848  2.472
0。 112  0,059
0.198  0.095
0.484  1.764
0.010 0,137
0.251  4.088
0,024  3.808
0.086  3.067
0,017 2.314
0.018  2.678
0.007  2.960
0.010  1.846
0.016 2.857
1,017  7.030
0,006  2.074
0.547  0.210
0.085  5,999
0.009 61.289
0.443  4.149
0.627  0.443
0.527 0.625
0.014 3.067
0.254  0,159
0.011 5,651
0.212 2,132
0,011  1,728

0.000  0。 110
0,081  0.506
0.138  0.339
0,082  0.147
0,023  0.096
0.186 0。 129
7.004  0.021
0.132  0.003
0,000  0.091
0,012 0.157
12.476  0.632
0。 123  0,008
0.I16 0.271
0.072  0.283
0。 127  0.383
0.079 0.529
0.086  0,497
0.006  0.403
1.687  0,113
0。 130  0.152
0.109  1.051
0,068  0.805
0,070  0.555
0.094  0,146
0。 126  0。 3SI
O.2S1  0.001
0.088  0,735
0,056  0,789
0,177  0,388
0.059  0,397
0.059 0,317
0,022  0,681
0.061  0,310
0.110  0.163
0.059 0,012
0.217 0.228
0.054  0.186
0,054  0。 S92
0.065 0.618
0,072  0.160
0.037  0.332
0.096  0,189
0.072  0.005
0,077 1.714
0.235  0.006
0.181  0,007
0,027  0.003
0,124 0.013
0,119 0.023
0.090  0,090
0,111 0.014
0,098  0.404
0.025 2.018
0.000  0,277
0.126  0.478
0.166 0.417
0.060  0.283
0,129 0,012
0.047  0.560
0.177  0.004
0.056  0.303
1.209  0,000

0.187 125.776  49.506
0.072  55,740 161.733
0.490 100。 325 101.322
0,378  84,533  52.543
0.656  75.566  96,373
0.791 109,657  43.370
0,000   0,271   4.441
0.001  26.071  11,377
0.175 162,814  44.619
0.595  66.844  75.541
0.001   0.297   0,441
0,001  33.002   7,709
0,421  53.709 141.441
0.066 251,326  80。 720
0,365 124.987 160,130
0.296  91.681 578.565
0.430 104.721 557.709
0.354 101.664 457.330
0.000   6.217   0.839
0.855  53.798 154。 867
0,108  42.728  24.061
0.126  40.612 999.999
0.218  92.626  76.144
0.162 102,712  81.832
0.157 110,1lS 170。 162
0.001  18.455   4.302
0.149  59.772 759.298
0.077  66.872 752.271
0.041 194.598  55.491
0.505  97.243 288.575
0,633  651794 311.341
0.131  32.537 377.944
0,452  94.598 332.883
0.383  49。 624 141,967
0.000  14.S36   6.l18
0.270  32.022  16.795
0.300  85.310 101.330
0.118  79.574 419。 185
0.169  43.251 999.999
0.473  49,782 103.233
0.066 999.999  59.655
0.20S 123.024  66.015
0.001  19.295   9,160
0,050  85.511  89,36S
O.000  63.356  13.003
0.000  30.282   9,398
0.001  32.397  15,076
0.000  10.389   6.615
0,001   7.254   8,173
0.564  78,991  55,OSl
O.001  19。 432  10.970
0.518  69.720 750.451
0.069 152.786  59。 380
0.002   1.309   0.072
0.267  90.146  80,875
0,899  63.886 188.304
0.592 105.416 321.065
0.000  13.206   5,914
0.339  38.255 133.872
0.001  16.060   8.274
0.264  83.843 105,961
0.001   0.000   0.000

JG-1 0.079 0.000 0.000 0,001  7.002

JG-1:標準試料―Ando,A.,Kurasawa,H。 ,Oh‖ ori,T.&Takeda,E.1974 compilation
oF data on the G」 S geocherlical reFerence samples JG-l granodiorite
and JB一 I basatt.θ θθε力θr7'θ r9′ デθyrPr9′ , Vol.8 175-192 (1974)
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表 2-1  大坪遺跡出土結晶片岩様緑色玉類、設1片などの元素比組成

析
号

分
番 A1/Si   K/Si  Ca/

,ヒ

Rb/Fe  Fe/Zr  Rb/ZrＦ
／

／

素
ＫＫ／

一
死

ＴＫ Sr/Zr    Y/Zr  Mn/Fe

78665
78666
78667
78668
78669
78670
78671
78672
78673
78674
78675
78676
78677
78678
78679
78680
78681
78682
78688
78684
78686
78686
78687
78688
78689
78690
78691
78692
78693
78694
78695
78696
78697
78698
78699
78700
78701
78702
78703
78704
78705
7S706
78707
78708
78709
78710
78711
78712
78713
78714
78715
78716
78717
78718
78719
78720
78721
78722
78723
78724
78725
78726
78727
78728
78729
78730

0.308 19,422
0。 316 19,038
0.328 20.080
0,304 18.239
0.281 19.855
0。 175  0.077
0.265 17.975
0.321 20.374
0.246 18,671
0.267 1S.333
0,299 18.S58
0.319 19.870
0.341 20.203
0。 339 19.518
0.296 18.413
0,350 19.847
0.240 18.549
0。 328 19。 998
0.323 19.085
0。 276 19.217
0。 536 17.382
0。 216 17.580
0.342 20.199
0。 166 18.262
0.318 18.081
0.021  8.539
0.001  1.201
0.32220.526
0,221 16.391
0.222 11.812
0,194  0.064
0。 247 18.031
0,000  4.822
0,331 19.900
0,377 20。 603
0.249 19。 231

0.216 17.565
0.296 19.648
0.127 15.235
0.007  0.106
0.324 17.277
0.347 18.075
0,144 10.412
0.002  0.027
0.251 17.227
0.334 18.601
0.250 18.567
0。 349 21.630
0.285 18.063
0.265 19,882
0.329 18.497
0,353 20.859
0.288 19.814
0,224  8,787
0.273 18.817
0.305 18.373
0.377 19.174
0,324 20.976
0.326 18.313
0.266 18,407
0.283 19,619
0.347 19.407
0.276 20.286
0.230 18.450
0.253 17.885
0.015  0.329

0。 101 0,329 1.018
0.058  0.548  0.391
0.120  0.636  0.640
0.237  0.534  0.438
0,006  0。 409  2,176
3.829 14,047  0.000
0.335  0.681  0.232
0.048  0.183  0,614
0.115  0.389  0.614
0。 148  0.870  1.124
0.219  0.444  0.442
0,015  0.414  1.888
0.095  0.403  2.156
0.062  0.111  0.434
0.096  0.608  0.286
0.026  0.668  0,963
0.054  0.366  0.522
0.171  0.310  1.304
0,053 0.419 0.961
0,078  0。 416  1.018
0,275  0.871  1.310
0.076  0。 264  0.192
0.016 0.596 0。 522
0.276  0,628  0.278
0,063  1.286  0.655
0.100  0.050  1.028
1.984  0.514  0.084
0,025  0.427  1.576
0,170  0.309  0.186
0,082  0。 269  0.174
2.894  2.378  0.000
0.030  0,463  0.437
0.328  0.005  0.888
0.044  0,177  0.820
0.059  0.598  1.517
0.096  0.418  0.535
0,125  0.077  0。 925
0.059  0.548  0.534
0.000  0.092  0,677
0.341  0.183  0.012
0.353  0.241  0.372
0.196  0,411  2.240
0.009  0.047  0.530
3.572  1.529  0.000
0,355  0.343  0.307
0.006  0.134  1.I18
0.010  0.358  0.472
0,017  0.688  0。 719
0.136  0。 754  0。 227
0.020  0.267  0。 726
0。 210  0.586  0.721
0,010  0.529  0。 894
0.008  0.417  1.365
0.210  1.151  0.026
0.061  0,515  0,745
0.043  0,453  0.231
0.045  0。 814  0。 701

0,051  0.616  1.725
0.033  0,613  0.188
0.059  0.308  0.565
0.051  0.346  0.397
0.012  0.607  0.985
0.025  0.303  0.502
0.076  0。 326  0,463
0.005  0.109  0.580
3.521  1.772  0.003

0,579 1.729 1,001
0.140   2.728  0.382
0.273   1.045  0.285
0,218   2.153  0.458
1.239   0,715  0,887
0,001 547.474  0.560
0.148   2.945  0.437
0。 283   1.481  0,420
0.469   1,758  0.824
0.670   0。 977  0.654
0,200   2.608  0.521
0.974   0.606  0.591
0。 926   0.601  0,556
0。 212  59.028 12.548
0。 174   2.923  0.509
0.327   1.332  0,436
0.405   2,299  0.931
0.655   1.357  0.889
0.506   1.090  0.552
0,732   1.049  0,768
0,438   0,468  0.205
0.160   9.790  1.569
0.180   3.004  0.541
0.142   5.373  0,763
0.228   0.748  0,171
1.554   0.588  0,914
0.239   0,797  0.191
0,768  0.810 0.622
0.141  8.687 1.226
0.468  29。 487 13.812
0,001 999.999  1.724
0.366   3.946  1.078
0,986   2.047  2,018
0.398   4.558  1.815
0.618   0,734  0,454
0。 408   1.938  0,791
0,491   4.271  2.098
0,217  1.928 0.419
0,527   7.163  3.774
0.027  19.633  0.534
0,178   4,680  0,834
0.735   0.610  0.449
1.276  27.190 34.683
0,002 587.084  1.232
0.238   5.177  1.232
0.482   2.848  1.874
0.325   '.013  0,654
0,362   1.160  0,420
0,093   3.022  0.281
0.479   2.777  1,330
0.276   1.300  0.359
0.330   1.880  0,456
0,870   0.803  0,699
0.086  19.661  0,717
0,495   1.399  0.693
0.084   4.225  0.354
0.241   1.017  0.245
0.631   0,868  0.232
0.066   5,967  0.395
0.327   :.714  0.888
0.157   2,939  0.463
0.814   0.890  0.280
0。 302   3.039  0,918
0.322   2.390  0.769
0.433  16.061  6,955
0.003 187.325  0.382

0.578  0.085  0,019
0.616 0。 056 0.012
0.481  0.034  0,012
0,403  0.123  0,014
0.524  0,087  0,030
0.534  0.699  0,016
0.254  0,070  0,014
0.407  0,059  0,010
0.101 0,059 0.010
0,176 0,067 0.017
1.075  0.088  0.007
0,201  0.011  0.042
1.084  0.062  0,024
89.773  0,206  0,005
0.388  0,040  0,013
1.690  0.048  0,017
0.133  0.059  0.009
1.121  0.180  0.031
0.532  0.041  0.008
0.109  0.056  0,017
1.023  0,065  0,007
0.506  0.045  0.005
1.006  0.062  0.046
4.816  0.098  0.010
0,745  0,018  0.021
0.077  0,279  0,021
0.392  0.053  0,055
0,737  0.009  0.012
0,418  0.242  0,010
10.111 0。 276 0.015
3.380  1.067  0,021
0.075  0.077  0.008
0。 916  0.000  0.047
3.452  0.114  0,009
1。 471  0,072  0.023
0,118  0.058  0.010
1.076  0,088  0.011
0.473  0.092  0.018
0.150  0,167  0.005
0.815  0。 104  0,019
3.106  0.172  0,007
2.200  0.064  0.028
19,758  2.477  0.014
1.957  0,732  0,008
0.578 0.137 0.012
1.276  0.018  0.009
0.094  0,063  0.008
0.308  0.047  0.016
0,803  0。 008  0.015
0.323  0。 101  0,025
1.321  0,041  0.020
1,870  0,010  0.020
0,175  0.043  0.014
0.449  0,144  0,008
0,231  0.067  0.008
0.765  0.059  0.012
1.424 0.017 0.021
1,342  0.022  0,034
1.419 0,054 0.013
0.283  0.016  0,005
0,785  0,076  0.015
1,310  0.044  0.022
1,008  0.000  0,012
0。 197  0.058  0.006
0.594  0.000  0.004
0.239  0。 330  0.027
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表 2-2  大坪遺跡出土結晶片岩様緑色玉類、剥片などの元素比組成

析
号

分
番 Ｆ／

／

素
ＫＫ／

一九
ＴＫA1/Si   K/Si  Ca/

歩ヒ
Rb/Fe  Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Z「   Mn/Fe

78764
78765
78766
78767
78768
78769
78770
78771
78772
78773
78774
78775
78776
78777
78778
78779
78780
78781
78782
78783
78784
78785
78786
78787
78788
78789
78790
78791
78792
78798
78794
78795

|

0.972  27.331 26.553  11.149
0.410   0.816  0.334   1.157
1.776  25.175 44.700  26.886
0,305   0,708  0.216   2.956
0.269   2.147  0,579   0,696
0。 231   1.200  0.278   1.071
0,746   0.518  0.386   1.801
0,490   0.550  0.270   0,952
0.450   0。 442  0,199   8.374
0.047   0.186  0.009   0.063
0.252   4.752  1.195   3.087
0.499   1.157  0.577   5.685
0,357   0。 949  0.339   0,895
0,001  23.366  0.019   0。 767
0,152   7.222  1.095   2.519
0,504   1.160  0.584   0,460
0。 209   5.512  1.152   4.354
0.461   2.231  1,029   0,981
0,405   1.889  0.765   0.185
0.469   2.030  0.953   0,196
0。 457   2.222  1.015   0.288
0,004  22.082  0.078   3.885
0.589   0.513  0.302   0,865
0.078   4.404  0.345   1.858
0.258   6.398  1.648   0.088
0.141   2.266  0,320   1,160
0,439   0,938  0.412   1.668
0.245   2.251  0。 552   0.849
0.204   4.344  0.885   6.324
0.495   4.199  2.078   0.000
0.338   6.098  2.059   0.115
0。 170   1.945  0.380   4.172
0.506   1.914  0。 969   0,277
0.506   0。 921  0.467   0,241
0.353   3.718  1.314   0.047
0.487   2.148  1,046   0.321
0.255   1.452  0.370   0。 444
0.053  14.792  0,785   2.264
0.110   0。 986  0,103   2.145
0.612   0.604  0.370   0,914
0,192   7.195  1,381   0.082
0.555   2.270  1.259   0.120
0.289   0。 974  0.281   0,496
0。 244 140.514 34.307   4.699
0.196   2.419  0.473   1.935
0.195   5.655  1.103   4.202
0.047   S.344  0.392   1.202
0.174   5.198  0,904   2.091
0。 119   6.845  0.813   2.179
0,119   6。 721  0.798   2.361
0.078  13.352  1.044   1.927
0.146  5。 665 0。 825  2.356
0.849   0.292  0.248   1。 744
0.141   6.186  0,866   1.796
0.689   1,008  0.695   0.146
0.065  10.859  0。 703   4.219
0.029 144.369  4.165 255.256
0.164   1.682  0.276   1.145
0,710   0,784  0.557   0.247
0.621   0,934  0.580   0.362
0,087   8.332  0.728   2.232
0.615  2.311 1.420  0.225
0.074   6.210  0.462   2.609
0.2S2   1.642  0。 462   0。 986
0.012  27.603  0.325   0.561

0,366 20.509   0,018  0,409  0.606
0.278 18.081   0,033  0.288  0,909
0.264 18.369   0.011  0.342  1,057
0。 222 16.861   0.019  0。 392  0,409
0.287 20.117   0.008  0.335  0.856
0,320 19,182   0.014  0.501  0,568
0.008  0.175   0.119  1.002  0.012
0.487 20,719   0.051  1.168  0.411
0,362 21.072   0.030  0.596  1.326
0.232 17.603   0.021  0.468  0.234
0.212 19.578   0.017  0.317  0.568
0.340 20.331   0.017  0.634  0,722
0.105  4.483   0.026  0.109  0,103
0.354 19,604   0.008  0.394  0,650
0,005  0.044   0.408  1.061  0.026
0,289 16.175   0.119  0,887  0.098
0,005  0.049   0.590  0.611  0,021
0,005  0.150   0.166  0.491  0.039
0,007  0.084   0.269  0,383  0.019
0.012  0.264   0.162  0.539  0.019
0.004  0.121   0。 122  0.487  0,038
0.353 20.826   0.116  0.339  3.065
0.009  0.318   0.147  0.197  0.035
0.260 18.680   0,057  0.508  1.082
0.325 17.295   0.013  0.379  0.208
0.153  0。 325 190.808  8.469  0.001
0.868 19,490   0.023  1.024  0.397
0.314 21,082   0,014  0,495  1.801
0.318 19。 958   0.013  0。 380  1,300
0.009  0.202   0.206  0.655  0.021
0.186 18.058   0,025  0.281  0.870
0,008  0.089   0,507  0,754  0,015
0,306 19.829   0,021  0.226  0,884
0.010  0.138 179,559  8.180  0.001

1.222 0.012
0.030  0,029
0.231 0,011
0.000  0.019
0,047  0,007
0.038  0.012
0.032  0,045
0,006  0.021
0.037  0.039
0,061  0.000
0。 157 0.019
0.000  0.02?
0.004  0.011
0.248  0.018
0.135  0.011
0,068 0.017
0,083  0.010
0.131 0.015
0.060  0.008
0.082  0,015
0.007  0,012
0。 131 0.018
0.039  0.033
0.038  0.010
0.112  0.005
0,022 0.017
0.039  0.024
0,070  0.012
0。 249  0.027
0.182  0.007
0.116  0,008
0.059  0.022
0.057  0,008
0.027  0,007
0.029  0,004
0.064 0.026
0,041  0.009
0.046  0.004
0.022  0.064
0.020  0,020
0。 075  0.010
0.082  0.016
0.020 0.015
1.273  0.012
0.046  0.015
0.080  0.019
0.030  0.009
0.213 0.014
0.147  0.013
0.022  0,032
0.130  0.009
0.098 0.010
0,022  0.041
0.096  0.016
0,068  0.035
0.018 0.011
0.000  0,011
0.035  0.013
0.092  0。 023
0.035  0.015
0.094  0.008
0.067  0.007
0.082  0.008
0.026 0.015
0,392  0,009

JG― I 0.067  3.392 0,774 0,237 0.I11 0.263 8,795 0,998 1.345 0.281  0.024 0.024
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表 3 大坪遺跡出上結晶片岩様緑色岩の工類、玉材の上加世田詰群への同定結果
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表 3 大坪遺跡出上結晶片岩様緑色岩の玉類、三材の上加世田諸群への同定結果

YES/NO:ESR信 号でA～E信号で結晶片岩様緑色岩か否かの判定
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大坪遺跡における自然科学分析 (平成 11年度 )

I 見入来遺跡における放射性炭素年代測定
1.試 料 と方法

株式会社 古環境研究所

試料名  地点・層準 種 類 前処理・調整 測 定法

配 l  C-3区 SX8,砂 層
N02 B-6区 ,Ⅱ b層

獣骨 (歯 ) コラーゲン抽出 ,

獣骨 (歯 ) コラーゲン抽出 ,

加速器質量分析 (AMS)法

加速器質量分析 (AMS)法

石 墨調整

石 墨調整

2 測定結果

試料名
14c年
代   δ13c  補正 14c年代 暦年代 (西 暦 )

(4〒 BP)   (%o) (寄三BP)

測 定 No

(Beta― )

１

　

２

陥

　

配

※コラーゲン抽出できず (測定不能 )

※コラーゲン抽出できず (測定不能 )

139536

139537

1)14c年代測定値
試料の
14c/12c比 から,単純に現在 (1950年AD)

から何年前かを計算した値。
14cの
半減期 は,国 際

的慣例によりLibbyの5,568年 を用いた。

2)δ 12c沢J定値
試料 の測定

14c/12c比 を補正するための炭素安

定同位体比 (13c/12c)。 この値は標 準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%o)で 表す。

3)補 正 14c年代値
δ13c測定値から試料の炭素の同位林分別を知

り,14c/12cの測定値 に補正値を加 えた上で算出し

た年代。

4)暦 年代
過去の宇宙線強度の変動による大気 中

14c濃
度

の変動を較正することにより算 出した年代 (西暦 )。

較正には,年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測

定値 ,およびサンゴのU―Th年代と14c年代の比較

Ⅱ.大坪遺跡 。見入来遺跡の埋設土器におけるリン・

1.は じめに
大坪遺跡・見入来遺跡の発掘調査では,縄文時代後

期終末～晩期とされる埋設土器 (上力日世田式土器り、佐

式土器・黒川式土器)が多数検出された。ここでは,埋設

土器内部の上壌についてリン・カルシウム分析を行い ,

人骨などの生物遺体の有無について検討を試みた。

2.試料
分析試料は,埋設土器17(S」 3)。 12(SJ 4)・

13(SJ 5) ・ 8 (S」 6) 。18(SJ 7) 。 6 (SJ 8) ・

16 (SJ 9) ・26(S」 10) ・32(SJll) 。15(SJ12) ・

30(見 S」 84)の 内部 (底部)か ら採取された12点 ,

および比較試料 として埋設土器外部から採取され

た11点 の計23点 である。試料の詳細を図 1に示す。

により作成された較正 曲線を使用した。最新のデー

タベース(''INTCAL98 Radiocarbon Age Calibra―

tion''Stu� er et al,1998,Radiocarbon 40(3))イ こよ

り,約 19,000年 BPまでの換算が可能となっている。

暦年代の交点とは,補正 14c年代値と暦年代較
シグマ

正 曲線 との交 点 の暦 年 代 値 を意 味す る。lσ

(68%確 率 )。 2σ (95%確 率 )は ,補正 14c年 代値
の偏差の幅を較正 曲線 に投影 した暦年代の幅を

示す。したがつて,複数の交点が表記される場合や ,

複数の lσ 。2σ 値が表記される場合もある。

身コhゃ為 豚 ,θと,ガ フ

'フ

フあぢ力V「CALフ∂天ち訪οa留・bοヵ

刀評  Ca/7br2か ゴο″フ RaごゴOθ2rbο P7, Vθ′ρ ′θZ7-′θJヲ .

勺晩ゆγ 7フフフジ萩祭腔炭素彦.をす宇のたわの牢倉

雄 字ス /77 才今き彦れρノ～%.

カルシウム分析

3.分析方法
エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日 本電

子酬製 ,JSX3201)を用いて,元素の同定およびファン

ダメンタルバラメータ法 (FP法 )による定量分析を行つ

た。試料の処理法は次のとおりである。

1)試料を絶乾 (105℃ 。24時間)
2)メ ノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕
3)試料を塩化 ビニール製 リング枠に入れ,圧力
15t/面 でプレス して錠剤試料を作成

4)測定時間300秒 ,照射径 2011ull,電 圧30keV,試
料室内真空の条件で測定

X線発生部の管球はロジウム (Rh)タ ーゲント,ベリリ

ウム(Be)窓 ,X線検出器はЫ(Li)半導体検出器であ
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る。

4 分析結果
各元素の定量分析結果 (wt%)を表 1に示 し,
リン酸 (P205)と カルシウム (CaO)の含量を図 1

に示す。

5,考察
土壌中に含まれるリン酸やカルシウムの起源とし

ては,土壌の母材 ,動物遺体,植物遺体などがあり,

未耕地の上壌 中におけるリン酸含量は通常 0.1～

0.5%程度,耕地土壌でリン酸肥料が投入された場合

は1.0%程度である。農耕地では施肥による影響が大

きく, 目的とする試料の分析結果のみから遺物内に

おける生物遺体の存在を確認するのは困難である。

このため,比較試料 (遺物外の試料)と の対比を行

う必要がある。なお, リンは土壌中の鉄やアル ミニ

ウムと強く結合 して水に難溶性の化合物となるため ,

水の作用により流出することは考えにくい (竹追 ,

1993)。

Ⅲ.見入来遺跡における植物珪酸体分析

1.は じめに
植物珪酸体は,植物の細胞 内にガラスの主成分

である珪酸 (Si0 2)が 蓄積したものであり,植物が枯

れたあとも微化石 (プラント・オパール )となって土壌

中に半永久的に残つている。植物珪酸体分析は ,

この微化石を遺跡土壌などから検 出する分析であ

り,イネを初 めとするイネ科栽培植物の同定および

古食性・古環境の推定などに応用されている(杉 山 ,

2000)。

2.試 料
分析試料 は,古代以 降とされる溝状遺構 3(見

入来 SD6)か ら採取された計 6点である。試料採取

箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分 析法
植物珪酸体の抽 出と定量は,プラント・オパール

定量分析法 (藤原 ,1976)をもとに,次の手順で行

った。

1)試 料を105℃で24時 間乾燥 (絶乾 )
2)試 料約 lgに直径約 40μ mのガラスビーズを約
0.02g添 加 (電子分析天秤 により0。 lmgの精度で

秤量 )

3)電気炉灰化法 (550℃・6時間)による脱有機物
処理

4)超 音波水 中照射 (300W。 42kHz。 10分間)によ
る分散

5)沈 底法による20μ m以 下の微粒子除去
6)封 入剤 (オイキット)中 に分散してプレパラ
ー ト作成

分析の結果 ,埋設土器の内部 (底部)における
リン酸含量は0.33～ 0,76%(平均0.52%)で あり,

土器外の036～ 0.77%(平均0.51%)と 比較 して

明陳な差違は認められなかった。また,埋設土器
の内部 (底部)におけるカルシウム含量は0.63～

1.20%(平 均 0,75%)で あ り,土器外 の O.66～
078%(平 均0,71%)と 比較 して明瞭な差違は認
められなかった。

以上のことから,埋設土器の内部にリン酸やカルシウ

ムを多く含む生物遺体が存在していた可能性は低いと

考えられる。

″邁紘 ω 93)ノンの分析法 μ本第四紀学会編_2々
戸窃り髪崩

"立

寮グ, ワ

"ツ

名荒杉薙瘍クタル
"V祭

. "↓荻ウそ今≒壁汐後娑鈍 っJ∂

～4夙

7)検 鏡・計数
同定は,イネ科植物の機動細胞に由来する植物

珪酸体をおもな対象とし,400倍の偏光顕微鏡下で

行つた。計数 は,ガラスビーズ個数が400以 上にな

るまで行つた。これはほぼプレパラート1枚分の精査

に相 当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数 に ,

計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数 の比率

をかけて,試料 lg中 の植物珪酸体個数を求めた。

また,おもな分類群についてはこの値 に試料の仮

比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個 あ

たりの植物体乾重 ,単位 :105g)をかけて,単位面

積で層厚 l clllあたりの植物体生産量を算 出した。イ

ネ (赤米 )の換算係数は2,94(種 実重は 1.03),ヒエ

属 (ヒエ)は8.40,ヨ シ属 (ヨシ)は 6.31,ススキ属 (スス

キ)は 1.24,メ ダケ節 は1.16,ネ ザサ節 は0.48,ク マ

ザサ属 (チシマザサ節・チマキザサ節 )は 0.75,ミヤコ

ザサ節は0.30で ある。タケ亜科については ,植物体

生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分 析結果
(1)分 類群
分析試料から検 出された植物珪酸体の分類群

は以下の≧おりである。これらの分類群 について定

量を行い,そ の結果を表 2および図 2に示 した。主

要な分類群 について顕微鏡 写真 (写 真 図版 22・

23)を示す。

〔イネ科〕

ヨシ属 ,ウシクサ族A(チガヤ属など)

〔イネ科―タケ亜科〕
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ネザサ節型 (おもにメダケ属ネザサ節 ),クマザサ

属型 (チシマザサ節やチマキザサ節など),ミヤコザ

サ節型 (おもにクマザサ属ミヤコザサ節 ),未 分類等

〔イネ科 ―その他〕

棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞 由来 ),未分

類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属 ),ブナ科 (アカガシ亜属 ?),クス

ノキ科 ,マンサク科 (イスノキ属 ),その他

(2)植 物珪酸体の検出状況
溝状遺構 3(見入来 SD6)の 埋土 (試料 1～ 4),

溝の基底 (試料 5)および溝の外側 (試料 6,Ⅳ層 )

について分析を行つた。その結果 ,溝状遺構 3(見

入来 SD 6)の 埋 土 (試料 1～ 4)では ,ブナ科 (シイ

属 ),ブナ科 (アカガシ亜属 ?),クスノキ科 ,マンサ

ク科 (イスノキ属 )などの樹木 (照 葉樹林 )起源が検

出された。樹木 は一般 に植 物珪酸 体の生産量が

低いことから,少量が検 出された場合でもかなり過

大に評価する必要がある。なお ,すべての樹種で植

物珪酸体が形成されるわけではなく,落葉樹では

形成 されないものも多い。イネ科では ,部分的にヨ

Ⅳ.見入来遺跡における花粉分析
1.は じめに
花粉分析は,一般に低湿地堆積物を対象として

比較 的広域な地域の植生や古環境 の復原 に応用

されており,遺跡調査においては遺構 内の堆積物

などを対象とした局地的な植生の推定も試みられて

いる。なお ,乾燥的な環境下の堆積物では,花粉な

どの植物遺体が分解されて残存しないこともある。

2.試 料
分析試料は,古代以降とされる溝状遺構 3(見入

来 SD6)か ら採取された計 6点 である。これらは,植

物珪酸体分析に用いられたものと同一試料である。

3.方 法
花粉粒の分離抽出は,中村 (1973)の方法をもと

に,以 下の手順で行つた。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加えて15分 間湯煎
2)水 洗処理の後 ,0.511ullの 舗で礫などの大きな粒
子を取り除き,沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ン化水素酸溶液を加えて30分放置
4)水 洗処理の後 ,氷酢酸によつて脱水してアセト
リシス処理を施す

5)再 び氷酢酸を加えて水洗処理
6)沈澄 に石炭酸フクシンを加えて染色し,グリセリ
ンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検 鏡・計数
検鏡は,生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行つ

シ属 ,クマザサ属型 ,ミヤコザサ節型などが検 出さ

れたが,いずれも少量である。溝の基底 (試料 5)お

よび溝の外側 (試料 6)でも,おおむね同様の結果

である。なお ,イネ ,ヒエ ,ムギ類などのイネ科栽培

植物に由来する植物珪酸体は,いずれの試料から

も検出されなかった。

5.植 物珪酸体分析から推定される植生と環境

古代以降とされる溝状遺構 3(見 入来 SD6)の 堆

積 当時は,周 辺にシイ類 ,カシ類 ,クスノキ科 ,イス

ノキ属などの照葉樹林が分布していたと考えられ ,

部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見

られたと推定される。

フカ質fPフθりた珍 F_4該が分万からみた九〃席訂
の照葉〃ん 機 製 ″π″研究 ∂∂2ρ 7θフ～FクJ.
タカ真 f pθθ″″珍を″が tプラン

^フ
パ ープレ)を

す多渤物 宇 園成を,ρ .FJフ～Z刀 .

藤原宏な

`′

フ%ノ ノアシ
^ツ
パール分ケ彦の要密カ

豚方 ,ノー髪石ィtネ痺夢をた珍の孝彦疹涙本とだ雪分

方法―.をす字と彦然μ学,a p F9~～〃フ

た。花粉の同定は,島倉 (1973)お よび中村 (1980)

をアトラスとして,所有の現生標本との対比で行つた。

結果は同定レベルによって,科 ,亜科 ,属 ,亜属 ,

節および種の階級で分類 し,複数の分類群にまた

がるものはハイフン (― )で結んで示した。

4.結 果
(1)分 類群
出現した分類群は,樹木花粉4,草本花粉 2,シ

ダ植物胞子 2形態の計 8である。これらの学名と和

名および粒数を表 3に示し,主要な分類群を写真

に示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

ハンノキ属 ,シイ属 ―マテバシイ属 ,コナラ属コナ

ラ亜属 ,コナラ属アカガシ亜属

〔草本花粉〕

イネ科 ,ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子 ,三条溝胞子

(2)花 粉群集の特徴
溝状遺構 3(見入来 SD6)の埋土 (試料 1～ 4)で

は,部分的にハンノキ属 ,シイ属 ―マテバシイ属 ,コ

ナラ属コナラ亜属 ,コナラ属アカガシ亜属 ,イネ科 ,

ヨモギ属 ,およびシダ植物胞子が検 出されたが,い

ずれも少量である。溝の基底 (試料 5)および溝の外

側 (試料 6)では,花粉はまったく検出されなかつた。
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単位 :

地 焦 ・ 諷 料

原子NO 化学式
S」 3 S」 4 S」 5 S」 6 S」 7 S」 8 S」 9
内部   外 部 内部   外 部 内部   外 部 内部  土器 片   外 i 内部   外 部 内部   外 部 内部   外 部

1l  Na2∪
12  MgO
13 A!203
14  Si02
15  P205
16  S03
19  K20
20  CaO
22  Tio2
23  V205
25  MnO
26  Fe203
37  Rb20
38  SrO
40  ZrOク

l 1.5 l

2.04    1。 96

21.73   21,55

63.55  63,94

0.54    0.63

2.61    2.73

0.65    0.68

0.90    0.87

0.02    0.01

0.08   0.10

6.56    5。 97

0.01   0.01

0.02    0.02

0.03    0.03

l

21.70   21.73

63.43   63.74

0.69    0.57

2.62    2.92

0,72    0,70

0.88    0.87

0.01    0.00

0.11  0.19
6.18    5.79

0.02    0.01

0.02    0,02

0.03    0.03

1.Zυ     l.と 4    1.4b

2.05    1,77    2.14

21,79   21,75   22.15

63.40   62.40   63.09

0.68   0.51    0.77

0.04

2.75    3.01    2.84

0,74    1.20    0,72

0,83    1.50    0.83

0.00   0.01    0.01

0.18    0。 11    0.13

6.22    6.31    5,82

0.01    0.02    0.01

0.02    0.03    0.02

0.03    0。 10    o.03

1.88    1.93

22.11   21.61

63.20   64.12

0.42    0.49

2.77    2.80

0.74    0.75

0.90    0.84

0.02    0.02

0.06    0.11

6.34    5.88

0,01   0.01

0.02    0.02

0.03    0.03

1 1

21.81   22.06

63.61   63.68

0。 42    0.46

2.74    2.64

0.70    0.68

0。 91    0.87

0.02    0.02

0,10    0.07

6.30    6.00

0.01   0.01

0.02    0.02

0.03    0.03

1

21.72   21.69

63.78   63.74

0.35    0.42

2.71    2.79

0,74    0.72

0.86    0.84

0.02    0.02

0.04    0.06

6.25    6.10

0.01   0.01
0.02    0.02

0.03    0.04

表 1 鹿児島県、大坪遺跡・見入来遺跡の埋設土器における蛍光X線分析結果

表2 鹿児島県、見入来遺跡における権物珪酸体分脩結果

S」 3 内部底

外部

S」 4 内部底

外部

S」 5 内部底

外部

S」 6 内部底

底部上器片

外部

S」 7 内部底

外部

S」 8 内部底

外部

S」 θ 内部底

外部

S」 10 内部底

外部

S」 11 内部底

外部

S」 12 内部底

外部

見 S」 34 内部底

外部

2 0wt%             2 0wt%

―
図 1 大坪遺跡・見入来遺跡の理設土器におけるリン・カルシウム含量
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一

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/∬・94)
ヨシ属       み%塑瘍r9s(Red)     1        0.47
ネザサ節型       PJ7・ 9brtlsprs sect/v9zFsf     1  0 07                    0
クマザサ属型      説sα (except〕02鵬盟Sα)   1          006
ミヤコザサ節型     SFdp se■ И施 ο々z,sα      1               0 02

タケ亜科の比率 (%)
メダケ節型        馳 疵湖盗体 seo影 力虎
ネザサ節型        PJ919〕 却於 sect貶盟M    1  100                    100
クマザサ属型      磁sα (except Mウ αIB92asα )   1          100
ミヤコザサ節型      磁 sα sectコれv》醸 載      1               loo

。 2

「

辿 胆 生
¬ 焼 蛙 凱 主な頒 翻

見入来遺跡、SD-6における植物珪酸体分析結果

地 魚 ・ 讀 料

原子No 化学式
S」 10 S」 1 む」lZ 見 S」 84
内部   外 部 内部   外 部 内部   外 吉 内部  外部

1l  Na20
12  MgO
13 A修 03
14  Si02
15  P205
16  S03
19  K20
20  CaO
22  Ti02
23  V205
25   MnO
26   Fe203

37  Rb20
38  SrO
40  ZrO,

21.42   21.54

63.49   64。 33

0.47    0.40

2.72    2.83

0.64   0.67

0.85    0.82

0,01    0.02

0。 22    0。 12

6.67    5.94

0.01   0.01

0,02    0.02

0.04    0.02

1.0も     1,00

2.11    1,95

21.42   21.87

63.83   63,72

0。 49    0.36

2.84    2,81

0。 76    0.78

0.80    0.82

0,01   0.01
0.14    0.17

5.86    5.78

0.02    0.02

0.02    0.02

0.03    0.02

1.01    1.bZ

2.05    2.02

21.70   21.39

63.40   62,74

0.57    0.42

2.68    2.76

0,80    0.72

0.88    0,85

0.03    0.02

0。 13    0.06

6.15    7.45

0,01   0.01
0.02    0.02

0.03    0.02

1.56    1.56

1.96    2.02

22.21   22.10

63.11   62.95

0.33    0,42

2.62   2.74

0.63    0.66

0.84    0.82

0,00    0.01

0.19    0.13

6.46    6.53

0.01   0.01

0,02    0.02

0.04    0.03

地点・ 試刈

ネ栞半             Cratrllneae(G12sses)
ヨシ属         励「螂 frFs(reed)
ツユ2上盗■________4要 PttΩ ttlleae A type___… _
タケ亜科        Banbusotteae lBamb00
ネ ザ サ 節 型        PJ749脱 却 熔 sect形 密M

クマザサ属型      dFsα (∝cept Mウ α臨盗 C)
ミヤコザサ節型     説駆 確ct M″わzaSa
未分類等         Oulers

8

8

8

8

その他のイネ科      Others
棒状珪酸体       Rod― shaped
未分類等        Others
樹木起源           Arboreal
ブナ科 (シ イ属)     a西 肋 ゅ誌
ブナ科(アカガシ亜属?) 働 κtt subgenの あ院Z聰亦た?
クスノキ科       Laulal eae
マンサク科 (イ スノキ属)つ 靱 力脇

L■I冒習晋LE■H検出密度
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5.花粉分析から推定される植生と環境 表3見入来遺跡における花粉分析結果

Vlhlown pOmen        未同定花粉        2  1  8  0  0  o
Fem spore           シダ植物胞子        3  36  6  4  0  0

花粉があまり検 出されないことから植生や環境の  亮不
~~~~墾 壁

蔽
~~~~

詳細な推定は困難であるが,古代以降とされる溝状   れb°や� poH釦    樹木花粉
AIE西             ハンノキ属                 2

遺構 3(見入来 SD 6)の堆積 当時は ,周 辺 にシイ類   CadttOPsd‐ 乃δttЙ    シィ属‐マテバシイ属   1
や カ シ 類 な ど の 照 葉 樹 ,お よ び ナ ラ 類 な ど の 落 葉 樹   螢 型 .聖聾 型 baral10pSb__立 狂 塑 ン駆    登 と   __

Nonarborea poucn       草本花粉
が生育していた可能性が考えられる。また,部分的 Cramlleac          ィネ科          1  1
にイネ科 ,ヨモギ属,シダ類などの草本類が生育して  空Ш 生_____一―よ墾―_____――■―― _____Fcm spore           ンダ植物胞子

いた可能性も考えられる。花粉があまり検出されない   M°nЫatt ψe Spop   単条溝胞子    1 8 3 3
T【」aE"c spore    =条 溝胞子     2 28 3 1

原因としては,乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境   Arbo佗』pttcn    樹木花粉    3 , 1 2 0 0
下で花粉などの有機質遺体が分解されたことなどが  珈 pmen     ィと粉総数    4 ■ 1 2 0 0
考えられる。

幸村純 ω Z,ノ花粉分荻 占今勃 ρ.形～ガθ

釜原こ刀鰤 フつ花粉分ケ彦たようき環覧復原_新版 才
倉のβ本第■磨 庁代資料研究の方法,芳//繕左 ρ.ク

`∂

～

プ62,

瘍分 Ξ三貴る,フρ 口本植物 の花粉形態 九 舛 施 管 然

夢字蔦物焦蚊蔵 汀録第5集,フ.σθ.

中村施 ω ∂の /7然た初 の標徴 ,大阪 庁然梵癖物勧

魔 戸録第■3集,p.フ′.

大坪遺跡における自然科学分析 (平成12年度 )

株式会社 古環境研究所

I.大坪遺跡における放射性炭素年代測定

1.試料と方法

試料名   地点・層準      種類    前処理・調整 測定法

Hch� h eags         寄生虫卵         イ‐】 ィ) イ_ヽ   イ_】  rヽ   r_ヽ

配 1  ドングリピント (SK71)炭化物   駿 アルカ)一酸洗浄,ベンゼン合成  β線計数法
陥 2 土坑 (SK45)床直上  炭化物   酸 アルカリー酸洗浄,ベ ンゼン合成  β線計数法
No 3 土坑 (SFK82)    炭化物   酸 アルカリ酸洗浄,石塁調整   AMS法
配 4 住居 (SH29)床面   炭化物   酸 アルカ,酸洗浄,石塁調整   AMS法
※AMS法 :力日速器質量分析法
2 測定結果

試料名   14c年 代  δ13c 補正 14c年代   暦年代 (西暦 )
(年BP)  靱。)   (年 BP)

測定配

(Beta― )

No 1   2800± 60  -25。 1  2800± 60   交点
lσ

2σ

No.2   1260± 50  -26.0  1240± 50   交点
lσ

2σ

N03   1210± 40  -27.2  1170± 40    交′点
lo

2σ

N04   3060± 40  -25,8  3050± 40    交′点
1。

2。

cal BC 930            164929

cal BC 1010′‐彰880

cal BC ll10-820

cal AD 780            157161

cal AD 700´‐ヤ870

cal AD 670-900

cal AD 880            157162

cal AD 790-900

cal AD 770-980

cal BC 1310           157163

cal BC 1390-1270

cal BC 1410-1200
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1)14c年代測定値
試料の

14c/1つ c比から,単純に現在 (1950年AD)

から何年前かを計算した値。
14cの
半減期は,国 際

的慣例 によりLibbyの5,568年 を用いた。

2)δ 13c測 定値
試料 の測定

14C/12c比を補正するための炭素安

定同位 体比 (18c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (%o)で表す。

3)補 正 14c年代値
δ13c沢」定値から試料の炭素の同位体分別を知

り,14c/12cの 測定値 に補正値を加えた上で算 出し

た年代。

4)暦 年代
過去の宇宙線強度の変動による大気 中

14c濃
度

の変動を較正することにより算出した年代 (西暦 )。

較正 には ,年代既知の樹木年輪の
14cの
詳細な測

Ⅱ.大坪遺跡における種実同定
1.は じめに
植 物の種子や果実は比較的強靱なものが多く,

堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積物

などから種実を検出し,その種類や構成を調べること

で,過去の植生や栽培植物を明らかにすることがで

きる。

2.試 料
試 料 は ,古代～中世とされる土坑 (SK192;土 坑

71)お よび縄 文時代後 晩期 とされるドングリピット

(SK71;土坑 1)から出土した植物遺体である。

3.方 法
試 料 を肉眼及び双眼実体頭微鏡で観察し,形

態的特徴 および現生標本との対比によつて同定を

行つた。結果は同定レベルによって科 ,属 ,種の階

級で示した。

4.結 果
結果を表引こ示し,各 分類群の顕微鏡写真を示

す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

〔樹木〕

イチイガシ 9frθ rθ′δ炉 7瑠
"♂
″θ種子 ブナ科

炭化 していて黒色で ,楕 円形を呈する。表 面は

なめらかで ,縦方向に一条の凹線が入る。子葉部

Ⅲ.大坪遺跡における樹種同定

1.は じめに
木材 は ,セルロースを骨格とする木部細胞 の集

合体であり,解剖学的形質の特徴から属レベル程

度の同定が可能である。また,木材は花粉などの微

化石と比較して移動性が少ないことから,比較的近

隣の森林植 生の推定が可能であり,遺跡から出土

定値 ,およびサンゴのU Th年 代と14c年代の比較

により作成された較正曲線を使用した。最新のデー

タベースでは,約 19,000年 BPまでの換 算が可能と

なっている。ただし,10,000年 BP以 前のデータはま

だ不完全であり,今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは,補正 14c年代値 と暦年代較
シグマ

正 曲線 との交点 の暦 年 代値 を意 味す る。lσ

(68%確率 )と 2σ (95%確率 )は ,補正 14c年 代値
の偏差の幅を較正 曲線 に投影した暦年代の幅を

示す。したがつて,複数の交点が表記される場合や ,

複数の lσ・2。 値が表記される場合もある。

びど′デ腔ら れイフ θと っ′′ rクフフ砂,【ぷTCAとフ∂五物ど〆οθ,/・ bο 17

/4♂θ σaiibrっ とデοヵ′ Radroθ 2/・ bοη, どθ,p.′θ77～ FθJ′ ,

つ 形 安 Pフ

"旗
射 め 移 諺 税 鍔 ∽ たわ雰 詔 認

定学入〃 す今書院,pF～∂

のみが残ったものである。

セングシ/ ′豚θオα ttzθブβ′βθ力 L,var.∫汐btripF/7~

ヵβとβ Miq.核 センダン科

黒褐色で精 円形を呈し,一端は円孔となる。縦

に5本の発達した稜が走る。

5 考察
分析の結果 ,古代～中世とされる土坑 (SK192;

土坑 71)から出土した炭化種実はセンダンと同定さ

れた。センダンは暖地の海外沿いに生える落葉高

木であり,遺跡周辺にも普通に生育していたと考え

らヤ化る。

縄文時代後晩期とされるドングリピット(SK71;土坑

1)から出土した多量の炭化種実は,すべてイチイガ

シと同定された。これらは,堅果の果皮と種皮のとれ

た子葉の炭イ監したものばかりである。イテイガシは,カ

シ類の中で唯一渋抜きなしで食用になるものであり,

選択的に採取・利用されたと推定される。イチイガシ

林は暖温帯の平野部周辺の代表的な森林である。

磨辺蕨 r/フ初 縄文庁倉躯 珍倉.オカ駐 p.′∂7.

したものについては木材の利用状況や流通を探る

手がかりとなる。

2.試 料
試料 は,縄文時代晩期の焼土遺構 (SF193;凹

地)から採取された炭化材 1点である。

3.方 法
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試料を割折して新鮮な基本的三断面 (木材の横

断面 ,放射断面 ,接線断面 )を作製し,落射頭微

鏡 によって75～ 750倍 で観 察した。同定は解剖学

的形質および現生標本との対比によって行つた。

4.結 果
分析の結果 ,焼土遺構 (SF198;凹 地)から採 取

された炭化材 は,コナラ属アカガシ亜属と同定され

た。以下に同定根拠となった特徴を記し,各断面の

顕微鏡写真 (写真図版 22・ 23)を示す。

コナ ラ属 ア カガ シ 亜 属  0コ″θ′d subgen.

ψ οFοうβ一ん刀鋸∫た ブナ科
横 断面 :中 型から大型 の道管が,1～数列幅で

年 輪界 に関係なく放射方 向に配列する放射孔材

である。道管は単独で複合しない。

放射 断面 :道 管の穿孔は単穿孔で ,放射組織

は平伏細胞からなる。

接線 断面 :放射組織 は同性放射組織型で,単

列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組

織である。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定され

Ⅳ.大坪遺跡における植物珪酸体分析
1.は じめに
植物珪酸体は,植物の細胞 内に珪 酸 (Si0 2)が

蓄積したものであり,植物が枯れたあともガラス質の

微化石 (プラント・オパール )となって土壌 中に半永

久的 に残っている。植物珪酸体分析 は,この微化

石 を遺跡 土壌などから検 出して同定・定量する方

法であり,イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推 定などに応用されて

いる(杉 山,2000)。

2.試 料
試 料 は ,古 代 ～ 中 世 とされ る不 明 遺 構 7

(SX149)と 不明遺構 8(SX150)から採取された2点 ,

および遺構外から比較試料として採取された1点 の

計 3点である。

3.分 析法
植物珪酸体の抽出と定量は,ガラスビーズ法 (藤

原 ,1976)を 用いて,次の手順で行つた。

1)試 料を105℃で24時間乾燥 (絶乾 )
2)試 料約 lgに対し直径約 40μ mのガラスビーズを
約 0.02g添加 (電子分析天秤 により0.l mgの 精度

で秤量 )

3)電 気炉灰化法 (550℃・6時間)による 脱有機
物処理

4)超 音波水 中照射 (300W。 42KHz・ 10分間)によ
る分散

5)沈 底法による20μ m以 下の微粒子除去

る。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ,イチイガシ ,

アラカシ,シラカシなどがあり,本州 ,四 国 ,九州 に

分布する。常緑 高木で ,高さ30m,径 1.5m以 上 に

達する。材は堅硬で強靭 ,弾力性強く耐湿性も高

い。特に農耕具に用いられる。

5.所 見
縄文時代晩期の焼土遺構 (SF193;凹 地)内から

採取された炭化材は,コナラ属アカガシ亜属≧同定

された。コナラ属アカガシ亜属は,一般 にカシと総

称されるが,イチイガシやアラカシなど多くの種があ

り,温帯下部の暖温帯の照葉樹林を形成する主要

高木である。

た″浄 原阿潜 Pθ∂″針葉″″の無胞.オ〃の蒼渚,

」
`万

セ全争漁勿物乙ρ.クθ́～イ∂.

たを潜振 財 ,フ効 広葉樹〃の細胞 オ″舞 緒 ,

」
`冴

そ塗多津笏物乙ρ.`フ～′θθ.

瘍/Zy康・僚東隆夫 Pθ∂p汀オD遺跡鶴上木製品傘え
%F力耀品ρ.Zフび

6)封 入剤 (オイキット)中 に分散してプレパラート
作成

7)検 鏡・計数
同定は,400倍 の偏光顕微鏡下で,おもにイネ科

植物の機動細胞 に由来する植物珪酸体を対象と

して行つた。計数 は ,ガラスビーズ個数が400以 上

になるまで行つた。これはほぼプレパラート1枚分の

精査に相 当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数

に,計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比

率をかけて,試料 lg中 の植物珪酸体個数を求め

た。

また,おもな分類 群 についてはこの値 に試料の

仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個

あたりの植物体乾重 ,単位 :105g)をかけて,単位

面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。

イネ (赤米 )の換算係 数は2.94(種 実重は1.03),ス

スキ属 (ススキ)は 1.24,ミヤコザサ節は0.30で ある。

4.分 析結果
(1)分 類群
分析試料から検 出された植物珪 酸林の分類群

は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い,その結果を表 2および図 1とこ示した。主

要な分類群 について顕微鏡 写真 (写真 図版 22・

23)を示す。

〔イネ科〕

イネ,キビ族型 ,ススキ属型 (おもにススキ属 ),ウ
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シクサ族A(チガヤ属など)

〔イネ科 ―タケ亜科〕

ミヤコザサ節型 (おもにクマザサ属ミヤコザサ節 ),

未分類等

〔イネ科 ―その他〕

表皮毛起源 ,棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞

由来 ),未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属),クスノキ科 ,その他

(2)植 物珪酸体の検 出状況
分析 の結果 ,不 明遺構 7(SX149)と不 明遺構 8

(SX150)では,イネ科 (未分類等 )が比較 的多く検

出され,イネ,ススキ属型 ,ウシクサ族 A,クスノキ科 ,

樹 木 (そ の他 )な ども検 出された。イネの密 度 は

2,300個 /gお よび 1,300個 /gと比較的低い値であり,

稲 作跡 の検証や探査を行う場合の判断基準として

いる5,000個 /gを 下回つている。比較試料でも,お

おむね同様の分類群が検出されたが,ウシクサ族A
やイネ科 (未分類等)は不明遺構 7(SX149)や不明

遺構 8(SX150)よ りも明らかに低い値であり,ススキ

属型は検 出されなかつた。

表1 大坪遺跡における種実同定結果

5.考 察
古代～中世とされる不明遺構 7(SX149)や不明

遺構 8(SX150)の 埋上の堆積 当時は,周 辺で稲作

が行 われていたと考えられ ,そこから何らかの形で

遺構 内にイネの植物珪酸体が混入したと推定され

る。また,調査区周辺にはススキ属やチガヤ属など

が生育していたと考えられ ,遺跡 周辺 にはクスノキ

科などの照葉樹林が分布していたと推定される。

このうち,ススキ属やチガヤ属およびイネ科 (未分

類等)については,何らかの形で遺構 内に持ち込ま

れた可能性も考えられるが,密度が低いことから確

定的なことは言えない。

杉嫌 クθθ″″笏 疹が (プラシ
^ツ
パーノ′ィノ.考

す学とだ修学.園成を,p.πフ～ク′J

藤原み まr"7σノノヲシ
^・

オパーノ″分笏法の要たカグ

オ ?ノ ー数酒ィイ科務をた珍のを疹が療本とだ雪分笏

法―.考庁字と彦然科字′フ,ρ ′σ―_7フ

藤原宏な杉 力真=Pフ初 ノヲ
シ
^・

オン′ヾ~ノ″分笏彦の

基礎的グ方0-ノ アシ
^・

オパーノ″分少 /t~ような″〃の

探査 ― 考庁学とβ然科先 ′盈ρ.宥～∂J.

学 名

古代～中世 縄文時代後晩期の遺物包合層

部位  SK192  SK71(ド ングリピット)

Arbor

QじerC“ BI17a Blume

Mo,力 azo」 arach L var subrap― ara Mね

樹木

* イテイガシ

センダン

種子

核

258(破片十)

Total 合計

炭化植物遺体 (芽)16

* 有用 (食用)植物

表2 鹿児島県、大坪遺跡における植物駐酸体升転結果
検出密度 (単位 :X100個 /g)

イネ科 樹木

I     I
ブ ク そ
ナ ス の
科 ノ 他

7燕
属

（海
綿
骨
針
）

ス
ス
キ
属
型

キ
ピ
族
型

イ
ネ

玄扉要で
節
型

SX149

SX150

比較試料

―

検出密度

ド
些土二避
名 推定生産量

図 1 大坪遺跡における植物珪酸体分析結果

地点・試料

分類群       学名 SX14【 SX15( 比較試料

イネ科       Cralnincac(⊂ asseS)

イネ       0り 駆 59r17Fぃ。medic ri∝
)

キビ族型     Pani∝ ac lヵ c
ススキ属型    nrncp2rLIIs tヵ c

ウシクサ族 A   AndroPogoneac A,pe
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7

21

50

タケ亜科      Batnb゛ ddeac eatnbool
ミヤコザサ節型  磁w scct■ rP/aF9zpsa
未分無等     Olttrs

7

7 7

その他のイネ科   Ohers
表皮毛起源    Huskれ 五r orlgh
棒状珪酸体    Rod`hapcd
未分類等     Oncrs

80

174

7

22

57

樹木起源     Arbor』
ブナ科 (シイ属 ) じ,sra″ 9Ps15
クスノキ科    LauFaCeaC
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(海綿骨針)   SpKjnge 7
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回

ユ

一
コ

■

一
―

‐

‐

|

イネ       0り 密sa正塑 comeStiC ricel

ススキ属型    Mtta″ r」IИs typc
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"脇
堕M
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0.25
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V.大坪遺跡における寄生虫卵分析
1.は じめに
人や動物などに寄生する寄生虫の卵殻は,花粉と同

様の条件下で堆積物中に残存しており,人の居住域で

は寄生虫卵による汚染度が高くなる。また,寄生虫卵分

析を用いてトイレ遺構や人糞施肥の確認が可能であり,

寄生虫特有の生活史や感染経路から,摂取された食物

の種類やそこに生息していた動物種を推定することも可

能である(金原,1999)。

2.試料
試料は,古代～中世とされる不明遺構7(SX149)と不明

遺構 8(SX150)から採取された2点,および遺構外から比

較試料として採取された1点の計3点である。

3.方法
微化石分析法を基本に,以下のようとこ行つた。

1)サンプルを採量
2)脱イオン水を加えて境拌
3)飾別および沈澱法により大きな砂粒や木片等を除去
4)25%フッ化水素酸を加えて30分静置 (2～ 3度混和)
5)遠心分離 (1500rpm,2分間)による水洗の後にサンプ
ルを2分害1

Ⅵ ,大坪遺跡におけるリン・カルシウム含量分析
1.は じめに
土壌中に含まれるリンやカルシウムの起源として

は,土壌の母材,動物遺体,植物遺体などがある。ま

た,遺跡の生活面や遺構内には遺体,排泄物,代謝物 ,

食物残澄,燃料灰などに由来するリンやカルシウムが

蓄積 している。カルシウムは一般に水に溶解しやすい

が,リ ンは土壌中の鉄やアル ミユウムと強く結合して

難溶性の化合物となるため,土壌中における保存性が

高い。このようなリンやカルシウムの性質を利用して ,

墓状遺構などにおける生物遺体 (人骨など)の確認 ,

および生活面や遺構面の確認などが試みられている。

2 試料
分析試料は,埋設土器14(S」 31)・ 10(SJ39)。 11

(S」40) , 3 (SJ79) 。 9 (SJ80) ・37 (SJ125) 。

36(S」 126)・ 35(SJ128)・ 31(SJ131),供 献土器
2(S」P129)の内部から採取された 10,く ,および比較

試料 として埋設土器31(S」 131)の外側から採取され

た 1点の計11点である。

3.分析方法
エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日 本電子

爛製,」SX3201)を 用いて,元素の同定およびファン

ダメンタルパラメータ法 (FP法 )に よる定量分析を行

つた。試料の処理法は次の≧おりである。

1)試料を絶乾 (105℃・24時間)
2)メ ノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

6)片方にアセトリシス処理を施す
7)両方のサンプルを染色後,グリセリンゼリーで弐入し
てプレパラート作成

8)検鏡・計数
4.結果と考察
分析の結果 ,寄生虫卵および明らかな食物残澄は ,

いずれの試料からも検出されなかった。花粉もほとんど認

められないことから,乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環

境下で,これらの有機物が分解されたことが考えられる。

R才″ノ戸魏 ο●・/f孤ゴわ ザノ月θカカ冽ゼpθ2妙Лん肋。Jb・ ル ″

=ratting P9//9/2"ゴ
兌胞琵θ ttsIわ∽ Lβb力θき儘 ヵ閉〃プ

乃り,2θ,9夕ι〃&羨効儡  ノ2ρ.23と～2伝

塗原π

",塗
涙Z子
'9ν

′花務か笏おまフ斎密蛍 嚇

〃の効 =嫁頗声 7秦ゴカ、 禁複廊咳ガ物

2′を⌒ゼa

委 祈 分 容ヨ博 ― P,,紗 影筋笏勤珍・/房影多レタ物

の  ど,広姦菊賜彼 pθ 缶飯

塗原Z",99の 尋生虫.税貯 と動物学,洗解 と影 初
党 ワ,厄笏猛 pF夕～F2

3)試料を塩化 ビニール製 リング枠に入れ,圧力
15t/cMで プレスして錠斉」試料を作成

4)測定時間300秒 ,照射径2011ull,電 圧30keV,試料室
内真空の条件で測定

なお,X線発生部の管球はロジウム (Rh)タ ーゲッ
ト,ベリリウム (Bc)窓,X線検出器はSi(L土 )半導
体検出器である。

4.分析結果
各元素の定量分析結果 (wt%)を表 4に示し, リン

酸 (P205)と カルシウム (CaO)の 合量を図 2に示す。

5.考察
一般に,未耕地の土壌中におけるリン酸含量は0,1
～0.5%程度,耕地土壌でリン酸肥料が投入された場
合は10%程度である。農耕地では施肥による影響が
大きく,目 的とする試料の分析結果のみから遺構・遺

物内における生物遺体の存在を確認するのは困難で

ある。このため,比較試料 (遺物・遺構外の試料)と
の対比を行 う必要がある。

分析の結果,埋設土器の内部土壌におけるリン酸含

量は,0.71～ 1.00%(平均0.83%)と 比較的高い値を

示している。ただし,比較試料 (S」131の外側)でも
0.89%と 比較的高い値であり,両者の間に明瞭な差異

は認められなかつた。また,埋設土器の内部土壌のカ

ルシウム含量は072～0.83%(平均0.78%)であり,
比較試料のO.69%よ りもやや高い値となっている。
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以上のことから,埋設土器の内部にはリン酸やカル

シウムを多く含む何 らかの生物遺体が存在 していた

可含留性が示唆されるものの,比較試料 との差異が明瞭

でないことから確定的なことは言えない。なお,これ

らの分析データは,本遺跡周辺で同様の検討を行 う際

表 3大 坪遺跡における寄生虫卵分析結果

の基礎資料になると考えられる。

物曳勤宏

'993)ノ

ンケ形角佐 /7,衣窮塑肋考毛鋤縁 脇 謬

覧彬う歩グ′ 蒻努荻疹諺修力帰々 辣芽)皓北競好金 2',～45,

分類群 SX149 SX150    SX149,150

学名             和名                      比較資料

Hchinh朗が         寄生虫卵              (う   (う (つ

試料的ぼ中の花粉密度 1.4     9,0

×10   ×10

42

×10

S,131内

SJ131外

(比較試料)

o         1        2wt%  0         1       2wt%

図 2 大坪遼跡から出上した理設土器内土壌等のリン・カルシウム含二

表 4 大坪遺跡における蛍光X線分析結果
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大坪遺跡出土縄文土器の位置づけ

大坪遺跡で出上した縄文式上器は,上加世田式土

器・入佐式上器・黒)|1式土器・無刻 目突帯文土器・刻目

突帯文土器であり,縄文時代の終わり頃の土器型式が

全てそろっている。鹿児島県内ではこれまで,縄文時代

晩期を上力日世田式土器から刻 目突帯文土器までの時

期と考えることが一般的であつたが,広域編年の立場か

ら異なる意見が出されるようになった。水ノ江和同氏によ

ると(水ノ江1997),全 国的にみた縄文時代後期と晩期

の区分は,山内清男氏が提示した「亀ヶ岡式及びその

並行型式」にあるという。東北地方に主体がある亀ヶ岡

式土器と並行する型式をたどると,近畿地方では滋賀

里Ⅱ式があり,さらに九州地方では古閑Ⅱ式になるとい

う。この点については,安藤栄治氏及び高橋信武氏に

よって1982年には指摘されていた (高橋・安藤 1983)。 し

たがって,この成果を鹿児島県内の土器型式にあては

めると,入佐式土器の新段階から晩期として位置づけら

れることとなる。堂込秀人氏 (堂込1997)や 清田純一氏

(清田1998)もこの説を支持し,大きな流れとなっており,

筆者も従いたい。

一方,弥生時代との境は,「本格的な水田稲作」を指

標とし,佐原員氏が弥生時代早期≧して刻 目突帯文土

器を位置づけている。筆者もそれに賛同するものである。

ただし,刻 目突帯文土器にもいくつかの時間的な段階

がある様であり,本格的な水田稲作の導入が最も早か

つた北部九州との並行関係を明らかにしなければならな

い。大坪遺跡出上の刻 目突帯文土器は数点であること

と,全形を知ることができないことから,弥生時代に含め

るかどうかは幅をもたせることにした。

以上のことから,大坪遺跡出上の深鉢形土器を指

標とした時期の位置づけは次のとおりである。

Ia類 (上力日世田式土器):縄文時代後期後半

Ib類 (入佐式土器古段階):縄文時代後期終末

Ⅱ類 (入佐式上器新段階):縄文時代晩期初頭

Ⅲ類 (黒サ|1式土器):縄文時代晩期前半～中半

無刻 目突帯文土器 (千河原段階):縄文時代晩

期後半

刻 目突帯文土器 :縄文時代晩期終末～弥生時代

早期

次に実年代の問題であるが,大坪遺跡で出上した土

器に煤が付着したものもあつたのであるが,すべてバイ

ンダー処理してあるので,放射性炭素年代測定法によ

る測定は行えなかった。最近,微量な試料で高精度の

測定が可能となり,土器に付着した煤を測ることによつ

て,土器そのものの年代を知ることができる様になった。

それに加え,年輪年代測定法とのタイアップで,より正

第Ⅵ章 調査のまとめ

確な実年代を求めることができる様になつてきた。ただし,

煤やおこげを試料にすると古い年代が出るという意見や ,

人骨や獣骨を試料とするとこれまでいわれてきた年代と

変わらない年代観になるという意見もある。いずれにし

ろ,今後のデータの集積とそれを基にした議論が必要と

なる。ここでは直接測り出した試料がないので,これまで

のとおり縄文時代後期後半～弥生時代早期をおよそ

3,200年前～2,600年前頃としておきたい。

近年,九州中部から南部における縄文時代後期後半

から刻 目突帯文土器直前の上器研究は盛んに行われ ,

特に清田純一氏,堂込秀人氏,下山覚氏 (下山1988)

等によつてなされている。大坪遺跡出土土器をそれらの

研究成果にそのままあてはめられれば良いのであるが,

一致しないところもある。それは清田氏が熊本平野を中

心に,堂込氏は大隅半島を中心とした遺跡出土土器を

用いて検討しているためであると考えられる。熊本平野

との違和感は,古閑Ⅲ式土器の後に無刻 目突帯文 I

期土器がきて,大坪遺跡で深鉢形土器Ⅲ類とした黒)||

式土器が入る隙間がない点である。同様に大隅半島で

もこの手の深鉢形土器がなく,肩部が短いタイプが主と

なる点である。これは同じ時期における地域差を示して

いると考えられるが,今回は資料の提示しかできなかっ

た。大坪遺跡の資料は,下山氏による「同一土器個体

内における属性の共時性」を基にした深鉢形土器の変

遷を追認するとともに新たな資料を提供することとなった。

なお,優れた先行研究があるにもかかわらず,深鉢形土

器以外の器種について,前後関係をとらえることができ

ず,課題を残すこととなった。

高橋信武・安彦寿衿 ′θ∂♂ ~大分県言地前遺跡の採集資

料―太分の癖 筋 均 η 展 うたと紛 年一y『赤れんカツ霧

クテ 府衣た学考許蒻移姿

/A//た″/7′
"7′
を解九ノ附/瘍懃ψ・塊魏土暴一三万

″弐みら力戸女講文土琴の巨散まで一y解敦狩氏』第8;
羅文時代文イと研究会

盾需純一 ′切  縄文後・免鶏土器考 J軌 〃の縄文後 ,

晩翔土器とそ勿 %形 鶏 勤 ハて一y『据E後をき色第■′う だ
髪をき学会

堂逐グス Fルア 蔦丸力絡支擁効竺霧の序茂評―ス/4/t

と案ノイ簡 瘍 妙 巧層鹿歩g瘍を童跳 もと号 励 瘍案を占学会

下歯覚 〃豚 五カノク
'笏

復え姥勁の後 審の聖彰 /Zノご

つハて一空間を検断瘍 情報と瘍留あ絡笏ナろ清報 ―ム忌入獲

覚易究yttπテ ス勲 蒻 会

縄文土器出土状況

上加世 田式土器の段階に含まれる土器 (1～ 57・ 504
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～532)は ,14区～18区での出土がほとんどであり,5区

と24区でわずかに1点ずつである。上加世田式土器か

ら入佐式土器古段階にかけての土器 (58～ 112・ 533～

569)は ,16区～18区にピークがあり,24区にも移行する

傾向がある。入佐式土器の新段階 (113～ 186・ 570～

615)になると,22区～24区が主体となり,15区～18区を

上まわっている。また34区・35区でもみられる。入佐式土

器の古い段階と新しい段階を出土地点で分けることが

できるのかもしれないが,両地点が断絶しているわけで

はないので,明確な分離は困難である。

黒)|1式土器の段階 (187～ 229・ 616～ 652)は 22区が

主体となり,34区及び15区周辺にも分散している傾向が

窺える。わずかながら出土した無刻 目突帯文土器や刻

目突帯文土器 (309～ 323)は 24区と14区にあり,それぞ

れの区で組織痕土器の出土率が高いので両者の関係

が窺える。

浅鉢については,日縁部が短いタイプ (372～ 385)は

上加世田式土器が出土する17区と18区に限られるので ,

両者が同時期のものであると考えられる。口縁部がのび

るタイプ (386～ 420)については入佐式土器の分布域と

重なり,肩部が丸くなる浅鉢形土器 (421～ 450)は黒川

式上器の出土地点と重なる。なお,小型浅鉢形土器

(451～470)は 黒川式土器から刻 目突帯文土器の出土

地 ,点と共通することから,これらの時期の範疇に含まれ

るものであると考える。

後述する様に,埋設土器検出地点と日常の上器出

土地′点との位置的関係は,大きく逸脱することはないが ,

ピッタリ重なるわけでもない。それでも40m以内の範囲

に入ることから,この範囲内で日常生活と埋設土器を使

つた非日常的な行為が行われていたと考えられる。

以上のことから,縄文時代の大坪遺跡を概観すると,

後期後半の上力日世田式上器段階に14区～18区にかけ

て人が生活しはじめ,入佐式土器古段階まで同じ場所で

安定した生活を送っていた様子が窺える。そして,入佐

式土器新段階になって生活の舞台を少し南側の22区～

24区に移している。黒川式上器の段階になると,見入来

遺跡及び15区,19区～21区 ,それに34区周辺に分散し,

14区や23区 。24区に移つた無刻目突帯文土器から刻目

突帯文土器の時期に終焉を迎えている。まさしく,大坪

遺跡は縄文時代後期後半から弥生時代早期イ働 けヽての

生活が繰り広げられた場所であり,縄文時代から弥生時

代へ大きく変わろうとする状況を見届けたであろう。本来

ならば,その変化を引き出すことが発掘調査を担当した

者の責務であるのであるが,今回はそこまで及ばず,課

題として残った。

埋設土器の分布状況

大坪遺跡及び見入来遺跡で検出された埋設土器は
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37基であり,これ以外に調査範囲外にも存在する可能

性が高い。遺跡の全容を知ることはできないのであるが ,

調査された範囲内で土器型式を基に埋設土器の時期

を大きく4つの地点に分けることができる。

イ地点 114区～18区にかけての一帯であり,調査範

囲外の東側にも広がる可能性がある。大坪遺跡の中で

はもつとも古い段階の土器であり,上加世田式上器段

階から入佐式土器古段階までを含んでいる。4つの地

点の中では最も点数が多く,大坪遺跡が盛行した時期

であると考えられる。埋設土器以外の土器も古い段階の

ものであり,居住地と埋設土器が埋められる錫所が近か

ったことがわかる。ただし,住居跡に伴うかどうかは明確

にすることができなかつた。

口地点 :少し散発的ではあるものの,21区～25区が

該当する。入佐式土器新段階の上器であり,イ地′点とは

時期的にも分布域も異なっている。大型凹地 (SX60)も

このエリアに含まれており,土器型式は共通している。し

たがって,イ地点と口地点のそれぞれの地点から出土し

た石器類も時間的に分けられる可能性をもつている。特

に,玉類については分布域が分かれているので,変遷

を追うのに都合が良い。

ハ地点 :見入来遺跡の2区及び3区である。埋設土器

29(見 S」 5)と埋設土器30(見 SJ84)の 2点のみであるが,

口地点よりは新しく二地点よりは古い様相をもつている。

周辺から出土する土器も,入佐式土器新段階から黒川

式土器の古い段階のものが出土している。大坪遺跡の

エリアから移り住んだのか,それとも新たな住民がこの地

点で生活を始めたのかどうかについては,今回明らかに

できず課題を残した。

二地点 :20区と21区の限られた地点であり,黒)|1式上

器の古い段階を主体とする。供献したと考えられる土器

が存在するのは,この地点の特色である。B21区ではロ

地′点と重複しているが,埋設土器 21(S」 130)は明らかに

入佐式土器の段階に含まれる。この地点は標高が若千

高かつたせいか,後世に水田を開く際に削平された地

点であり,埋設土器以外の遺物の出土は少なかった。

埋設上器

2002年 3月 に九州縄文研究会がまとめた九州出上の

土器棺墓は619基である。土器棺墓として用途を限定し

ているものの,実際に人骨が出土したのは4例のみで ,

すべてを棺用とするには無理がある◎当日発行された

資料集『九州の縄文墓制』に収録されている論考あるい

は出土資料を基に,大坪遺跡で検出された埋設土器に

ついて考えてみたい。

坂本嘉弘氏によると(坂本1994),埋設土器は縄文時

代後期前半に東日本から九州へ伝わったとのことであり,

初め博多湾周辺や周防灘沿岸などにみられたのが,西

平式土器の段階には島原半島周辺まで拡大したとのこ

とである。また,縄文時代後期後半から晩期中葉になる

と,埋設土器は九州全域に拡大するとともに,有明海沿

岸で浅鉢形土器を蓋にする形態が完成するという。そし

て,縄文時代晩期後半から弥生時代早期には,集落内

に点在していた埋設土器は集落から離れて群集化する

とのことである。大坪遺跡の埋設土器はちょうど後期後

半から晩期中葉にあたり,分布域や内蓉も合致している。

後期前半から中葉にかけての遺物は全く出土していな

いので,集落自体が存在していなかったことがわかる。

また,晩期後葉の遺物はわずかながら出上しているが,

埋設土器は検出されていないので,集落との関係も不

明である。したがつて,ここで述べる内容は,後期後半

の上加世田式上器,後期終末～晩期初頭の入佐式土

器 ,晩期前半の黒)|1式上器を再利用した埋設土器に

限ることとする。

福岡県ではそれまで埋設状態が正位だったものが ,

広田式上器の段階になって横位が明確になるという。

大坪遺跡をはじめ鹿児島県内で検出された埋設土器

は正位の状態ばかりであり,明確な斜位あるいは横位

はみられない。埋設状態の正位から斜位もしくは横位ヘ

の変化は,北部九州で一早く行われるようになるが,南

九州では古い伝統を守ったためだと考えられる。この外

に他県の特徴として,①福岡県浄土院遺跡と中村石丸

遺跡の埋設土器内容物は,焼けた骨があり,火葬の可

能性が指摘されている。②長崎県では礫を埋設土器の

上に乗せてある例が多い。③熊本県でも斜位に埋設さ

れた例が多く熊本平野を含む北側の地域と熊本平野よ

りも南の地域で差異がみられる。などがあげられる。なお ,

埋設土器を設置する際の掘り込みについて,熊本県で

は不明瞭のことであるが,鹿児島の場合もほとんど見分

けることができない。筆者自身が体験した金峰町の諏訪

前遺跡は台地上に位置し,火山灰層も良好な状態であ

るにもかかわらず,掘り方を見出すことができなかった。

発掘技術が未熟であるのか,埋設する際に土器に合わ

せて地面を掘り込んだのか,それとも全く別の視点で考

えなければならないのか,大きな課題である。また,熊

本では住居跡内で検出される事例が多く,その関係が

指摘されているが,住居が廃絶された後に埋設される例

も多いという。大坪遺跡で検出された埋設土器の場所と

日常の生活具である土器が出土した場所は,前述した

とおりほぼ同じエリア内であったことがわかる。

最近では,石川健氏が埋設土器についてまとめてお

り(石川2001),中 九州と北部九州の違いを指摘してい

る。中九州において埋設土器が盛行する背景として ,

「生業の安定性におそらくは支えられた人口増加 ,地域

社会の成熟に伴う,社会成員の区分原理の進展あるい

は多様化という社会的脈絡が重要な意味を持っていた
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ものと考えられる。」としている。大坪遺跡でのあり方も熊

本県での様相と近いものがあるが,土偶を伴わない点な

ど差異もある。島津義昭氏の指導で,「大坪遺跡の上器

は熊本平野部よりも人吉地方など山間部に近い」という

教示を得た。熊本県人吉市に所在する中堂遺跡の埋

設土器はすべて正位であり,土器の状況も大坪遺跡と

類似しているとのことである。他の地域と何が同じで,何

が違うのか,一つ一つ提示して考えることが今後の課題

である。

九州内で検出された埋設土器については,山 田康弘

氏の論文に詳しい (山 田1995)。 氏は,はじめに研究史

をまとめるとともに用語の概念を整理している。土中に意

図的に埋設された土器 ,およびその施設を「埋設土器」

とし,住居内にあるものを「屋内埋設土器」としている。そ

して,埋設土器のうち内部から骨や歯が出土し,人類学

的な検討を経て,人骨と鑑定されたものについては「土

器棺」と呼ぶとしている。全国の縄文時代の埋葬施設を

みてきた氏の見解だけに説得力があり,大坪遺跡でもこ

の概念に従うこととする。山田氏は埋設土器から得られ

る属性を検討し,いくつかの重要な指摘を行っている。

埋葬状態が正位から斜位あるいは横位に変わるという

点については,土器が大型化し埋設するための掘削に

労力がかかるためだと考えられがちであるが,そうでは

なくて当時の思想的な変化が介在したとみている。氏に

よると埋設土器から人骨が出土したのは大分県竹田市

菅生ネギノ遺跡・福岡県苅谷町浄土院遺跡・熊本県宇

土市轟貝塚・熊本県城南町御領貝塚があり,報告だけ
のものには長崎県筏遺跡 ,鹿児島県上加世田遺跡が

ある。一方,筏遺跡の60号とされる埋設土器からはイノ

シシの歯牙と同定不可能な獣骨が出ているという。なお ,

上加世田遺跡でも埋設土器から獣骨が出ているとのこ

とである。埋設土器内の骨が人のものであるとは限らな

いこ≧と,土器そのものが母体として捉えられている事例

があることから,土器の中に再生を願うものを収納すると

いう行為を伴う祭祀であることを提示している。大坪遺跡

の埋設土器内部からは有機質の遺物はもちろん無機質

の遺物も一片も出土しなかった。また,土器内面のリン

分析を実施したが,周辺の土壌≧明らかな差は出なか

つた。後世の削平面が埋設土器の途中まで達していた

ため,埋設土器内部にも後世の影響がかなりあつたた
めだと考えられる。蓋としての上部土器が下部土器内に

も落ち込んでいたり,上部土器がなく有機質の蓋が被っ

ていると考えられる例にも下部土器内の途中に礫が落

ち込んでいたことから,当時は土器の内部に何か収めら

れていたことは確かである。その内容物が腐って空洞化

したために,上にあった重量物が下部土器内に落ち込

んだと考える。大坪遺跡では埋設土器の内容物がわか

らない以上,用途等について言及することはできないの

で,山 田氏の考えを支持しておきたい。

なお,大坪遺跡に近い距離で埋設土器が出土してい

る所は,出水市尾崎B遺跡の入佐式土器と東町二浦遺

跡の上力日世田式土器が知られている。

フを輸 グθν 励 ノクγの鵬 認ノ ノを刻耀
文研究会

坂本嘉弘 7彩  擢 甕力ヽら筋 ヘー九グW縄文埋甕考
―ノ
『
古文Iヒ談叢選第32集 九〃/き文イと研究会

力厨康弘 Fθθσ 碗″ 塁設土器と
『
文学部論叢』夕

Fフ号 熾 学え学会

石)■ヽ健 〃θ′ 軌 ,ヽ耐縄文後・鐵 こヽおゲう理設繋 の
性格」
『
古文■ヒ談叢』解 瞭  九〃き文イと研究会

玉類の出土状況

玉類の出土状況は剥片まで含めて大きく2つの地点

に分かれる。一つは14区～18区であり,上加世田式上

器から入佐式土器古段階の分布域と重なる。もう一つの

地点は21区～24区にかけてであり,入佐式土器新段階

の分布域と同じである。したがって,それらの区域で出

土した玉類が,それぞれの時期を示している≧考える。

玉による特徴を比較してみると次の様な点が指摘で

きそうである。上加世田式土器段階の勾玉がより「コ」の

字形で薄手で統一された感があるのに対し,入佐式土

器新段階になると,大きさも形もバリエーションをもち,

断面形が丸みをもつ。石材もヒスイ色というよりも濃い緑

色であり透明感がない。管玉については,上加世田式

上器段階が細長いタイプから短いタイプまであるのに射

し,入佐式土器新段階には細長いタイプはみられない①

平玉については,入佐式土器新段階の方がより小型で

ある。なお,2070～ 2072の ばってりした玉類はすべて入

佐式土器新段階に該当する。全体的に上加世田式上

器段階の玉類が石材も良質で繊糸田な感じであるのに対

し,入佐式上器新段階では石材が良質でなく,つくりも

粗雑な感じを受ける。材質が変化した,点については,藁

科哲男氏による科学分析結果にも表れている。上加世

田式土器から入佐式土器古段階にかけての石材86点

中,実に93%にあたる80点が上加世田遺跡出土の玉類
と同じ石材が使われていることが判明した。一方,入佐

式土器新段階では36点 中,上加世田遺跡出上の玉類

と同じ石材は38%の 14点しかなく,他は別の石材である。
別の石材には片岩 ?・結晶片岩様緑色岩・チャート?・

滑石 ?・不明・蛇紋岩系 ?があり,かなり多様であること

が理解できる。

このことから,上加世田式土器段階から入佐式土器

古段階には同じ原産地の石材が使われていたのに紺し,

入佐式土器新段階になるといくつかの産地から石材が

寄せられる様になり,つくりも丹念でなくなった様子が窺
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える。玉類の流通システムやその統制にどの様な変化

があったのか追究することが今後の課題である。

これまで,鹿児島県内で縄文時代後期から晩期にか

けて,玉類が出土している遺跡は23遺跡である。緒方

智子氏 (緒方2003)は ,東町二浦遺跡・出水市大坪遺

跡。出水市沖田岩戸遺跡・東市来町市ノ原遺跡・金峰

町諏訪前遺跡・金峰町上焼田遺跡・金峰町松木菌遺

跡・金峰町上水流遺跡・力日世田市上加世田遺跡
。サ|1辺

町南田代遺跡・鹿児島市大龍遺跡・吉田町宮後遺跡・

国分市上野原遺跡・財部町踊場遺跡・末吉町塚ヶ段遺

跡・末吉町鳥巣ノ上遺跡・垂水市柊原貝塚・鹿屋市飯

盛ヶ丘遺跡・西之表市現和遺跡を紹介している。これに

加え,志布志町西原A遺跡・末吉町桐木遺跡。,H辺町

田中堀遺跡・出水市荘貝塚でも同時期の玉類が出土し

ている。この中で,玉つくりの存在を示す有溝砥石が出

土しているのは,上加世田遺跡・諏訪前遺跡・柊原貝塚

のみである。これに沖田岩戸遺跡を含めた大坪遺跡周

辺でも,玉つくりが行われていたことがわかつた。鹿児島

県内の同時期の遺跡はおよそ400か所が知られている

ことから,単純に計算すると,玉つくりの遺跡 :玉をもつ

遺跡 :同時期の遺跡は1:5:100の 割合になる。このこと

は,玉類の希少性と玉つくりをやつた遺跡の特異
J陛を示

すと考える。九州管内に目を移しても,玉つくりを行つた

可能性のある遺跡は福岡県上唐原了清遺跡・権現塚

北遺跡 ,熊本県健軍遺跡群第10次・竜田陣内遺跡・太

郎迫遺跡・山海道遺跡 ,大分県玉沢地区条里跡遺跡

群二反田地区・鬼森洞穴遺跡の8遺跡しかない。その

内の5か所が有明海に面した地域であり,鹿児島の3か

所を加えるとほとんどこの周辺に集中している。藁科哲

男氏によると,大坪遺跡や上加世田遺跡で出土する玉

類の材質は,長崎市や長崎県大瀬戸町のものではなく,

現在のところ産地不明であるとのことである。ただし,同

質の結晶片岩様緑色岩でつくられた玉は,岐阜県西田

遺跡や大阪府向出遺跡などでも出土しているという(藁

科2004)。 この岩石でつくられた玉類の製作場所が熊本

県から鹿児島県の西海岸側だつたとすれば,かなり遠く

まで玉が移動したことになる。玉そのものが動いたのか ,

あるいは玉を着けた人が動いてその場で最期を迎えた

のかわからないが,大変興味深いことである。玉類の原

産地が長崎地方でなければ,玉類の材料をどこで調達

したかが問題であるが,玉つくり遺跡のあり方と岩石分

布の様相から,天草一人代―五木を結ぶラインの深水

構造帯に熊本大学考古学研究室や宮田栄二氏が注目

している。今後の成果が楽しみである。

オ坪志子 刀θθ 協 〃 //c~渤%縄文一赤生庁倉會玉集

庇 磨 雰 学目海浴岸蟻 の先史文AヒΔ第3編 差充た学者庁

勢 究室

億方磐 子 フ閉 協 劾 麻 カ ル 名 効 な 坪 刀

東料を夕 刀%移 零 嘔鞣珍局妨劫堕腸砂ら考察ナろ

度用圏 ω y戸冒本考才学彦会第刀回総会 研究発表要
=ノ

/7本考占学彦会

玉類の製作技法

大坪遺跡では,玉類の加工具は出ていないが,加

工途中のものが出ているので, ここで玉つ くりが行

われたことがわかる。では, どの様な順序でつ くら

れたのか,甲元員之先生のご教示や,熊本市太郎迫

遺跡の管玉の例を基にみていきたい。

① 原石から凍り切り技法によつて切り離す。

(2093-2096)

② ノ(角形になるぐらいまで粗削りする。

(2067・ 2068)

③ 鳴子木という穴のあいた木の台にはめ込んで ,

錐で孔を穿つ。人角形ぐらいの段階で穿孔を行

うのは,滑らない様にするためらしい。孔を穿つ

時に一番失敗が多い様である。(2062。 2066)錐

には水晶が使われていたと考えられ,大坪遺跡

でも数点の水晶の原石が出ている。

④ 砥石で磨いて,最終仕上げを行い,出来上

がり。 (2041～ 2061)

以上の行程を経るには,いろいろな道具が必要なの

であるが,木や骨などの有機物は残つていない。それ以

外には漆切具と砥石 ,それに錐が必要である。しかし,

大坪遺跡では玉類加工用の道具は一つも出土してい

ない。大坪遺跡で製作途中の玉類が出土したことに力日

え,沖田岩戸遺跡では有溝砥石が出土しているので ,

この周辺で玉つくりが行われたことは確かである。

焼成上坑について

今回の発掘調査で3基の焼成土坑が検出された。そ

れぞれ形状は異なるものの,床面及び四面の壁が焼け

て赤色化している共通点をもつ。いずれの遺構も奈良

時代から平安時代前半期のものであり,面積に大きな

差はない。焼成土坑1は規模や形状が土師器焼成坑に

類似しており,実見した網田龍生氏からも同様の指摘を

いただいた。

窯跡研究会によると,土師器焼成坑の条件として ,

「①掘り込んだだけの単純な土坑であること(それ以外

の固定的な施設を持たない),②土坑床面が赤色に焼

けていること(壁面のみが赤色に焼けたものは除外す

る),③炭・灰。赤色焼上の塊～粒が原位置で確認され ,

その上坑で直接火を使つたことが明確であること(2次堆

積のものは除外する)」 (p.373。 つ。11～ 9.14)という3つの

条件があげられるとのことである。この条件に大坪遺跡

検出の遺構をあてはめても皿隔
`ま

ない。しかし,土畠市器
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を焼いたとする根 9_■はなく,同書にある様に,煙管状の

基底部・製炭土坑・火葬坑・祭祀土坑・煮炊き用土坑な

どの可能性も否めない。また,同書では生産遺構を認

識するもつとも重要な証拠は失敗品の有無とその状態

であるとし,「①燃料の屑 (木炭 ,灰原など),②生産の

ための遺構とその廃棄品 (窯壁・炉壁など),③製品とそ

の失敗品及びその生産道具類 ,という資料群が3つす

べてそろえば確実に生産遺跡として認定できる」(p.20

つ.11～ 213)としている。これに照らし合わすと,大坪遺

跡では製品とその失敗品を明示することができないこと

から,土師器焼成坑であると積極的に評価するには躊

躇される。それで,何かを焼いたことは確かであるので ,

焼成土坑乙呼んで今後の研究の深化に期待したい。土

師器がこの地で焼かれたのかどうかについては,焼く前

の行程もこの周辺で行われたはずであり,粘土採掘もそ

れほど遠い場所であつたとは考えられない。焼成土坑の

周辺で出土した土師器の胎土が,この周辺の土地の鉱

物と同一であれば,この地で焼かれた可育静性も出てくる。

今回の整理期間内では成し得なかったので,今後の課

題としたい。

窯跡研究会編 肋 7『古代の土舗器生産と卵
真陽社

大坪遺跡での条里型地割の変遷

今回の発掘調査において大きな課題の一つが,条里

型地割がいつ行われたかという点であった。これに即答

できる様な遺構やそれに伴う遺物はなかったが,溝状遺

構の切り合い関係や方向によつてある程度の復元は可

能であると思われるので記したい。まず,後述する様に,

大坪遺跡で検出された溝状遺構の多くは,波板状凹凸

面との関係から道跡ではないかと考えた。土地を区画

するのに道は非常に重要な要素であり,たとえ区画がで

きたとしてもそこを通れなければ何もならないことになる。

したがつて,道跡と考えられる溝状遺構の方向と時期が ,

条里型地割の施工段階を明らかにする手掛かりとなる。

まず ,昭和40年代の回場整備以前は地籍図や米軍に

よる航空写真から条里型地割が存在していたことが明ら

かであるので,公共座標に合わない方向の溝状遺構や

掘立柱建物跡は条里型地割施工以前の可能性が高い。

これを基にすると,B15区やB23区を中心とした8世紀
～ 9世紀代の区域には公共座標に合つた方向の遺構

はなく,この時期に条里型地割はなかったことは確かで

ある。一方 ,波板状凹凸面 7(SR27)・ 溝状遺構 17

(SD55)や溝状遺構22(SD146)などは公共座標にあっ

ているので,条里型地割施工後のものであると言える。

問題遊なるのが,これらの間に位置づけられる溝状遺構

16(SD63)や溝状遺構9(SD62)などの遺構である。

溝状遺構16はB26・ 27区では溝状遺構 17と重複して

いるものの,起点から東側へ33mの地点で略北側に方

向を変えていることから,条里型地割が完全に施工され

ていない段階を示していると考えられる。そして,溝状遺

構 16が 略北側 に延びる方向と重なる溝状遺構 9。 10

(SD61)。 8(SD65)。 6(SD68)・ 7(SD136)イま,条里型地

割施工以前の遺構ではないかと考えられるのである。つ

まり,清状遺構 6～ 10が条里型地割施工以前に使われ

ており,溝状遺構16は条里型地割施工中に起点から東

側へ33mの地点で条里型地害1上に切り替えられたので

はないかと推察される。そして,溝状遺構 17の段階で完

全に条里型地割となったことが確かめられる。このことか

ら,大坪遺跡周辺での条里型地割はある程度計画され

ており,実施できる区域から随時施工された様相が窺え

る。大坪遺跡は出水平野の東端に位置するので,条里

型地割に合わせられる限界となる,起′点から1町の半分

である東側へ50mの地点は,早くから認識されていたの

ではないかと考えられる。なお,溝状遺構 10では10世紀

代の遺物が出土することから,少なくともこの時期には

未だ条里型地割は施工されていなかったと考えられる。

場所を変えて31区～38区の様相をみると,溝状遺構

22は起点から110m東側に平行した位置にあり,公共座

標に合うことから条里型地割の東端と考えられる。溝状

遺構 11(SD22)や溝状遺構 12(SD23)は溝状遺構22な

どよりも古い時期であることが層位的にも明らかであるこ

とから,溝状遺構 12から溝状遺構22に切り替わった時

期が大坪遺跡周辺での条里型地割が施工された時期

であると考えたい。条里型地割施工以前の溝状遺構 11

で11世紀中半の娩類が出土することと,溝状遺構22に

関係する掘立柱建物跡 7と 6の柱穴から出土した婉と郷

が12世紀代であることから,この周辺での条里型地割は

12世紀代である可能性が高くなった。前述した様に道

跡と考えられる溝状遺構の枝分かれ具合から,条里型

地害」施工以前は米ノ津方向に方向性があったのである

が,施工後は出水方面を向いているのがわかり,政治

的・経済的中心が出水方面に変わつた様相が窺える。

この様な見解はあくまでも今回発掘調査で明らかとな

つた大坪遺跡周辺でのことであり,出水平野全域の条

里型地割がこれに当てはまるとは限らない。出水平野全

体での条里型地割の基準点がどこにあり,いつから実

施されたのか追究することが今後の課題である。そして,

どれぐらいの期間と労力をかけて広大な土地の区画整

理が行われてきたのかについて思いを馳せることによっ

て,現在も自然災害から住環境を守り,農作物の収益を

高め,交通の便を図ってくれている先人に対して感謝の

念が湧いてくると考える。

-549-



条里型地割範囲外での土地利用

昭和40年代以前の地籍図及び大坪遺跡の部分的な

発掘調査によつて,当地区における出水平野東側の土

地禾U用のされ方がおぼろげながら明らかになってきた。

1町 (およそ110m)四方を単位とする大区画の地割は ,

その範囲内においては規格
′性があり,利用のされ方は

生産性を伴うものであつたことが考えられる。今回の調

査区域の大部分は大区画の範囲外にあたり,土地利用

が大区画内と同じであつたかどうかが課題である。水田

による稲作が最も考え易いのであるが,今回の調査で

は,それを積極的に証拠づける遺構や植物遺体などの

遺物を得ることができなかった。逆に,これまでの配水

や排水のための溝であると考えられがちな溝状遺構が ,

波板状凹凸面を伴うことから道として使われていた可能

性が出てきたために,水田による稲作への疑問も生じる

こととなつた。低地面の区画された土地イコール水田と

単純に考えるのではなく,どの様な使われ方をしたのか

を耕作痕跡 (耕絃及び畦畔の痕跡)や生育痕跡 (マンガ

ン分の集中や株跡など植物特有のあり方や ,その植物

をとりまくミミズや昆虫など他の生物の特徴 ,種子類その

もの),栽培及び収穫痕跡 (植え付け,除草 ,防虫,収

穫方法 ,収穫後の野焼きなど)から明らかにすることが

重要である。特に,B-3区～6区にみられた土坑群は水

田に関係するものとは考えられず,諸職に伴うものと想

定され ,時期的なものも含めて検討しなければならな

ヤヽ。

鉄道下に街道が無かつた可能性

平毒1犬遺構32(SD141)。 30(SD142)・ 28(SD143)・ 29

(SD144)・ 23(SD145)・ 21(SD146)の 落ち込み面の層位

及び検出状況から,溝状遺構32が最も古く,順次西側

へ移り変わったことが窺える。しかもこれらの溝状遺構は

南側へはまっすぐ延びていくものの,北側では枝分かれ

したり,次第に方向を変えたりしながら細くなって,検出

できなくなってしまった。その先には遺構が検出されるこ

とから,北側で後世の削平が行われたということではな

いこともわかる。したがつて,道として利用された溝状遺

構32(SD141)・ 30(SD142)。 28(SD143)・ 29(SD144)。 23

(SD145)・ 21(SD146)の北側は家屋や田畑等があるだ

けで,道は続いていなかつたと考えられる。

ここで一つの疑問点は,現在の市道やJR鹿児島本線

(現在 ,肥薩おれんじ鉄道)下に,出水と米ノ津を結ぶよ

うな箇道があったのか無かつたのかということである。古

代官道と明治時代に敷設された鉄道がほぼ同じ場所を

通つてヤヽるという意見もあるためである。もしこちら側に

街道があつたとすれば,今回検出された道の方向もより

東側へ変わっても良いはずであるが,その様相は見受

けられない。A33区とA38区の2か所に東側へ向かう

溝状遺構があるものの,両者とも直角に曲がつており,

東南側へ頻繁に歩こうとする様相はみられない。このよ

うな状況から,今回の発掘調査では,」R鹿児島本線側

に街道が存在しなかった可能性が高いと言える。その

結果と合致するような報告が,「歴史の道調査」を実施し

た鬼塚茂氏によつてなされている(鬼塚 1993)。 鬼塚氏

によると,出水から米ノ津へ至る街道は,現在の国道

447号線とJR鹿児島本線との間に位置することが,松並

木の存在や江戸期の日記等から示されている。また,明

治35年の地図でも,山裾沿いの道よりもそちらのほうが

大きく描かれており,やはり本道は」R鹿児島本線下では

なかつたと言える。

なぜこのようなことを述べるのかと言うと,今回の発掘

調査において道跡が多く検出されたため,官道との関

連がどのようなものであったのか明らかにしておきたいた

めである。D24区に位置する溝状遺構 16(SD55)と溝
状遺構20(SD57)の 交差点を起サミとするなら1ず,薩摩街

道は条里型地割の6区画分に当たる660m西側に位置

することになる。今回調査した大坪遺跡内の範囲内で

検出された道跡と考えられる溝状遺構の幅は140clll以

下のものばかりで,官道クラスの道には到底及ぶもので

はない。もし大坪遺跡よりも東側に官道が通っていたと

すれば,それに規制された地割があつても良いはずで

あるが,それも認められない。したがって,もし出水平野

を官道が通っているとすれば,大坪遺跡以西で条里型

地割の大区画に合致した場所である可能性を指摘して

おきたい。

出水市教育委員会では,平成15年度から薩摩街道

についての調査を実施している。薩摩街道と官道が同

じ場所を通つているかどう力hはわからないけれども,一

つの可含旨性として薩摩街道に比定されている部分と,さ

らにそれより6区画分西側に位置する部分が加梨久利

神社の参道入口と箱崎宮を結ぶ直線上にのっており,

この部分の確認調査を実施すれば,何らかの情報を得

ることができると考える。特に後者のラインにのる尾崎B

遺跡では,「厩」もしくは「厨」の字が書かれた塁書土器

及び焼塩重が出土しており注目される。また,南へ延ば

すと古代官道に置かれた「市来駅」に比定される市来遺

跡にも近い。出水地方全体の地図を広げて,方眼の入

つた透明な三角定規を南北に合わせて置くと興味深い。

先ほどのラインと野田駅前や高尾野駅前を東西に通る

道路の延長との交 ,点が市来遺跡近くになるのである。さ

らに,米ノ津川も方位に合つた東西距離1100mほどのク

ランク状となっており,壮大な計画があつたのではない

かと思わせるほどである。今後の成果に期待したい。

力劾  ′999  ′7▼〃で庁な愛蒻芳泌4募脅脇 オカ班ノ震 の免多

調査報告書第一集 〃 こ島県夢貫姿ミ会
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波板状凹凸面と溝状遺構

今回の調査で,波板状凹凸面を22条検出し,溝状遺

構の底面にも波板状凹凸面が認められる例を 4例 (溝

状遺構 8。 16・ 17・ 22)検出した。波板状凹凸面は等

間隔に連続 した窪みがみられるもので,道路状遺構に

関係の深い遺構であり,1970年代以降の発掘調査で北

は岩手県から南は鹿児島県まで分布 し,その時期も古

墳時代から近世前半までの長い期間を通して存在す

る遺構であることが明らかになってきた。北郷泰道氏

が1987年の論文で木馬道説を提示して以来,重永卓爾

氏 。飯田充晴氏・早川泉氏・近江俊秀氏・山村信榮氏

等によって盛んに研究及び議論がなされ ,「 自然によ

るポットホール説」。「枕木・コロ説 J。「路床基礎工事

説」・「足掛け説 J。「つF水施設説」が提示されているが ,

未だ波板状凹凸面が何に起因するものか決着をみて

いない。

東和幸は波板状凹凸面の最大の特徴が歩幅ぐらい

の距離でほぼ等間隔に並ぶことに注目し,九州の 5県
15遺跡35例 (鹿児島県山崎 B遺跡・木場A遺跡 。宮崎
県前畑遺跡 。水落遺跡・松原遺跡・熊野原遺跡・大岩

村ノ前遺跡・並木添遺跡・大岩田上村遺跡 。大島畠田

遺跡・熊本県塚原遺跡・うてな遺跡 。大分県上野第一

遺跡・福岡県薬師堂東遺跡 。高津尾遺跡)及び九州以

外の 5県 6遺跡 6例 (岡山県山伏塚遺跡・鳥取県石脇

第 3遺跡・奈良県鳴神遺跡・茨城県中台遺跡・古峯B
遺跡・岩手県曲田正遺跡)の波板状凹凸面について

芯々距離を計測した結果,芯々距離の平均値でほとん

どが60cm～ 70clllに 収まることがわかった。九州をはじ

め中国地方 。関西地方 。関東地方・東北地方でも同じ

様な数値が出ており,改めて全国的に波板状凹凸面の

芯々星巨離は共通していることがわかる。また,時期的

にも古墳時代から近世前半までの長期間に及んでお

り,地域的にも時間的にも左右されない不変的な内容

を波板状凹凸面は持っていると考えられた。この数値

が馬や牛の歩幅ではないかと仮定し,日 本の古代・中

世遺跡で出土した牛馬骨の計測値を調べた西中川駿

先生によると,牛は体高 115～ 120cm,体重200～ 280
kg,馬は体高130c皿前後,体重300kg前後が推定され ,

体高との比較から70clllに近い歩幅が求められること

がわかった。

次に,波板状凹凸面が牛や馬が長年歩いた痕跡では

ないかという仮説を検証するために,現在の牛や馬を

観察した。鹿児島県川辺町森林馬事公苑・同町青木牧

場・薩摩郡入来町鹿児島大学農学部付属入来牧場・揖

宿郡頴娃町営熊ヶ谷放牧場。御崎馬の放牧地である宮

崎県都井岬を訪ね,さ らに現在も馬が頻繁に同じ場所

を歩いて砂糖黍搾 りを行つている龍郷町秋名の砂糖

車と戦前まで牛に曳かせて水を汲み上げていた肝属

郡串良町花岡堀に所在する深井戸の馬場を調査した。

その結果,青木牧場と入来牧場及び熊ヶ谷放牧場で牛

が永年歩いた場所に連続した等間隔の窪みを確認す

ることができた。また,名瀬市立奄美博物館に所蔵さ

れている馬による砂糖黍搾 りの様子が描かれた絵に

は,馬が歩いている場所が溝状になり等間隔の窪みが

表現されていることがわかった。

さらに証拠を求めて絵画資料や民族例を調べると,

次の様なことがわかった。多くの絵画資料で,道路と

考えられる部分に等間隔の横線で表現 したもののほ

とんどは,坂道であり階段を表している。しかし,階
段以外の道路にも等間隔の横線で表現している絵画

資料を見出すことができた。1597年頃描かれた米沢市

上杉博物館蔵の「村上ようがいJ図 (越後国瀬波郡絵

図部分)がそれである。また,2001年 12月 25日 にテレ

ビ朝 日系列で放映されたネイチャリングスペシャル

「世界初取材 “地球最後の秘境"ワハーン」の 1シー

ンに,アフガニスタンのキリギス族のキャラバン隊が

パミール高原のワハールからパキスタンのチャプー

ルサンヘぬける際,連続する窪みが映し出された。急

な斜面を等高線に沿つて通路は延びており,荷物を背

兵わせた馬や交易品となる羊の一行が列を成して歩

いている背後に,連続した窪みが見える。窪みの芯々

距離は羊の大きさよりも狭いことから,70cm前後が想

定される。重なりながらも数条見られることから,位

置を少 しずつ変えながら長年使用されたことが考え

ら球Lる。

以上の調査を踏まえ,凹面間の芯々距離 。現在の牧

歩に見られる凹凸面・牛や馬の足裏にかかる圧力等か

ら,波板状凹凸面は整然と統制された牛や馬が長年同

じ場所を歩いたことによって出来上がった遺構では

ないかと考える。また,路面に残る硬化面及び溝状遺

構と呼ばれる一部もその可能性が高いことを指摘 し

た (東2002・ 2003)。

大坪遺跡では平安時代後半から近世にかけての波

板状凹凸面が22か所あり,溝状遺構の床面にも4か所
が確認されている。この中には同じ場所で重複してい

る箇所もあるので,一条づつ数えるともつと増えるこ

とになる。各遺構の中で記した様に,大坪遺跡でもそ

れぞれの波板状凹凸面の芯々距離は60clll～ 70clll≧ な

り,全国の事例と共通している。また,波板状凹凸面

1・ 4及び溝状遺構 8。 16。 17の凹面内が左右二つに

分かれる例は,岡山県山伏塚遺跡と鳥取県石脇第 3遺

跡にもみられ,波板状凹凸面の特徴の一つである。こ

れは,川辺町青木牧場や頴娃町熊ヶ谷放牧場でも観察

できたことであり,牛の左右の足が25clll程度開いてい

るためにこのような形状になると考えられる。牛馬の

歩き方を観察すると,右前足→左前足→右後足→左後
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足の順に足を出し,右前足と右後足,及び左前足と左

後足がちょうど同じ場所に着地する。そのため,1頭
の牛馬が歩いた足跡をみると,ジグザグに歩いている

様に錯覚してしまう。この様な歩き方が半歩ズレたり

行き交いながら何度 となく繰 り返されれば,凹面内が

左右二つにはっきりと分かれることになる。この点で

も検出された波板状凹凸面と現在の放牧場で観察さ

れる牛の歩行痕跡との共通性を指摘できるのである。

では,波板状凹凸面がなぜ出来上がるのかという点

が最も大きな疑問点である。即答できるような理由は

ないが,現在の牧場にも連続した等間隔の窪みができ

るということは上記の例が示 している。牛が長年同じ

場所を歩いてこのような連続 した等間隔の窪みをつ

くったわけである。ただし,牛馬が長年歩いた場所に

必ず連続 した窪みができるのかといえばそうではな

く,坂道の上 りはじめと水が溜まりやすい低い部分に

できやすいとい うことが波板状凹凸面の検出例から

明らかである。牛や馬は一歩目が決まると,同 じ歩調

で歩くので次々に同じ場所を踏みつける。乾燥した路

面であれば窪むことはないが,地面が湿つた状態であ

れば牛や馬の足裏にかかる圧力によつて窪む。このよ

うな状態で断続的に牛馬が同じ場所を歩くと,乾燥し

ても等間隔の浅い窪みができることになる。そこに雨

が降った場合窪みの部分に雨水が溜まり,こ の部分だ

けがしばらくぬかるんだ状態となる。長い年月の間に

何度も同様なことが繰 り返され,窪みはますます深く

なったことであろう。熊ヶ谷放牧場で観察できる連続

した凹凸の場合,水場近くの常にジメジメしている場

所であれば,はつきりした凹凸をいつでも見ることが

でき,その深さも50釦ほどはある。またわずか lヶ 月

の間に凹凸の高低が大きくなった箇所もみられたが ,

この場所も木々が茂つて乾燥しにくそ うな状況下に

あった。したがって,連続した凹凸面ができやすいの

は,水はけの良くない場所が大きく影響し,年月の長

さだけによるのではないことが窺える。大坪遺跡で検

出された波板状凹凸面も周辺より低い場所であつた

か,日 当りの良くない場所であつたことが推察される。

次に溝状遺構についてであるが,これも牛や馬の放

牧場では普通に見ることができるし,現在の登山道を

思い浮かべると,人の手が加わらなくても長年の歩行

によつて溝状となることがわかる。大坪遺跡の溝状遺

構の底面に波板状凹凸面が残る例が 4例あつたこと

から,これらも道跡の可合摯性が高くなった。

溝状遺構の中で,硬化面を伴 うものであれば道跡と

認定するのが容易であるし,波板状凹凸面を伴う溝状

遺構も同様である。問題は硬化面及び波板状凹凸面を

伴わない溝状遺構について道跡とする認定をどのよ

うに行 うかであるが,東和幸は次の様な場合を道跡で

はないかと考えた (東2004)。

① 直角に曲がる部分がカーブを切つている。

② バイパスを設けている。

③ 枝分かれがある。

④ 断面形が円弧状を呈する。

⑤ ある程度の長さをもつ。

③ 蛇行している。

⑦ 登 り口がある。

である。これに大坪遺跡検出例をあてはめると,次の

とおりになる。①溝状遺構 15と 16,溝状遺構31と 33,

溝状遺構 19,溝状遺構20 ②溝状遺構22と 23,溝状遺
構 4 ③溝状遺構 12と波板状凹凸面 2,溝状遺構 25・
26。 27。 28 ④溝状遺構 1・ 6・ 7・ 8。 9・ 10。 11・

24・ 38 ⑤溝状遺構22 ⑥溝状遺構 5。 17 ⑦溝状遺
構 11。 これらの溝状遺構が道跡の可能性が高い。

以上述べてきた通り,牛馬の歩行痕を通して遺跡で

検出される遺構をみていくと,波板状凹凸面と硬イ監面 ,

それに一部の溝状遺構が牛や馬の歩行に関係がある

と考える。筆者自身この様な結論に至ったきっかけは ,

大坪遺跡で平成12年度の発掘調査中に,作業員の方々

を集めて波板状凹凸面 4(SR72)を 前にしながらこの

遺構について話をしている時,あ る方から「牛が歩い

た痕じゃんかな ?Jと 質問されたことである。その頃 ,

木馬道説に興味を持っていた筆者は,「まさか,そん

なばかな…Jと 心の中では思いつつ説明した。しか し,

そのことが頭に引つかかつており,牛や馬を観察 した

り牛や馬が長年歩いた場所を調査するうちに考えが

変わってきた。昔から伝えられた技術や生活の知恵を

携えた大坪遺跡の発掘作業スタッフの方々に厚 くお

ネし申し上げたい。

東″妻 刀ν  ~波板状圏凸万たガナう葬r∂ の易緒

『
四国とその馳物 を言幸色犬鏡徹夫先生す診定森繕

大銀徹夫先生煮輪記念論文集 F鼈行会

茨″幸 刀鋸  ′陵沈姫墜笏 令尋歩行痕説轟論Δ脇
ズの霧ンちノ翻 う 勒 乾塑場カウリ立をノター

効 妻 フθ% ん管友遺清の一性格」脇敦珍森力ゝらブ
″グテ 滋刀島県サ妨 /Z影をンター

失敗の共有化

2年間大坪遺跡の発掘調査を担当して,様々な遺

構や遺物と巡 り会い,その時その時でいろいろなこ

とを考えて対応してきた。 しかし,後 日考えると失

敗 したことも多々あり,一度壊 したら三度と元にも

どらない遺跡に対して罪深いことをしたと反省 して

いる。 自分自身はもちろんのこと,今後遺跡に携わ

る担当者の方々が同じような失敗を三度と繰 り返 さ

ないためにも書き留めておきたい。
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一つは,必ずダメ押 しの掘削を行 うことである。
「遺物や遺構がある」ということを証明するのは簡単

であるが,「もうこれ以上遺物や遺構は存在しない」

ということを証明するのは大変難しいことである。手

掘りによる掘り下げで終了したとしても,念のため重

機によつて数 cIIlずつ最終確認を行 う方がよいと考え

る。工事に伴う掘削深度にもよるが,「もうこれ以上

は出てこない」という深さまで掘つた方が良い。山内

清男先生の言葉に,「掘るのなら徹底 して下まで掘

れJと いうのがあるが,「壊す (調査する)のなら,

徹底して壊す (調査する)」 姿勢が必要である。

最終確認を実施して良かつたッくは,埋設土器をは

じめ,い くつかの遺構を検出することができたこと

と,直接手が加えられなくても上の土の状況によつ

て,土質や色調が変化することを知り得たことであ

る。溝状遺構の直下の土質が変わることがわかった

し,逆に遺構そのものは削平されて検出されなくて

も,その痕跡を明らかにすることができると考える。

また,圧力や熱とともに水溜りや植物によつても,

土質は変化することがあるので,作業員任せでなく

担当者自身が直接土に手を触れて遺構に関係あるか

どうかを判断しなければならない。いずれにしても,

発掘技術を高められる様に常にアンテナを張つてお

き,最終的には土と対峙しながら遺構を見のがさな

い様に努力したい。

もう一つは,遺物や遺構に射する強烈な思い込み

である。今回は本文中でも記したが,縄文時代の玉

類 1点がガラスではないかと思い込んでしまつたこ

とである。急な依頼にもかかわらず,奈良文化財研

究所の肥塚隆保先生に分析 していただき,石である

ことを明らかにしていただいた。分析結果が出るま

では,いろいろな方々に自分の意見を押し付けなが

ら見ていただいたので,誤解されている方もいらっ

しゃるかもしれない。肥塚隆保先生をはじめ,多く

の方々にお詫び申し上げたい。

これ ら以外にも大なり小なり多くの失敗を繰 り

返してきた。一現場一現場の失敗は数えられるほど

かもしれないが,これが一つの組織,一つの都道府

県,そ して全国規模となると膨大な量に及び,その

文化財的な損失も大きい。各人各地の失敗を共有化

し,失敗に学ぶことができれば,文化財の損失も最

小限におさえることができると考える。

(以上 東和幸 )

大坪遺跡の立地に関する小考―古代・中世を中心として一

大坪遺跡は,矢筈岳の裾部から広がる扇状地 (沖積

地)の東南部端に立地する。県内ではこれまで平地・

扇状地での調査はあまり行われてこなかつた。言い換

えれば研究の蓄積も多くはないこととなろう。本稿で

は,平地に立地する遺跡を考えるうえで参考になるの

ではと考え,寺院の立地をみることで遺跡の理解の一

助とすることを目的とする。

大坪遺跡周辺の地形をみると,中世前半期の掘立柱

建物を中心とした遺構群の集中区が丘陵に近接して

いることが理解される。これは,単に調査範囲による

ものだけではないようである。例えば,隣接遺跡であ

る沖田岩戸遺跡 (丘陵よりやや離れている)では,中

世の遺構は発見されておらず,また中世の遺物も少量

である。このことから,大坪遺跡の遺構群は丘陵を背

にしてある一定の地区の用水を掌握するためのもの

であつた可能性も考えられる。

宇野隆夫によれば (宇野2001),中 世荘園には,「基

本的には中世前期型と中世後期型の構造があり,東 日

本では13世紀中頃,西 日本では14世紀後半の変化が大

きい。ただし,荘園内の多様な経営拠点は刻々と変化し,

単純には理解できない。Jという。また,「 12世紀,特にそ

の中頃以後に,東西 日本をつうじて従来の民衆の屋敷

型や有力層の居館型から飛躍した内蓉をもつ地域の中

心的な経営拠点が成立した。その典型的なものは方1町

前後の規模をもち,平野部奥で丘陵・山地を背にして立

地し,用水の起点を掌握して盛んな祭祀・儀礼活動を行

った。」「これらは,そこが荘園であれば荘所,あるいは荘

所機能の多くを果たしたと考えるものである。」「荘所の背

後には密教系の寺院があり,経塚・墓地を盛んに営む一

方,密度高く山中の諸施設をつうじて全国的な宗教的ネ

ットワークに連なる一方,平野部の諸処にも出先の施設

や堂をもう|すて農業や商工業の営みと接していた。山の

水は農業と,森林・地下資源は手工業と深くかかわり,山

岳宗教と民衆の営みは不可分であった。」としている。こ

れは,大坪遺跡の立地を考えるうえでも参考になる

であろう。

ここで,出水平野の寺院の分布をみてみると,大坪

遺跡の範囲内及び近辺には明確な中世寺院は存在し

ていないようである。分布の傾向としては,出水麓地

区近辺に集中する。これは,亀ヶ城を核としてつくら

れた出水麓の性格からみても当然の結果といえよう。

この亀ヶ城は,15世紀半ばに薩州家始祖島津用久によ

って築かれた中世山城である。これらの寺院がつくら

れたとされる時期をみると,中世後半から近世が多い。

純粋に中世前半につくられたことが判明している寺

院は少ない。ただし,これは県内の他の地域でも同じ

であろう。たとえば,高尾野町内では,放光寺跡が調

査されており,こ こでは中世の墓地が発見されている。

しかしながら,地名が「寺」というだけで,実は寺院

があったという伝承すら残つていないのである。県内

には,これと同じくいつしか存在したことも忘れ去ら
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れた寺院が相当数あることが想定されるであろう。想像

をたくましくすると,廃仏毀釈によつて,徹底的に寺院が

破壊された結果,寺院に保管された文書な発 大量に破

棄されたことから,関連していた寺院の記録までも不明に

なってしまったのではないだろうか。

以上と同じようなことが,大坪遺跡周辺でもいえるかも

しれない。遺跡の背後にある東光山は,山岳寺院が存

在していたとしも おかしくないような丘陵であり,多宝

寺があった。

また,今回の調査では,建物群の他にも中世を中心

とした条里に関連するものとみられる溝状遺構が発見さ

れている。条里は水田区画を主目的とするものであるの

で,荘園にも関係することとなろう。

これらを総合して考えるならtず,大坪遺跡の中世遺構

群は,東光山を背にして営まれた荘園の経営に関する

拠点であった可能性がある。ただし,これはあくまでも推

測の域をこえないものである。今後,周辺の条里の広が

りや,文献などでの検討を深める必要があろう。

県内では,これまで条里に関して,主に小宇地名と地

籍図などから研究が行われてきた。特に,文書が存在

する国分平野,京 田遺跡から条里木簡が発見された,||

内平野は注目されるところである。しかしながら,これま

で他の発掘調査では条里に関する遺構は発見されて

いなかった。このことは,条里の研究のみならず,ひいて

は出水平野の荘園に関しても,有益な資料となったの

ではないかと考える。

宇野隆夫 2θθ′ 胸 のを言学迅 毒本罰庁
(上床 真)

簾
ほ/専iF電考:
I渉影添i

蛇く古市打
■
．４縦

出水平野の寺社 (近世以前)分布図

出 水 平 野 の 寺 社

7 箱 崎 八 幡 台 地 中 世
創 建 は 1185年 と,281年 の 2説
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大坪遺跡の成果 ―子どもたちへ向けて一
1.遺跡周辺の土地利用
大坪遺跡がある出水市は,鹿児島県の最北端に

位置しており熊本県水俣市に接する県境のまちです。

地形は,海岸部に平野や台地,それに100mを越える

山間地帯と変化に富んでいます。高い山は紫尾山

(1,067m)と 矢筈岳 (687m)があり,そこから流れる川

には,米ノ津)||(広瀬川)や高尾野川,平良川などが

あります。中でも米ノ津川は多くの支流を集め広い平

野をつくつた,この地方最大の河)||です。紫尾山地と

平野部を分けているのが,出水断層と呼ばれる地球

の小さな傷跡です。県内の他の場所でみられないこ

の地の特徴は,断層のはたらきでつくられた二つの大

きな扇状地があることです。この扇状地は,江川野を

頂点として,大野原から国道3号線の方へ続いており,

その長さは約7kmあ ります。扇状地の西側は出水郡

高尾野町と接しています。扇状地の北東側は,米ノ

津川のはたらきでつくられた,標高8～ 10mの河岸段

丘があります。ここは,扇状地特有の漫水があるため ,

生活しやすく,古くから開けた場所です。この河岸段

丘の上に,約4000年前の出水貝塚や 1500年前の溝

下古墳群 ,それに400年前から栄えた麓集落などが

あります。もう一段下には,米ノ津)||の流れでつくられ

た出水平野が広がっています。また,人代海に面して

大きな千拓地があります①この干拓地は,江戸時代に

薩摩藩が新田を開発しようとして,肥後 (現熊本県)や

肥前 (現佐賀県)の技術を取り入れて,米ノ津川の河

口から西側の方へ造成してできた場所です。このあた

りの干拓が成功したので,ここに多くの新 田がつくら

れ米の生産がすごく盛んになりました。「米ノ津」という

地名があるのも,ここでとれた米が各地に向けて運ば

れたからかもしれません。ツルの渡来地で有名な

「荒崎」は,野田川乙高尾野川が合流する場所に造成

された千拓地です。米の減反政策が進むにつれて休

耕地が広くなり,ツルの飛来蝿 増えてきました。今で

は,毎年1万羽を超えています。

上場集落のある高原部では,涼しい気候と広い土

地を利用した畜産や園芸が盛んです。海に面した山

の斜面は日当たりや水はけがよく,土は養分を含ん

だ土です。また海側からは暖かい潮風が吹いてきて,

霜があまり降りません。このような気候を禾U用して,こ

の斜面では果樹 (特にみかん)の栽培が盛んです。

扇央部は,礫層が厚く堆積して水はけがよく,畑をつ

くり苗木や煙草の栽培に取り組んできました。現在で

もイヌマキ,サツキ,ンツジ等の栽培が盛んで九州有

数の植木産地となっています。

ほどよい高さの河岸段丘上には,古くから集落が

開け,特に江戸時代には麓集落が築かれました。平

地では,水 田や畑が開かれたり,商業地として活用さ

れ,現在でも多くの田園や商店街があります。土地が

広く,道路が整備されている所には,食料品やコンピ

ュータ部品,自 動車部品等の工場が建てられていま

す。千拓地部分には多くの水田が形成され,広い出

水平野は鹿児島県の穀倉地帯となっています。また ,

人代海に面した沿岸部では,古くから漁業が行われ ,

特にクルマエビ漁やノリの養殖が盛んです。

これらの土地に応じた山村・農村・漁村。商店街・

麓集落などがつくられ,出水の人々はたくましく生き

てきました。

2 出水の歴史
出水市の東部の標高500mの 上場高原一帯は,上

場遺跡をはじめ旧石器時代の遺跡が多いです。縄文

時代になると,扇状地の扇頂部や扇端部の河岸段丘

上に遺跡が立地するようになります。古墳時代の遺跡

は,洪積台地の上に溝下古墳群があり,海岸部には

切通古墳群があります。ところで,広い平野部の割に

は弥生時代の遺跡が少ないのが不思議です。

古代には,出水を含む南九州には隼人とよばれる

人々が住んでおり,中央政府に従つていませんでし

た。当時の文献によると,奈良時代には出水を治めて

いる国の役人は,肥後 (現熊本県)の人たちが多かっ

たようです。このことから,当 時の中央政府がこの地方

に住んでいる隼人を支配するために,月巴後から人々

を移住させ ,この人たちを中心にして,出水を支配し

ていたのではないかと考えられています。平安時代に

なって,各地に貴族や社寺が私有した土地である荘

園が開かれるようになりますが,出水にも出水平野を

中心に,霜箕て,面封浣 ,箕絣 とぃった荘園が開

かれます。平安時代の終わりごろの和泉荘の領主が ,

和泉兼保という人物だといわれています。この人は ,

現在の出水小学校の裏手にある亀ヶ城を造り,ここを

拠点として力を伸ばしていつたのではないかと考えら

れています。鎌倉幕府を開いた源頼朝は全国に守

護。地頭を置きますが,薩摩国の守護・地頭に任命さ

れた人物が,確禁忠久です。この守護。地頭といつた

役職は,現在でいうと県知事と警察署長のような仕事

をする人です。彼は後の島津氏の祖となる人物です。

この時最初に役所を置いたのが,高尾野町にある木

牟礼城です。鎌倉時代にはここを足掛かりとして,島

津氏は勢力を伸ばしていくことになります。南北朝時

代は,北朝方についた島津氏と,南朝方についた出

水のいろいろな土地の領主たちが争っています。室

町時代になると島津氏の分家である薩州島津家がお

こり,出水地方を中心に勢力を伸ばし,本家の総州

島津家と同じくらいの力をもっていたといわれていま
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す。江戸時代になって薩摩藩は藩内を113の外城

(讐 )に分けますが,肥後藩との境にあった出水には ,

当時最強の武士 (郷士)たちを住まわせて,麓集落を

つくりました。この麓というのは,現在の市町村のよう

なものです。また,米ノ津川河口の低湿地を千拓し,

大規模な新田開発を行いました。明治時代に入り西

南戦争が起こりますが,出水の郷士の大部分の人々

は西郷軍に従つています。この時,官軍は出水沿岸

の海と隣県の熊本より陸を越えて鹿児島に入つてき

ています。この時出水の麓でも戦闘があったという記

録があります。大正・昭和に入り,県内各地に鉄道が

開通します。最初は,鹿児島⇔吉松⇔人吉⇔人代⇔

熊本ルートが鹿児島本線 (現肥薩線 )として開通しま

す。その後国道沿いに鉄道を敷設してはしいという願

いがあり,熊本⇔人代⇔出水⇔川内⇔鹿児島という

出水を通るルートが敷かれ,これが鹿児島本線となり

ました。このように出水は,鹿児島県の最北端に位置

し,人代海に面しており,平野部が広いことから,古

代から交通の要所とされ ,これまでの歴史の流れの

中で重要な役割を担ってきた地域です。

3.調査成果

発掘調査をすると,それぞれの時代の人たちの生

活に関わつた様々な道具や施設が出てきます。土器

や石器などの道具を「遺物」≧呼び,住居跡や道跡な

どの施設を「遺構」と呼びます。そして,遺物や遺構を

含め,それぞれの時代の人々が生活した場所を

「遺跡 Jと呼んでいます。大坪遺跡では,いつの時代

のどの様な生活の痕跡が明らかになったのでしょう

か 。

(1)縄文時代

大坪遺跡周辺で最初に生活を始めたのは,縄

文時代も終わりの頃でおよそ3200年前～2800年前

のことです。それ以前は,出水平野一帯は海だつ

た様ですが,気候が次第に寒くなって陸地になっ

た様です。縄文土器は時期とともに少しずつ形や

文様が変イ監しますので,それぞれの時期や地域の

土器に名前がつけられています。

大坪遺跡で出土した土器は,上第と営式生幕 ,

入佐式土器 ,黒川式生幕と呼ばれるものです。煮

炊きに使つた深鉢形土器や盛りつけ用に使われた

と思われる浅鉢形土器があります。また,土器をつ

くる時,布や網 目が偶然ついた組織痕土器も出土

したので,実物は腐ってしまって残つていないので

すが,当 時の服や網を復元することができます。

石の道具としては,動物を捕るために弓矢の先

につけられた矢じり(石鏃)や ,肉を切つたりすると

きに使った万能ナイフの石匙,ドングリやシイの実

を粉にする石皿や藩岩,現在のドリルのような道具

である石錐,木の伐採や加工に使つた石斧 ,漁網

につけられ饉 ,土を掘ったり耕したりするときに使

ったと思われる石製土掘具などの日常的に使われ

ていた道具が多数出土しています。これらの遺物

から,遺跡周辺に広がっている山や川 ,それに海

の恵みを大いに受けて生活していたことがわかりま

▼
)~。

遺構としては,埋設土器と呼ばれる深鉢形土器

を埋めた場所が37か所出てきました。これは,日 常

使用した深鉢形土器の一部にわざと穴を開けて非

日常的な使い方をしています。当時の人が再生を

願つて死んだ子どもや動物を収めたと考えられま

す。現在のところ鹿児島県内では最も多くみつかつ

ています。それに,当 時の食料であつたドングリを

貯蔵しておくために掘られた穴 (ドングリピット)や ,

火を使つた場所がみつかつています。

大坪遺跡の縄文時代で特筆することは,緑色の

石材でつくられた玉類の多さにあります。はっきり

わかるものでも勾玉が6′く,替てが29点,丸玉や平

玉などが15点,垂飾品が1点出土しました。さらに ,

穴をあける途中のものや石を磨いて切り離す擦り

切り技法の痕跡がみられるものなどが22点あり,原

石や飛び散つた石クハЬ64点出土しています。これ

らのこ≧から,この場所で玉つくりが行われていたと

考えることができます。

これらの玉類は,現在のネックレスやペンダントと

いった,アクセサリーにあたるものだと考えられます。

鹿児島県内で縄文時代後期の終わりから晩期に

かけての玉類が出土した遺跡は,約 20遺跡ありま

すが,この中で,製作するための用具や製作途中

の玉類が出土した遺跡は,加世田市の上加世 田

遺跡と金峰町のIIM訪前遺跡 ,それに垂水市柊木

原貝塚の3か所だけです。今後,いろいろな地域

の同じ時期の玉類と比較しながら,原石の産地や

作り方,完成した玉類がどこへ運び込まれたものか

を明らかにしていかなければいけません。

(2)奈良時代から平安時代前半

14区～16区及び21区～25区にかけて8世紀後

半から9世紀前半の遺構や遺物がみつかりました。

遺物 には ,高 温で焼かれた須恵器 ,素焼きの

土師器といつた当時の皿や茶坑,米を蒸していた

甑,漁網のおもりとして使用された土錘や鉄製品 ,

それに鉄製品をつくったり修理したりするときに高

温用の送風管として使用された輔の羽 口,糸をつ

むぐ時に使われる紡錘草,そして当時の馬の歯な

どが出土しています。これらの遺物の特徴から,約

1,200年前の奈良時代から平安時代の前期だとい
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うことがわかります。これらの遺物の中には,硯

(円面硯か ?)や須恵器の蓋や皿を硯にリサイクル

して使つたもの (転用硯)が出土しています。また ,

文字が刻まれている土器 骸J書土器 )が 3点あり,

そのうち2点は同じ文字が書かれています。このこ

と力ち,当 時この地域に,文字を書くことができる人

が住んでいたと考えられます。現在はほとんどの人

が文字を読み書きできますが,当 時としては文字を

読み書きできるのは,ごく一部の人だけでした。こ

のことから,この時期の大坪遺跡は一般的な居住

地ではなく,公的な仕事をする場所だったと考えら

れます。

遺構は,煮炊きをするための竃をもつ1辺 3mの

竪穴住居跡 (当時の人々の家の跡)が 1軒みつか

りました。鹿児島県内で,竪穴住居の中に竃がつ

いているものがみつかつたのは,大坪遺跡が初め

てでしたが,現在では金峰町の芝原遺跡や川内市

の大島遺跡でも発見されています。それに,床面

や四つの側面がまつ赤に焼けた焼哉笙玩が3基み

つかりました。土師器を焼いて作つた場所ではない

かとも考えられますが,確証は得られません。これ

らの遺構は県内の他の遺跡ではあまりみられない

ものであり,このことからも中央との近さがうかがえま

す。

(3)平安時代後半から鎌倉・室町時代

およそ900年ほど前になると,生活空間が南の方

へ移り,33区～38区から多くの遺物や遺構がみつ

かっています。土師器のお娩は丸みを帯びた形で

黒色のものが好まれ,中 国から輸入された白磁と

呼ばれるお娩も使われる様になります。また,長崎

産で加工しやすい滑石でつくられたお鍋 (石鍋 )も ,

熱効率がよかつたせいか重宝されました。この石鍋

が壊れてしまって使えなくなっても,他の道具に作

りかえて大切に使つていた様子もわかります①

遺構には,住宅や倉庫として使われた掘立推
廼蒻跡9棟や長く延びる経駅撞濡,それに連続し
たでこばこの綾緩渓簡笛筈がlo数条検出されまし
た。波板状凹凸面と呼ばれる一見不思議な遺構は,

鹿児島県内でも栗野町山崎B遺跡,栗野町木場B

遺跡,吹上町建石ヶ原遺跡などで見つかつていま

す。同様の遺構は,奈良・平安時代,鎌倉・室町時

代,江戸時代にかけての道路遺構に伴つて全国各

地でみつかつています①これまでの研究によつて,

①枕木やコロ説 ②基礎工事説 ③自然発生説

④排水施設説 ⑤足掛かり説などが提示されてい

ますが,まだ結論は出ていません。これらの波板状

凹凸面の共通した性質である,凹面と凹面の間の

距離を求めてみると,ほとんどが60clllから70clllの範

囲内に含まれることがわかります。また,現在も牧

場などにみられる同じ様な痕跡から,牛や馬が歩く

ことによつて,波板状凹凸面が出来上がったので

はないかと考えられます。

今回大坪遺跡で検出された波板状凹凸面や溝

状遺構の中には,東西南北の方向にぴつたり合う

ものと,そうでないものがありました。大坪遺跡周辺

の水田は,昭和40年代に耕地整備が行われてい

ますが,耕地整備前の地籍図を見ると,はつきりと

した楽堂堕勉罰でぁったことがゎかります。実際今

回の発掘調査によつて,およそ東西南北に区画さ

れた溝状遺構が数条みつかりました。この遺構から

みつかつた遺物の年代を基にすると,平安時代末

期から鎌倉時代にかけて整備されたのではないか

と考えることができます。

条里型地割とは,条里制といつて奈良時代から

平安時代にかけて都を中心に行われた区画整理

に伴う地害1を基にしているもので,一辺の長さが6

町 (約 654m)四方あります。全国等しく税金となる

米を徴収するために,方向と面積がそろつた土地

を整備する必要があつたのです。この一区画を里

または坊といいます。里はさらに各辺を1町ごとに6

等分して,溝や軽などで坪とよばれる36区画に分

けられます。この1町の長さが,109mです。また ,

大坪遺跡の字名は「大坪」であり,「坪」という語が

使われています。大坪遺跡の周辺の字名には「杉

坪」「人反田Jなど,数を意味するような地名 (数詞

地名 )があり,他県の条里型地割のことがはっきり

わかる遺跡にも共通する地名があります。

表 1

このことからも,大坪遺跡は,条里制と何ら

かのかかわ りがあるのではないか と考えられ

ます。鹿児島県内では,国府がおかれた)|1内市

や国分市には条里型地割がみられますが,発掘

調査によつてその痕跡を明らかにしたのは大

坪遺跡が初めてです。

(4)江 戸時代から明治・大正・昭和時代
江戸時代から明治時代の遺物として,煙草を吸

うときに使われる道具である「煙管」や荷物を運搬

するときに使用した馬の「1鎖
｀
」,「寛泉遥醤」「十

大坪遺跡周

辺の字名

熊本県の条里に

関する地名

(熊本県の条里

より)

大分県の条里に

関する地名

大坪 大坪 平 田

人反田 五反 田 五反田

杉坪 草坪 六反田

榎木田 前大坪 榎木田
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銭」などのお金,鉄砲の弾であると思われる鉛の弾

などが出土しました。遺構では,道が1条 ,溝状遺

構が7条見つかりました。

煙管については,金属の部分しか残つていま

せんでした。古銭については,寛永通賓が 3点 ,

明治時代の十銭硬貨 1点 ,大正時代の一銭硬貨
1点,穴はあいていませんが,鉄銭だと思われ

るものが 2点出土しました。鉛の弾は,球の形

をしているものが 7点出土しました。これは ,

その形や材質から,西郷隆盛が明治10年に起こ

した西南戦争 と何 らかの関係があるのではな

いか考えられます。また,太平洋戦争時のもの

と思われる薬爽 と銃弾がそれぞれ 1点ずつ出

土しました。

4。 まとめ

以上のようなことから,こ の地域に縄文時代か

ら奈良・平安・鎌倉・室町 。江戸時代を経て,明

治・大正・昭和・平成時代と現代に至るまで,綿々

と人々が生活していたことがわかります。出水地

方は日本本土の最南端に位置する鹿児島県の最

北端にあることから,中央 (古代は福岡県にある

大宰府)か ら距離的に近く,様々な中央の政治や

文化の影響を県内 (当時は薩摩国)で一番先に受
けていたのではないかと考えられます。鎌倉時代

には,薩摩国の守護・地頭の役所が出水の木之牟

礼城であり,江戸時代では藩内の麓集落の中で隣
が肥後国 (現在の熊本県)であるということで ,

藩内から最強の武士を集め,こ の地に配置しまし

た。近代に入 り,鹿児島本線の開通に伴い,その

位置から県内と中央を結ぶ交通の要所として,そ
の役割を担ってきました。

現代になり,交通機関が発達してきて日本本土

の最南端に位置 している鹿児島県も中央 との距

離感が縮まってきました。さらに,現代社会は情

報化が飛躍的な速さで進み,今までに比べて情報

の伝わる速度が格段に速くなっています。また ,

交通機関も発達し,2004年 3月 には九州新幹線が

開通しました。出水市は新幹線が停車することに

なり,その結果新たな中央との情報のルー トを担

う経路となりました。これから「人」や「物」。「情

報」の流通の機会が益々多くなってくると考えら

れます。このようなことによつて,時間的な感覚
が非常に速く感 じられる今後の世界を,こ の地に

生きてきた人々の歩んできた歴史を参考にしな

がら,これから先の世界をよりよい未来にしてく

ことが大t7Jだと考えます。

これらのことを図示すると次のようになります。

人々の生活の

歴史

。先人たちの足

跡

過去の歴史

現在私たちが生活している地域は,今まで綿々

と人々が生きてきた過去の歴史の上に成り立って

います。これらの歴史を振り返って,こ れからよ

りよい未来をつくっていくためにはどうすればい

いかということを,考えていくことが大切なこと

なのではないかと思います。

妙 腐争 渤 彬情 グ 疑 鋼鍵 斃 雙 ,公民部会地理分

科会防 娃 鶉 高校鰹 部会)三9鋸
~鹿
児島地図紀行ど

龍見島県 数言地質調査団 ′閉 物 ユ 膨訂 羽 の地球

科拘

出水彬 燿 鍔 励 惣 預 会 ′解  
‐
基本祭鶴 」

(野問口 勇 )

未来ヘ

つなげていく

-558-



写
真
図
版
１

道
■

試



写
真
図
版
２

咽h鳴
1

,奮

9e

亀

ｅ

ｅ
ａ

げ

縄支時代の玉製作地

-560-



写
真
図
版
３

埋設された土器 (縄文時代後期後半)

埋設された上器 (縄支時代晩期)



写
真
図
版
４

1学  ´
1 患

義
ょ
，
卜
・

、ィャ一一

上ヽ

一茂
一
（平
一

打

一

一一同
．

四
，・
ヽ
立

匙

「

一　
　
　
　
　
却
●



写
真
図
版
５

与 上
・

: ―
士 f士 .i年 _‐■単孝ミ

ヒ 新幹線橋脚工事が進む“平成lψ年

連．司
．錢
一



銀鞠勲爛聰陛 ヽ巖 ′―
             ●  ォ

９
郵
国
章
童



写
真
図
版
７

出蛹坤一一か」
一中
・厳

サ■■

|||ヽ 二■

IⅢⅢIII
|ヽ| li

●il
l∴、l

1曽

|ドと,ィ|■千

土坑3(SK169)検 出状況

'| ..|

1葵上期田肺

ｎ
】
ヾ
“

濫

韻 黒い部分が炭化物

大型凹地 (Sx60)焼 土塊が散らばる



写
真
図
版
８



ヽ
ヽ



写
真
図
版
１０

焼晟■i■ (eFィ82),町甲
Ⅲ

|■.Iュて

デ
；
一　
．
ミ
デ
ィ
耳
″
１

、

ィ

　

４
ｉ

，

lμ l・
'



・
こ 導年と

ｒ ，
Ｉ
【
∵
」
■

構
！
・

一
，
　

■
「
・

１

や
■ 瀾
≡



謝
郵
国
童
童



写
真
図
版

１３

Ｔ
だ

/イ

r_ヽ ァ

F
/′

鱗liⅢ    I

II!転講畔―
,(    iS

・■
‐ｉｔｉ
十一一一，ｔヽ‐メ　『

'f苧

―

-571-



写
真
図
版
１４



写
真
図
版

１５

波板状凹凸面4(SR72)
溝状遺構との関わり

波オ反剪犬凹凸面4(SR72)
凹面内の埋土

波板状凹凸面4(SR72)
凹面内はさらに2つに分かれる



写
真
図
版

１６

柱j→|

P ―

イ
  ,】 、ヽ、

liモ 1、

●
|くィェ

難 11
:■:1黎
打 4・1,ir

鉢 IIII
粋寺

=― =五

波板状凹凸面8(SR54)
D25区北側から

波板状凹凸面22(SR164)周 辺
東イ則から

波板状凹凸面2(SR25)と
溝状遺構12(SD23)の 関係

-574-



11i

fぽ鶏鰯駆

か
郵
国
首
童



餅
Ⅶ
国
菫
童



写
真
図
版
１９

建
一
一劫

一
〕

一
ｒ
　
け

，，ψｉ菊十
イ t心

h,4

・
.′   1lⅢ

t推晶
:ΨI甲甲rTらこ`鵡架暗柱穴内土師器



呻呻卿

紗

配
Ⅶ
国
首
童



写
真
図
版
２‐

亀 73   電 75     
蛇 077     転 79

0       唸 76       叱 078       1'と 080
2074

2041

見 031    
亀 83

」

２。

ａ

・

可

２

１

２０

一““““““中２０

Ｂ

２。

ａ

■

Ｕ

２０

０

２０

９

２。６８
　

ｑ

２０６９

２。６

，
２０６５
　
　
ａ
▼
２０６６

１

２０６３

　

・

２。６４

２。６

０

２０６。
　

Ｂ

２０６‐

１

２。

　

１

２０５

亀
０４

　

　

　

　

　

０５

▲

，

２

　

　

●

２

０２

　

　

　

　

　

‐０３

ＡД
２‐

ａ
２

吼

亀

●

２０９

ｎ

Ｅ

■

▼

２０

１

２。８

Ａ

ｒ

一

一

２。

Ｃ

２。３

Ｅ

２。

亀

９

２０４５

工

一

一

〉

２０５５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２０７

２０８５

０
２０８

２。８

３

２。８

勾玉・管玉・丸玉・平玉・未製品等
-579-

ｔ

２。３

２。４２

８
２。５６
・
２０５７
　

　

２。７２
・
靴
・
２０９５
鬼



●

写
真
図
版
２２

見入来遺跡の花粉・胞子遺体

1 ハンノキ属 2 ハンノキ属 3 シイ属

5 イネ科

大坪遺跡の種実

6 シダ植物単条溝胞子 7 シダ植物単条浦胞子

●

4 ヨナラ属ヨナラ亜属

弯

1 イチイガシ種子 イチイガシ種子 3 イチイガシ種子

8 シダ植物三条溝胞子
-10μ
m

_ 1 0mm

Ｆ
為

鐸

ゼ

ホ
一　

　

　

一
_ 1 0mm

_ 1 0mm

-580-

4 イチイガシ種子
_ 1 0mm
5 センダン核 6 同左

_ 1 0mm



大坪遺跡の炭化材

写
真
図
版
２３

横断面      :0 4mm
SF193(縄 文晩期、焼土遺構内)

放射断面       10,2mm
コナラ属アカガシ亜属

弊 静半
ヤ

・

１

．
ド

【す
●
　
　
■

氏
ｒ

ゝ

°
メ鳥

イネ
SX149

琴
― ・
r

虫

錦 と
ウシクサ族A
SX149

(P
＼         .     r

癖1寺 轟
ブナ科 (シイ属 )
比較試料

植物珪酸体 (プラントオパー

"の
顕微鏡写真

■
■
Ч

ド
■
鰺

ウシクサ族B
SX150

序

攀

(二 _二て

φ
クスノキ科
SX149

-――――日50μ m

ぴ

学　｛〔「）ヽ
・，‐ヽ

「
μ員

ォ
・一・
ト

接線断面       :0 2mm

僚

⇔
tフ
‐
韓

ススキ属型
SX149

も

し

轟

棒状珪酸体
SX150

-581-



禅甘と

写
真
図
版
２４

a・♯半中・・I■■■!1■ ― r r=~

,十‐ i:ttifil=二:二!●‐∴
「 TI二 !「 Tユ嘉群T■■

■■■二i____.―     ́=■ ‐■iド |=itij11■ を‐●

経慕五二五よオユエーi_1-・ギ≒営蛉・
|`………_____

鎖 鐸

斡

調査中の大坪遺跡と出水平野
(東光山中腹から 平成11年 6月撮影)

新幹線開通後の大坪遺跡と出水平野
(東光山中腹から 平成16年 10月撮影)

大坪遺跡を発掘した人々

(平成12年 1月撮影)

コ
ＢＩ
副
劉
劇
ュ

- 582 -



写
真
図
版
２５

埋設土器2(S」 1192)

埋設■器 3(S」 794)



写
真
図
版
２６

lli■ギ
‐

埋設土器4(S」38)側面、

一 '― ヽ

埋設土器4(S」386)

埋設土器5(S」 115386)上 部上器



写
真
図
版
２７

埋設土器5(S」 1157)下部上器

埋設土器6(S」 8.5)

埋設土器8(S」6.10)口縁部

器5(S」 115386・ 7)埋設状態復元

(S」33.9)

週目;没■:吾8(S」610):同吉|

-585-



写
真
図
版
２８

さ
諄

埋設土器9(S」8058)

一一一一嚇

埋設土器可0(S」3959)



写
真
図
版
２９

埋設土器珂2(S」4872)上部上器

埋設土器12(SJ4 63)下 部土器

埋設土器13(S」 564)



写
真
図
版
３０

埋設土器 14(S」 3165)

埋設土器呵6(S」966)

埋設土器司7(S」367)



写
真
図
版
３‐

埋設土器 18(S」 768)

埋設土器20(S」 41.69)

埋設土器21(S」 130113)



写
真
図
版
３２

埋設土器23(S」 49)断面

面平ω

ｉ

‐‐　

　

‐　

　

　

　

　

　

　

　

　

ＳＪ

豊

前
　

一）
蜘

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ収埋



写
真
図
版
３３

埋設土器27(S」 175163)

埋設土器28(S」 46188)上部土器

埋設土器23(SJ46 164)下 部土器

埋設土器29(見 S」51



写
真
図
版
３４

す ― ―
・ √ k

埋設土器30(見 S」84173)

‐――_‐と

埋設土器31(S」 131189。 190)埋設状態復元

-592-

埋設土器31(S」 131189)上 部土器



写
真
図
版
３５

埋設土器32(S」 1呵 194)

埋設土器33(S」 47187)

供献土器 1(S」 48482)



写
真
図
版
３６

や
ｈ

埋設土器34(S」 51193)

-594-

埋設土器36(S」 126191)



写
真
図
版
３７

縄文土器
-595-



写
真
図
版
３８

‐０９５

騨
‐‐４‐
儀
〆
警

‐‐６５
‐‐６４

〓・　
ヽ
一
‐０８８

愈
1126

1133

1155

一

、
一

工

一

翠

一
い



写
真
図
版
３９為
８‐２
角
８２９
基
８４２

８６２
建

９４８

良
８０

違

機

８２

角

凸

９４６

息

９４４

色

９４３

《

盗
８‐４

屯
ｎ
８２４
為
品

蔦
８０

▲
８５８

９７６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐００

為
‐ｏｏｏ

癬

９７５
鶴

９９９

繰

９９４

あ

８３
白

８３‐

暉

９５２

　

▼

　

　

　

　

９９‐

　

　

　

鰺

‐００６

1040               1044             1o46

釉
サ

1049



▲凸
７５５
幾
７６５
Δ
熙
７８４

畠

７５２
基

７６

畠
７８２

《

７
鳥
６９

舟
６９
速
躍
７３０
∴贔
７４０
・■
７５
鶴
７６２

袋
６６５
軋

基

呻

建

て

江

７４９
魚幾
７６

オ

摩

鰈

鰈

離

鶴

藝

７３９

・鍵

　
７３

幾

６６６

表

６

毒

６８

為

６５９
舟

６８６

写
真
図
版
４０

鳥 爆
709               706

720                721              722

《

７６８



写
真
図
版
４‐

ざ
■
1178

鵠
一
　

．●

，・　
・

任曜

■

石匙
-599-



れ一一一］一一一一‐３４５　　　　　　　　　　　　　　　　‐３５‐

懇
‐３４

雪

‐３６０

ｅ

‐３７‐
彎

み
１３８３

益彎
〉‐３７０
密
軍
‐３７６
癬
‐３８２

写
真
図
版
４２

審
1352

凸
1365

等 鞘
1385

1384

ピエス・エスキーユ

ー600-



Ⅷ
Ｒ

‐３０３　　　　　　　　　灯ヽ中叫韓峙蝉』一中『増韓暗鱒輯難螂騨暉螂Ｈ習Ｖ‐３



写
真
図
版
４４



写
真
図
版
４５

朗 :こ

石製土掘具
-603-



写
真
図
版
４６

石製土掘具
-604-



写
真
図
版
４７

石製土掘具
-605-



写
真
図
版
４８

Ｉ
“
■

石錘
-606-



写
真
図
版
４９

２０２２

２０２３

1目
l尋llヨ 再B131     19鑽 鷺鷲:il麟

2027

円盤形石製品 。異形石器
-607-

瞳
胡

２０２４
聯
２０２６



写
真
図
版
５０

′

・■4T

甥 硼 拗)醜∃ 欧懸 綿 阻 面

＼ |

融 闘瑚  ~~

塩 1墓工
√

|―→警蒙義基ニ
、             イμ

飽赫哲縄
4身二
-608-

∞ 畿閏親況



写
真
図
版
５‐

波板状凹凸面J(SR26)検出状況

吾弯1葦 !||

,ア r

: ′ す・́……要鳴Pりr士

-609-

波板状凹凸面1(SR26)断面 D-17区西側壁面



写
真
図
版
５２

郵
糀



写
真
図
版
５３

撰甲一ｒ一一．，一
一
４
エ

ヤ

一主
■

一

津
守

一
十五

一

-611-



写
真
図
版
５４

土師器 。須恵器
-612-



写
真
図
版
５５

土師器・須恵器
-613-



写
真
図
版
５６

甑 。支脚 。把手・鉄製品
-614-



写
真
図
版
５７

２５

２５

砥石・滑石製品
-615-



写
真
図
版
５８

2615

常

転

煮

一
観
２

・卵
２

2619           2620

キセル・馬のしりがい・古銭 。銃弾
-616-



写
真
図
版
５９

ラカル ト1

-617-



善 競 1式鶴 懇 輩 面

発掘調査アラカル ト2
-618-

~`= ^   _■
_



あ と が き

九州新幹線は平成 16年 3月 13日 に,鹿児島中央駅と熊本県新人代駅間が

部分開通しました。それに伴い旧西鹿児島駅周辺は東口も西口も大きな変貌

を遂げ,大勢の人々が行き交い,これまで以上に人的交流が進んでいます。

大坪遺跡の発掘調査は,平成 10年度から始まりました。私自身,確認調査

を除く5年間大坪遺跡に携わつて参 りましたが,その間様々なことがありま

した。 2年間の発掘調査期間中には,20世紀代から21世紀代へのミレニアム

を過ごしましたし,整理期間中に鹿児島県立埋蔵文化財センターの移転が行

われました。発掘現場では,乾けばガチガチ,雨が降るとグチャグチャの粘

土に悪戦苦闘し,プレハブを吹き飛ばした台風 18号や鹿児島では珍しい横な

ぐりの雪の中での調査も経験 しました。出水市の方々には,本当にお世話に

なりました。今,発掘当時の喜びや後悔などの気持ちが湧き起こってきます

が,ただただ感謝あるのみです。また, 3年間及び本日に至るまで,支えて

下さいました整理作業のスタッフの方々にも感謝の気持ちでいつぱいです。

おかげさまで一つの成果品を出すことができました。私自身,大坪遺跡を通

して多くの方々と出会い様々なことを学びましたし,追究することの苦しみ

や楽しさを知 り,充実した日々を過ごすことができました。本書に足 りない

点は少しづつでも返していきたいと思いますので, ご批判下さい。

鹿児島中央駅周辺の変化,上野原台地の移 り変わり,そ して大坪遺跡の過

去 。現在・近未来をつぶさに見ることができたのは幸せなのかもしれません。

それぞれの変化に伴 う良かつた面,悪かつた面を含めて,将来に「伝える」

ことが私たちの使命であると思いますし,「過去に学ぶ」姿勢はいつの世も忘

れないで欲しいと願 うばかりです。

(文化財主事 東和幸 )
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